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外 科 学 講 座 ホ ー ム ペ ー ジ 紹 介http://surgery-iwate-med.jp

外科学講座の歴史

外科学講座の

広報活動

当科では我々が行っている医療を一般の方、あるいは医学生や研修医の先生をはじめとするさまざま
な医療関係者の方にご理解をいただくために、ホームページの充実を図っております。最新医療をトピッ
クスとして提供するとともに、スタッフのプロフィールも公開しております。「主治医の顔と人となり」
を少しでもご理解していただくことで、良好な信頼関係を築く一助になることを期待しております。
また、私どもが主催する市民公開講座や研究会等、各種イベントのご案内も随時更新しております。
このホームページが、理想的な医療体制の実現に向けて、私どもと皆様をつなぐ架け橋となるよう願っ
ております。

こちらのQRコードを読み取って
ホームページにアクセスできます

本学は昭和3年、岩手医科大学の前身である岩手医学専門学校が設立され、昭和26年に
学校法人岩手医科大学が発足するに至った。
外科学講座の歴史は古く昭和4年、副島鎮雄の教授就任まで遡る。その後、昭和5年に

三宅徳三郎、昭和13年には永松之幹、そして昭和19年には瀬田孝一が教授に昇任した。昭和31年に外科学第一講座と名称を変
え、瀬田は在任35年間にわたり当教室の基礎を築き、大きな発展をもたらした。
昭和54年の瀬田の退職後、同年東北大学第2外科助教授であった森昌造が教授に赴任。昭和61年に東北大学第2外科教授へ
転任となるまで、疾患別のグループ制度を導入することで各分野の専門性を確立し、研究活動にも大きな躍進がみられた。
昭和62年6月に斎藤和好が外科・内科において初の母校出身の教授に昇任し、良き伝統と誠の医師としての真摯な態度を継承、
内視鏡手術など外科学の更なる進歩に貢献した。
平成17年に斎藤の退職後、同年9月慶應義塾大学外科学専任講師であった若林剛が教授に就任、患者様を中心とした最良の治
療が選択・実践可能な「チーム医療」を基盤として北東北での肝移植を実現した。
平成27年8月に同科准教授の佐々木章が教授に就任。肥満外科手術の指導的施設として国内外に情報を発信するとともに、
各分野の内視鏡外科手術を中心とした患者様に低侵襲で良質な治療を提供できるよう研究、教育そして診療に取り組んでおります。

この度、「第34回内視鏡外科フォーラム in 盛岡」を 
2023年５月20日（土）に盛岡市で開催させていただくこと
になりました。歴史と伝統ある本フォーラム会長の名誉
を賜り、機会を与えていただきました前理事長の徳村弘実
先生と会員の皆様方に心より感謝申し上げます。

内視鏡外科フォーラムは、東北およびその他の地区に
おける内視鏡外科手術の進歩と発展のために医療関係者が
集まり、互いに知識を深めあうための会を目的に、1992年
に設立されました。今回は、2022年度理事会で徳村弘実
先生の後任として理事長に選任いただき、多くの理事が
改選となった新体制での開催となります。内視鏡外科に
おける新技術の検証や本フォーラムの今後の展望などを
議論したいと考え、テーマは「Rethinking endoscopic 

surgery: The next step ?」といたしました。東北における
各領域のロボット支援下手術を若手医師たちにどのように
教育して普及させていくのか、安全性を担保しつつ内視鏡
外科手術のメリットを最大限に生かし、患者へ真の利点
を還元できる手技・技術は何であるかなどを考える 
セッションを企画する予定です。

新型コロナウィルス感染症の影響で医療従事者の働き方
や学びの場が変化している現状ですが、少しでもポスト・
コロナを感じられるようなフォーラムを目指して、岩手
医科大学外科学講座一丸となって準備に邁進してまいり
ます。多くの皆様方にご参加いただけますようよろしく
お願い申し上げます。

この度、「第29回侵襲とサイトカイン研究会」を2023年
７月６日（木）にシェーンバッハ・サボーで開催させて
いただくことになりました。歴史と伝統のある本研究会
会長の名誉を賜り、機会を与えいただきました代表世話人
の花崎和弘先生、小谷穣治先生と会員の皆様方に心より
感謝申し上げます。

本研究会は、外科侵襲とサイトカインに関する研究 
発表、意見交換、新しいアイディアの開発や進歩に貢献
することを目的に設立され、2016年から日本外科代謝栄養
学会と合同開催しています。今回は、日本外科代謝栄養
学会第60回学術集会とアジア代謝栄養学会との合同開催
にジョイントして同会場で現地開催の予定です。

研 究 会 の テ ー マ は「Bridging the research–patient 
benefit gap」といたしました。外科治療、救急、集中 

治療、麻酔、感染など広い意味での侵襲学に関する基礎
研究から臨床研究への発展、研究を研究だけで終わら 
せず、研究成果の患者還元を目指したご発表いただき、
議論を深めたいと思います。今回は、一般演題の他に 
優秀演題セッションを企画しました。抄録から４～５題
を選考し、本セッションの発表内容から優秀な２演題に
表彰並びに副賞を贈呈しますので、奮って応募ください
ますようお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症の影響で医療従事者の働き方
や学びの場が変化している現状ですが、少しでもポスト・
コロナを感じられるような研究会を目指して、岩手医科
大学外科学講座一丸となって準備に邁進してまいります。
多くの皆様方にご参加いただけますようよろしくお願い
申し上げます。
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お知らせ

冬も終わり春が近づくと、上空から鳴き声と共に大きなV字の隊列を組んで、澄んだ岩手の
青空を横切って白鳥たちは北へと帰ります。このV字飛行は、前の鳥が羽ばたく際に、後方に
上向きの気流が発生し、後続の鳥はその上昇気流を利用し、少ない力で飛ぶことでエネルギー
の消耗を減らします。一番風の抵抗を受ける先頭は、時々交代しているそうです。数千キロもの
長い旅路を切り抜ける、渡り鳥のチームワークの術といえます。
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岩手医科大学医学部外科学講座　
教授

Akira Sasaki, M.D., Ph.D.
Professor and Chairman

佐々木　章

A

教室年報2022　発刊にあたって
2022年１月より12月までの岩手医科

大学外科学講座の教育・研究・診療活ಈを
まとめ、「教室年報2022」を࡞しました。
201�年から教室ӡӦをߦい、̔回の発ץ
となります。

$07*%�1�は、今年も世քでҖを;る
い、わがࠃそして岩手医科大学でもਂࠁな
ঢ়گとなりました。2020年１月に佂ࢁで
開࠵されたϝλϘϦοクαーδΣϦーに
関する東アδア３かࠃ会ٞʢ5&".4ʣの
γϯϙδウムに座として参加、$07*%�1�
についてはࠃؼ後に知ることになり
ましたが、感染Ϧスクが高かったことから
い出しࢥා感をຖ感じていたことをڪ
ます。コロナՒで学会もΦϯライϯ開࠵、
現開࠵にライϒやΦϯσϚϯυ配信を
ซ༻したϋイϒϦου開࠵がओྲྀとなり
ました。学会のΦϯライϯԽは、རศと
ޮ上で༗༻ですが、ಛに若手の人的ަྲྀ

とڞಉମҙࣝのᔻཆのがࣦわれている
とࢥいます。しかし、2021年にߦࢪした
ຊ外科学会の学術ू会のΦϯライϯ
開࠵に関するアϯέートௐࠪでは、࣭ٙ
Ԡに改善の༨があるものの、Φϯ
ライϯ開࠵で勤務の߹ؒに視ௌできる
རศੑやΦϯσϚϯυで視ௌのػ会が
૿えたとのҙ見が多く、アϑλーコロナ
の開ࣜܗ࠵はϋイϒϦουなどでΦϯ
ライϯ参加もՄとすることをرする
ҙ見が大多数でした。現開࠵によるର面
さも࠵しつつ、Φϯライϯ開をࣜܗ
なけれ会һがຬしないということ
です。学会ࣜܗについてはࢍ൱両論あると
いますが、202�年３月̕ʙ10にࢥ
ԭೄで開࠵された第��回ຊ腹෦ٸٹ
医学会૯会では、աڈ最多の1��1題の
演題がूまりました。ࢲも座でݺれ
ましたが、感染ରࡦも؇された中で多く

の参加者で会でした。
コロナՒでは、医療現の感染ରࡦなどのෛ୲

が題となっていますが、ಉ࣌に働き方改革の
取りΈが進Έつつあります。しかし、医ࢣの
働き方改革が勤務ؒ࣌のॖやۀ務のޮԽを
ॏ要視するあまり、研究力を下させるՄੑが
あります。࣮際に世քにおける英文論文数の報ࠂ
では、わがࠃのトοプ10�のิਖ਼論文数は1���ʙ
2000年で４位・200�ʙ2010年で̒位・201�ʙ2020
年で12位と下しています。教室における英文
論文数はԣいのঢ়ଶです。アϑλーコロナも
が考えられますが、働き方改革とڥしい࿑働ݫ
研究力上の両立を指したいとࢥいます。
現在、࣮際にߦっている研究අ֫得にけた
定ظ的なϦαーチプロϙーβルのܧ続、そして
今後は研究ิॿһと学内外協力者の૿һによる
。務ܰ減とޮԽを進めていきますۀ

教室の人ࣄでは、।教授と講ࢣが大きくมわり
ましたが、各診療チームؒにおける教育・研究・
診療の連ܞは維持できています。患者のごհや
ご૬ஊについては、ླ木ɹ信।教授ʢ2000年ଔ、
খࣇ外科チームʣ、ย߂ۅউ।教授ʢ2004年ଔ、
肝胆膵・内分泌代謝外科チームʣ、ക༢ɹߊ।教授

ʢ200�年ଔ、肝胆膵・内分泌代謝外科チームʣ、
അ࿕講ࢣʢ2004年ଔ、上෦ফԽ管外科チーム
ʣ、ീॏֽਸ਼య講ࢣʢ200�年ଔ、下෦ফԽ管外科
チームʣ、ੴాໜॿ教ʢ200�年ଔ、ೕથ外科
チームʣに、ܰؾにおがけいたͩけれい
です。

関連病院の人ࣄでは、202�年３月現在、ҏ౻
達࿕先生ʢࠃຽ健康อרᷤݥ病院ʣ、٢ాɹప先生

ʢݝ立中෦病院ʣ、ࡔ下伸先生ʢݝ立佂ੴ病院ʣ、

川村ल࢘先生ʢݝ立ߐ病院ʣ、ᷤහ࢙先生
ʢݝ立ܰถ病院ʣ、川村英伸先生ʢݝ立ݹٶ病院ʣ、
佐౻ɹ一先生ʢݝ立ઍ伯病院ʣ、ੴ川ɹప先生

ʢݝ立大Ṁ病院ʣ、ԕ野ઍਘ先生ʢݝ立࣊ٱ病院ʣ、
ɹ眞先生ݪ立病院ʣ、খࢢҮ༤先生ʢീ഼ฏࢁ୍

ʢլさわうͪ病院ʣが、教室の関連病院で
病院として活躍されており、202�年４月からは
Ѩ෦ɹ܆先生がݝ立ాࢁ病院にबされます。
教室からの出ு医ࢣのௐをߦい、外科医の域
ภ在ないよう各病院と連ܞしながら域医療を
。えていきますࢧ

202�年の学会活ಈでは、̑月20に第�4回
内視鏡外科ϑΥーラム iO Ԭʢアイーナʣ、
̓月̒に第2�回৵ऻとαイトΧイϯ研究会

ʢγΣーϯόοϋ・αϘーʣをओ࠻します。少し
でもアϑλーコロナを感じられるような現
開࠵を指して४උにᬏ進してまいりますので、
多 くの 皆 様 方 に ご 参 加 い た ͩ け ま す よう
おئいいたします。

202�年３月にୀ職༧定とؒ࣌がݶられています
が、自らの健康を֬อし҆全で࣭の高い医療をఏڙ
しながら、࣍の࣌代を先導する教室һの育成をඪ
に৺ҙ力してまいります。ቫ刀会と関連病院
の皆様方には、今後とも一のご指導ご佃Ꭺを賜り
ますようԿଔよΖしくおئい申し上げます。
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ます。コロナՒで学会もΦϯライϯ開࠵、
現開࠵にライϒやΦϯσϚϯυ配信を
ซ༻したϋイϒϦου開࠵がओྲྀとなり
ました。学会のΦϯライϯԽは、རศと
ޮ上で༗༻ですが、ಛに若手の人的ަྲྀ

とڞಉମҙࣝのᔻཆのがࣦわれている
とࢥいます。しかし、2021年にߦࢪした
ຊ外科学会の学術ू会のΦϯライϯ
開࠵に関するアϯέートௐࠪでは、࣭ٙ
Ԡに改善の༨があるものの、Φϯ
ライϯ開࠵で勤務の߹ؒに視ௌできる
རศੑやΦϯσϚϯυで視ௌのػ会が
૿えたとのҙ見が多く、アϑλーコロナ
の開ࣜܗ࠵はϋイϒϦουなどでΦϯ
ライϯ参加もՄとすることをرする
ҙ見が大多数でした。現開࠵によるର面
さも࠵しつつ、Φϯライϯ開をࣜܗ
なけれ会һがຬしないということ
です。学会ࣜܗについてはࢍ൱両論あると
いますが、202�年３月̕ʙ10にࢥ
ԭೄで開࠵された第��回ຊ腹෦ٸٹ
医学会૯会では、աڈ最多の1��1題の
演題がूまりました。ࢲも座でݺれ
ましたが、感染ରࡦも؇された中で多く

M.D., Ph.D. Professor and Chairman
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の参加者で会でした。
コロナՒでは、医療現の感染ରࡦなどのෛ୲

が題となっていますが、ಉ࣌に働き方改革の
取りΈが進Έつつあります。しかし、医ࢣの
働き方改革が勤務ؒ࣌のॖやۀ務のޮԽを
ॏ要視するあまり、研究力を下させるՄੑが
あります。࣮際に世քにおける英文論文数の報ࠂ
では、わがࠃのトοプ10�のิਖ਼論文数は1���ʙ
2000年で４位・200�ʙ2010年で̒位・201�ʙ2020
年で12位と下しています。教室における英文
論文数はԣいのঢ়ଶです。アϑλーコロナも
が考えられますが、働き方改革とڥしい࿑働ݫ
研究力上の両立を指したいとࢥいます。
現在、࣮際にߦっている研究අ֫得にけた
定ظ的なϦαーチプロϙーβルのܧ続、そして
今後は研究ิॿһと学内外協力者の૿һによる
。務ܰ減とޮԽを進めていきますۀ

教室の人ࣄでは、।教授と講ࢣが大きくมわり
ましたが、各診療チームؒにおける教育・研究・
診療の連ܞは維持できています。患者のごհや
ご૬ஊについては、ླ木ɹ信।教授ʢ2000年ଔ、
খࣇ外科チームʣ、ย߂ۅউ।教授ʢ2004年ଔ、
肝胆膵・内分泌代謝外科チームʣ、ക༢ɹߊ।教授

ʢ200�年ଔ、肝胆膵・内分泌代謝外科チームʣ、
അ࿕講ࢣʢ2004年ଔ、上෦ফԽ管外科チーム
ʣ、ീॏֽਸ਼య講ࢣʢ200�年ଔ、下෦ফԽ管外科
チームʣ、ੴాໜॿ教ʢ200�年ଔ、ೕથ外科
チームʣに、ܰؾにおがけいたͩけれい
です。

関連病院の人ࣄでは、202�年３月現在、ҏ౻
達࿕先生ʢࠃຽ健康อרᷤݥ病院ʣ、٢ాɹప先生

ʢݝ立中෦病院ʣ、ࡔ下伸先生ʢݝ立佂ੴ病院ʣ、

川村ल࢘先生ʢݝ立ߐ病院ʣ、ᷤහ࢙先生
ʢݝ立ܰถ病院ʣ、川村英伸先生ʢݝ立ݹٶ病院ʣ、
佐౻ɹ一先生ʢݝ立ઍ伯病院ʣ、ੴ川ɹప先生

ʢݝ立大Ṁ病院ʣ、ԕ野ઍਘ先生ʢݝ立࣊ٱ病院ʣ、
ɹ眞先生ݪ立病院ʣ、খࢢҮ༤先生ʢീ഼ฏࢁ୍

ʢլさわうͪ病院ʣが、教室の関連病院で
病院として活躍されており、202�年４月からは
Ѩ෦ɹ܆先生がݝ立ాࢁ病院にबされます。
教室からの出ு医ࢣのௐをߦい、外科医の域
ภ在ないよう各病院と連ܞしながら域医療を
。えていきますࢧ

202�年の学会活ಈでは、̑月20に第�4回
内視鏡外科ϑΥーラム iO Ԭʢアイーナʣ、
̓月̒に第2�回৵ऻとαイトΧイϯ研究会

ʢγΣーϯόοϋ・αϘーʣをओ࠻します。少し
でもアϑλーコロナを感じられるような現
開࠵を指して४උにᬏ進してまいりますので、
多 くの 皆 様 方 に ご 参 加 い た ͩ け ま す よう
おئいいたします。

202�年３月にୀ職༧定とؒ࣌がݶられています
が、自らの健康を֬อし҆全で࣭の高い医療をఏڙ
しながら、࣍の࣌代を先導する教室һの育成をඪ
に৺ҙ力してまいります。ቫ刀会と関連病院
の皆様方には、今後とも一のご指導ご佃Ꭺを賜り
ますようԿଔよΖしくおئい申し上げます。
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2021年度のॳ಄からコロナ感染症が૿ٸし、ロγ
アによるウクライナ৵ུ、ݩट૬の҉ࡴとそれにから
Ήफ教題など、҉い題をかかえた1年でした。こ
こではこれἬに、ຊの医療ମ੍のظ展からຊ
学のক来けた方ੑ、医ہのあり方などについ
てड़べさせて頂きました。今回は少し指をมえ、外
科学領域のӫཆ学導入という話をさせて頂きます。

ຊ学外科学講座では佐々木章教授を先಄に、ංຬ
外科分野でӫཆ学を導入した先進医療で࣮をڍげ
ておられます。先生方がこれἬにॆ分御ೝࣝのこと
ではありますが、多ՁෆࢷࢎʢpoMZVOTatVratFE 
fattZ aciE 16'"Tʣの外科学分野導入のՄੑにつ
いて話を致します。

PUFAsの代謝と役割
ۙ年、16'"TはテレϏなどϚスコϛഔମの$.で、

αプϦϝϯトとしてその༗༻ੑがんに13されてい
ます。16'"Tの中でも$から�番あるいは�番
にෆ݁߹༗するࢷࢎを、Т��ʢO��ʣあるいは
Т��ʢO��ʣࢷࢎとݺんでいますʢਤ1ʣ。ෆ度が
高いʢෆ݁߹が多いʣ́ どࢷࢎとして۶ੑۂが
高く、つまりॊらかいࢷࢎということになります。

๔ບはओにບλϯύクࡉ ʢ࣭たんͺく࣭もؚΉʣと
の中で࣭ࢷ成されていますが、このܗより࣭ࢷ
く、ෆݻ๔ບはࡉʣが多いࢎࢷʢෆ度0のࢎࢷ
度の高い16'"Tの多いࢷࢎʢෆ度が1から
2�4�のࢷࢎʣでܗ成されるࡉ๔ບは、ॊらかくて
。が活発ですػ๔ࡉ๔ບྲྀಈੑが高くࡉ

Т��とТ��16'"Tおよびその代謝࢈は、ࡉ๔に
ରし多様な生活ੑをࣔしますʢਤ2ʣ。ڵຯਂいの
は、Т��とТ��16'"Tとで全くٯの生活ੑをࣔす
ことです。Т��16'"Tの代謝࢈は、いずれも生
活ੑでは༗ޮに࡞༻をしますが、Т��16'"T代謝࢈
は生ମにとって༗࡞༻をࣔすྫが多いのです。
Т��16'"TはЋ�Ϧϊレϯࢎから&1"や%)"がܗ成
され、さらにプロテクチϯやϦιルϏϯがられま
す。Т��16'"TはϦϊールࢎからアラΩυϯࢎをܦ
༝してプロスλάラϯδϯྨやトロϯϘΩαϯྨ
と代謝されます。Т��16'"T代謝࢈が健康にとっ
て༗ޮであれ、その前ۦ࣭であるЋ�Ϧϊレϯࢎ
を大量ઁ取すれいいことになります。所が、ώト
をؚΉᄡೕಈではЋ�Ϧϊレϯࢎから&1"や%)"
が߹成されるࢎૉ活ੑはく、ैって&1" や%)"
を直ઁ取する必要があります。&1"や%)"を๛

「多価不飽和脂肪酸の外科学分野への導入」

に߹成しؚ༗しているのはプラϯクトϯで、このプラϯク
トϯをΤαとするڕհྨを、さらにϚάロ、ΧπΦ、αό、
αϯϚ、イϫγ、などの੨ڕがั৯してମ内に積され、
それを人ؒがઁ取するという大な৯連がߦわれてい
ますʢਤ�ʣ。Ϛάロ、ΧπΦ、αό、αϯϚなど大型の੨ڕ
には%)"イϫγやアϯチϣϏのようなখ型の੨ڕは&1"が
๛に存在します。少しԣಓҳれますが、αέはന身の
とಉに%)"が๛で、かつαέの身がڕですが大型੨ڕ
いのは生ք最ڧのࢎ߅ԽࡎであるアスλΩチϯࢎによ
るものですʢアスλΩチϯࢎもプラϯクトϯからઁ取され
るʣ。ภ見かもしれませんが、αέはڕの中で最も༗༻な৯
かも知れません。さてਤ2にࣔしましたように、Т��とТ
��16'"の代謝࢈ともにそれͧれの方ٯの生࢈活ੑ
をࣔしますが、これをࠜڌにӫཆ学分野ではТ���Т��の
16'"ൺでධՁすることがあります。健康のόロϝーλー
からすると、Т��の高い方が健康にྑいということにな
ります。

先ड़しましたように%)"�&1"ࡎがࢢでαプϦϝϯト
として活گをఄしていますが、これはなͥでしΐう。ΤスΩ
Ϟーやイψイοトの人々がಈ຺ߗԽ症になりにくいのは、「あ
͟らし」の生と生݂をઁ取するからͩとݴわれてきました。
これが、%)"�&1"はಈ຺ߗԽ症に༗ޮではないかとさ
れたのです。あ͟らしはখڕを㕒とします。࣮際、&1"ʢΤ
ύσールʣはಈ຺ߗԽ症࣏療ༀとしてࢢに出ました。最ۙ、
%)"もロトϦΨという名でༀࡎとしてྲྀ通しています。現在
のとこΖ、臨床ݧ࣏として%)"�&1"の༗ޮੑが報ࠂされて
いるのはಈ຺ߗԽ症のΈです。ଞのଔ中、৺ے伷࠹症、う
つ病、アルπϋイϚー病、ஒโ症などのޮ果がظされつ
つも、ະͩ֬たる成果が得られておりませんʢਤ4ʣ。これはώ
ト臨床、ಈ࣮ࡉ、ݧ๔࣮ݧでもಉ様です。いずれも、༗ޮ
ੑの指ඪとその༗ޮੑの分ࢠレベルのղੳࠜڌがܽམしてい
るҝです。もう一つ大きな点は、%)"�&1"がݧ࣏というプ
ロηスをඈし、αプϦϝϯトとしてඈ躍的֦大をし、その
位を֬立してしまったことにあります。

զ々は12年前より、ຊの大ڕであるࡾԊ؛の੨ڕ
༗༻ੑの分ࢠϝΧニζムのղੳをスλートしました。指ඪ
としたのは、զ々の得ҙとするਆࡉܦ๔の分Խさらにγナ
プスܗ成です、ਆࡉܦ๔は分Խすると、ਆࡧ࣠ܦʢaYoOʣと

いう1ຊのいಥىと数ຊのथঢ়ಥىʢEFOEritFʣから成る
ඇର型ࡉ๔ですʢਆࡉܦ๔の極ੑとݺんでいますʣ。この
がられたものがγナプߏが出会いணىとथঢ়ಥࡧ࣠
スで、ਆࡉܦ๔ؒ報達の要となるߏですʢਤ4ʣ。զ々
は、%)"が࣠ࡧの伸をଅ進することを見い出し、その分
γάナルܥ๔内で"Lt�m503ࡉܦϝΧニζムは%)"がਆࢠ
を活ੑԽし、࣠ࡧ伸に必要なλウന࣭と$3.12という
ന࣭の߹成をଅ進ʢಛघな༁活ੑԽʣによることをղ໌
しましたʢਤ���ʣ。"Lt�m503γάナルはࡉ๔内報達
とはରࢮ๔ࡉ๔のण໋維持ʢࡉ๔の分Խやࡉ、の中でもܥ
の働きʣなどにॏ要なׂを果たしており、今後%)"や&1"
の分ߏػࢠが、ਆࡧ࣠ܦの伸のΈでなくより多くのࡉ๔
ظで広く関༩するϝΧニζムが໌らかになることがػ
されます。

ω-3PUFAsの臨床応用
&1"は成ମ内ではෆ҆定で、直ͪに代謝・分ղされます。

前ड़したように、ΤύσールΧプηルはಈ຺ߗԽ症༧、
改善ༀとしてわれていますが、イψイοトがあ͟らしの
生や生݂ӷのઁ取աになると、&1"の݂খ൘ूڽ੍
を来たします。イψイοトでは内出により出݂༺࡞
݂なども報ࠂされており、&1"のա༩はさけなけれ
なりません。%)"は生ମ内でઁ取された後、トϦάϦηロー
ルのアγルମとして҆定してମ内で存在しており、必要に
Ԡじて%)"と代謝されます。%)"の大量༻でも、෭
�"(%、はありません。これまでの臨床知見ではࠂの報༺࡞
&1"ࠞ߹Χプηルʢ%)"�&1"ʣで�ʙ�H�量までは༻さ
れています。ୠし、ޮ果のఔは報ࠂにより様々です。

症ީ܈や管ෆ全関連肝ػোの新生ࣇで、中৺
੩຺ӫཆによりТ��16'"Tが༗ޮੑを発شしたという報ࠂ
がありされています。これは0mFHaWFOという名
で、ڕ༉をݪྉとしたТࢷܥ��ೕࡎとしてԤभを中৺にࢢ
ൢされています。զがࠃではະͩにༀࣄ承ೝが得られてお
らず、医ࢣओ導型ݧ࣏のஈ階です。ࠃ内外の報ࠂによると
༗ޮੑの報ࠂはあり、胆ोうっの改善などの༗ޮੑもೝ
める症ྫもありますが、中৺੩຺ӫཆによるࡉ๔感染に
うഊ݂症や肝ػোといった題点も指ఠされています。

、されている大౾༉による中৺੩຺ӫཆ๏はൢࢢ内でࠃ
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ύσールʣはಈ຺ߗԽ症࣏療ༀとしてࢢに出ました。最ۙ、
%)"もロトϦΨという名でༀࡎとしてྲྀ通しています。現在
のとこΖ、臨床ݧ࣏として%)"�&1"の༗ޮੑが報ࠂされて
いるのはಈ຺ߗԽ症のΈです。ଞのଔ中、৺ے伷࠹症、う
つ病、アルπϋイϚー病、ஒโ症などのޮ果がظされつ
つも、ະͩ֬たる成果が得られておりませんʢਤ4ʣ。これはώ
ト臨床、ಈ࣮ࡉ、ݧ๔࣮ݧでもಉ様です。いずれも、༗ޮ
ੑの指ඪとその༗ޮੑの分ࢠレベルのղੳࠜڌがܽམしてい
るҝです。もう一つ大きな点は、%)"�&1"がݧ࣏というプ
ロηスをඈし、αプϦϝϯトとしてඈ躍的֦大をし、その
位を֬立してしまったことにあります。

զ々は12年前より、ຊの大ڕであるࡾԊ؛の੨ڕ
༗༻ੑの分ࢠϝΧニζムのղੳをスλートしました。指ඪ
としたのは、զ々の得ҙとするਆࡉܦ๔の分Խさらにγナ
プスܗ成です、ਆࡉܦ๔は分Խすると、ਆࡧ࣠ܦʢaYoOʣと

いう1ຊのいಥىと数ຊのथঢ়ಥىʢEFOEritFʣから成る
ඇର型ࡉ๔ですʢਆࡉܦ๔の極ੑとݺんでいますʣ。この
がられたものがγナプߏが出会いணىとथঢ়ಥࡧ࣠
スで、ਆࡉܦ๔ؒ報達の要となるߏですʢਤ4ʣ。զ々
は、%)"が࣠ࡧの伸をଅ進することを見い出し、その分
γάナルܥ๔内で"Lt�m503ࡉܦϝΧニζムは%)"がਆࢠ
を活ੑԽし、࣠ࡧ伸に必要なλウന࣭と$3.12という
ന࣭の߹成をଅ進ʢಛघな༁活ੑԽʣによることをղ໌
しましたʢਤ���ʣ。"Lt�m503γάナルはࡉ๔内報達
とはରࢮ๔ࡉ๔のण໋維持ʢࡉ๔の分Խやࡉ、の中でもܥ
の働きʣなどにॏ要なׂを果たしており、今後%)"や&1"
の分ߏػࢠが、ਆࡧ࣠ܦの伸のΈでなくより多くのࡉ๔
ظで広く関༩するϝΧニζムが໌らかになることがػ
されます。

ω-3PUFAsの臨床応用
&1"は成ମ内ではෆ҆定で、直ͪに代謝・分ղされます。

前ड़したように、ΤύσールΧプηルはಈ຺ߗԽ症༧、
改善ༀとしてわれていますが、イψイοトがあ͟らしの
生や生݂ӷのઁ取աになると、&1"の݂খ൘ूڽ੍
を来たします。イψイοトでは内出により出݂༺࡞
݂なども報ࠂされており、&1"のա༩はさけなけれ
なりません。%)"は生ମ内でઁ取された後、トϦάϦηロー
ルのアγルମとして҆定してମ内で存在しており、必要に
Ԡじて%)"と代謝されます。%)"の大量༻でも、෭
�"(%、はありません。これまでの臨床知見ではࠂの報༺࡞
&1"ࠞ߹Χプηルʢ%)"�&1"ʣで�ʙ�H�量までは༻さ
れています。ୠし、ޮ果のఔは報ࠂにより様々です。

症ީ܈や管ෆ全関連肝ػোの新生ࣇで、中৺
੩຺ӫཆによりТ��16'"Tが༗ޮੑを発شしたという報ࠂ
がありされています。これは0mFHaWFOという名
で、ڕ༉をݪྉとしたТࢷܥ��ೕࡎとしてԤभを中৺にࢢ
ൢされています。զがࠃではະͩにༀࣄ承ೝが得られてお
らず、医ࢣओ導型ݧ࣏のஈ階です。ࠃ内外の報ࠂによると
༗ޮੑの報ࠂはあり、胆ोうっの改善などの༗ޮੑもೝ
める症ྫもありますが、中৺੩຺ӫཆによるࡉ๔感染に
うഊ݂症や肝ػোといった題点も指ఠされています。

、されている大౾༉による中৺੩຺ӫཆ๏はൢࢢ内でࠃ



ΤωルΪーのิڅなどに༗ޮですがТ��16'"Tのओ
ମとするため、ਤ2のように、生ମにとってෆརな࡞
༻が多いことも考えなけれなりません。

いずれにしても、中৺੩຺ӫཆ๏により量的に大
量༩がՄではありますが、༩࣌にはࡉ৺の
ҙを要するʢ入0�1、ؒ࣌Hؒ࣌�ɿەࡉ感染ʣなどの
੍が多いのも࣮ࣄです。さらに、ڕ༉にしても大
౾༉にしてもೕࡎとして༻するため、ೕԽࡎのछ
ྨやೕԽ方๏など今後ݕ౼すべき点は多い。

ʢ在ࣇ࢈をૣࡎ༉ではなく෦分ਫ਼した%)"ೕڕ
2�िະຬʣのؾ管ࢧഏҟܗ成症にରする࣏療的
で、ૣࣇ࢈にܦӫཆ๏で༩してҟܗ成症Ϧスク
ܰ減をظしたが、ΉしΖϦスク૿大のՄੑがࣔ
ࠦされています。

このように臨床医療分野でТ��16'"TのԠ༻ྫ
が報ࠂされていますʢਤ�ʣ。ޱܦ༩ྫが最も҆全
ですが、ޱܦは༩量にݶքがあり、༩๏をؚめ
まͩղܾしなけれならない題点があります。中
৺੩຺ӫཆ๏についてݴえ、Т��16'"Tあるいは
%)"をどのようなೕԽࡎでどのようにしてϛηル
Խし༻するかなどをクϦアする必要があります。
また、どの疾患にదԠし、ޮ果の指ඪをどこにおく
かなどղܾしなけれならない題はࢁ積していま
す。ୠし、ਤ2�でࣔしたように、Т��16'"Tは生
ମにとって多方面に༗ޮ࡞༻をࣔすՄੑをൿめて
おり、外科学の先生方もੋඇをけて頂き、新た
な外科学分野の臨床Ԡ༻、࣏療๏開発にܨげて頂
けれਙです。
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䝸䞁䝟⌫䜔ዲ中⌫ᾐ₶⬟ᢚไ、ᢠ血ᑠᯈจᅛస⏝（ E PA䛾䜏）

軸索
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ࢷࢎは直で、۶ੑۂのないݻいߏ。
ෆࢷࢎはૉؒにෆ݁߹ʢਤの二ॏ݁߹ʣを༗し、ෆ݁߹が多いものఔ۶ۂが高く、ॊらか
いߏ。

ਤ̎ɽТ��とТ��16'"Tの代謝とその代謝࢈の生活ੑ
ਤ３ɽТ��16'"Tの৯連
ਤ４ɽਆࡉܦ๔分Խとγナプスܗ成

ਆࡉܦ๔は࣠ࡧとथঢ়ಥىという二छྨのಥߏىがޓいに݁߹し、γナプスという報達ߏをܗ成する。
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岩手医科大学　
医学部長

Makoto Sasaki, M.D., Ph.D.
Dean, School of Medicine

佐々木　真理

M

「教室年報2022」に寄せて
岩手医科大学外科学講座ならびに刀

会のॾ先生方におかれましては益々ごਗ਼
のこととおܚび申し上げます。佐々木
章教授をはじめو講座の先生方、و講座
出身の先生方にはฏૉよりຊ学の診療・
教育・研究をݗ引していたͩき৺より
御礼申し上げます。

ຊ学の医学教育におけるو講座の先生
方のご貢献はܭり知れません。中でも、
佐々木章教授には201�年度から教務ҕһ
を３年ؒお務めいたͩき、医学෦教務
ମ੍のൈຊ的な改革を৫的かつࡉやか
に進めていたͩきました。ຊ年度より医
学෦෭学෦にごबいたͩき、様々な
ごॿݴをいたͩくとともに、ࠃՈݧࢼෆ
߹格طଔ者のαϙートをおئいしており
ます。また、下ԭऩ教授をҕһとする
学修ࢧԉҕһ会のご力もಛචにし、
ಛに新ాߒ教授・木村༞ี教授には成

ෆྑ者にରしૣ朝より献身的なご指導
をいたͩいております。ػة的ঢ়گにあ
ったࠃՈݧࢼ߹格がここ数年に見え
て上し、さらに進ڃ・ଔۀが上
にありますのも、先生方のฒ々なら
͵ご尽力の賜であり、このをおआり
して৺より感謝申し上げます。

さて、ຊ学の入学ݧࢼηϯλーではこ
の数年ؒ様々な改革をߦってきました。
બൈのಁ໌Խ・దਖ਼ԽはもͪΖん・ݧࢼ
のこと、新型コロナウイルス感染症ରࡦ
の一として、ݧࢼ科・ׂؒ࣌の見直
し、東ژ会のมߋ、ϦϞート面の導
入などをߦい、教職һおよびडݧ生のෛ
୲とϦスクのܰ減をਤることができまし
た。また、1ࡀ�人ޱが減少するなか༗
な学生を҆定して֬อすべく、૯߹型બ
ൈをࡢ年度より導入し、多くのئࢤ者が
डݧしています。今年度は域̙ʢ全

診療科指定ʣを新ઃすることができ、そ・ࠃ
のޮ果にظしています。

一方で、ຊ学のۓ٤の課題の一つに臨床研修
医の֬อがڍげられます。臨床研修医֫得には
多方面からのରࡦが必要です。医ࢣଔ後臨床研
修ηϯλーを中৺にすらしい臨床研修プロά
ラムを༻ҙしていたͩき、ଔ後臨床研究ධՁػ
からも高いධՁを得たとうかがっておりまߏ
す。Ҏ前より指ఠのあった臨床研修医のڅ༩に
ついても見直しのݕ౼が始まっています。ま
た、現在の第一学年より域学生のݝ内での
臨床研修がٛ務けられ、૯߹型બൈなどのຊ
学附属病院での臨床研修を必ਢとするબൈも
スλートし、数年後にはޮ果がظされます。
先生方には臨床࣮शなどを通して臨床研修医の
֫得に一৺がけていたͩきたくおئい申し上
げます。

医学研究科の大学院生の減少も大きな題で
す。ࣾ会人大学院と新専門医੍度や学ۚٛ務
ཤߦとの両立に関する教һ・学生のෆ҆が減少
につながっているとࢥわれます。中教৹大学分
科会の申などをडけ、ここ数年医学研究科教
務ҕһ会が中৺となって大学院改革に取り
Έ、୯位ཤ修の࣮࣭ԽやධՁ・ݧࢼのదਖ਼Խを

達成していたͩきました。いわΏる専ै੍ؒظ
度はすでにׂをऴえたものとࢥわれ、来年度
見直しをਤりࣾ会人大学院の自༝度を上でき
れと考えています。また、来年度は橋し研
究・࢈学連֓ܞ論が新ઃされ、ࢣޢをରと
したコースも新ઃされるなど、内༰のさらなる
ॆ࣮が༧定されています。大学院はຊ学の研究
力をࢧえるॏ要なׂを果たしており、臨床ܥ
の学位論文はಛ定ػ病院の要݅をຬたすうえ
でも大きな力となっています。大学院生の֫得
につきましてもಛஈのご高配をいたͩけれ
いです。

医学教育はさらなるม革のظ࣌をܴえようと
しています。今年度は04・5#$ݧࢼ༺ڞ$&の
ެ的Խ、医学教育Ϟσル・コア・ΧϦΩϡラム
の改గ、大学ઃஔج४の改ਖ਼という大きなಈき
がありました。来年度はこれらにਝかつద
にରԠしていく必要があります。今後も佐々木
教授をはじめو講座の先生方のお力をͥͻとも
おआりしたく存じますので、ご理ղとご協力を
ԿଔよΖしくおئい申し上げます。

චではご͟いますが、今後の外科学講座の
益々のご発展ならびにॾ先生方の益々のご活躍
とご健উを祈念申し上げます。
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教室の一年
2022年は૬もมわらずコロナ感染症のト

ϯωルの中にいながらも、肝胆膵外科領域
ではロϘοトࢧԉ下肝আ術と腹腔鏡下υ
ナー肝আ術ʢ外ଆ۠域ʣがอݥऩࡌされ
るなど、࣍世代つなげていく新しい展開
もあった年でした。また、手術症ྫ数はࡢ
年མͪࠐんͩものがҎ前とಉじくらいまで
૿加し、チームスλοϑにはしく働いて
頂きました。

ロϘοトࢧԉ下肝আ術は３月ࠒより導
入४උをすすめて̒月に第一ྫをߦࢪ、
12月までに̕ྫの症ྫをߦうことができま
した。現࣌点では腹腔鏡下肝আ術とൺ
べてϝϦοトが少ないとݴわれている手術
の導入であり、多くの腹腔鏡下肝আ術を
ઃͩからこそ、患者がෆར益ࢪってきたߦ
をඃらないようにする必要がありました。
զ々のࢪઃではμϏϯチ4iでの導入であ
り、ϙート配ஔの੍ݶやσόイスの少なさ

などをΧόーするために腹腔鏡下による手
術ૢׂ࡞߹を多めにするなど、手術ؒ࣌が
Ԇしないよう配ྀしました。今後は9i
の移ߦが༧定されていますし、その先にも
より進Խしたٕ術が導入されるはずです。
開腹から腹腔鏡の移ߦが、今の腹腔鏡か
らロϘοトの移ߦにかͿります。すべて
の腹腔鏡下手術がロϘοトࢧԉ下手術にと
ってมわるかはԿともݴえませんが、今後
若手外科医の多くがݧܦすると༧される
このٕ術の൶を開いておくことが大であ
ると考えています。膵আ術においても
れせながらロϘοトࢧԉ下手術を導入し
ました。膵಄े二指আ術や膵؞にର
するମඌ෦আ術は、若手肝胆膵外科医の
修練のこともありこれまで多くの症ྫを開
腹でߦってきましたが、今後はঃ々にロϘ
οトࢧԉ下手術のׂ߹を૿やしていきたい
と考えています。ॳめての肝আ術・膵
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আ術がロϘοトࢧԉ下という࣌代はそうԕくな
いかもしれません。腹腔鏡下υナー肝আ術が
อݥऩࡌされたことは大きなม革とࢥいます。
疾患ではなく善ҙによる健ৗ者の肝আ術であ
り、ମのෛ୲をܰ減し༰ੑにも༏れているこ
の術ࣜのอݥऩࡌはඇৗにҙຯのあることと考
えます。しかし、開腹手術とมわりない高い҆
全ੑとάラϑト肝のクΦϦティが求められる手
術であり、より৻ॏにߦう必要があります。

現開࠵での学会や研究会が૿えてきたこと
はخしいことでした。Φϯライϯの手ܰさもࣺ
てがたいですが、ର面での量はやはりҧいま
す。感染ঢ়گによってมわりましたが、ൺֱ的
大人数での࠙会が開࠵されたこと、ޫ؍がで
きたことなど、Ҏ前はී通であったことがಛผ
なものに感じました。202�年は通ৗ開࠵も૿え
てくるとࢥわれますので、今からָしΈです。

働き方改革がいわれる中、ର極にいるのが外
科医です。ಛに肝胆膵外科医はどうすれྑい

のか、全ࠃでಉじようにまれているものとࢥ
います。術後߹ซ症はθロにはなりませんし、
߹ซ症を減らすために手術そのものをҤॖさせ
ることもできません。スλοϑが少ないঢ়گで
は、ؤுれؤுる΄ど自らのटをしめること
になります。Կとか外科医を૿やすように、勤
務ؒ࣌をずらすなどの、ঁੑ医ࢣがԿとか
外科医をࢤしてくれるようなڥඋと協力ମ
੍のߏங、新しいٕ術の൶を開いておくなど、
ັ力ある外科学講座となるようめていきたい
とࢥいます。
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2022年の1年をふり返って
この度、2022年̓月より।教授の職をഈ

໋いたしましたย߂ۅউです。ቫ刀会教室
年報においてこのようなػ会をいたͩきま
したので、ご挨拶させていたͩきます。

ۀは、2004年に北ւಓ大学医学෦をଔࢲ
し、ॳظ研修と後ظ研修をࡳຈࢢでߦいま
した。当࣌の後ظ研修ではܙまれたڥの
中、年�00ʙ�00ྫの全身ຑਲ手術のうͪ年
ؒ100ʙ1�0ྫの執刀と�00ྫ前後のॿ手と
してܞわるػ会をいたͩきました。病౩に
おいては�0名の患者をγニアレδσϯ
ト・後ظ研修医の４名でରԠし、ຑਲ・腹
෦ٸٹ・外ই・්人科・泌ث科腹෦手術
のݧܦも多くさせていたͩくことができま
した。ຆどのؒ࣌を病院でաごし研ᮎしま
したが、医療にରする࢟・責を学Ϳこ
とができました。

北ւಓにおいては腹腔鏡手術の導入・ී
及がかったこともあり、腹腔鏡下手術を

中৺に外科手術を学Ϳために200�年に岩手
医科大学外科学講座に入ہしました。各
άループをローテーγϣϯする中で、࣭の
高い外科࣏療また様々な文Խのҧいも学Ϳ
ことができ、自分のૅجがஙかれていま
す。2010年にはۄᖒՂ೭先生・ࡉҪ信೭
先生のご指導のもと研ᮎし、2011年の東
ຊ大ࡂにおいてはࡂ医療の立ͪ上げに
を得ることができましݧܦॏなوわるܞ
た。2012年から௩先生のもと、ૅج研
究のجຊ・؞とҨࢠについてご指導いた
ͩき、肝ଁと࠶生医療におけるૅج研究に
を取得することが࢜し2014年に医学തࣄै
できました。ݩより高度৵ऻ手術・ूٸٹ
中࣏療にڵຯਂく、新ాߒ教授はじめॾ
先ഐ方の、より高度なٕ術・管理をߦうഎ
中から大きくӨڹをडけ、肝胆膵・移植チ
ームを専߈άループとしてબ択することと
なりました。201�年にはখ川խজ先生の指

M.D., Ph.D. Associate Professor
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導のもと、̎名で新しいڥに新しい文Խを立
ͪ上げるというॏ要なࣄにबくこともできま
した。201�年には肝胆膵高度ٕ専門医の資格
を取得することができ、より手術の࣭を高める
とڞに後ഐの指導をߦっております。現在は肝
胆膵・移植のΈならず代謝・内分泌外科、ヘル
ニア疾患における࣏療にもܞわることができ、
学び続ける࢟をれないよう肝にじていま
す。今ある自分をܗ成するに大きくӨڹいたͩ
きました、佐々木章教授・新ాߒ教授はじめ
ॾ先ഐ型にਂく感謝申し上げます。

今後、全ࠃ的にも高ྸԽにい病ؾとなるՄ
ੑのある人ޱが૿え、これをࢧえる人ޱが減
ることは知られていますが、外科においてはさ
らにӨڹが大きく出てくることが༧されます。
外科医ෆはආけられない題となることが༧
され、外科৫はよりスϐーυ感ある成ख़が
必ਢとなってくるかとࢥいます。教育には様々
な方๏があるかとࢥいますが、Մなݶりのݴ
Խとコϛϡニέーγϣϯをॏ要視して取りޠ
んでいきたくࢥいます。

2022年度は、coWiE�1�感染症というࣾ会題が
続してありましたが、当ॳから世քにコϯηܧ
プトとしてありました lコロナウイルスとのڞ
生z にาΈدれた年にࢥいます。当チームに関
しては、ৗ40࣌ʙ�0名の入院患者を๊え、肝移
植症ྫはcoWiE�1�感染症のྲྀߦとڞに減少をࣔ
しましたが前年度からの症ྫ数を維持、ଞ手術
症ྫは前年度よりも૿加にసじました。学会活
ಈにおいても現開࠵されるものが૿え、当チ
ームからも多くの演題を発දすることができま

した。肝胆膵領域においては、2022年度からロ
Ϙοトࢧԉ下肝আ術と膵আ術がอݥऩࡌさ
れ、当チームにおいてもに導入となった年で
した。このߘݪを執චしている現࣌点で、ロϘ
οトࢧԉ下肝আ術11症ྫ、ロϘοトࢧԉ下膵
আ術３症ྫをߦっており、҆全にߦՄと
なっています。腹腔鏡下肝আ術の๛なݧܦ
のもと、ロϘοトࢧԉ下肝ଁ手術においてもݗ
引的なࢪઃとなれるようྭんでいきたくࢥいま
す。また、ロϘοトࢧԉ下膵ଁ領域においては
ೡΖ導入がめとなりましたが、҆全ੑ・ٕ術
の上のΈならず発信していくことができるよ
うに、ܧ続していきたいとࢥいます。

।教授となりました立から、外科学講座と
いうチーム全ମのఈ上げがॏ要であると考えて
います。働き方改革のٛ務Խもഭっており、自
分が若いࠒのようにはؒ࣌的な力のΈにཔる
ことはࠔ難なଆ面があるかとࢥいます。ॾ先ഐ
方が外科の発展にඅやしたؒ࣌のおかげで、自
分達はよりؒظに、より࣭の上した医療を
֫得していると感じています。岩手医科大学外
科学講座を高ߍ野ٿの名門ߍにྫえると、後ഐ
には自分がඅやしたؒ࣌にൺべてもよりૣく、
より上࣭な外科医療を֫得できるように、自分
たͪの世代がޮよくえていくことがॏ要で
あると考えます。このαイクルが成り立ってい
くことこそがྑい౷的なチームであり、ॾ先
ഐ型が༏लなチームをܗ成したূとなると信じ
ています。今後とも益々のご指導ご佃Ꭺを頂け
ますよう、どうͧٓしくおئい申し上げます。
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した。ຆどのؒ࣌を病院でաごし研ᮎしま
したが、医療にରする࢟・責を学Ϳこ
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北ւಓにおいては腹腔鏡手術の導入・ී
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医科大学外科学講座に入ہしました。各
άループをローテーγϣϯする中で、࣭の
高い外科࣏療また様々な文Խのҧいも学Ϳ
ことができ、自分のૅجがஙかれていま
す。2010年にはۄᖒՂ೭先生・ࡉҪ信೭
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ຊ大ࡂにおいてはࡂ医療の立ͪ上げに
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究のجຊ・؞とҨࢠについてご指導いた
ͩき、肝ଁと࠶生医療におけるૅج研究に
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導のもと、̎名で新しいڥに新しい文Խを立
ͪ上げるというॏ要なࣄにबくこともできま
した。201�年には肝胆膵高度ٕ専門医の資格
を取得することができ、より手術の࣭を高める
とڞに後ഐの指導をߦっております。現在は肝
胆膵・移植のΈならず代謝・内分泌外科、ヘル
ニア疾患における࣏療にもܞわることができ、
学び続ける࢟をれないよう肝にじていま
す。今ある自分をܗ成するに大きくӨڹいたͩ
きました、佐々木章教授・新ాߒ教授はじめ
ॾ先ഐ型にਂく感謝申し上げます。

今後、全ࠃ的にも高ྸԽにい病ؾとなるՄ
ੑのある人ޱが૿え、これをࢧえる人ޱが減
ることは知られていますが、外科においてはさ
らにӨڹが大きく出てくることが༧されます。
外科医ෆはආけられない題となることが༧
され、外科৫はよりスϐーυ感ある成ख़が
必ਢとなってくるかとࢥいます。教育には様々
な方๏があるかとࢥいますが、Մなݶりのݴ
Խとコϛϡニέーγϣϯをॏ要視して取りޠ
んでいきたくࢥいます。

2022年度は、coWiE�1�感染症というࣾ会題が
続してありましたが、当ॳから世քにコϯηܧ
プトとしてありました lコロナウイルスとのڞ
生z にาΈدれた年にࢥいます。当チームに関
しては、ৗ40࣌ʙ�0名の入院患者を๊え、肝移
植症ྫはcoWiE�1�感染症のྲྀߦとڞに減少をࣔ
しましたが前年度からの症ྫ数を維持、ଞ手術
症ྫは前年度よりも૿加にసじました。学会活
ಈにおいても現開࠵されるものが૿え、当チ
ームからも多くの演題を発දすることができま

した。肝胆膵領域においては、2022年度からロ
Ϙοトࢧԉ下肝আ術と膵আ術がอݥऩࡌさ
れ、当チームにおいてもに導入となった年で
した。このߘݪを執චしている現࣌点で、ロϘ
οトࢧԉ下肝আ術11症ྫ、ロϘοトࢧԉ下膵
আ術３症ྫをߦっており、҆全にߦՄと
なっています。腹腔鏡下肝আ術の๛なݧܦ
のもと、ロϘοトࢧԉ下肝ଁ手術においてもݗ
引的なࢪઃとなれるようྭんでいきたくࢥいま
す。また、ロϘοトࢧԉ下膵ଁ領域においては
ೡΖ導入がめとなりましたが、҆全ੑ・ٕ術
の上のΈならず発信していくことができるよ
うに、ܧ続していきたいとࢥいます。

।教授となりました立から、外科学講座と
いうチーム全ମのఈ上げがॏ要であると考えて
います。働き方改革のٛ務Խもഭっており、自
分が若いࠒのようにはؒ࣌的な力のΈにཔる
ことはࠔ難なଆ面があるかとࢥいます。ॾ先ഐ
方が外科の発展にඅやしたؒ࣌のおかげで、自
分達はよりؒظに、より࣭の上した医療を
֫得していると感じています。岩手医科大学外
科学講座を高ߍ野ٿの名門ߍにྫえると、後ഐ
には自分がඅやしたؒ࣌にൺべてもよりૣく、
より上࣭な外科医療を֫得できるように、自分
たͪの世代がޮよくえていくことがॏ要で
あると考えます。このαイクルが成り立ってい
くことこそがྑい౷的なチームであり、ॾ先
ഐ型が༏लなチームをܗ成したূとなると信じ
ています。今後とも益々のご指導ご佃Ꭺを頂け
ますよう、どうͧٓしくおئい申し上げます。
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さらなる教室の発展のためにできること
この度2022年11月１けで、外科学

講座।教授をഈ໋させて頂きました。今
回のঢ人ࣄに際しまして、佐々木章教
授、新ాߒ教授をはじめとした医ہһ
の先生方、そして刀会の先生方に改め
まして御礼を申し上げます。岩手医科大
学外科学講座は、多くの専門領域をཏ
した大講座であり、多領域の疾患や手術
手ٕについて広くਂく修練できるك༗な
教室です。自分は、この๛かなをอ
つのΈならず発展させていくことが課せ
られたඪであると考えており、今後は
様々なࣄにରして自分の視点を၆ᛌ的
にすべきかয点をߜるべきか的֬にஅ
しରԠしていくことが肝要であるとৗに
ҙࣝして職務を全うすべくਫ਼進致します。
しかしながら、まͩまͩ成ख़した人ؒで
あるはずもありませんので、引き続き皆
様方の御指導・御佃Ꭺを賜りながらਫ਼進

してまいりたいと存じますのでԿଔٓし
くおئい申し上げます。

自分は、200�年にౡݝ立医科大学を
ଔۀしॳめて岩手のにまいりました。
ଔ後４年を岩手ݝ立胆病院で外科修
練医として勤務し、当࣌医ہでいらっ
しΌった佐々木章教授にコϯλクトを取
らせて頂き手術見学のػ会を頂きました。
当࣌の自分は、内視鏡下手術に΄とんど
、ঢ়થߕれておらず、ը面ӽしに見る׳
ң、大、肝ଁの手術の全てがিܸにも
い感を自分に༩えたことを今でڧたࣅ
も໌に֮えております。200�年10月に
入ہさせて頂いた後、学位研究では高度
ංຬ症にରする減量・代謝改善手術症ྫ
の内ଁࢷが持つアσィϙΧイϯ࢈生
について佐々木章教授に御指導を頂きま
した。ظ出ுで勤務させて頂いた関連
、ઃの先生方に臨床・研究のΈならずࢪ
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練医として勤務し、当࣌医ہでいらっ
しΌった佐々木章教授にコϯλクトを取
らせて頂き手術見学のػ会を頂きました。
当࣌の自分は、内視鏡下手術に΄とんど
、ঢ়થߕれておらず、ը面ӽしに見る׳
ң、大、肝ଁの手術の全てがিܸにも
い感を自分に༩えたことを今でڧたࣅ
も໌に֮えております。200�年10月に
入ہさせて頂いた後、学位研究では高度
ංຬ症にରする減量・代謝改善手術症ྫ
の内ଁࢷが持つアσィϙΧイϯ࢈生
について佐々木章教授に御指導を頂きま
した。ظ出ுで勤務させて頂いた関連
、ઃの先生方に臨床・研究のΈならずࢪ

M.D., Ph.D. Associate Professor

A k i r a  U M E M U R A

岩手医科大学医学部外科学講座　
准教授

Hirokatsu Katagiri, M.D., Ph.D.
Associate Professor

梅邑　晃
各専門領域の資格取得に際しても多大な御指導
を頂き、この御恩に報いるべく外科学講座で勤
務させて頂いております。

岩手医科大学附属病院で職責を果たす上では
臨床・研究・教育の全てを両立させる必要があ
り、どれも疎かにできません。一方で、新型コ
ロナウイルス感染症や働き方改革などの難しい
課題にも直面しており、一朝一夕にはすべての
分野で高いレベルに到達・維持していくことは
できないことも承知しております。そこで、「先
づ隗より始めよ」という通り、専門領域である
減量・代謝改善手術に関する研究で、佐々木章
教授のお力添えの下所属してくれた大学院生と
学位研究を通して教育と研究を少しずつ進めて
いくことを始めました。これまで、二階春香先
生、屋成信吾先生、高橋眞人先生の学位論文
が、impact factorが４点前後と高い雑誌に採択
されるようになりました。現在も、３名の大学
院生が研究を積極的に進めており、今後も学位
研究や臨床研究を通して若手教育の裾野を少し
ずつ広げていきたいと考えております。

臨床では、減量・代謝改善手術、内分泌外
科、ヘルニア、肝胆膵・移植外科と多岐にわた

る疾患を入院・外来で管理させて頂いており、
教室の診療チームの皆様と関連病院の先生方の
御協力に改めまして御礼を申し上げます。多く
の手術が腹腔鏡あるいは内視鏡下での手術とな
っておりますが、各疾患において開腹手術、開
創術は一定数存在します。そのような患者様に
こそベストプラクティスが求められると存じて
おりますので、若手の先生方にも各領域の手術
を自分の指導の下で執刀して頂き、より高いレ
ベルで修練して頂けるよう引き続き尽力致しま
す。また、2022年12月には、川村英伸先生と
佐々木章教授の御高配を賜り第14回東北ヘルニ
ア研究会の当番世話人をさせて頂き、新型コロ
ナウイルス感染症の最中であったにもかかわら
ず100名もの御参加を頂きました。御出席及び演
題を御登録頂きました関連病院の先生方に改め
まして御礼を申し上げます。

最後になりますが、今一度自分自身を見つめ
直し岩手医科大学外科学講座のさらなる発展に
貢献することをお誓いし、関連病院の先生方の
益々のご健康と御活躍を祈念しまして１年の御
挨拶とさせて頂きます。
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ʮࢁฒΈோύωϧʯ͕ઃஔ͞Ε·ͨ͠

　݄̕1�ʢʣɺෟଐ病院の病౩ϥウンδʹࢁฒみோ
ύωϧがઃஔさΕ·ͨ͠ɻ͜のύωϧ̒֊Ҏ上の病౩ϥ
ウンδの૭ɺ̓ܭՕ所ʹઃஔさΕɺύωϧΛݟͳがΒ岩
手の༤大ͳࢁฒみΛோ͢Δ͜とがͰ͖·͢ɻຊ学ෟଐ病
院ೖ院Ҋ内ύンϑϨットʹࡌܝさΕɺ෯͘पさΕͯ
͍·͢ɻ

˙ઃஔ所

˙東ଆோαΠン

ʬ東ଆʭ
　・̒֊一般ೖ院病౩
　・̓֊খࣇ病౩
　・̔֊一般ೖ院病౩
　・̕֊一般ೖ院病౩
　・10֊؇έΞ病౩

ʬଆʭ
　・̔֊一般ೖ院病౩
　・̕֊一般ೖ院病౩

౦�0֊؇έΞප౩ϥϯδ ̔֊ҰൠೖӃප౩ϥϯδ

東側サイン_山の高さ150%_（塗りのみ）

岩手医科大学付属病院様　眺望サイン_山名修正

元
写
真

785m

˙ଆோαΠン

岩手医科大学付属病院様　眺望サイン_山名修正

元
写
真

西側サイン_山の高さ150%_（塗りのみ）

岩手医科大学報　2020.11｜9
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νʔム紹介

্෦ফԽνーϜ ৯ಓɾң࣬ױ
༵�

࣌�0ʙ�7࣌�
ʢۊ৽පӃʣ�STAFFɿഅ࿕ɺळࢁ༗࢙ɺೋ֊य़߳

上෦ফԽνーϜでは、食道癌・胃癌を中৺に、食道・胃࣬患の࣏療を୲当しています。ຖि木༵日のઐ門外དྷでは、
新患患者さんの診をはじめ、࣏療後の定ظフォローアッϓや外དྷԽ学療法を୲当しております。外དྷԽ学療法室や์ࣹઢ
科と連ܞし、癌のू学的࣏療を行っております。手術༧定患者༷にはೖୀ院αϙートηϯターの多৬छが介ೖし、࣏療の
҆全ੑやप術ظ医療の質の向上にめております。ۊ新病院でのೖ院は、Խ学療法と手術࣏療を当科が中৺となりফԽ・
肝ଁ内科や์ࣹઢ科と連ܞしてू学的な࣏療にあたっております。手術に際しては、定型的な手術に対してはより৵ऻな
手術をٻしております。高ྸ者にも҆全に定型的な࣏ࠜ手術をडけていただけるよう、ϦϋϏϦςーγϣϯやӫཆの
αϙートなどに関してप術ظの取りみを行い、術後のػ温ଘをॏ視した手術を৺ֻけております。大学病院ಛ༗のࠔ
症例や高度ਐ行癌に対する高度手術に対しては、࣏ࠜを指してこΕまでのݧܦやઐ門ੑを発شして࣏療にあたっており
ます。食道癌に対してڳ腔鏡下手術にՃ͑てロϘット支援下食道切除術を、胃癌に対しては腹腔鏡下手術にՃ͑てロϘット
支援下胃切除術を行っております。ͦΕͧΕの患者さんにదした࣏療をともに͑ߟ、Խ学療法、์ࣹઢ療法、手術をみ
合わせたू学的࣏療を行うことにより࣏療成の向上を指しております。胃癌と食道癌は日本臨চजᙾάルーϓ（JC0G）
にॴଐし、多ࢪઃڞ同臨চڀݚを௨じて本のඪ४࣏療の開発にܞわっております。࣏療に関するࣄはいͭでもご૬ஊを
おडけいたしておりますので、是非おܰؾにご連བྷ下さい。2022年の食道癌に対するڳ腔鏡手術（ロϘット支援手術ؚΉ）の
割合は78.9％、胃癌に対する腹腔鏡手術（ロϘット支援手術ؚΉ）の割合は69.0％でした。

˔্෦νʔムೖӃ：578໊
˔্෦νʔムखज़：154໊

˔৯ಓ؞৽نೖӃ：60໊
˔৯ಓ؞खज़：19໊

（腔鏡下・ロϘット支援食道切除術：15例ڳ）
࣬患 術ࣜ 症例数

食道癌

ロϘット支援ڳ腔鏡下食道ѱ
ੑजᙾ手術 11例

腔鏡下食道切除術ڳ 4例
開腹食道切除術ڳ開ࠨ 1例
裂孔的下෦食道切除術ܦ 2例

ଞ࣬患 ༡ۭ腸 7例

ʬ年࣍手術数ਪҠʭ
2020年 2021年 2022年

食道癌 12 9 19
腔鏡下ڳ 2 2 4
ロϘット支援下 10 7 11

˔৽نң࣬ױೖӃ：169໊
˔ң࣬ױखज़：129໊

࣬患 術ࣜ 症例数

胃癌

開腹胃切除術 22例
開腹下෦食道胃切除術ڳ開ࠨ 0例
腹腔鏡下胃切除術 19例
ロϘット支援下胃切除術 30例

G*ST 切除術 11例
ͦのଞ ৹ࠪ腹腔鏡、バイパス、ٸۓ手術 47例

2022年� ɾྍڀݚঢ়گ報ࠂ

˔̍月⾣日本食道学会食道科認定医を取得（二֊य़߳、അ࿕）
˔̍月⾣da 7inci certificate（術者）を取得（അ࿕）
˔̍月⾣	 	&sopIageal Cancer SeNinar in ౦で、岩手医科大学における食道癌におけるニϘルϚϒのݧܦ༺を

報告（അ࿕）
˔̎月⾣講師にঢ（അ࿕）
˔ øù月⾣	 	中ΤϦア胃癌8eCηϛナーで、岩手医科大学におけるニϘルϚϒʴԽ学療法のݧܦ༺を報告（അ࿕）

2022年ͷχϡʔε

νʔム紹介
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ʬ年࣍手術数ਪҠʭ
2020年 2021年 2022年

胃癌 100 66 71
G*ST 5 7 11
計（ѱੑजᙾ切除数） 105 73 82

˔2022年ڀݚใࠂ
ʬ教室内ʭ
・	切除ෆ・࠶発食道癌に対するCiXeeLlZ�DC'療法の

҆全ੑධՁ（σータू積中）
・	食道癌Խ学療法後ҨजᙾのҨࢠϓロフΝイϦϯά
（症例ू積中）

・	݂ ᕶ中༡変異D/A定ྔによる食道癌ϞニタϦϯά
γスςϜの開発（ղੳ中）

・	食道癌࣏療ੑ߅と/'&2L2Ҩࢠ変異に関するݕ౼
（ղੳ中）

・	食道癌जの成ผཏ的Ҩࢠղੳ（ղੳ中）
・	ফԽث癌の༧後に関連するnon�cording R/A FTXに

関するݕ౼（ղੳ中）
・	高ྸ者胃癌患者の食ཉෆ振に対するิ中ӹؾ౬の༗ޮ

ੑおよび҆全ੑに関するݕ౼（株πϜラとのڞ同臨চ試
（σータू積中、ݧ

・	݂ ᕶ中༡変異D/A定ྔによる胃癌ϞニタϦϯάに
よるసҠ・࠶発のݕ （ূ症例ू積中）

・	食道癌Խ学療法中のαルコϖニアのݕ౼（σータू積中）

ʬ臨চ試ݧʭ
・	JC0G1109ʮ臨চ病ظ *#�**�*** 食道癌（T4を除く）に対

する術前 C' 療法�術前 DC' 療法� 術前 C'�RT 療
法のୈ *** ૬ൺֱ試ݧʯ症例中

・	JC0G1213ʮফԽ・肝ᢄ原発の切除ෆ・࠶発ਆܦ
内ൻ癌（/&C）を対とした Τトϙγυ�γスϓラν
ϯ（&P）療法とイϦϊςカϯ�γスϓラνϯ（*P）療法の
ラϯμϜԽൺֱ試ݧʯ症例中

・	JC0G1301Cʮ高度ϦϯパઅసҠを༗する)&R2ཅੑ胃・
食道胃合෦થ癌に対する術前trastu[uNaCซ༻Խ学
療法のҙ義に関するラϯμϜԽୈ**૬試ݧʯ症例中

・	JC0G1314ʮ切除ෆまたは࠶発食道癌に対するC'（γス
ϓラνϯ�5�'6）療法とCDC'（CiXeeLlZ υηタΩηル
�C'）療法のラϯμϜԽୈ *** ૬ൺֱ試ݧʯ症例中

・	JC0G1409ʮ臨চ病ظ *�**�*** 食道癌（T4を除く）に対す
るڳ腔鏡下手術と開ڳ手術の ラϯμϜԽൺֱୈ***૬
試ݧʯ症例ొ中

・	JC0G1507ʮ病ཧ学的Stage **�***でʠWulneraCleʡな80
を減ྔしたS�1術ྔ࢝以上の高ྸ者胃癌に対する開ࡀ
後ิ助Խ学療法に関するラϯμϜԽൺֱୈ***૬試ݧʯ
症例ొ中

・	JC0G1509ʮ局ॴਐ行胃癌における術後ิ助Խ学療法に
対するप術ظԽ学療法の༏ӽੑをূݕすることを的
としたラϯμϜԽൺֱୈ***૬試ݧʯ症例ొ中

・	JC0G1510ʮ切除ෆ局ॴਐ行ڳ෦食道ፏ平上ൽ癌に対

する࣏ࠜ的Խ学์ࣹઢ療法と導ೖDocetaYel�CDDP�5�
'6療法後のConWersion SurgerZをൺֱするラϯμϜԽ
ୈ***૬試ݧʯ症例ొ中

・	JC0G1704ʮ高度ϦϯパઅసҠをうਐ行胃癌に対する
術前 DocetaYel � 0Yaliplatin � S�1 のୈ**૬試ݧʯ症例
中

・	JC0G1711ʮᕶບ下ਁ५及びᕶບਁ५をうਐ行胃癌を
対とした大切除に対する大温ଘの非ྼੑをূݕ
するラϯμϜԽൺֱୈ***૬試ݧʯ症例ొ中

・	JC0G1901ʮফԽ・ᢄ原発の切除ෆਐ行・࠶発ਆܦ
内ൻजᙾに対するΤϕロϦϜス୯ࡎ療法とΤϕロϦ
ϜスʴラϯレΦνυซ༻療法のラϯμϜԽୈ***૬試
ʯ症例ొ中ݧ

・	JC0G1904ʮClinical�T1C/0M0食道癌に対する総ઢྔ
減と༧রࣹのҙ義をূݕするラϯμϜԽൺֱ試ݧʯ症
例ొ中

・	C0G2013ʮ臨চ病7*�*ظA（T4を除く）ڳ෦上中෦食道
ፏ平上ൽ癌に対する༧的ࠎ上Ϧϯパઅֲਗ਼লུに
関するラϯμϜԽൺֱ試ݧʯ症例ొ中

・	JACCR0 GC�09ʮ切除ෆਐ行・࠶発胃がんに対する
ナϒパクϦタΩηルとラϜγルϚϒซ༻療法のִि
༩法における༗ޮੑと҆全ੑをݕ౼するୈᶘ૬試ݧʯ症
例中

ʬݧ࣏ʭ
・	胃થ癌及び食道胃合෦થ癌患者を対とした術前・術

後ิ助療法としてM,�3475及びԽ学療法（9Pຢは'P）
とϓラηϘ及びԽ学療法（9Pຢは'P）をൺֱする二ॏ
中：（MSD株ࣜ会ࣾ）ݧҝԽୈᶙ૬試࡞ແݕ

・	胃がんに対する術後ิ助Խ学療法における多ࢪઃڞ同二
ॏݕແ࡞ҝԽ試ݧ（小野ༀۀ株ࣜ会ࣾ）：中

ʬ科ݚඅ֫得ʭ
・	ʮctD/Aࠪݕを༻いた食道癌の໔ӸνΣックϙイϯト

අɹ若ڀݚʯ文෦科学ল科学౼ݕの༺のదਖ਼ࡎ્
手ڀݚ（ڀݚ代表者ɹ二֊य़߳）

ͷ՝ޙࠓ˔
・	切除ෆਐ行食道癌症例に対するSalWage手術ɼ

conWersion手術の૿Ճɽ
・	高ྸ者に対する食道切除術のさらなる৵ऻԽの୳ٻɽ
・	ࢠ生学的手法を༻いた食道癌新ن診அ・࣏療法の

開発ɽ
・	高度ਐ行胃癌症例に対する腹腔鏡下胃切除の༗༻ੑの

ɽূݕ
・	胃癌Խ学療法に関する基ૅ的ڀݚのਪਐɽ
・	腹腔鏡下胃癌手術技術認定医のҭ成ɽ
腔鏡下食道癌手術技術認定医のҭ成ɽڳ	・
・	ロϘット支援腹腔鏡下胃癌・食道癌手術ϓロクターの

ҭ成ɽ
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্෦ফԽνーϜ ৯ಓɾң࣬ױ
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࣌�0ʙ�7࣌�
ʢۊ৽පӃʣ�STAFFɿഅ࿕ɺळࢁ༗࢙ɺೋ֊य़߳

上෦ফԽνーϜでは、食道癌・胃癌を中৺に、食道・胃࣬患の࣏療を୲当しています。ຖि木༵日のઐ門外དྷでは、
新患患者さんの診をはじめ、࣏療後の定ظフォローアッϓや外དྷԽ学療法を୲当しております。外དྷԽ学療法室や์ࣹઢ
科と連ܞし、癌のू学的࣏療を行っております。手術༧定患者༷にはೖୀ院αϙートηϯターの多৬छが介ೖし、࣏療の
҆全ੑやप術ظ医療の質の向上にめております。ۊ新病院でのೖ院は、Խ学療法と手術࣏療を当科が中৺となりফԽ・
肝ଁ内科や์ࣹઢ科と連ܞしてू学的な࣏療にあたっております。手術に際しては、定型的な手術に対してはより৵ऻな
手術をٻしております。高ྸ者にも҆全に定型的な࣏ࠜ手術をडけていただけるよう、ϦϋϏϦςーγϣϯやӫཆの
αϙートなどに関してप術ظの取りみを行い、術後のػ温ଘをॏ視した手術を৺ֻけております。大学病院ಛ༗のࠔ
症例や高度ਐ行癌に対する高度手術に対しては、࣏ࠜを指してこΕまでのݧܦやઐ門ੑを発شして࣏療にあたっており
ます。食道癌に対してڳ腔鏡下手術にՃ͑てロϘット支援下食道切除術を、胃癌に対しては腹腔鏡下手術にՃ͑てロϘット
支援下胃切除術を行っております。ͦΕͧΕの患者さんにదした࣏療をともに͑ߟ、Խ学療法、์ࣹઢ療法、手術をみ
合わせたू学的࣏療を行うことにより࣏療成の向上を指しております。胃癌と食道癌は日本臨চजᙾάルーϓ（JC0G）
にॴଐし、多ࢪઃڞ同臨চڀݚを௨じて本のඪ४࣏療の開発にܞわっております。࣏療に関するࣄはいͭでもご૬ஊを
おडけいたしておりますので、是非おܰؾにご連བྷ下さい。2022年の食道癌に対するڳ腔鏡手術（ロϘット支援手術ؚΉ）の
割合は78.9％、胃癌に対する腹腔鏡手術（ロϘット支援手術ؚΉ）の割合は69.0％でした。

˔্෦νʔムೖӃ：578໊
˔্෦νʔムखज़：154໊

˔৯ಓ؞৽نೖӃ：60໊
˔৯ಓ؞खज़：19໊

（腔鏡下・ロϘット支援食道切除術：15例ڳ）
࣬患 術ࣜ 症例数

食道癌

ロϘット支援ڳ腔鏡下食道ѱ
ੑजᙾ手術 11例

腔鏡下食道切除術ڳ 4例
開腹食道切除術ڳ開ࠨ 1例
裂孔的下෦食道切除術ܦ 2例

ଞ࣬患 ༡ۭ腸 7例

ʬ年࣍手術数ਪҠʭ
2020年 2021年 2022年

食道癌 12 9 19
腔鏡下ڳ 2 2 4
ロϘット支援下 10 7 11

˔৽نң࣬ױೖӃ：169໊
˔ң࣬ױखज़：129໊

࣬患 術ࣜ 症例数

胃癌

開腹胃切除術 22例
開腹下෦食道胃切除術ڳ開ࠨ 0例
腹腔鏡下胃切除術 19例
ロϘット支援下胃切除術 30例

G*ST 切除術 11例
ͦのଞ ৹ࠪ腹腔鏡、バイパス、ٸۓ手術 47例

2022年� ɾྍڀݚঢ়گ報ࠂ

˔̍月⾣日本食道学会食道科認定医を取得（二֊य़߳、അ࿕）
˔̍月⾣da 7inci certificate（術者）を取得（അ࿕）
˔̍月⾣	 	&sopIageal Cancer SeNinar in ౦で、岩手医科大学における食道癌におけるニϘルϚϒのݧܦ༺を

報告（അ࿕）
˔̎月⾣講師にঢ（അ࿕）
˔ øù月⾣	 	中ΤϦア胃癌8eCηϛナーで、岩手医科大学におけるニϘルϚϒʴԽ学療法のݧܦ༺を報告（അ࿕）

2022年ͷχϡʔε
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ʬ年࣍手術数ਪҠʭ
2020年 2021年 2022年

胃癌 100 66 71
G*ST 5 7 11
計（ѱੑजᙾ切除数） 105 73 82

˔2022年ڀݚใࠂ
ʬ教室内ʭ
・	切除ෆ・࠶発食道癌に対するCiXeeLlZ�DC'療法の

҆全ੑධՁ（σータू積中）
・	食道癌Խ学療法後ҨजᙾのҨࢠϓロフΝイϦϯά
（症例ू積中）

・	݂ ᕶ中༡変異D/A定ྔによる食道癌ϞニタϦϯά
γスςϜの開発（ղੳ中）

・	食道癌࣏療ੑ߅と/'&2L2Ҩࢠ変異に関するݕ౼
（ղੳ中）

・	食道癌जの成ผཏ的Ҩࢠղੳ（ղੳ中）
・	ফԽث癌の༧後に関連するnon�cording R/A FTXに

関するݕ౼（ղੳ中）
・	高ྸ者胃癌患者の食ཉෆ振に対するิ中ӹؾ౬の༗ޮ

ੑおよび҆全ੑに関するݕ౼（株πϜラとのڞ同臨চ試
（σータू積中、ݧ

・	݂ ᕶ中༡変異D/A定ྔによる胃癌ϞニタϦϯάに
よるసҠ・࠶発のݕ （ূ症例ू積中）

・	食道癌Խ学療法中のαルコϖニアのݕ౼（σータू積中）

ʬ臨চ試ݧʭ
・	JC0G1109ʮ臨চ病ظ *#�**�*** 食道癌（T4を除く）に対

する術前 C' 療法�術前 DC' 療法� 術前 C'�RT 療
法のୈ *** ૬ൺֱ試ݧʯ症例中

・	JC0G1213ʮফԽ・肝ᢄ原発の切除ෆ・࠶発ਆܦ
内ൻ癌（/&C）を対とした Τトϙγυ�γスϓラν
ϯ（&P）療法とイϦϊςカϯ�γスϓラνϯ（*P）療法の
ラϯμϜԽൺֱ試ݧʯ症例中

・	JC0G1301Cʮ高度ϦϯパઅసҠを༗する)&R2ཅੑ胃・
食道胃合෦થ癌に対する術前trastu[uNaCซ༻Խ学
療法のҙ義に関するラϯμϜԽୈ**૬試ݧʯ症例中

・	JC0G1314ʮ切除ෆまたは࠶発食道癌に対するC'（γス
ϓラνϯ�5�'6）療法とCDC'（CiXeeLlZ υηタΩηル
�C'）療法のラϯμϜԽୈ *** ૬ൺֱ試ݧʯ症例中

・	JC0G1409ʮ臨চ病ظ *�**�*** 食道癌（T4を除く）に対す
るڳ腔鏡下手術と開ڳ手術の ラϯμϜԽൺֱୈ***૬
試ݧʯ症例ొ中

・	JC0G1507ʮ病ཧ学的Stage **�***でʠWulneraCleʡな80
を減ྔしたS�1術ྔ࢝以上の高ྸ者胃癌に対する開ࡀ
後ิ助Խ学療法に関するラϯμϜԽൺֱୈ***૬試ݧʯ
症例ొ中

・	JC0G1509ʮ局ॴਐ行胃癌における術後ิ助Խ学療法に
対するप術ظԽ学療法の༏ӽੑをূݕすることを的
としたラϯμϜԽൺֱୈ***૬試ݧʯ症例ొ中

・	JC0G1510ʮ切除ෆ局ॴਐ行ڳ෦食道ፏ平上ൽ癌に対

する࣏ࠜ的Խ学์ࣹઢ療法と導ೖDocetaYel�CDDP�5�
'6療法後のConWersion SurgerZをൺֱするラϯμϜԽ
ୈ***૬試ݧʯ症例ొ中

・	JC0G1704ʮ高度ϦϯパઅసҠをうਐ行胃癌に対する
術前 DocetaYel � 0Yaliplatin � S�1 のୈ**૬試ݧʯ症例
中

・	JC0G1711ʮᕶບ下ਁ५及びᕶບਁ५をうਐ行胃癌を
対とした大切除に対する大温ଘの非ྼੑをূݕ
するラϯμϜԽൺֱୈ***૬試ݧʯ症例ొ中

・	JC0G1901ʮফԽ・ᢄ原発の切除ෆਐ行・࠶発ਆܦ
内ൻजᙾに対するΤϕロϦϜス୯ࡎ療法とΤϕロϦ
ϜスʴラϯレΦνυซ༻療法のラϯμϜԽୈ***૬試
ʯ症例ొ中ݧ

・	JC0G1904ʮClinical�T1C/0M0食道癌に対する総ઢྔ
減と༧রࣹのҙ義をূݕするラϯμϜԽൺֱ試ݧʯ症
例ొ中

・	C0G2013ʮ臨চ病7*�*ظA（T4を除く）ڳ෦上中෦食道
ፏ平上ൽ癌に対する༧的ࠎ上Ϧϯパઅֲਗ਼লུに
関するラϯμϜԽൺֱ試ݧʯ症例ొ中

・	JACCR0 GC�09ʮ切除ෆਐ行・࠶発胃がんに対する
ナϒパクϦタΩηルとラϜγルϚϒซ༻療法のִि
༩法における༗ޮੑと҆全ੑをݕ౼するୈᶘ૬試ݧʯ症
例中

ʬݧ࣏ʭ
・	胃થ癌及び食道胃合෦થ癌患者を対とした術前・術

後ิ助療法としてM,�3475及びԽ学療法（9Pຢは'P）
とϓラηϘ及びԽ学療法（9Pຢは'P）をൺֱする二ॏ
中：（MSD株ࣜ会ࣾ）ݧҝԽୈᶙ૬試࡞ແݕ

・	胃がんに対する術後ิ助Խ学療法における多ࢪઃڞ同二
ॏݕແ࡞ҝԽ試ݧ（小野ༀۀ株ࣜ会ࣾ）：中

ʬ科ݚඅ֫得ʭ
・	ʮctD/Aࠪݕを༻いた食道癌の໔ӸνΣックϙイϯト

අɹ若ڀݚʯ文෦科学ল科学౼ݕの༺のదਖ਼ࡎ્
手ڀݚ（ڀݚ代表者ɹ二֊य़߳）

ͷ՝ޙࠓ˔
・	切除ෆਐ行食道癌症例に対するSalWage手術ɼ

conWersion手術の૿Ճɽ
・	高ྸ者に対する食道切除術のさらなる৵ऻԽの୳ٻɽ
・	ࢠ生学的手法を༻いた食道癌新ن診அ・࣏療法の

開発ɽ
・	高度ਐ行胃癌症例に対する腹腔鏡下胃切除の༗༻ੑの

ɽূݕ
・	胃癌Խ学療法に関する基ૅ的ڀݚのਪਐɽ
・	腹腔鏡下胃癌手術技術認定医のҭ成ɽ
腔鏡下食道癌手術技術認定医のҭ成ɽڳ	・
・	ロϘット支援腹腔鏡下胃癌・食道癌手術ϓロクターの

ҭ成ɽ
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2022年、一൪のニϡースとしましては、岩手県の腹腔鏡下大腸癌手術の発లと若手ҭ成に力をいでおらΕた大塚幸喜
先生が藤田医科大学の臨চ教授としてෝすることとなり、当大学をୀ৬さΕたことかと思います。こΕまで岩手にࠃ内
ཹ学さΕた先生方もؚめて、ڱき門とݴわΕる内視鏡技術認定医（大腸）を14໊もഐ出さΕてこらΕました。またC07*D�19
ྲྀ行前までは、ຖ年のように遠方より手術ݟ学に多数の医療関者がདྷらΕるとともに、ごࣗ身も全ࠃを飛び回って腹腔
鏡の手術指導にۈしんでおらΕました。ͦんな大塚先生が医師として30年のઅに新ఱをબΕたことを、私ؚめνー
Ϝ全体として応援するとともに、こΕまでզ々後ഐたͪを৺にご指導いただきましたことに深く感謝申し上げます。

̕月27日に下෦ফԽνーϜのݩνーフでありましたඉޱଠ先生が੦ڈさΕました。զ々の大先ഐであり、৺よりご
້を申し上げます。

2022年４月から新体制となり、下෦ফԽάルーϓはീॏֽʵ高ਗ਼ਫʵാ中のઐैスタッフ３໊とローςーター４໊の
体制で診療にあたっております。1997年から大腸癌に対する腹腔鏡手術をはじめ、2022年12月までに2967例となりました。

新型コロナ感染症のによる手術制ݶや中ࢭのӨڹもあり、大腸癌の手術件数ࣗ体は若ׯ減少しましたが、例年同༷に局
ॴਐ行腸癌やᡗ門にۙい症例が多く積ۃ的に術前Խ学療法を行い腹腔鏡・ロϘット手術による࣏ࠜ手術、さらにはᡗ門
温ଘ手術を行っております。さらに、高ྸ者や全身状ଶෆྑな患者さんに対しても、麻酔科・॥ث科にご協力いただき
手術を行っております。また、３ʵ６ϲ月とؒظではありますが、ローςーターとしてνーϜにདྷてくΕた全ての先生
が、病౩・外དྷともにॎԣແਚに駆け८って診療にあたっていただき、なんとかり切Εた１年ؒだったと思っておりま
す。（若い先生たͪに感謝ですʂʂ）

切除ෆ・࠶発大腸癌に対しては、全ࠃඪ४外དྷԽ学療法やҨࢠパωルࠪݕに関して患者༷の立になってわかりや
すくઆ໌し行っております。また、Խ学療法࣏療中に切除Մになった合には積ۃ的に手術を行っております。ͦのた
め、2022年１月に大腸癌࣏療のΨイυライϯもվ定さΕましたが࣏療前のҨࠪݕࢠをඞਢとし、Stage*7に対する࣏療ઓ
ུをݸ々の症例に対してνーϜ内カϯフΝレϯスをඞͣ行っております。

ストーϚ外དྷはҠಈもあり、現ࡏۊでは千༿励ࢠ、小ּ原ٱඒࢠ、佐藤խ恵80Cナース（ൽෘ・ഉᔔέア認定ޢ
師）３໊でストーϚ教ҭを行っており、ਫ਼ਆ面からもフォローしております。

௵ᙾੑ大腸ԌやCroIn病などのԌ症ੑ腸࣬患症例に対しても、患者さんの20Lをॏ視した腹腔鏡下手術をফԽث内科と
患者報をڞ༗し行っております。

新体制となった2022年は本当にपりの先生方に支͑らΕた１年でした。このをआりて感謝申し上げます。関連の先生
方におかΕましては、2023年もご指導、ごฬᎪのほど何卒よろしくお願い申し上げます。

Լ෦ফԽνーϜ ज़ޙ֎དྷɿ月༵�0࣌�ʙ࣌��
৽ױ֎དྷʢଞӃɾӃͷհʣɿ月༵࣌��ʙ࣌��ɺ
Ր༵࣌���ʙ࣌��
֎དྷԽֶྍ๏ɿ月༵࣌�ʙ࣌��ɺਫɾ༵ۚ࣌�ʙ࣌��
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˔̏月⾣大学院म （ྃ༗٢ ༎、佐々木ஐࢠ）
˔̐月⾣大塚幸喜先生ɹ藤田医科大学ɹ先ロϘット・内視鏡手術学講座の臨চ教授にबのため藤田医科大学に異ಈ
˔̐月⾣科ݚඅ（基൫C）֫ 得（ീॏֽਸ਼య）
˔̑月⾣内視鏡技術認定医取得（大腸）（༗٢ ༎、高ਗ਼ਫਗ਼࣏）
˔̕月⾣ඉޱଠ先生ɹ੦ڈ
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˔खज़ʢશຑʣ：286例ɹ
ʬ内༁ʭ

࣬患 術ࣜ 症例数

結腸癌（92例） 開腹 15
腹腔鏡 77

腸癌（72例）

開腹 11
腹腔鏡 39
ロϘット支援下 19
ᡗ門ܦ ３

大腸癌࠶発（３例） 開腹 ̌
腹腔鏡 ３

൫内ଁ全ఠ（３例）ࠎ 開腹 ３

CroIn病（６例） 開腹 ２
腹腔鏡 ４

௵ᙾੑ大腸Ԍ�'AP（̑例） 開腹 １
腹腔鏡下大腸全ఠ ４

ଞ全麻手術（ストーϚઃ・ด、ྑ ੑ手術、
ଞ科手術応援など） 105

˔2022年ڀݚใࠂ
ʬ教室内ʭ
・	ʮA noWel difficultZ scoring sZsteN for laparoscopic

colorectal surgerZ for appropriate case selection
according to NasterZ.ʯ：岩手医誌ߘ中（大学院４年ɹ
༗٢༎）

・	ʮ'easiCilitZ of reduction of coNputed toNograpIZ
scans during postoperatiWe surWeillance in patients
XitI colorectal cancer CZ circulating tuNor D/A test
using indiWiduallZ designed digital PCRʯ：岩手医誌
（ࢠஐڮ大学院４年ɹ高）中ߘ

・	ʮctD/AϞニタϦϯάにおける大腸癌࣏療ޮ果定基
४のূݕʯ：ղੳ中（大学院３年 大塚観喜）

・	ʮctD/Aを༻いた大腸癌సҠ切除ద応症例ผԽに
関するڀݚʯ：症例ू積中（ീॏֽਸ਼య）

ʬଞࢪઃڞ同ʭ
・	JC0G1107試ݧʮ࣏༊切除ෆਐ行大腸癌の原発切除

における腹腔鏡下手術の༗༻ੑに関するラϯμϜԽൺ
ֱୈᶙ૬試ݧ（&/C0R& Trial）ʯ：症例ू積終ྃ

・	JC0G2014試ݧʮඪ४Խ学療法にෆ応・ෆな切除
ෆਐ行࠶発大腸癌患者を対としたTrifluridine�
Tipiracil୯ࡎ療法と#i�XeeLlZ Trifluridine�Tipiracil
ʴ#eWaci[uNaCซ༻療法のラϯμϜԽൺֱୈᶙ૬試ݧ

（R0#iTS）ʯ：症例ू積中
・	ʮ内視鏡外科手術ಈըのσータϕースߏஙʯ：症例の

Ճू積開࢝

ͷ՝ޙࠓ˔
⾣臨চ教ҭ面
・	ロϘット支援下結腸癌手術の取りみと後ਐの指導
・	合ซ症༧と対策
・	内視鏡外科学会技術認定医のさらなるҭ成
教ҭ面ڀݚ⾣
成の指導࡞計ըॻڀݚ	・
・	大学院生のڀݚ・学Ґ指導
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2022年、一൪のニϡースとしましては、岩手県の腹腔鏡下大腸癌手術の発లと若手ҭ成に力をいでおらΕた大塚幸喜
先生が藤田医科大学の臨চ教授としてෝすることとなり、当大学をୀ৬さΕたことかと思います。こΕまで岩手にࠃ内
ཹ学さΕた先生方もؚめて、ڱき門とݴわΕる内視鏡技術認定医（大腸）を14໊もഐ出さΕてこらΕました。またC07*D�19
ྲྀ行前までは、ຖ年のように遠方より手術ݟ学に多数の医療関者がདྷらΕるとともに、ごࣗ身も全ࠃを飛び回って腹腔
鏡の手術指導にۈしんでおらΕました。ͦんな大塚先生が医師として30年のઅに新ఱをબΕたことを、私ؚめνー
Ϝ全体として応援するとともに、こΕまでզ々後ഐたͪを৺にご指導いただきましたことに深く感謝申し上げます。

̕月27日に下෦ফԽνーϜのݩνーフでありましたඉޱଠ先生が੦ڈさΕました。զ々の大先ഐであり、৺よりご
້を申し上げます。

2022年４月から新体制となり、下෦ফԽάルーϓはീॏֽʵ高ਗ਼ਫʵാ中のઐैスタッフ３໊とローςーター４໊の
体制で診療にあたっております。1997年から大腸癌に対する腹腔鏡手術をはじめ、2022年12月までに2967例となりました。

新型コロナ感染症のによる手術制ݶや中ࢭのӨڹもあり、大腸癌の手術件数ࣗ体は若ׯ減少しましたが、例年同༷に局
ॴਐ行腸癌やᡗ門にۙい症例が多く積ۃ的に術前Խ学療法を行い腹腔鏡・ロϘット手術による࣏ࠜ手術、さらにはᡗ門
温ଘ手術を行っております。さらに、高ྸ者や全身状ଶෆྑな患者さんに対しても、麻酔科・॥ث科にご協力いただき
手術を行っております。また、３ʵ６ϲ月とؒظではありますが、ローςーターとしてνーϜにདྷてくΕた全ての先生
が、病౩・外དྷともにॎԣແਚに駆け८って診療にあたっていただき、なんとかり切Εた１年ؒだったと思っておりま
す。（若い先生たͪに感謝ですʂʂ）

切除ෆ・࠶発大腸癌に対しては、全ࠃඪ४外དྷԽ学療法やҨࢠパωルࠪݕに関して患者༷の立になってわかりや
すくઆ໌し行っております。また、Խ学療法࣏療中に切除Մになった合には積ۃ的に手術を行っております。ͦのた
め、2022年１月に大腸癌࣏療のΨイυライϯもվ定さΕましたが࣏療前のҨࠪݕࢠをඞਢとし、Stage*7に対する࣏療ઓ
ུをݸ々の症例に対してνーϜ内カϯフΝレϯスをඞͣ行っております。

ストーϚ外དྷはҠಈもあり、現ࡏۊでは千༿励ࢠ、小ּ原ٱඒࢠ、佐藤խ恵80Cナース（ൽෘ・ഉᔔέア認定ޢ
師）３໊でストーϚ教ҭを行っており、ਫ਼ਆ面からもフォローしております。

௵ᙾੑ大腸ԌやCroIn病などのԌ症ੑ腸࣬患症例に対しても、患者さんの20Lをॏ視した腹腔鏡下手術をফԽث内科と
患者報をڞ༗し行っております。

新体制となった2022年は本当にपりの先生方に支͑らΕた１年でした。このをआりて感謝申し上げます。関連の先生
方におかΕましては、2023年もご指導、ごฬᎪのほど何卒よろしくお願い申し上げます。

Լ෦ফԽνーϜ ज़ޙ֎དྷɿ月༵�0࣌�ʙ࣌��
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˔̏月⾣大学院म （ྃ༗٢ ༎、佐々木ஐࢠ）
˔̐月⾣大塚幸喜先生ɹ藤田医科大学ɹ先ロϘット・内視鏡手術学講座の臨চ教授にबのため藤田医科大学に異ಈ
˔̐月⾣科ݚඅ（基൫C）֫ 得（ീॏֽਸ਼య）
˔̑月⾣内視鏡技術認定医取得（大腸）（༗٢ ༎、高ਗ਼ਫਗ਼࣏）
˔̕月⾣ඉޱଠ先生ɹ੦ڈ
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˔खज़ʢશຑʣ：286例ɹ
ʬ内༁ʭ

࣬患 術ࣜ 症例数

結腸癌（92例） 開腹 15
腹腔鏡 77

腸癌（72例）

開腹 11
腹腔鏡 39
ロϘット支援下 19
ᡗ門ܦ ３

大腸癌࠶発（３例） 開腹 ̌
腹腔鏡 ３

൫内ଁ全ఠ（３例）ࠎ 開腹 ３

CroIn病（６例） 開腹 ２
腹腔鏡 ４

௵ᙾੑ大腸Ԍ�'AP（̑例） 開腹 １
腹腔鏡下大腸全ఠ ４

ଞ全麻手術（ストーϚઃ・ด、ྑ ੑ手術、
ଞ科手術応援など） 105

˔2022年ڀݚใࠂ
ʬ教室内ʭ
・	ʮA noWel difficultZ scoring sZsteN for laparoscopic

colorectal surgerZ for appropriate case selection
according to NasterZ.ʯ：岩手医誌ߘ中（大学院４年ɹ
༗٢༎）

・	ʮ'easiCilitZ of reduction of coNputed toNograpIZ
scans during postoperatiWe surWeillance in patients
XitI colorectal cancer CZ circulating tuNor D/A test
using indiWiduallZ designed digital PCRʯ：岩手医誌
（ࢠஐڮ大学院４年ɹ高）中ߘ

・	ʮctD/AϞニタϦϯάにおける大腸癌࣏療ޮ果定基
४のূݕʯ：ղੳ中（大学院３年 大塚観喜）

・	ʮctD/Aを༻いた大腸癌సҠ切除ద応症例ผԽに
関するڀݚʯ：症例ू積中（ീॏֽਸ਼య）

ʬଞࢪઃڞ同ʭ
・	JC0G1107試ݧʮ࣏༊切除ෆਐ行大腸癌の原発切除

における腹腔鏡下手術の༗༻ੑに関するラϯμϜԽൺ
ֱୈᶙ૬試ݧ（&/C0R& Trial）ʯ：症例ू積終ྃ

・	JC0G2014試ݧʮඪ४Խ学療法にෆ応・ෆな切除
ෆਐ行࠶発大腸癌患者を対としたTrifluridine�
Tipiracil୯ࡎ療法と#i�XeeLlZ Trifluridine�Tipiracil
ʴ#eWaci[uNaCซ༻療法のラϯμϜԽൺֱୈᶙ૬試ݧ

（R0#iTS）ʯ：症例ू積中
・	ʮ内視鏡外科手術ಈըのσータϕースߏஙʯ：症例の

Ճू積開࢝

ͷ՝ޙࠓ˔
⾣臨চ教ҭ面
・	ロϘット支援下結腸癌手術の取りみと後ਐの指導
・	合ซ症༧と対策
・	内視鏡外科学会技術認定医のさらなるҭ成
教ҭ面ڀݚ⾣
成の指導࡞計ըॻڀݚ	・
・	大学院生のڀݚ・学Ґ指導
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肝ᢄܥѱੑ・ྑੑ࣬患に対する֦大手術、内視鏡手術、Խ学療法、肝Ҡ২（生体・ࢮ）など෯い࣏療બࢶをもって、
患者༷に最もదした࣏療は何かを͑ߟ診療にあたっております。ಛに、肝࣬患に対する腹腔鏡下手術は本で最も症例数の
多いࢪઃの一ͭであり、患者にメϦットの大きい手術であると確信をもって診療にあたっております。2022年はロϘット支
援下肝切除術が保ݥ収ࡌさΕたことにより、զ々も積ۃ的に導ೖ・ࢪ行しました。まだまだ腹腔鏡下手術に及ないところ
もありますが、技術はඞͣਐาするものであり、今後のల開がָしみでなりません。また、日本肝ᢄ外科学会の高度技
ઐ門医や日本内視鏡外科学会の技術認定を取得するため、若手外科医の執刀ػ会が多いこともಛの一ͭです。

肝Ҡ২医療は2007年より病院全体の協力のもと積ۃ的に行っており、生体・ࢮ合わせて140例を͑ました。生体肝Ҡ
২υナー手術もՄなݶり腹腔鏡下で行っていることから、患者のຬ度も高いものとなっております。ࢮ肝Ҡ২ࢪઃ
には2011年̕月に認定さΕました。

道癌やᢄ癌に対しては術前์ࣹઢԽ学療法および術後ิ助Խ学療法など、ू学的࣏療により࣏療成を向上させる
く取りんでおります。ᢄ癌に対しては৹ࠪ腹腔鏡を行い、ద切な࣏療方のܾ定に立てております。

؊ᢄ
分ൻँ֎ՊνーϜ

༵�0࣌��ʙ�2�0࣌
�ʢ৽ాڭतɺఱॿڭʣ

ʣڭ�0ʢੁॿ࣌�0ʙ�2࣌��༵ۚ

Ր༵��0�0࣌ʙ�2�0࣌�
ʢ৽ాڭतɺੁ ॿڭɺക༢।ڭतʣ

༵�0࣌��ʙ�2�0࣌ʢยۅ।ڭतʣ
ʣڭ�0ʢాॿ࣌�0ʙ�2࣌��༵ۚ

STAFFɿ��৽ాߒɺย߂ۅউɺੁ ক࢙
ക༢ߊ�ɺాେथɺ̓ ౻ଠ
ఱ�ྯ

˔खज़：264例
˔ෲڸߢԼखज़ͷׂ߹
ɹ肝切除（肝門෦癌、೯癌を除く）95%、ᢄ切除４%
˔2022年खज़ྫ
ʬ࣬患ผʭ˛

ѱੑɹ
肝細๔癌 31例
సҠੑ肝癌 34例
肝内癌 10例

癌 30例
（肝門෦ 10例、肝外 20例）

೯癌 7例
ೕ಄෦癌 6例
ᢄ癌（*PMCؚΉ） 73例˛

ྑੑ
生体肝Ҡ২υナー、p/&T、*PM/など 36例˛

ͦのଞ
෭ਛजᙾなど 37例

ʬ術ࣜผʭ
ࢮ肝Ҡ২ 0例
生体肝Ҡ২ 4例
肝切除 91例

（腹腔鏡67、ロϘット9）
PpPD 60例
ᢄ体ඌ෦切除 13例
ᢄ全ఠ 2例
৹ࠪ腹腔鏡 29例
ੴ、೯ྑੑ࣬患手術 19例
肝೯๔ఱ֖切除 1例
後腹ບजᙾఠ出 5例
非切除 1例
ͦのଞ 39例

ʬ年࣍ਪҠʭ
2020 2021 2022

肝細๔癌 38 26 31
肝内癌 6 3 10
సҠੑ肝癌 32 28 34
癌 25 23 30
೯癌 5 7 7
ೕ಄෦癌 5 5 6
ᢄ癌 33 45 73
ࢮ肝Ҡ২ 2 0 0
生体肝Ҡ২ 8 6 4

˔2022年ڀݚใࠂ
⾣腹腔鏡下肝切除術
・	多くのࢪઃでద応外としているजᙾܘが10cNを͑る

肝जᙾに対する腹腔鏡下肝切除術の成を報告した。
・	̓ 全に行うための手術手技（ӈ༿切除における前方アϓ

ローν、肝ߗ変症例におけるclaNp�crusIing法の手技
など）を報告した。

・	肝細๔癌、సҠੑ肝癌に対して࠶肝切除術を行うこと
はൺֱ的多い。ͦこで、࠶肝切除例における腹腔鏡下
肝切除の༗༻ੑをݕ౼し報告した。

・	患者の高ྸԽがਐんでいる中で、80ࡀ以上の高ྸ患
者に対する腹腔鏡下肝切除術の҆全ੑにͭいてݕ౼し
報告した。

⾣腹腔鏡下υナー肝切除術
・	腹腔鏡下υナー肝切除術は新しい術ࣜである。当院で

は腹腔鏡ิ助下から導ೖし、全腹腔鏡にҠ行した。

2022年� ɾྍڀݚঢ়گ報ࠂ
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ͦの成をݕ౼し報告した。
・	腹腔鏡下υナー肝切除術は道Өの手技が雑であ

る。ͦのをղܾする手ஈとして*CGܬ光イメーδ
ϯάを༻いた方法をߟҊし報告した。

・	腹腔鏡下手術のಈ࡞制ݶをࠀするために、άϦιϯ
一ׅॲཧ法および肝࣮質切後にಈ門຺を確保する手

術手技を確立し報告した。
⾣肝Ҡ২
・	当院では2007年から生体肝Ҡ২を、2012年からࢮ肝

Ҡ২を導ೖし、合計143例をݧܦした。当院での肝Ҡ২
の現況にͭいてݕ౼し報告した。

診療では、内ൻ代謝࣬患（高度肥ຬ症、෭ਛ、ߕ状થ）、一ൠ外科・ফԽث外科࣬患（ᡮଁ、ヘルニア）に対する内視鏡
外科手術を୲当しています。ओなڀݚ՝は、２型病、非アルコールੑࢷੑ肝Ԍ、ดੑ࠹ਭ時ແٵݺ症ީ܈などの
肥ຬ関連健߁োに対する減ྔ・代謝վળ手術のޮ果とվળػংのղ໌です。術ࣜは、reduced port surgerZを中৺とした
腹腔鏡下手術をબしています。

分ൻँ֎Պ ਫ༵�0࣌��ʙ�2࣌ઐ֎དྷ

˔̒月⾣ୈ47回日本外科ܥ連合学会学術ू会を盛Ԭでओ࠵（佐々木 章）
˔ ø÷月⾣ୈ44回日本臨চӫཆ学会総会・ୈ43回日本臨চӫཆ協会総会・ୈ20回大連合大会を盛Ԭでओ࠵（佐々木 章）
˔ øø月⾣准教授ঢ（ക༢ （ߊ
˔ øù月⾣ୈ14回౦ヘルニアڀݚ会当൪世話人（ക༢ （ߊ

2022年ͷχϡʔε

˔ೖӃ：183例
˔खज़：124例
ʬ内༁ʭ

࣬患 術ࣜ 症例数
高度肥ຬ症 腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術 20
胃食道ྲྀٯ症 腹腔鏡下/issen手術 1
෭ਛ࣬患 ２孔ࣜ腹腔鏡下෭ਛఠ出術 5

状થ࣬患ߕ
内視鏡下ߕ状થѥ全ఠ術 2
内視鏡下ߕ状થย༿切除術 5
ᰍ෦切開ߕ状થย༿切除術 8

෭ߕ状થ࣬患 ᰍ෦切開෭ߕ状થ切除術 2
腹นᚄࠟヘルニア 腹腔鏡下腹นᚄࠟヘルニアम෮術 14

ܦヘルニア 腹腔鏡下ܦヘルニアम෮術（྆側4例） 50
開ܦヘルニアम෮術 18

ʬ年࣍手術数ਪҠʭ
2020年 2021年 2022年

高度肥ຬ症 16 23 20
ܦヘルニア 33 55 68

˔2022年ڀݚใࠂ
ʬ教室内ʭ
・腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術におけるޱ腔内・腸内

細ەの変Խ：σータղੳ中
・高度肥ຬ症患者におけるϚルνΦϛックスղੳ（2022年

度岩手県域医療ۀࣄڀݚ）：σータղੳ中
・高度肥ຬ患者における腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術の

ดੑ࠹ਭ時ແٵݺ症ީ܈に対する࣏療ޮ果と2型

病との関連. J DiaCetes *nWestig 2022�13（6）�1073�1085.
・減ྔ・代謝վળ手術をࢪ行した高度肥ຬ患者における

非アルコールੑࢷ肝Ԍ診அのためのࢷࢎ同定.
#ioNedicines 2022�10（11）�2920.

・腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術後のػثٵݺվળに
関するڀݚ：LangenCecLs ArcI Surg 2022�407（7）
�2747�2754.

・高度肥ຬ症合ซᢄ内ൻजᙾに対する減ྔ・代謝վળ
手術先行のҙ義ɽSurg Case Rep 2022�8（1）�125.

ʬ全نࠃʭ
⾣֫得ڀݚඅ
・	高度肥ຬ症にう非アルコールੑࢷੑ肝Ԍの病ଶ

ղ໌と外科࣏療後のվળػং（2020�2022年度科ݚඅ
基൫ C）：#ioNedicinesڀݚ 2022�10（2）�453.

・	減 ・ྔ代謝վળ手術前後における非アルコールੑࢷੑ
肝Ԍ・2型病患者のࢷࢎ代謝の変Խ（2021年度
田ล三ඛༀ株ࣜ会ࣾ学دෟ金2021）（ڀݚ年度大
ༀ学دෟ金ڀݚ）：#ioNedicines 2022�10（2）�453.

・	高度肥ຬ患者の細ە変ԽとϚルνΦϛックスղੳに
よる肝ઢҡԽメカニζϜの୳2022�2024）ࡧ年度科ݚඅ
基൫ C）：症例ू積・σータղੳ中ڀݚ

・	ຫੑਛଁ病合ซ高度肥ຬ症患者に対する減ྔ・代謝
վળ手術のҙ義とͦのվળػংに関わる2022）ڀݚ年度
中外ༀ׆ڀݚಈ支援）：症例ू積・σータղੳ中

2022年� ɾྍڀݚঢ়گ報ࠂ
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νʔム紹介

肝ᢄܥѱੑ・ྑੑ࣬患に対する֦大手術、内視鏡手術、Խ学療法、肝Ҡ২（生体・ࢮ）など෯い࣏療બࢶをもって、
患者༷に最もదした࣏療は何かを͑ߟ診療にあたっております。ಛに、肝࣬患に対する腹腔鏡下手術は本で最も症例数の
多いࢪઃの一ͭであり、患者にメϦットの大きい手術であると確信をもって診療にあたっております。2022年はロϘット支
援下肝切除術が保ݥ収ࡌさΕたことにより、զ々も積ۃ的に導ೖ・ࢪ行しました。まだまだ腹腔鏡下手術に及ないところ
もありますが、技術はඞͣਐาするものであり、今後のల開がָしみでなりません。また、日本肝ᢄ外科学会の高度技
ઐ門医や日本内視鏡外科学会の技術認定を取得するため、若手外科医の執刀ػ会が多いこともಛの一ͭです。

肝Ҡ২医療は2007年より病院全体の協力のもと積ۃ的に行っており、生体・ࢮ合わせて140例を͑ました。生体肝Ҡ
২υナー手術もՄなݶり腹腔鏡下で行っていることから、患者のຬ度も高いものとなっております。ࢮ肝Ҡ২ࢪઃ
には2011年̕月に認定さΕました。

道癌やᢄ癌に対しては術前์ࣹઢԽ学療法および術後ิ助Խ学療法など、ू学的࣏療により࣏療成を向上させる
く取りんでおります。ᢄ癌に対しては৹ࠪ腹腔鏡を行い、ద切な࣏療方のܾ定に立てております。

؊ᢄ
分ൻँ֎ՊνーϜ

༵�0࣌��ʙ�2�0࣌
�ʢ৽ాڭतɺఱॿڭʣ

ʣڭ�0ʢੁॿ࣌�0ʙ�2࣌��༵ۚ

Ր༵��0�0࣌ʙ�2�0࣌�
ʢ৽ాڭतɺੁ ॿڭɺക༢।ڭतʣ

༵�0࣌��ʙ�2�0࣌ʢยۅ।ڭतʣ
ʣڭ�0ʢాॿ࣌�0ʙ�2࣌��༵ۚ

STAFFɿ��৽ాߒɺย߂ۅউɺੁ ক࢙
ക༢ߊ�ɺాେथɺ̓ ౻ଠ
ఱ�ྯ

˔खज़：264例
˔ෲڸߢԼखज़ͷׂ߹
ɹ肝切除（肝門෦癌、೯癌を除く）95%、ᢄ切除４%
˔2022年खज़ྫ
ʬ࣬患ผʭ˛

ѱੑɹ
肝細๔癌 31例
సҠੑ肝癌 34例
肝内癌 10例

癌 30例
（肝門෦ 10例、肝外 20例）

೯癌 7例
ೕ಄෦癌 6例
ᢄ癌（*PMCؚΉ） 73例˛

ྑੑ
生体肝Ҡ২υナー、p/&T、*PM/など 36例˛

ͦのଞ
෭ਛजᙾなど 37例

ʬ術ࣜผʭ
ࢮ肝Ҡ২ 0例
生体肝Ҡ২ 4例
肝切除 91例

（腹腔鏡67、ロϘット9）
PpPD 60例
ᢄ体ඌ෦切除 13例
ᢄ全ఠ 2例
৹ࠪ腹腔鏡 29例
ੴ、೯ྑੑ࣬患手術 19例
肝೯๔ఱ֖切除 1例
後腹ບजᙾఠ出 5例
非切除 1例
ͦのଞ 39例

ʬ年࣍ਪҠʭ
2020 2021 2022

肝細๔癌 38 26 31
肝内癌 6 3 10
సҠੑ肝癌 32 28 34
癌 25 23 30
೯癌 5 7 7
ೕ಄෦癌 5 5 6
ᢄ癌 33 45 73
ࢮ肝Ҡ২ 2 0 0
生体肝Ҡ২ 8 6 4

˔2022年ڀݚใࠂ
⾣腹腔鏡下肝切除術
・	多くのࢪઃでద応外としているजᙾܘが10cNを͑る

肝जᙾに対する腹腔鏡下肝切除術の成を報告した。
・	̓ 全に行うための手術手技（ӈ༿切除における前方アϓ

ローν、肝ߗ変症例におけるclaNp�crusIing法の手技
など）を報告した。

・	肝細๔癌、సҠੑ肝癌に対して࠶肝切除術を行うこと
はൺֱ的多い。ͦこで、࠶肝切除例における腹腔鏡下
肝切除の༗༻ੑをݕ౼し報告した。

・	患者の高ྸԽがਐんでいる中で、80ࡀ以上の高ྸ患
者に対する腹腔鏡下肝切除術の҆全ੑにͭいてݕ౼し
報告した。

⾣腹腔鏡下υナー肝切除術
・	腹腔鏡下υナー肝切除術は新しい術ࣜである。当院で

は腹腔鏡ิ助下から導ೖし、全腹腔鏡にҠ行した。

2022年� ɾྍڀݚঢ়گ報ࠂ

ؙϝσΟΧϧηϯλʔ

ۊ

νʔム紹介

�� νʔム紹介

ͦの成をݕ౼し報告した。
・	腹腔鏡下υナー肝切除術は道Өの手技が雑であ

る。ͦのをղܾする手ஈとして*CGܬ光イメーδ
ϯάを༻いた方法をߟҊし報告した。

・	腹腔鏡下手術のಈ࡞制ݶをࠀするために、άϦιϯ
一ׅॲཧ法および肝࣮質切後にಈ門຺を確保する手

術手技を確立し報告した。
⾣肝Ҡ২
・	当院では2007年から生体肝Ҡ২を、2012年からࢮ肝

Ҡ২を導ೖし、合計143例をݧܦした。当院での肝Ҡ২
の現況にͭいてݕ౼し報告した。

診療では、内ൻ代謝࣬患（高度肥ຬ症、෭ਛ、ߕ状થ）、一ൠ外科・ফԽث外科࣬患（ᡮଁ、ヘルニア）に対する内視鏡
外科手術を୲当しています。ओなڀݚ՝は、２型病、非アルコールੑࢷੑ肝Ԍ、ดੑ࠹ਭ時ແٵݺ症ީ܈などの
肥ຬ関連健߁োに対する減ྔ・代謝վળ手術のޮ果とվળػংのղ໌です。術ࣜは、reduced port surgerZを中৺とした
腹腔鏡下手術をબしています。

分ൻँ֎Պ ਫ༵�0࣌��ʙ�2࣌ઐ֎དྷ

˔̒月⾣ୈ47回日本外科ܥ連合学会学術ू会を盛Ԭでओ࠵（佐々木 章）
˔ ø÷月⾣ୈ44回日本臨চӫཆ学会総会・ୈ43回日本臨চӫཆ協会総会・ୈ20回大連合大会を盛Ԭでओ࠵（佐々木 章）
˔ øø月⾣准教授ঢ（ക༢ （ߊ
˔ øù月⾣ୈ14回౦ヘルニアڀݚ会当൪世話人（ക༢ （ߊ

2022年ͷχϡʔε

˔ೖӃ：183例
˔खज़：124例
ʬ内༁ʭ

࣬患 術ࣜ 症例数
高度肥ຬ症 腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術 20
胃食道ྲྀٯ症 腹腔鏡下/issen手術 1
෭ਛ࣬患 ２孔ࣜ腹腔鏡下෭ਛఠ出術 5

状થ࣬患ߕ
内視鏡下ߕ状થѥ全ఠ術 2
内視鏡下ߕ状થย༿切除術 5
ᰍ෦切開ߕ状થย༿切除術 8

෭ߕ状થ࣬患 ᰍ෦切開෭ߕ状થ切除術 2
腹นᚄࠟヘルニア 腹腔鏡下腹นᚄࠟヘルニアम෮術 14

ܦヘルニア 腹腔鏡下ܦヘルニアम෮術（྆側4例） 50
開ܦヘルニアम෮術 18

ʬ年࣍手術数ਪҠʭ
2020年 2021年 2022年

高度肥ຬ症 16 23 20
ܦヘルニア 33 55 68

˔2022年ڀݚใࠂ
ʬ教室内ʭ
・腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術におけるޱ腔内・腸内

細ەの変Խ：σータղੳ中
・高度肥ຬ症患者におけるϚルνΦϛックスղੳ（2022年

度岩手県域医療ۀࣄڀݚ）：σータղੳ中
・高度肥ຬ患者における腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術の

ดੑ࠹ਭ時ແٵݺ症ީ܈に対する࣏療ޮ果と2型

病との関連. J DiaCetes *nWestig 2022�13（6）�1073�1085.
・減ྔ・代謝վળ手術をࢪ行した高度肥ຬ患者における

非アルコールੑࢷ肝Ԍ診அのためのࢷࢎ同定.
#ioNedicines 2022�10（11）�2920.

・腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術後のػثٵݺվળに
関するڀݚ：LangenCecLs ArcI Surg 2022�407（7）
�2747�2754.

・高度肥ຬ症合ซᢄ内ൻजᙾに対する減ྔ・代謝վળ
手術先行のҙ義ɽSurg Case Rep 2022�8（1）�125.

ʬ全نࠃʭ
⾣֫得ڀݚඅ
・	高度肥ຬ症にう非アルコールੑࢷੑ肝Ԍの病ଶ

ղ໌と外科࣏療後のվળػং（2020�2022年度科ݚඅ
基൫ C）：#ioNedicinesڀݚ 2022�10（2）�453.

・	減 ・ྔ代謝վળ手術前後における非アルコールੑࢷੑ
肝Ԍ・2型病患者のࢷࢎ代謝の変Խ（2021年度
田ล三ඛༀ株ࣜ会ࣾ学دෟ金2021）（ڀݚ年度大
ༀ学دෟ金ڀݚ）：#ioNedicines 2022�10（2）�453.

・	高度肥ຬ患者の細ە変ԽとϚルνΦϛックスղੳに
よる肝ઢҡԽメカニζϜの୳2022�2024）ࡧ年度科ݚඅ
基൫ C）：症例ू積・σータղੳ中ڀݚ

・	ຫੑਛଁ病合ซ高度肥ຬ症患者に対する減ྔ・代謝
վળ手術のҙ義とͦのվળػংに関わる2022）ڀݚ年度
中外ༀ׆ڀݚಈ支援）：症例ू積・σータղੳ中
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νʔム紹介

2022年のೕથνーϜは、こΕまでνーフをめらΕた小松英໌先生がୀ৬さΕ、ೕથઐ門医を指すਗ਼川真ॹ先生が新
たにՃわる若いધ出の年でもありました。ͦのような状況にもったなしで紹介患者および手術件数は前年度の1.5ഒにٸ
૿し、若いνーϜにԡしدせるはఱ野総先生はじめ、外དྷ・手術応援にདྷてくださった松井༤介先生・ݩڮ麻生先生、
νーϜローςーγϣϯでଐさΕたਗ਼川真ॹ先生・大塚観喜先生らの総力ઓによってトラϒルなくりӽ͑ることが出དྷ
ました。このをおआりし、松井先生のෆࡏを支͑てくださった県立二ށ病院の先生方、ݩڮ先生のෆࡏを支͑てくださ
った県立ݹٶ病院の先生方にも深く御礼を申し上げます。

臨চのトϐックスは、ೕ癌手術において音ݻڽ切開ஔՃࢉがద応֦大さΕたことによってᡫᜰֲਗ਼全例に音
ݻڽ切開ஔの༻を開࢝しました。ଞଁث癌同༷、音ݻڽ切開ஔの༏ӽੑはڀݚによってバラͭきがあり、ࣗ
が๚Εたと感じております。ༀ療法では長らくظしながら成ख़を指す時ূݕઃでもラーニϯάカーϒと臨চ成をࢪ
新࣏ن療ༀ導ೖのなかったप術࣏ظ療において、߅PD�L1߅体ༀ（PeNCroli[uNaC）、PARP્ༀ（0lapariC）、CD,4�6
ༀ（Tegafur�GiNeracil�0teracil߅ༀ（ACeNacicriC）、代謝፰્ PotassiuN）が続々とద応֦大さΕ、こΕまでのඪ४࣏
療と༧後が大きく変Խした１年でもありました。ദ༿ڡ先生から຺々と引き継がΕてきた臨চ試ݧは、ࠃ内臨চ試ݧά
ルーϓ（JC0G、J#CRG）ࢀՃにՃ͑、2023年の新ࢀݧ࣏نՃがܾまっております。

しかしながら、大学病院のபである臨চ・ڀݚ・教ҭのうͪ、ڀݚ・教ҭはेな׆ಈੑをࣔせたとはͣ͑ݴ、臨চۀ
のཧとޮ率Խ、働き方վֵのॱ応、ͦの結果としてڀݚ・教ҭのΤフォートを高めることが࣍年度のඪになると
とूݸ、できるようなݙߩ教ҭに・ڀݚ・ઃෝいても臨চࢪ・ます。ͦして、今の若いνーϜメϯバーがどの域͑ߟ
ஂの成長を指していきたいと͑ߟております。

新νーϜのνーフの割をいただいたੴ田和ໜをはじめ若ഐではご͟いますが、にをͭけたஸೡな医療を࣮ફして
まいります。同門の先生方には一のご指導、ごฬᎪならびに診療連ܞをࣀりますようٓしくお願い申し上げます。

˔૯खज़݅：200例
ʬ内༁ʭ

術ࣜ 件数
ೕ෦切除術（ᡫᜰֲਗ਼ ซࢪ） 77例（8例）
ೕ全切除術（ᡫᜰֲਗ਼ ซࢪ） 92例（35例）
ೕ全切除術ʴೕݐ࠶ 7例
ᡫᜰϦϯパઅֲਗ਼ 2例
対側Ϧスク減ೕ切除術 7例
जᙾఠ出術（ѱੑ） 8例
जᙾఠ出術（ྑੑ） 3例
ͦのଞ 4例

˔2022年ڀݚใࠂ
・	日本臨চजᙾڀݚάルーϓ：JC0G1017（PR*M�#C）ʮༀ

療法非ੑ߅Stage *7ೕ癌に対する原発のҙ義（原
発切除なしWsあり）に関するラϯμϜԽൺֱ試ݧʯ

・	日本臨চजᙾڀݚάルーϓ：JC0G1204（*/SP*R&）ʮ࠶
発高Ϧスクೕ癌患者のඪ४的フォローアッϓとイϯς
ϯγϒフォローのൺֱୈ***૬試ݧʯ

・	日本臨চजᙾڀݚάルーϓ：JC0G1505（L0R&TTA
trial）ʮΤストロήϯड༰体ཅੑ・Ϧスク非ਁ५ੑೕ
癌に対する非切除ʴ内ൻ療法の༗༻ੑに関する୯
ʯݧ的試ূݕ܈

2022年� ɾྍڀݚঢ়گ報ࠂ
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˔̏月⾣小松英໌先生がୀ৬、信भ上田医療ηϯターೕથ内ൻ外科ෝ
˔̐月⾣ਗ਼川真ॹ先生がೕથઐ門医を指しೖ局

νʔム紹介νʔム紹介

�� νʔム紹介

・	日本臨চजᙾڀݚάルーϓ：JC0G1607（)&R# T&A
studZ）ʮ高ྸ者)&R2ཅੑਐ行ೕ癌に対するT�DM1療
法とϖルπζϚϒʴトラスπζϚϒʴυηタΩηル療
法のラϯμϜԽൺֱୈ***૬試ݧʯ

・	日本臨চजᙾڀݚάルーϓ：JC0G1806（AMAT&RAS�
#C）ʮༀ療法により臨চ的全ޮが得らΕた)&R2
ཅੑ原発ೕ癌に対する非切除療法の༗༻ੑに関する୯
ʯݧ試ূݕ܈

・	J#CRG（Japan #reast Cancer ResearcI Group）：
J#CRG�M063（&M&RALD）ʮ)&R2ཅੑਐ行・࠶発ೕ
癌におけるトラスπζϚϒ、ϖルπζϚϒ、タΩαϯ
ซ༻療法とトラスπζϚϒ、ϖルπζϚϒซ༻療法を
ൺֱݕ౼するୈ***૬臨চڀݚʯ

・	/RG 0ncologZ：/SA#P #�51�RT0G 1304ʮωΦアδ
ϡバϯトԽ学療法前のᡫᜰϦϯパઅཅੑがωΦアδϡ
バϯトԽ学療法後に病ཧ学的ӄੑにసじた患者を対

として、ೕ切除後ڳน及びॴଐϦϯパઅの外෦์ࣹ
ઢ࣏療、ฒびにजᚅ切除後ॴଐϦϯパઅ์ࣹઢ࣏療を
ධՁするୈ***૬ແ࡞ҝԽ臨চ試ݧʯ

・	&M#&R�4：２ʙ̑年ؒの術後内ൻ療法による前࣏療
ྺを༗する࠶発高Ϧスクの&R�、)&R2�のૣظೕ癌患
者を対に、術後ༀ療法としてiNlunestrantとඪ४
的な術後内ൻ療法をൺֱするແ࡞ҝԽ非ݕୈ***
૬試ݧ

՝ڀݚͷޙࠓ˔
・	ೕથઐ門医を指す若手外科医のק༠
・	若手医師のೕથઐ門医取得
・	域ೕથ診療の協力とೕ癌ݕ診ड診ܒ
・	νーϜڀݚςーϚの確立と࣮ફ
・	年１ว以上の論文執筆

��



νʔム紹介

2022年のೕથνーϜは、こΕまでνーフをめらΕた小松英໌先生がୀ৬さΕ、ೕથઐ門医を指すਗ਼川真ॹ先生が新
たにՃわる若いધ出の年でもありました。ͦのような状況にもったなしで紹介患者および手術件数は前年度の1.5ഒにٸ
૿し、若いνーϜにԡしدせるはఱ野総先生はじめ、外དྷ・手術応援にདྷてくださった松井༤介先生・ݩڮ麻生先生、
νーϜローςーγϣϯでଐさΕたਗ਼川真ॹ先生・大塚観喜先生らの総力ઓによってトラϒルなくりӽ͑ることが出དྷ
ました。このをおआりし、松井先生のෆࡏを支͑てくださった県立二ށ病院の先生方、ݩڮ先生のෆࡏを支͑てくださ
った県立ݹٶ病院の先生方にも深く御礼を申し上げます。

臨চのトϐックスは、ೕ癌手術において音ݻڽ切開ஔՃࢉがద応֦大さΕたことによってᡫᜰֲਗ਼全例に音
ݻڽ切開ஔの༻を開࢝しました。ଞଁث癌同༷、音ݻڽ切開ஔの༏ӽੑはڀݚによってバラͭきがあり、ࣗ
が๚Εたと感じております。ༀ療法では長らくظしながら成ख़を指す時ূݕઃでもラーニϯάカーϒと臨চ成をࢪ
新࣏ن療ༀ導ೖのなかったप術࣏ظ療において、߅PD�L1߅体ༀ（PeNCroli[uNaC）、PARP્ༀ（0lapariC）、CD,4�6
ༀ（Tegafur�GiNeracil�0teracil߅ༀ（ACeNacicriC）、代謝፰્ PotassiuN）が続々とద応֦大さΕ、こΕまでのඪ४࣏
療と༧後が大きく変Խした１年でもありました。ദ༿ڡ先生から຺々と引き継がΕてきた臨চ試ݧは、ࠃ内臨চ試ݧά
ルーϓ（JC0G、J#CRG）ࢀՃにՃ͑、2023年の新ࢀݧ࣏نՃがܾまっております。

しかしながら、大学病院のபである臨চ・ڀݚ・教ҭのうͪ、ڀݚ・教ҭはेな׆ಈੑをࣔせたとはͣ͑ݴ、臨চۀ
のཧとޮ率Խ、働き方վֵのॱ応、ͦの結果としてڀݚ・教ҭのΤフォートを高めることが࣍年度のඪになると
とूݸ、できるようなݙߩ教ҭに・ڀݚ・ઃෝいても臨চࢪ・ます。ͦして、今の若いνーϜメϯバーがどの域͑ߟ
ஂの成長を指していきたいと͑ߟております。

新νーϜのνーフの割をいただいたੴ田和ໜをはじめ若ഐではご͟いますが、にをͭけたஸೡな医療を࣮ફして
まいります。同門の先生方には一のご指導、ごฬᎪならびに診療連ܞをࣀりますようٓしくお願い申し上げます。

˔૯खज़݅：200例
ʬ内༁ʭ

術ࣜ 件数
ೕ෦切除術（ᡫᜰֲਗ਼ ซࢪ） 77例（8例）
ೕ全切除術（ᡫᜰֲਗ਼ ซࢪ） 92例（35例）
ೕ全切除術ʴೕݐ࠶ 7例
ᡫᜰϦϯパઅֲਗ਼ 2例
対側Ϧスク減ೕ切除術 7例
जᙾఠ出術（ѱੑ） 8例
जᙾఠ出術（ྑੑ） 3例
ͦのଞ 4例

˔2022年ڀݚใࠂ
・	日本臨চजᙾڀݚάルーϓ：JC0G1017（PR*M�#C）ʮༀ

療法非ੑ߅Stage *7ೕ癌に対する原発のҙ義（原
発切除なしWsあり）に関するラϯμϜԽൺֱ試ݧʯ

・	日本臨চजᙾڀݚάルーϓ：JC0G1204（*/SP*R&）ʮ࠶
発高Ϧスクೕ癌患者のඪ४的フォローアッϓとイϯς
ϯγϒフォローのൺֱୈ***૬試ݧʯ

・	日本臨চजᙾڀݚάルーϓ：JC0G1505（L0R&TTA
trial）ʮΤストロήϯड༰体ཅੑ・Ϧスク非ਁ५ੑೕ
癌に対する非切除ʴ内ൻ療法の༗༻ੑに関する୯
ʯݧ的試ূݕ܈

2022年� ɾྍڀݚঢ়گ報ࠂ

2022年ͷχϡʔε

ೕથνーϜ ༵�0࣌�ʙ�7࣌
ʢ৽ױɾհʣ

Ր ɾ༵ਫ༵�0࣌�ʙ�7࣌
ʢઐ֎དྷʣ

STAFFɿ��ੴాໜɺ؛ྋࢠɺদҪ༤հ
ఱ�૯ɺݩڮຑੜɺਗ਼ਅॹ

ؙϝσΟΧϧηϯλʔ

ۊෟଐපӃ

˔̏月⾣小松英໌先生がୀ৬、信भ上田医療ηϯターೕથ内ൻ外科ෝ
˔̐月⾣ਗ਼川真ॹ先生がೕથઐ門医を指しೖ局

νʔム紹介

�� νʔム紹介

・	日本臨চजᙾڀݚάルーϓ：JC0G1607（)&R# T&A
studZ）ʮ高ྸ者)&R2ཅੑਐ行ೕ癌に対するT�DM1療
法とϖルπζϚϒʴトラスπζϚϒʴυηタΩηル療
法のラϯμϜԽൺֱୈ***૬試ݧʯ

・	日本臨চजᙾڀݚάルーϓ：JC0G1806（AMAT&RAS�
#C）ʮༀ療法により臨চ的全ޮが得らΕた)&R2
ཅੑ原発ೕ癌に対する非切除療法の༗༻ੑに関する୯
ʯݧ試ূݕ܈

・	J#CRG（Japan #reast Cancer ResearcI Group）：
J#CRG�M063（&M&RALD）ʮ)&R2ཅੑਐ行・࠶発ೕ
癌におけるトラスπζϚϒ、ϖルπζϚϒ、タΩαϯ
ซ༻療法とトラスπζϚϒ、ϖルπζϚϒซ༻療法を
ൺֱݕ౼するୈ***૬臨চڀݚʯ

・	/RG 0ncologZ：/SA#P #�51�RT0G 1304ʮωΦアδ
ϡバϯトԽ学療法前のᡫᜰϦϯパઅཅੑがωΦアδϡ
バϯトԽ学療法後に病ཧ学的ӄੑにసじた患者を対

として、ೕ切除後ڳน及びॴଐϦϯパઅの外෦์ࣹ
ઢ࣏療、ฒびにजᚅ切除後ॴଐϦϯパઅ์ࣹઢ࣏療を
ධՁするୈ***૬ແ࡞ҝԽ臨চ試ݧʯ

・	&M#&R�4：２ʙ̑年ؒの術後内ൻ療法による前࣏療
ྺを༗する࠶発高Ϧスクの&R�、)&R2�のૣظೕ癌患
者を対に、術後ༀ療法としてiNlunestrantとඪ४
的な術後内ൻ療法をൺֱするແ࡞ҝԽ非ݕୈ***
૬試ݧ

՝ڀݚͷޙࠓ˔
・	ೕથઐ門医を指す若手外科医のק༠
・	若手医師のೕથઐ門医取得
・	域ೕથ診療の協力とೕ癌ݕ診ड診ܒ
・	νーϜڀݚςーϚの確立と࣮ફ
・	年１ว以上の論文執筆

��



νʔム紹介

2022年の診療体制は、４月１日に小山྄ଠ（平成27年܈അ大卒）が܈അ大学総合外科学講座から２年ؒのࠃ内ཹ学として
ணし、小山、小ྛ・ླ木の３໊体制での診療となり、肝ᢄ外科との合同νーϜからಠ立し、小ࣇ外科νーϜとして࠶
ۈ外科෦長の藤ଜঊ先生（平成19年岩手医大卒）には引き続き非ৗࣇ病院小ۄ立࡛ࠃ、৬にͭいてはۈಈしました。非ৗ࢝
講師として手術を୲当していただき、ീށेࣈ病院の༗ಞ߂先生にも手術のお手いをいただきました。

外དྷ診療はਫ༵日全日にूし、手術日を木༵日全日およびୈ１・４༵日ޕ前とし、小ࣇにおける外科診療の最後の
ഏな・ؾ）ثٵݺະຬのࡀから16ࣇに24時ؒ365日対応できる体制としております。対࣬患は、新生ࣇ患ٸٹとしてࡆ
ど）・ফԽث（食道からᡗ門までのফԽ・肝ᢄ）・ͦのଞ腹෦ଁث（ਛଁ・෭ਛ・ᡮଁなど）・ൽෘೈ෦৫（ൽෘ・ൽ下
৫・ےなど）・ൻ生৩ث（ਛଁ・・ᡦ・外ӄ෦など）の࣬患で、A:A世代のҠ行ظ医療にも対応しています。

手術症例はCoWid�19による診療制ݶのӨڹもあって手術総数の減少はあったものの新生ࣇ手術症例にはӨڹなく、
的に高度手術に対してもదۃを除く手術の35％（39例）に内視鏡手術を行い、積ࠪݕヘルニアྨԑ࣬患やͦのଞのܘ
༻し、２月には先ఱੑ食道ด症の新生ࣇ症例に対しても౦ॳの内視鏡手術をࢪ行し、体ॏ2000g以上の新生ࣇに対す
る内視鏡手術は３例（食道ด症、े二指腸ด症、ཛ೯ज）でした。

教ҭ・ڀݚに関しては、新たな小ࣇ外科のҭ成をඪに臨চ࣮शの卒前教ҭでの積ۃ的なアϓローνを行っています
が成果はす͙には得らΕませんので、継続的に続けていきたいと͑ߟております。また、こΕまで行ってきた小ࣇजᙾの
発生ػংに関するࢠ生学的ڀݚや৵ऻ手術に関する臨চ的ڀݚをਐめていき、若手のҝのڀݚγーζを蓄͑て行き
たいと͑ߟております。

すての患者さんとͦのごՈに信པさΕる質の高い小ࣇ外科診療をఏڙできるよう、日々診療、ڀݚ、教ҭに励んで
おります。関連の先生方には尚一のご指導、ごฬᎪ、ご支援を頂きますようお願い申し上げます。

খࣇ֎ՊνーϜ ਫ༵શ日

ୈ�ਫ༵ޙޕ�
খࣇετʔϚɾ
εΩϯέΞ֎དྷ

STAFFɿླ �৴ɺখྛΊ͙Έɺখ྄ࢁଠʢ�月ʙʣ
ʣۈੜձʣɺ౻ଜ�ঊʢඇৗࡁʢ�0月ʙɿ্ܙ�ۚా

˔૯खज़：178件（うͪ内視鏡手術39件）
˔ೖӃ：184 （໊うͪ小ࣇ科ซ診50໊）

ʬ手術症例内༁ʭɹॏෳあり
࣬患܈ 症例数

新生࣬ࣇ患 24
ѱੑजᙾ（生ݕをؚΉ） 9
ܘヘルニアྨԑ࣬患 38
ফԽث・肝ᢄ࣬患 64
患࣬ثٵݺ 14
ൻ生৩࣬ث患 21
全麻下ࠪݕ 5
ͦのଞ 25

ʬ年࣍手術数ਪҠʭ
2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

新生ࣇ 14 11 23 23 24
非新生ࣇ 191 155 182 202 154

計 205 166 205 225 178

˔2022年ڀݚใࠂ
・	日本小ࣇがんڀݚάルーϓ（JCCG）関連臨চ試ࢀݧը
ɹɹɹ日本ਆܦժजڀݚάルーϓ（J/#SG）
ɹɹɹ日本小ࣇ肝癌スタσΟάルーϓ（JPLT）
ɹɹɹ日本ウΟルϜスजᙾスタσΟάルーϓ（J8iTS）
・	当院における৺࣬患合ซ新生ࣇ外科手術症例のݕ౼
（小ྛ）

ᡦ下ᡦ新吻合術の後方ؾにおけるࣇະຬࡀ２	・
視的ݕ౼（ླ木）

2022年� ɾྍڀݚঢ়گ報ࠂ

˔̎月⾣先ఱੑ食道ด症に対するڳ腔鏡下࣏ࠜ術ࢪ行（౦ୈ１例）
˔̐月⾣܈അ大学総合外科学講座より小山྄ଠ（平成27年܈അ大卒）がظき助教としてண

2022年ͷχϡʔε

Ұൠখࣇ֎Պ֎དྷ

ઐ֎དྷ

νʔム紹介νʔム紹介

�� νʔム紹介

ઐ門外དྷ：高度ٸٹ໋ٹηϯターは院内֤講座からスタッフがݣさΕているෳ合科であり、֤科医師との連ܞがॏཁ
です。外科学講座はじめ同門の先生方の多大なご協力に深く御礼申し上げます。զ々は外科νーϜですが、あらΏるٸٹ
࣬患、ॏ症࣬患、݂ੑٸӷড়Խの૭ޱとも͑ߟております。ద切なઐ門医と連བྷを取りますので、24時ؒいͭでもどの
ような病ଶでもご૬ஊください。岩手医科大学代表ి話（019�651�5111）からٸٹηϯターࣄܦ༝でݺび出すように໋じ
てください。

高度救命救急センター
ମ੍ؒ࣌�2

STAFFɿখࣛխതɾੴా�֜ɾࠤ౻णึɾ֎ՊԠԉҩࢣ

ઐ֎དྷ

˔ೖӃ：138例
˔खज़：84例
ʬ内༁ʭ

࣬患（内Ҽੑ） 症例数
上෦ফԽઠ孔 5例
࠹ፖੑ腸ดߜ 7例
下෦ফԽઠ孔 14例
ਨԌ 3例
患࣬ੑ݂ڏੑٸ 2例
ͦのଞ 26例

࣬患（外Ҽੑ） 症例数
腔ଁثଛই 9例
ͦのଞ 3例

� 症例数
切開術ؾ 1例

症例数
0pen ACdoNinal ManageNentɹ 14例

˔2022年ڀݚใࠂ
ʬάルーϓ内ʭ
・	0pen ACdoNinal ManageNentのݕ౼
・	Ԇ吻合とૣظ吻合の病ଶに関するݕ౼
療とཧ࣏に対する࠹ፖੑ腸ดߜ	・
・	ਨԌの࣏療બとཧ

2022年� ɾྍڀݚঢ়گ報ࠂ

《救急・災害・総合医学講座》救急医学分野

��



νʔム紹介

2022年の診療体制は、４月１日に小山྄ଠ（平成27年܈അ大卒）が܈അ大学総合外科学講座から２年ؒのࠃ内ཹ学として
ணし、小山、小ྛ・ླ木の３໊体制での診療となり、肝ᢄ外科との合同νーϜからಠ立し、小ࣇ外科νーϜとして࠶
ۈ外科෦長の藤ଜঊ先生（平成19年岩手医大卒）には引き続き非ৗࣇ病院小ۄ立࡛ࠃ、৬にͭいてはۈಈしました。非ৗ࢝
講師として手術を୲当していただき、ീށेࣈ病院の༗ಞ߂先生にも手術のお手いをいただきました。

外དྷ診療はਫ༵日全日にूし、手術日を木༵日全日およびୈ１・４༵日ޕ前とし、小ࣇにおける外科診療の最後の
ഏな・ؾ）ثٵݺະຬのࡀから16ࣇに24時ؒ365日対応できる体制としております。対࣬患は、新生ࣇ患ٸٹとしてࡆ
ど）・ফԽث（食道からᡗ門までのফԽ・肝ᢄ）・ͦのଞ腹෦ଁث（ਛଁ・෭ਛ・ᡮଁなど）・ൽෘೈ෦৫（ൽෘ・ൽ下
৫・ےなど）・ൻ生৩ث（ਛଁ・・ᡦ・外ӄ෦など）の࣬患で、A:A世代のҠ行ظ医療にも対応しています。

手術症例はCoWid�19による診療制ݶのӨڹもあって手術総数の減少はあったものの新生ࣇ手術症例にはӨڹなく、
的に高度手術に対してもదۃを除く手術の35％（39例）に内視鏡手術を行い、積ࠪݕヘルニアྨԑ࣬患やͦのଞのܘ
༻し、２月には先ఱੑ食道ด症の新生ࣇ症例に対しても౦ॳの内視鏡手術をࢪ行し、体ॏ2000g以上の新生ࣇに対す
る内視鏡手術は３例（食道ด症、े二指腸ด症、ཛ೯ज）でした。

教ҭ・ڀݚに関しては、新たな小ࣇ外科のҭ成をඪに臨চ࣮शの卒前教ҭでの積ۃ的なアϓローνを行っています
が成果はす͙には得らΕませんので、継続的に続けていきたいと͑ߟております。また、こΕまで行ってきた小ࣇजᙾの
発生ػংに関するࢠ生学的ڀݚや৵ऻ手術に関する臨চ的ڀݚをਐめていき、若手のҝのڀݚγーζを蓄͑て行き
たいと͑ߟております。

すての患者さんとͦのごՈに信པさΕる質の高い小ࣇ外科診療をఏڙできるよう、日々診療、ڀݚ、教ҭに励んで
おります。関連の先生方には尚一のご指導、ごฬᎪ、ご支援を頂きますようお願い申し上げます。

খࣇ֎ՊνーϜ ਫ༵શ日

ୈ�ਫ༵ޙޕ�
খࣇετʔϚɾ
εΩϯέΞ֎དྷ

STAFFɿླ �৴ɺখྛΊ͙Έɺখ྄ࢁଠʢ�月ʙʣ
ʣۈੜձʣɺ౻ଜ�ঊʢඇৗࡁʢ�0月ʙɿ্ܙ�ۚా

˔૯खज़：178件（うͪ内視鏡手術39件）
˔ೖӃ：184 （໊うͪ小ࣇ科ซ診50໊）

ʬ手術症例内༁ʭɹॏෳあり
࣬患܈ 症例数

新生࣬ࣇ患 24
ѱੑजᙾ（生ݕをؚΉ） 9
ܘヘルニアྨԑ࣬患 38
ফԽث・肝ᢄ࣬患 64
患࣬ثٵݺ 14
ൻ生৩࣬ث患 21
全麻下ࠪݕ 5
ͦのଞ 25

ʬ年࣍手術数ਪҠʭ
2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

新生ࣇ 14 11 23 23 24
非新生ࣇ 191 155 182 202 154

計 205 166 205 225 178

˔2022年ڀݚใࠂ
・	日本小ࣇがんڀݚάルーϓ（JCCG）関連臨চ試ࢀݧը
ɹɹɹ日本ਆܦժजڀݚάルーϓ（J/#SG）
ɹɹɹ日本小ࣇ肝癌スタσΟάルーϓ（JPLT）
ɹɹɹ日本ウΟルϜスजᙾスタσΟάルーϓ（J8iTS）
・	当院における৺࣬患合ซ新生ࣇ外科手術症例のݕ౼
（小ྛ）

ᡦ下ᡦ新吻合術の後方ؾにおけるࣇະຬࡀ２	・
視的ݕ౼（ླ木）

2022年� ɾྍڀݚঢ়گ報ࠂ

˔̎月⾣先ఱੑ食道ด症に対するڳ腔鏡下࣏ࠜ術ࢪ行（౦ୈ１例）
˔̐月⾣܈അ大学総合外科学講座より小山྄ଠ（平成27年܈അ大卒）がظき助教としてண

2022年ͷχϡʔε

Ұൠখࣇ֎Պ֎དྷ

ઐ֎དྷ

νʔム紹介

�� νʔム紹介

ઐ門外དྷ：高度ٸٹ໋ٹηϯターは院内֤講座からスタッフがݣさΕているෳ合科であり、֤科医師との連ܞがॏཁ
です。外科学講座はじめ同門の先生方の多大なご協力に深く御礼申し上げます。զ々は外科νーϜですが、あらΏるٸٹ
࣬患、ॏ症࣬患、݂ੑٸӷড়Խの૭ޱとも͑ߟております。ద切なઐ門医と連བྷを取りますので、24時ؒいͭでもどの
ような病ଶでもご૬ஊください。岩手医科大学代表ి話（019�651�5111）からٸٹηϯターࣄܦ༝でݺび出すように໋じ
てください。

高度救命救急センター
ମ੍ؒ࣌�2

STAFFɿখࣛխതɾੴా�֜ɾࠤ౻णึɾ֎ՊԠԉҩࢣ

ઐ֎དྷ

˔ೖӃ：138例
˔खज़：84例
ʬ内༁ʭ

࣬患（内Ҽੑ） 症例数
上෦ফԽઠ孔 5例
࠹ፖੑ腸ดߜ 7例
下෦ফԽઠ孔 14例
ਨԌ 3例
患࣬ੑ݂ڏੑٸ 2例
ͦのଞ 26例

࣬患（外Ҽੑ） 症例数
腔ଁثଛই 9例
ͦのଞ 3例

� 症例数
切開術ؾ 1例

症例数
0pen ACdoNinal ManageNentɹ 14例

˔2022年ڀݚใࠂ
ʬάルーϓ内ʭ
・	0pen ACdoNinal ManageNentのݕ౼
・	Ԇ吻合とૣظ吻合の病ଶに関するݕ౼
療とཧ࣏に対する࠹ፖੑ腸ดߜ	・
・	ਨԌの࣏療બとཧ

2022年� ɾྍڀݚঢ়گ報ࠂ

《救急・災害・総合医学講座》救急医学分野
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පӃݹٶཱݝ ��� �00 �� ��� � 27 � 2 2� � � ��

පӃ࣊ٱཱݝ ��� 2�� �7 ��� 0 �� 0 0 �� 7 � ��

පӃށೋཱݝ �0� 27� 27 ��� 0 2� 0 0 �� � 2 ��

ੴපӃזཱݝ 220 ��� �0 �0 � � 0 0 �2 2 0 ��

͔ͮͷްੜපӃ ��7 ��� �� �02 � � 0 0 �7 � 0 ��

্ࡁੜձපӃ ��� ��7 22 ��� 0 0 0 0 � 0 0 2�

ઍӛපӃཱݝ ��� ��� 2� �� 0 �� 0 0 � � � 20

පӃߐཱݝ �� �� 0 � 0 0 0 0 0 0 0 0

ؔ࿈පӃൃදۀ݅
ӳ　จ 　จ ձֶࡍࠃ શֶࠃձ શڀݚࠃձ ํձ

വֲؗྏޒපӃ � 0 0 �� � �

ԬཱࢢපӃ 0 0 0 � 0 �

ԬेࣈපӃ 0 2 0 � � 0

ീށेࣈපӃ 2 0 0 � 0 2

ްੜҩྍηϯλʔ 0 0 0 � 0 �

පӃݹٶཱݝ 0 0 0 �0 � �

පӃ࣊ٱཱݝ 0 0 0 � 0 0

පӃށೋཱݝ 0 0 0 � 0 0

ੴපӃזཱݝ 0 0 0 � 2 0

͔ͮͷްੜපӃ 0 0 0 � 0 �

্ࡁੜձපӃ 0 0 0 0 0 0

ઍӛපӃཱݝ 2 2 0 � 0 0

පӃߐཱݝ 0 0 0 � 0 0

ೖӃऀױྨ

2022年ྍঢ়2022گ年ྍঢ়گ

�� 2022年ྍঢ়گ

ఆؔ࿈۠ࢦ ઃ໊ࢪ

ఆࢦ 岩手ҩՊେֶෟଐපӃ ʙ 2023ɽ12

ఆࢦ വֲؗྏޒපӃ ʙ 2023ɽ12

ఆࢦ ԬेࣈපӃ ʙ 2023ɽ12

ఆࢦ ԬཱࢢපӃ ʙ 2024ɽ12

ఆࢦ 岩手ཱݝத෦පӃ ʙ 2023ɽ12

ఆࢦ 岩手ݹٶཱݝපӃ ʙ 2025ɽ12

ఆࢦ 岩手ཱݝೋށපӃ ʙ 2024ɽ12

ఆࢦ 岩手࣊ٱཱݝපӃ������ ʙ 2023ɽ12

ఆؔ࿈۠ࢦ ઃ໊ࢪ

ఆࢦ 岩手זཱݝੴපӃ� ʙ 2024ɽ12

ఆࢦ 岩手ཱݝઍӛපӃ ʙ 2024ɽ12

ؔ࿈ ްੜҩྍηϯλʔ ʙ 2023ɽ12

ؔ࿈ ീށेࣈපӃ ʙ 2023ɽ12

ؔ࿈ ͔ͮͷްੜපӃ ʙ 2023ɽ12

ؔ࿈ 岩手ߐཱݝපӃ ʙ 2023ɽ12

ؔ࿈ ্ࡁੜձපӃ ʙ 2023ɽ12

ఆؔ࿈۠ࢦ ઃ໊ࢪ

ఆࢦ 岩手ҩՊେֶෟଐපӃ��� ʙ 2024

ఆࢦ വֲؗྏޒපӃ ʙ 2023

ఆࢦ ԬेࣈපӃ ʙ 2024

ఆࢦ 岩手࣊ٱཱݝපӃ ʙ 2024

ఆؔ࿈۠ࢦ ઃ໊ࢪ

ఆࢦ 岩手ཱݝத෦පӃ ʙ 2024

ఆࢦ ԬཱࢢපӃ ʙ 2024

ఆࢦ පӃށೋཱݝ ʙ 2024

֎Պઐҩ੍म࿅ࢦఆࢪઃɾؔ࿈ࢪઃ

日ຊফԽث֎Պֶձઐҩ੍ࢦఆम࿅ࢪઃʢೝఆࢪઃʣ
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2022年ྍঢ়گ

�� 2022年ྍঢ়گ

ఆؔ࿈۠ࢦ ઃ໊ࢪ

ఆࢦ 岩手ҩՊେֶෟଐපӃ ʙ 2023ɽ12

ఆࢦ വֲؗྏޒපӃ ʙ 2023ɽ12

ఆࢦ ԬेࣈපӃ ʙ 2023ɽ12

ఆࢦ ԬཱࢢපӃ ʙ 2024ɽ12

ఆࢦ 岩手ཱݝத෦පӃ ʙ 2023ɽ12

ఆࢦ 岩手ݹٶཱݝපӃ ʙ 2025ɽ12

ఆࢦ 岩手ཱݝೋށපӃ ʙ 2024ɽ12

ఆࢦ 岩手࣊ٱཱݝපӃ������ ʙ 2023ɽ12

ఆؔ࿈۠ࢦ ઃ໊ࢪ

ఆࢦ 岩手זཱݝੴපӃ� ʙ 2024ɽ12

ఆࢦ 岩手ཱݝઍӛපӃ ʙ 2024ɽ12

ؔ࿈ ްੜҩྍηϯλʔ ʙ 2023ɽ12

ؔ࿈ ീށेࣈපӃ ʙ 2023ɽ12

ؔ࿈ ͔ͮͷްੜපӃ ʙ 2023ɽ12

ؔ࿈ 岩手ߐཱݝපӃ ʙ 2023ɽ12

ؔ࿈ ্ࡁੜձපӃ ʙ 2023ɽ12

ఆؔ࿈۠ࢦ ઃ໊ࢪ

ఆࢦ 岩手ҩՊେֶෟଐපӃ��� ʙ 2024

ఆࢦ വֲؗྏޒපӃ ʙ 2023

ఆࢦ ԬेࣈපӃ ʙ 2024

ఆࢦ 岩手࣊ٱཱݝපӃ ʙ 2024

ఆؔ࿈۠ࢦ ઃ໊ࢪ

ఆࢦ 岩手ཱݝத෦පӃ ʙ 2024

ఆࢦ ԬཱࢢපӃ ʙ 2024

ఆࢦ පӃށೋཱݝ ʙ 2024

֎Պઐҩ੍म࿅ࢦఆࢪઃɾؔ࿈ࢪઃ

日ຊফԽث֎Պֶձઐҩ੍ࢦఆम࿅ࢪઃʢೝఆࢪઃʣ
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৽ࣨڭһ紹介

৽ࣨڭһ紹介

ग़  大 学ɿ܈അ大学 大学ଔۀ年ɿ2015年
ग़　　ɿ܈അ県 座 ӈ ͷ ɿ学にԦ道なし
ख医科大学外科ʹೖͬͨཧ༝ɿؠ

小ࣇ外科准教授のླ木信先生から小ࣇの手術手技をؚめ、小ࣇ外科学全ൠを学
せていただきたく、2022年４月からࠃ内ཹ学というܗでお世話になっております。
成人領域の先生方にもお世話になることも多々あるかとଘじますが、何卒ご指導ٓ
しくお願いகします。

外科学講座 

খ྄�ࢁଠ

ग़  大 学ɿѴ川医科大学 大学ଔۀ年ɿ2017年
ग़　　ɿ島県 座 ӈ ͷ ɿ質࣮߶健
ख医科大学外科ʹೖͬͨཧ༝ɿؠ

私は関౦の市中病院でઐ門ݚमを行ったあと、さらなるݚᮎのために໊門である
岩手医科大学外科学講座で一ॹに働かさせていただくこととなりました。まだまだ
ະख़者ですので、ご指導、ごฬᎪの程よろしくお願い申し上げます。

外科学講座 

ੁ�ਖ਼ل

ग़  大 学ɿ岩手医科大学 大学ଔۀ年ɿ2020年
ग़　　ɿ岩手県ݹٶ市 座 ӈ ͷ ɿਗ਼໌ਖ਼
ख医科大学外科ʹೖͬͨཧ༝ɿؠ

ϙϦクϦで手術にڵຯを࣋ったのがきっかけだが、手術だけでなく全身ཧやԽ
学療法などの内科的な࣏療もこなす外科の先生方の࢟をみてಌΕを๊いたから。

外科学講座 

ਗ਼�ਅॹ

৽ࣨڭһ紹介

�� ৽ࣨڭһ紹介

ग़  大 学ɿ岩手医科大学 大学ଔۀ年ɿ2020年
ग़　　ɿ岩手県 座 ӈ ͷ ɿ日ਐ月า
ख医科大学外科ʹೖͬͨཧ༝ɿؠ

学生の࣮शで先生方と関わらせていただいた際、୭よりもϓロフΣッγϣナルとし
て患者༷と向き合う࢟、ͦして手術中でも学生だった私たͪに༏しくし、教ҭして
下さる先生方の人ฑをഈݟし、ڞに外科の道をਐんで行きたいとܾ৺しました。

ࣝ、技術ڞにࢸら͵かりですが、ご指導ごฬᎪの程よろしくお願いகします。

外科学講座 

ാ�༸介ۏ

��
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ग़  大 学ɿ܈അ大学 大学ଔۀ年ɿ2015年
ग़　　ɿ܈അ県 座 ӈ ͷ ɿ学にԦ道なし
ख医科大学外科ʹೖͬͨཧ༝ɿؠ

小ࣇ外科准教授のླ木信先生から小ࣇの手術手技をؚめ、小ࣇ外科学全ൠを学
せていただきたく、2022年４月からࠃ内ཹ学というܗでお世話になっております。
成人領域の先生方にもお世話になることも多々あるかとଘじますが、何卒ご指導ٓ
しくお願いகします。
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私は関౦の市中病院でઐ門ݚमを行ったあと、さらなるݚᮎのために໊門である
岩手医科大学外科学講座で一ॹに働かさせていただくこととなりました。まだまだ
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この度、ྩ和４年度࣏ࣗ体立༏ྑ病院総大ਉ表জをड
கしました。この表জは、域医療の確保にॏཁな割
を果たしており、かͭܦӦの健全ੑが確保さΕている病院
に授༩さΕるものです。健全ܦӦのূとして̑年連続ࣈࠇ
がない病院が対となりますので、今回のࣈӦとྦྷ積ܦ
डは、こΕまで中෦病院を支͑て下さった৬һのօさん
とྺ代の院長先生の継続的力のࣀであり、৺から感謝
申し上げたいと思います。

岩手県立病院は1950年にͦΕまでଘࡏしていたް生連や
保連の病院をまとめて発して今年で72年になりまࠃ
す。ʮ県下にあまͶくྑ質な医療のۉてんʯをཧ೦として県
内に28の県立病院がઃஔさΕました。ۙ年の人ޱ減少や交
௨の発ୡをडけて֤の県立病院の割୲とஔ域
のݕ࠶౼が行ࡒվֵڀݚ会からも指ఠさΕており、̕
医療ݍのݟしや県立病院のूԽのݕ౼がਐめらΕてお
ります。中෦病院は平成21年に２ͭの県立病院（花巻ް生
病院と上病院）が合ซして生した病院ですが、ػ的
にもܦӦ的にも当院のࣄ例はू成ޭ例であり、今後の岩
手県内の病院ूԽをݕ౼するう͑で大変ߟࢀになるࣄ例
と͑ߟております。

病院࠶編はࡒ
の確保やॅຽݯ
のཧղなどの
りӽ͑なけΕ
ならないは
山あります。
しかし病院のू
Խによるϋイ
ϘϦϡーϜԽは
医療の質向上・
医療҆全確保の
ҙຯからもॏཁ
であるとともに、大学からのઐ門医・指導医の҆定ݣに
もܨがります。ͦの結果としてݚम医やઐ߈医にとっての
ັ力ある病院となってスタッフ確保にもܨがります。

中෦医療ݍは高ྸԽのਐ行がൺֱ的Ώっくりとਐんでい
る上市と県内で高ྸԽが最もਐんでいる西和լொとྡ
しており、中෦病院にٻめらΕる医療は多ذにりますが、
今回のडを励みに৬һ全һで域に信པさΕݙߩできる
病院となΕるように力したいと思っています。

におい（大手ொژ౦）連会ؗஂܦる2022年11月12日にڈ
て、日本がん臨চ試ݧਪਐߏػ（JACCR0）立20प年ه
೦講ԋ会・ه೦ࣜయが開࠵さΕ、വֲؗྏޒ病院が立20
प年ه೦表জをडけました。JACCR0が計ըした臨চ試ݧ
に多くの症例をొし、英文雑誌の論文ࡌܝにݙߩした
上Ґ３ࢪઃが表জさΕました。１Ґ 泉会૬ᖒ病院（長࣊
野）、２Ґ വؗް生院വֲؗྏޒ病院（ւ道）、３Ґ 日
本大学医学෦ଐ日大൘ڮ病院（౦ژ）でした。ͪなみに
１Ґの૬ᖒ病院は英文論文15編の著者・ڞ著者で、当院は
14編でした。

当院外科は2006年のࢀՃ開࢝から現時まで、JACCR0
臨চ試ݧだけで大腸癌 15件、胃癌 ̔件にࢀՃしています。

症例ొに際
し、岩手医科大
学外科医局より
ෝしていただ
いた先生方にも
多大なご協力を
いただき、感謝
ならびに御礼申
し上げます。多
くの症例ొが
できたおかげで
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G* &SM0などのࠃ際学会や日本外科学会、日本ফԽث外
科学会および日本癌࣏療学会などで試ݧ結果を発表するػ
会をいただきました。また多くの英文論文にവֲؗྏޒ病
院外科の໊前をࡌせることができました。胃癌、大腸࣏療

Ψイυライϯの引༻文ݙとして࠾༻さΕている論文も多数
༗ります。

今回の表জを励みに、世քに向けてফԽث癌࣏療のΤϏ
σϯスߏஙにݙߩできるようਫ਼ਐするॴଘです。

2022年３月に40年めた岩手県立病院を定年ୀ৬し、2022
年11月24日に2022年度岩手県保健医療ޭ࿑者表জをいただ
いた。こΕはͻと͑に県立ݹٶ病院での３年ؒの外科医とし
てのݚमと外科学講座やݫ刀会先生方のおӂである。このػ
会に県立ݹٶ病院での卒後のݚमにͭいてड़る。

私は1981年य़に࣏ࣗ医科大学を卒ۀし、ࠃՈ試ݧ合֨後
６月１日より県立ݹٶ病院外科で３年ؒの外科ݚम、指導
をडけた。当時、࣏ࣗ医科大学卒ۀ生は、卒後より̕年
ؒはࣄの໋ྩによりެ立医療ػ関にۈしなけΕなら
なかった。今のようにγスςϜԽさΕたॳظ臨চݚमや後
मもなく、ましてや今の学金ཆ成医師のように༛༧ݚظ
医科大学の໊度は࣏ࣗ、なども全くなかった。またؒظ
非ৗにく、ʮどこのഅのࠎかわからないʯ卒ۀ生は医療ք
から信པੑが全くないଘࡏであった。ͦのような中、私を
रってくΕたのは県立ݹٶ病院の外科であった。すでに県
立ݹٶ病院で外科医としてݚमしていた１ظ生の遠藤秀
先生からお༠いをडけ、４年生と̑年生のՆٳみに同院外
科で１िؒほど学生ݚमを行った。また、当時の県立ݹٶ
病院外科には同門大先ഐであるീॏֽ༤一先生、日下७உ
先生、ീ島ྑ幸先生がۈさΕており、３年ؒに１人なら
面をݟてもよいということがあり、私は３年ؒの外科ݚ
मを行うこととなった。̓月には、当時ୈ一外科学講座（現
Մをいたڐの外科学講座）教授のণ先生からೖ局のࡏ
だいた。このような大さ、৺のさは、当時の日本のഉ
ଞ的医療քからすると͑ߟらΕないことであった。

県立ݹٶ病院での外科ݚमは二ͭので私の医師ܗ成に
大きなӨڹを༩͑、今でも医師としてのࠜװをなしている。
一はീॏֽ先生をはじめとする先生方からのݫしいが
Ѫある܆ಃをडけたことである。先生方からいただいた

৺にるݴ༿を
いくͭか紹介す
る。ʮࣄはظ
日や時ؒをक
Ε。ʯ、ʮ症例報
告は臨চ医の義
だ。１年に最
 一 ͭ は ॻ
け。ʯ、ʮ新しいこ
とにはνϟレϯδしろ、Εを取るな。ʯ、ʮ医局生׆をして
いないお前は、ී௨にࣄをしていてはࣄができないと
わΕݴめてී௨にできると࢝をしてࣄわΕる。人一ഒݴ
ることを֮͑ておけ。ʯ、ʮϦーμーはօにݟらΕているの
で、ࣗが෦下や同྅にݴっていることをࣗがकΕない
ようでは信པがࣦわΕる。ۈ以外であってもͦうだ。എ
中をؾにしろ。ʯなどなど。二は多くの医局の先生方と
の出会いである。県立ݹٶ病院にはୈ一外科より１໊、ୈ
三外科より１໊ݣさΕていた。学年は上下あったが多く
の先生方とڞに学び、外科医にͭいて語りあい、をे
ָしんだ。また、大学手術ݟ学に行くと教授を࢝めと
して助教授、講師の先生方からؾさくにをかけていただ
いたことである。ͦの関は、ͦの後の私にとって大いに
立ͪ今でも続いている。

岩手県立病院で院長৬15年ؚؒめ40年もの長きにわたり
म、同門会や医ݚ病院での外科ݹٶできたことは県立ۈ
局の先生方のあたたかい人の和と継続したご指導、ご支援
のおӂと思い、感謝に͑ない。ୈ一ઢをୀいた身ではあ
るが同門会のօ༷のに立ͭことがあΕをかけていた
だきたいと思う。

म͔ΒݚපӃͷ֎ՊݹٶཱݝΓ·࢝
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るが同門会のօ༷のに立ͭことがあΕをかけていた
だきたいと思う。

म͔ΒݚපӃͷ֎ՊݹٶཱݝΓ·࢝
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この度、日本外科学会英文誌SurgerZ TodaZのୈ６回
#est ReWieXer AXardをडさせて頂きました。本は、
日本外科学会英文誌SurgerZ TodaZにߘさΕた論文に対
し、多くࠪಡをしたࠪಡ者に対して授༩さΕるものです。
SurgerZ TodaZでは、減ྔ・代謝վળ手術（MS）の臨চ・
げてこらΕた佐々木ڍ内でも多くの成果をࠃにおいてڀݚ
章教授がAssociate &ditorをおめにならΕており、ࠃ内
外からのMSに関するߘ論文数の૿Ճも૬まって今回多
くの論文をࠪಡさせて頂くػ会を得ました。ߘ論文はۄ
ੴࠞ交ではありますが、ࣔࠦにΉ質の高いڀݚ報告もࠪ
ಡさせて頂くことができ、ࣗとは異なるӶい視をͭ࣋
者との質ٙ応を௨してCrainڀݚ storNingができたこと

は大変༗ҙ義でした。
今回のݧܦを教室にお
けるMSの臨চ・基ૅ
できݩの発లにؐڀݚ
るよう今後もਫ਼ਐகす
ॴଘです。最後に、こ
Εまで御指導を頂きま
した佐々木章教授にվ
めまして御礼を申し上
げます。
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この度、2022年４月14日から16日に熊本で開࠵さΕたୈ
122回日本外科学会定ظ学術ू会においてݚम医෦門の༏
秀ԋをडしました。ԋ໊はʮॳݚظम医earlZ
eYposureにおける細ܘᭆࢠを༻いた３ port � １ puncture
による腹腔鏡下೯ఠ出術の教ҭ的ҙ義と҆全ੑʯです。
വֲؗྏޒ病院にてॳݚظम医が執刀した４portの腹腔鏡
下೯ఠ出術と細ܘᭆࢠを༻いた３port �１ punctureに

よる腹腔鏡下೯
ఠ出術の手術成
をൺֱしました。
また、執刀までの
学शのϓロηスと
υライラϘを༻い
たᭆࢠトレーニϯ

άにおけるラーニϯά
カーϒのݕ౼も行いま
した。डにあたり
佐々木章教授をはじ
め、വֲؗྏޒ病院の
∁金໌య先生、ݚमظ
ؒ中に御指導、御協力
頂いたօ༷方に深謝申
し上げます。まだまだ
ະख़者ではご͟います
が引き続き臨চ・ڀݚ
にਫ਼ਐしてࢀりますの
で、今後ともご指導ご
ฬᎪのほどよろしくお願いいたします。
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この度、2022年６月15日ʙ６月17日開࠵さΕたୈ47回日
本外科ܥ連合学会学術ू会の8ada AXard Session（ଠ
平༸外科ܥ学会日本支෦会・日本外科ܥ連合学会δϣイϯ
トηッγϣϯ）で、Gold Pri[eをडすることができまし
た。今回の日本外科ܥ連合学会学術ू会は、当教室の佐々
木章教授が会長をめらΕたه೦すき学会であり、ͦの
ようなで8ada AXardをडできたことを大変خしく思
います。डにあたり、ςーϚを༩͑て下さり、スライυ
准教授ߊ成、発表のご指導を頂いた佐々木章教授、ക༢࡞
には、このをおआりして৺よりお礼を申し上げます。

さて、今回はʮLaparoscopic sleeWe gastrectoNZ iNpacts
on respiratorZ sZsteN in oCese patientsʯというςーϚ
で、発表させて頂きました。肥ຬ症患者において、ࠔٵݺ
は一ൠ的な症状です。健ৗ人と肥ຬ症患者とのػٵݺ
のൺֱはこΕまでにも報告がありますが、減ྔ・代謝վળ
手術前後におけるػٵݺվળの報告はݶ定的です。ͦこ
で、高度肥ຬ症患者における腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術
後のػٵݺのվળをスパイロメトϦー、CTϘϦϡーメ
トϦーを༻して໌らかにし、ͦの内༰を発表させて頂き

ました。
腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術は、2014年４月に日本で保

内での手術件数も年々૿Ճしてきておりまࠃ、さΕࡌ収ݥ
す。腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術をؚΉ減ྔ・代謝վળ手
術は、今後ますます発లしていく野と͑ߟます。今後も
佐々木章教授、ക༢ߊ准教授、内視鏡外科νーϜのօ༷に
ご指導ࣀりなが
ら、減ྔ・代謝
վળ手術の発ల
にد༩するよう
なڀݚ成果の発
信をඪに、さ
らなる׆ڀݚಈ
に取りんでい
きたいと͑ߟて
おります。

ୈ��ճຊ֎Պܥ࿈߹ֶձֶज़ूձ�8BEB�"XBSE�4FTTJPO�
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本外科ܥ連合学会学術ू会の8ada AXard Session（ଠ
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ようなで8ada AXardをडできたことを大変خしく思
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この度、ୈ47回日本外科ܥ連合学会学術ू会（ྩ和４年
６月15日ʙ17日：盛Ԭ市）におけるଠ平༸外科ܥ学会日
本支෦会 8ada AXard Sessionにて8ada AXardという
、ୈ30回日本ফԽث関連学会िؒ（ྩ和４年10月27日ʙ
30日：Ԭ市）にて若手励をʮώト肝切除における
Museಈଶのڀݚʯに関する内༰のԋでडしました。

Muse細๔はࣗ発的に３ᡢ༿ੑにԽする力やࣗݾෳ
力を༗する多ੑװ細๔で、जᙾੑを࣋たない細๔と
わΕています。また、最大のಛとしてMuse細๔を回ݴ
収してͦのまま੩຺༩するだけでଛই৫ϗーϛϯ
ά・生ணし৫ಛ異的な細๔ԽすることがڍげらΕま
す。こΕらのಛからMuse細๔のװ細๔Ҡ২࣏療による
৫म෮やػ回෮がظさΕ、༷々なڀݚが行わΕてい
ます。肝ଁ野においては、ย߂ۅউ先生が行った先行ݚ
にて肝切除を行った໔Ӹෆ全ϚウスにG'PラϕルさΕたڀ
Muse細๔をҠ২すると、肝৫म෮ա程で肝外༝དྷの
Muse細๔がଛই෦Ґに༠導さΕԽをげることを報告
しておりました。本ڀݚは、ώト肝ଁ手術におけるMuse
細๔ಈଶを໌らかにし、Muse細๔と৵ऻ度および肝࠶生
との関連にͭいてূݕしたものです。本ڀݚの結果から、
Muse細๔は肝切除༰積、肝৫োの程度に応じてಈһ
さΕるՄੑがあること、合ซ症による৫োでMuse

細๔がಈһさΕるՄ
ੑがあるࣄが໌
しました。またধ
݂中のMuse細๔上
ঢが術後の肝༰積回
෮に関しているՄ
ੑがあり、肝࠶生
にد༩していること
がࣔࠦさΕました。

本ڀݚは今後の
Muse細๔ڀݚฒび
に肝ଁの࠶生医療領
域の発లにد༩する
ものとظしております。ࣗが行っていたڀݚにおいて、
学会発表でこのようなをडできたことをとてもخしく
思います。このにおいて、ڀݚに時ؒを割かなけΕな
らͣ、臨চ面で多くのごをおかけした肝ᢄνーϜ、
指導医のย߂ۅউ先生、ڀݚ指導頂いたফԽث内科肝ଁ
野のླ木༔先生、このようなوॏなػ会を༩͑て下さっ
た佐々木章教授、新田浩幸教授に৺より感謝申し上げます。

この度、ྩ和４年度ྕܓ会学術振ڵ会ڞ同ڀݚ助成を
ʮ減ྔ・代謝վળ手術（MS）前後のTG'�Ќܦ࿏のੑ׆変
ԽとSNadのϦϯࢎԽ状ଶと肝ઢҡԽの関連にͭいてʯと
いうڀݚ՝でडさせて頂きました。高度肥ຬ症患者に
対するMSのॏཁなඪ的࣬患として非アルコールੑࢷੑ
肝Ԍ（/AS)）があり、/AS)は生体内で多くのメカニζ
Ϝがਐలにد༩していることがಈ࣮ݧなどでࣔさΕてい
ます。教室では、佐々木章教授がMSによる/AS)のվળ
ޮ果にணさΕ（SasaLi A et al. 'ront &ndocrinol. 2014）、

こΕまで肝ઢҡԽのվળ（/iLai ) SasaLi A et al. 0Ces
Surg. 2020 /iLai ) SasaLi A et al. Surg TodaZ. 2021）、
病ཧ৫学的変Խ（,aLisaLa , SasaLi A et al. Sci Rep.
2022 SasaLi A et al. #ioNedicines. 2022）、Ϧϐυϛクスղ
ੳ（TaLaIasIi / SasaLi A et al. #ioNedicines. 2022）と
多くの報告をしてきました。高度肥ຬ症患者に合ซした
/AS)では肝ઢҡԽのਐలをいかにコϯトロールできるか
がকདྷ的な発癌などにӨڹすると͑ߟらΕており、MSに
よる肝ઢҡԽのվળメカニζϜにഭることがॏཁであると

ྩ̐ 年ྕܓձֶज़ৼڵձڞಉڀݚॿΛडͯ͠
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でࣔさΕているݧりました。ͦこで、ಈ࣮ࢸるに͑ߟ
TG'�Ќܦ࿏ੑ׆ԽとSNadෳ合体のϦϯࢎԽによる肝ઢҡ
Խのਐలが、高度肥ຬ症患者でもॏཁであると͑ߟ、現ࡏ
ϓロςΦーϜղੳと肝生ݕඪ本を༻いた໔Ӹ৫染৭によ
るTG'�Ќγάナルの変Խを確認することをڀݚとして立
Ҋしました。本ڀݚは、大学院生である熊谷秀基先生の学
Ґڀݚとしてਐめており、MSの/AS)に対する࣏療ޮ果
をڧく支࣋する報告としてҐஔけさΕるようなKournal
ߘを͑ߟたいとଘじます。最後に、診療科ԣஅ的なڀݚ

体制のߏஙに御協力頂
いた先生方、ڀݚ計ը
ॻの࡞成に御指導を頂
きました佐々木章教授
にվめまして御礼を申
し上げます。

この度、ୈ16回肝ଁ内視鏡外科ڀݚ会（2022年11月23
日、Ԭࠃ際会ٞ）におきまして、ʮ腹腔鏡下肝切除術に
おける外科ઐ߈医スコϐストに対する࠾ࣜධՁ表のޮ
果ʯというԋで、最༏秀ԋをडさせて頂きました。

本ڀݚ会は、肝࣬患に対する内視鏡下手術に関するݚ
、教ҭおよびී及することを的として2006年に発し、ڀ
日本のみならͣ世քの腹腔鏡下肝切除をϦーυしてきた学
会です。

本ԋは、私のような若手ઐ߈医が୲うػ会が多いϙδ
γϣϯでもあるスコϐストに視をஔき、ࣗ身がޮ果的・
ޮ率的にݧܦを積Ήことを的として、腹腔鏡下肝切除術
におけるスコϐストの࠾ࣜධՁ表を࡞成し、継続した
スΩルධՁを試みたものです。

私ࣗ身がスコϐストとしてݧܦした腹腔鏡下肝切除術を
対とし、対のアϓローν、ڑ感、視野のఱな
どの一ൠ的な߲にՃ͑、腹腔鏡下肝切除でॏཁな肝切

ライϯのөし方、肝授
ಈの際の視野ల開、腹
腔内でのᭆࢠなどのث
۩のロストのਝな
対応やֻけなどը面
には͑ݟない෦での
対応やྀに関する߲
も࠾༻したධՁ表を
成しました。手術終࡞
ྃ後に術者もしくはୈ
一助手に࠾・指導を
して頂き、ͦの後ࣗ身

で手術ಈըをݟし、
লをҙࣝしながら
回手術に臨Ήという࣍
ことを܁りฦしまし
た。ධՁ開࢝から10例
程度は数の変Խはほ
ぼありませんでした
が、ͦの後数はঃ々
に上ঢ向となり、
20症例でほぼຬのϓ
ラトーにୡする、とい
うラーニϯάカーϒを
。成することがかりましたܗ

本ԋを௨して、スコϐストධՁ表はスΩルධՁを行う
だけでなく、感֮的であった手ॱやۀ࡞をݴ語Խすること
で術者とڞ௨の認ࣝを得ることがՄとなりました。当
ॳ、腹腔鏡下肝切除のスコϐストに対してۤ手ҙࣝを࣋っ
ていた状況を何とかଧഁするために試行錯誤していたこと
がきっかけであり、私ࣗ身にとって非ৗに大きなݧܦを積
Ήことができたと͑ߟております。本ԋをֻかりとし
て、最終的には岩手医大ࣜの腹腔鏡下肝切除スコϐストϚ
ニϡアルのようなものにまでঢ՚させていくことをඪと
しております。

今回のडにあたり、佐々木章教授、新田浩幸教授をは
じめ、ご指導を頂きました先生方にこのをआりて深く感
謝申し上げます。今後とも、ご指導ごฬᎪのほど何卒ٓし
くお願いகします。
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この度、ୈ47回日本外科ܥ連合学会学術ू会（ྩ和４年
６月15日ʙ17日：盛Ԭ市）におけるଠ平༸外科ܥ学会日
本支෦会 8ada AXard Sessionにて8ada AXardという
、ୈ30回日本ফԽث関連学会िؒ（ྩ和４年10月27日ʙ
30日：Ԭ市）にて若手励をʮώト肝切除における
Museಈଶのڀݚʯに関する内༰のԋでडしました。

Muse細๔はࣗ発的に３ᡢ༿ੑにԽする力やࣗݾෳ
力を༗する多ੑװ細๔で、जᙾੑを࣋たない細๔と
わΕています。また、最大のಛとしてMuse細๔を回ݴ
収してͦのまま੩຺༩するだけでଛই৫ϗーϛϯ
ά・生ணし৫ಛ異的な細๔ԽすることがڍげらΕま
す。こΕらのಛからMuse細๔のװ細๔Ҡ২࣏療による
৫म෮やػ回෮がظさΕ、༷々なڀݚが行わΕてい
ます。肝ଁ野においては、ย߂ۅউ先生が行った先行ݚ
にて肝切除を行った໔Ӹෆ全ϚウスにG'PラϕルさΕたڀ
Muse細๔をҠ২すると、肝৫म෮ա程で肝外༝དྷの
Muse細๔がଛই෦Ґに༠導さΕԽをげることを報告
しておりました。本ڀݚは、ώト肝ଁ手術におけるMuse
細๔ಈଶを໌らかにし、Muse細๔と৵ऻ度および肝࠶生
との関連にͭいてূݕしたものです。本ڀݚの結果から、
Muse細๔は肝切除༰積、肝৫োの程度に応じてಈһ
さΕるՄੑがあること、合ซ症による৫োでMuse

細๔がಈһさΕるՄ
ੑがあるࣄが໌
しました。またধ
݂中のMuse細๔上
ঢが術後の肝༰積回
෮に関しているՄ
ੑがあり、肝࠶生
にد༩していること
がࣔࠦさΕました。

本ڀݚは今後の
Muse細๔ڀݚฒび
に肝ଁの࠶生医療領
域の発లにد༩する
ものとظしております。ࣗが行っていたڀݚにおいて、
学会発表でこのようなをडできたことをとてもخしく
思います。このにおいて、ڀݚに時ؒを割かなけΕな
らͣ、臨চ面で多くのごをおかけした肝ᢄνーϜ、
指導医のย߂ۅউ先生、ڀݚ指導頂いたফԽث内科肝ଁ
野のླ木༔先生、このようなوॏなػ会を༩͑て下さっ
た佐々木章教授、新田浩幸教授に৺より感謝申し上げます。

この度、ྩ和４年度ྕܓ会学術振ڵ会ڞ同ڀݚ助成を
ʮ減ྔ・代謝վળ手術（MS）前後のTG'�Ќܦ࿏のੑ׆変
ԽとSNadのϦϯࢎԽ状ଶと肝ઢҡԽの関連にͭいてʯと
いうڀݚ՝でडさせて頂きました。高度肥ຬ症患者に
対するMSのॏཁなඪ的࣬患として非アルコールੑࢷੑ
肝Ԍ（/AS)）があり、/AS)は生体内で多くのメカニζ
Ϝがਐలにد༩していることがಈ࣮ݧなどでࣔさΕてい
ます。教室では、佐々木章教授がMSによる/AS)のվળ
ޮ果にணさΕ（SasaLi A et al. 'ront &ndocrinol. 2014）、

こΕまで肝ઢҡԽのվળ（/iLai ) SasaLi A et al. 0Ces
Surg. 2020 /iLai ) SasaLi A et al. Surg TodaZ. 2021）、
病ཧ৫学的変Խ（,aLisaLa , SasaLi A et al. Sci Rep.
2022 SasaLi A et al. #ioNedicines. 2022）、Ϧϐυϛクスղ
ੳ（TaLaIasIi / SasaLi A et al. #ioNedicines. 2022）と
多くの報告をしてきました。高度肥ຬ症患者に合ซした
/AS)では肝ઢҡԽのਐలをいかにコϯトロールできるか
がকདྷ的な発癌などにӨڹすると͑ߟらΕており、MSに
よる肝ઢҡԽのվળメカニζϜにഭることがॏཁであると

ྩ̐ 年ྕܓձֶज़ৼڵձڞಉڀݚॿΛडͯ͠
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でࣔさΕているݧりました。ͦこで、ಈ࣮ࢸるに͑ߟ
TG'�Ќܦ࿏ੑ׆ԽとSNadෳ合体のϦϯࢎԽによる肝ઢҡ
Խのਐలが、高度肥ຬ症患者でもॏཁであると͑ߟ、現ࡏ
ϓロςΦーϜղੳと肝生ݕඪ本を༻いた໔Ӹ৫染৭によ
るTG'�Ќγάナルの変Խを確認することをڀݚとして立
Ҋしました。本ڀݚは、大学院生である熊谷秀基先生の学
Ґڀݚとしてਐめており、MSの/AS)に対する࣏療ޮ果
をڧく支࣋する報告としてҐஔけさΕるようなKournal
ߘを͑ߟたいとଘじます。最後に、診療科ԣஅ的なڀݚ

体制のߏஙに御協力頂
いた先生方、ڀݚ計ը
ॻの࡞成に御指導を頂
きました佐々木章教授
にվめまして御礼を申
し上げます。

この度、ୈ16回肝ଁ内視鏡外科ڀݚ会（2022年11月23
日、Ԭࠃ際会ٞ）におきまして、ʮ腹腔鏡下肝切除術に
おける外科ઐ߈医スコϐストに対する࠾ࣜධՁ表のޮ
果ʯというԋで、最༏秀ԋをडさせて頂きました。

本ڀݚ会は、肝࣬患に対する内視鏡下手術に関するݚ
、教ҭおよびී及することを的として2006年に発し、ڀ
日本のみならͣ世քの腹腔鏡下肝切除をϦーυしてきた学
会です。

本ԋは、私のような若手ઐ߈医が୲うػ会が多いϙδ
γϣϯでもあるスコϐストに視をஔき、ࣗ身がޮ果的・
ޮ率的にݧܦを積Ήことを的として、腹腔鏡下肝切除術
におけるスコϐストの࠾ࣜධՁ表を࡞成し、継続した
スΩルධՁを試みたものです。

私ࣗ身がスコϐストとしてݧܦした腹腔鏡下肝切除術を
対とし、対のアϓローν、ڑ感、視野のఱな
どの一ൠ的な߲にՃ͑、腹腔鏡下肝切除でॏཁな肝切

ライϯのөし方、肝授
ಈの際の視野ల開、腹
腔内でのᭆࢠなどのث
۩のロストのਝな
対応やֻけなどը面
には͑ݟない෦での
対応やྀに関する߲
も࠾༻したධՁ表を
成しました。手術終࡞
ྃ後に術者もしくはୈ
一助手に࠾・指導を
して頂き、ͦの後ࣗ身

で手術ಈըをݟし、
লをҙࣝしながら
回手術に臨Ήという࣍
ことを܁りฦしまし
た。ධՁ開࢝から10例
程度は数の変Խはほ
ぼありませんでした
が、ͦの後数はঃ々
に上ঢ向となり、
20症例でほぼຬのϓ
ラトーにୡする、とい
うラーニϯάカーϒを
。成することがかりましたܗ

本ԋを௨して、スコϐストධՁ表はスΩルධՁを行う
だけでなく、感֮的であった手ॱやۀ࡞をݴ語Խすること
で術者とڞ௨の認ࣝを得ることがՄとなりました。当
ॳ、腹腔鏡下肝切除のスコϐストに対してۤ手ҙࣝを࣋っ
ていた状況を何とかଧഁするために試行錯誤していたこと
がきっかけであり、私ࣗ身にとって非ৗに大きなݧܦを積
Ήことができたと͑ߟております。本ԋをֻかりとし
て、最終的には岩手医大ࣜの腹腔鏡下肝切除スコϐストϚ
ニϡアルのようなものにまでঢ՚させていくことをඪと
しております。

今回のडにあたり、佐々木章教授、新田浩幸教授をは
じめ、ご指導を頂きました先生方にこのをआりて深く感
謝申し上げます。今後とも、ご指導ごฬᎪのほど何卒ٓし
くお願いகします。
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ֶҐจ໊ɿ
TIerapeutic effect of laparoscopic sleeWe gastrectoNZ on
oCstructiWe sleep apnea and relationsIip of tZpe 2
diaCetes in Japanese patients XitI seWere oCesitZ
SIingo :anari ALira SasaLi ALira 6NeNura :asusIi
*sIigaLi )aruLa /iLai Tsuguo /isIiKiNa SIigeru
SaLurai
掲載ࢽࡶɿJournal of DiaCetes *nWestigationɹ2022 � 13

（６）� 1073r1085.
大学院ത࢜՝程の学Ґ論文であるʮTIerapeutic effect of

laparoscopic sleeWe gastrectoNZ on oCstructiWe sleep
apnea and relationsIip of tZpe 2 diaCetes in Japanese
patients XitI seWere oCesitZʯ は、Journal of DiaCetes
*nWestigationɹ（*Npact factor�4.232）にࡌܝさΕました。

本論文では、腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術（laparoscopic
sleeWe gastrectoNZɼLSG） の ด ࠹ ੑ ਭ  時 ແ ݺ ٵ
（oCstructiWe sleep apneaɼ0SA）に対する࣏療ޮ果を໌
らかにし、２型病（tZpe 2 diaCetesɼT2D）合ซ高度
肥ຬ症の日本人患者に対するLSG後の0SAのվળޮ果と
ᢄЌ細๔ػ（Ќ�cell functionɼ#C'）との関連ੑにͭい
てݕ౼しました。

2013年̕月から2019年12月までのؒظに当院でLSGをࢪ行
した高度肥ຬ症の日本人患者61໊を対とし、終ϙϦιϞ
ϊάラフΟー（full�nigIt polZsoNnograpIZɼ'/�PSG）、コ
ーϯϏーϜCT・ղੳιフト7incentを༻いたؾ道ܗଶ指ඪ
のଌ定、減ྔ関連指ඪ、75g0GTTを༻いた代謝վળޮ果を
ॳ診時、術後６か月と１年にධՁしました。0SAの診அに
は、ແٵݺٵݺ指数（apnea IZpopnea indeYɼA)*）を༻
いました。また、'/�PSGࠪݕのॳ診時A)*�15の56໊、
A)*�15の໊̑の２܈にけ、減ྔޮ果、0SAվળޮ果およ
び代謝վળޮ果ͭいてൺֱ・ݕ౼しました。本ڀݚでは術後
１年時にA)*�15を0SAのվળと定義しました。ͦの後、
ॳ診時A)*�15の0SA患者56໊の中でT2Dをጶ患している

39໊にͭいて、減ྔ・代
謝վળ手術の術前病
ղ༧ଌスコアである
*MSスコア、A#CDスコ
アを༻いて、術後１年の
0SAվળ܈、非վળ܈を
ൺֱし、0SAと#C'の関
連をݕ౼しました。#C'
のվળをධՁするために
)0MA�ЌɼイϯスϦϯイ
ϯσックスɼ松田イϯσ
ックスɼおよびσΟスϙ
δγϣϯイϯσックスを༻いました。

結果として、0SAվળ率は51.8%（29�56）でした。A)*
の変Խは、ա体ॏ減少率（Л� 0.501）、ઉ面積（TA）の
変Խ（Л� 0.350）ɼおよび֖ޱਨ面積（6A）の変Խ（Л�
0.341）と༗ҙに૬関していました。多変ྔղੳにより、術
前のA)*と術後の)CA1cが0SA非ղのಠ立した༧後Ҽ
15�*(であることが໌らかになりました。Aࢠの患者の
)0MA�Ќ（̥�0.001）、イϯスϦϯイϯσックス（̥
�0.001）、およびσΟスϙδγϣϯイϯσックス（̥� 0.019）
は、A)*�15の患者よりも༗ҙに高でした。

LSGは、0SAの高度肥ຬ症患者にとって༗な手ஈで
あることがࣔさΕました。さらに、#C'のվળは、0SA
վળの患者で༗ҙに高いことがࣔさΕ、0SAと#C'の関
連ੑにͭいてࣔすことができたҙ義のある論文と͑ߟてお
ります。

本論文に関しまして、佐々木章教授、ക༢ߊ講師、二֊
य़߳助教をはじめ、ご指導ご支援頂きましたօ༷方に深く
感謝いたします。今後ともご指導ごฬᎪのほどよろしくお
願い申し上げます。
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airway morphological parameters. We also clarified the relation-
ships between the FN-PSG parameters and weight loss and air-
way morphological parameters. In addition, we showed that
BCF significantly improved depending on the degree of OSA in
type 2 diabetes patients with moderate/severe IMS.
There are some influencing factors of inducing and pro-

gressing OSA, such as micrognathia, nasal septum deviation,
tonsil swelling, adenoid hypertrophy and severe obesity18–21.
Among them, severe obesity is known to be the most influen-
tial factor of OSA, because respiratory mechanical impair-
ment leads to upper airway collapse during sleep22. In the
present study, the remission rate of OSA was 51.8%.

However, previous studies have reported that improvement of
moderate/severe OSA was observed in 72.2–88.5% of patients
undergoing LSG3,5,23. The reason for this discrepancy is that
the prevalence of micrognathia is higher among Japanese
people than among other ethnic groups, and the skeletal
component of the oral cavity is also smaller24. Therefore, ton-
gue volume can be relatively larger24. Wang et al.25 showed
that weight loss was significantly associated with reductions
in tongue fat (P < 0.0001), and pterygoid and total lateral
wall volumes (P < 0.002)25. Additionally, reductions in ton-
gue fat were strongly correlated with reductions in the AHI
(q = 0.62, P < 0.0001).

Table 4 | Univariate and multivariate analyses of prognostic factors for obstructive sleep apnea after laparoscopic sleeve gastrectomy

Univariate analysis

Parameters Improvement
AHI <15 (n = 23)

Non-improvement
AHI ≥15 (n = 33)

Odds ratio (95% confidence interval) P-value

Preoperative parameters
Male, n (%) 11 (48%) 22 (67%) 0.500 (0.148–1.693) 0.265
Age (years) 43.2 – 11.7 49.5 – 10.4 0.947 (0.896–1.004) 0.072*
Bodyweight (kg) 115.8 – 22.6 120.3 – 22.2 0.990 (0.963–1.019) 0.506
BMI (kg/m2) 41.9 – 5.9 44.0 – 7.8 0.975 (0.891–1.067) 0.591
HbA1c (%) 6.9 – 1.8 7.4 – 1.6 0.850 (0.580–1.245) 0.404
VFA (cm²) 270.3 – 93.8 280.8 – 81.5 0.998 (0.991–1.006) 0.659
Neck circumference (cm) 43.1 – 4.1 44.2 – 5.2 0.937 (0.734–1.196) 0.602
TA (cm2) 38.5 – 4.7 40.6 – 7.7 0.946 (0.859–1.042) 0.266
UA (cm2) 3.6 – 0.9 3.9 – 1.0 0.747 (0.401–1.394) 0.360
UL (cm) 4.3 – 0.6 4.5 – 0.6 0.541 (0.194–1.511) 0.241
PAS (mm) 13.2 – 3.5 13.3 – 4.5 0.990 (0.851–1.154) 0.904
AW-Et (mm) 11.4 – 3.8 11.8 – 4.9 1.015 (0.882–1.167) 0.837
AHI (no unit) 39.9 – 15.1 69.9 – 19.7 0.921 (0.880–0.964) <0.001

Postoperative parameters (1 year after LSG)
Bodyweight (kg) 84.8 – 17.3 88.8 – 15.2 0.975 (0.936–1.014) 0.211
BMI (kg/m2) 30.5 – 4.7 32.4 – 5.1 0.922 (0.809–1.051) 0.224
%TWL (%) 27.6 – 7.5 24.6 – 8.5 1.046 (0.969–1.129) 0.247
%EWL (%) 58.6 – 16.5 53.1 – 15.4 1.030 (0.991–1.073) 0.133
HbA1c (%) 5.4 – 0.5 5.9 – 0.8 0.385 (0.143–1.038) 0.059*
VFA (cm²) 138.1 – 64.8 151.0 – 59.4 0.996 (0.986–1.006) 0.432
Neck circumference (cm) 38.3 – 3.3 39.7 – 4.6 0.908 (0.733–1.124) 0.375
TA (cm2) 30.0 – 5.5 36.4 – 7.9 0.876 (0.792–0.969) 0.010**
UA (cm2) 2.4 – 0.4 2.9 – 0.7 0.2176 (0.060–0.785) 0.020**
UL (cm) 3.7 – 0.3 4.1 – 0.5 0.059 (0.008–0.432) 0.005**
PAS (mm) 14.0 – 3.5 14.2 – 5.7 0.984 (0.866–1.118) 0.808
AW-Et (mm) 12.9 – 3.5 12.8 – 5.1 1.003 (0.873–1.153) 0.962

Multivariate analysis

Parameters Odds ratio 95% Confidence interval P-value

AHI 0.908 0.857–0.962 0.001***
HbA1c (postoperative) 0.202 0.044–0.934 0.041***

AHI, apnea hypopnea index; AW-Et, airway diameter at the tip of the epiglottis; BMI, body mass index; HbA1c, hemoglobin A1c; LSG, laparoscopic
sleeve gastrectomy; OSA, obstructive sleep apnea; PAS, posterior airway space; TA, tongue area; UL, uvula length; UV, uvula area; VFA, visceral fat
area. *Parameters with P < 0.1 in univariate analysis. **Parameters with P < 0.05 in univariate analysis. ***Parameters with P < 0.05 in multivariate
analysis.
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However, when contemplating the prediction of OSA improve-
ment without FN-PSG data, we can presume that patients with
high levels of HbA1c after LSG might not achieve OSA
improvement regardless of weight loss effects.
Subsequently, the hypoxia-inducible factor-1a and nuclear

factor-jB pathway are stimulated and cause type 2 diabetes,
along with the activation of IjB kinase b as a result of
overnutrition34–36. In contrast, hypoxia might cause a stress-
related increase in hypothalamic–pituitary–adrenal axis activity
and secretion of higher circulating cortisol concentration37. Cor-
tisol interferes with glucose metabolism, increases insulin

resistance and increases lipotoxicity38. In addition, intermittent
hypopnea can also increase sympathetic activity, and cause noc-
turnal endothelin release and vascular cell dysfunction39. From

Table 6 | Relationships between apnea hypopnea index and , b-cell
function parameters along with the individual metabolic surgery score

AHI ≥15 AHI <15 P-value
IMS score

IMS score severe/moderate,
n (type 2 diabetes remission)

20 (11) 12 (8) 0.71

HbA1c (%) 6.2 – 0.8 6.0 – 0.7 0.652
IRI (lU/mL) 7.7 – 7.0 10.3 – 7.9 0.343
HOMA-IR (no unit) 2.1 – 1.9 2.4 – 2.8 0.616
HOMA-b (no unit) 58.3 – 60.6 119.6 – 77.7 <0.001*
Insulinogenic index (no unit) 0.4 – 0.3 1.1 – 0.4 <0.001*
Matsuda index (no unit) 5.5 – 3.4 3.5 – 1.6 0.058
Disposition index (no unit) 1.9 – 1.5 3.4 – 2.8 0.019*
IMS score mild,
n (type 2 diabetes remission)

3 (3) 4 (4) 1

AHI, apnea hypopnea index; BCF, b-cell function; HbA1c, hemoglobin
A1c; HOMA-IR, homeostasis model for assessing insulin resistance;
HOMA-b, homeostasis model assessment beta cell function; IMS, indi-
vidual metabolic surgery; IRI, immunoreactive insulin. *Parameters with
P < 0.05.
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Figure 4 | Changes of glucose levels during the 75-g oral glucose
tolerance test (75-g OGTT). *Parameters with P < 0.05. AHI, apnea
hypopnea index; POM, postoperative months.
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Figure 3 | Changes of medical treatment for type 2 diabetes in patients with moderate/severe obstructive sleep apnea. DPP-4 inhibitor, dipeptidyl
peptidase-4 inhibitor; GLP-1 agonist, glucagon-like peptide-1 receptor agonist; LSG, laparoscopic sleeve gastrectomy; SGLT-2 inhibitor, sodium–
glucose cotransporter 2 inhibitor.
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However, when contemplating the prediction of OSA improve-
ment without FN-PSG data, we can presume that patients with
high levels of HbA1c after LSG might not achieve OSA
improvement regardless of weight loss effects.
Subsequently, the hypoxia-inducible factor-1a and nuclear

factor-jB pathway are stimulated and cause type 2 diabetes,
along with the activation of IjB kinase b as a result of
overnutrition34–36. In contrast, hypoxia might cause a stress-
related increase in hypothalamic–pituitary–adrenal axis activity
and secretion of higher circulating cortisol concentration37. Cor-
tisol interferes with glucose metabolism, increases insulin

resistance and increases lipotoxicity38. In addition, intermittent
hypopnea can also increase sympathetic activity, and cause noc-
turnal endothelin release and vascular cell dysfunction39. From

Table 6 | Relationships between apnea hypopnea index and , b-cell
function parameters along with the individual metabolic surgery score

AHI ≥15 AHI <15 P-value
IMS score

IMS score severe/moderate,
n (type 2 diabetes remission)

20 (11) 12 (8) 0.71

HbA1c (%) 6.2 – 0.8 6.0 – 0.7 0.652
IRI (lU/mL) 7.7 – 7.0 10.3 – 7.9 0.343
HOMA-IR (no unit) 2.1 – 1.9 2.4 – 2.8 0.616
HOMA-b (no unit) 58.3 – 60.6 119.6 – 77.7 <0.001*
Insulinogenic index (no unit) 0.4 – 0.3 1.1 – 0.4 <0.001*
Matsuda index (no unit) 5.5 – 3.4 3.5 – 1.6 0.058
Disposition index (no unit) 1.9 – 1.5 3.4 – 2.8 0.019*
IMS score mild,
n (type 2 diabetes remission)

3 (3) 4 (4) 1

AHI, apnea hypopnea index; BCF, b-cell function; HbA1c, hemoglobin
A1c; HOMA-IR, homeostasis model for assessing insulin resistance;
HOMA-b, homeostasis model assessment beta cell function; IMS, indi-
vidual metabolic surgery; IRI, immunoreactive insulin. *Parameters with
P < 0.05.
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these results, hypertension and arterial sclerosis are accelerated,
causing ischemic heart disease, cerebrovascular disorders and
chronic kidney disease40. Although this vicious cycle might pro-
gress the “metabolic domino” in severely obese patients, the
present study clarified that this domino can be stopped by bar-
iatric procedures, including LSG.
Metabolic surgeries undoubtedly have both weight loss and

metabolic effects on severely obese patients with metabolic

syndrome and OSA. In other words, metabolic surgeries unitar-
ily improve obesity and metabolic syndrome by weight loss and
secondary metabolic effects. However, there was no clear corre-
lation between initial BMI and OSA severity in severely obese
Japanese patients who underwent LSG according to previous
Japanese nationwide retrospective analyses41. The present study
has also clarified that improvements in BCF and OSA could
not be stratified along with the ABCD score, which could mean
that initial BMI does not affect the relationships of those, such
as multivariate analyses. Furthermore, the IMS score, which
does not include the bodyweight factor, stratified the degree of
BCF improvement as higher in the AHI <15 groups, even if
among severe/moderate-risk patients. Therefore, improvement
of intermittent hypoxia contributes to the BCF function recov-
ery over and above the usual weight loss and metabolic effects
after LSG.
Metabolic dominos are usually described as four rows of

dominos, with the first row constituting obesity; the second
row constituting metabolic syndromes, such as type 2 diabetes,
hypertension and dyslipidemia; the third row constituting
important organ diseases, such as myocardial infarction, brain
stroke, peripheral arterial disease and chronic kidney disease;
and finally, the fourth row constituting the critical complica-
tions6. We postulate that OSA is situated between the first and
second rows of the metabolic domino, because LSG does not
only bring about strong weight loss effects, but also BCF recov-
ery. The relationships between hypertension or/and dyslipide-
mia and OSA in severely obese patients should be elucidated to
clarify this hypothesis.
In interpreting the results of the present study, some limita-

tions must be considered. First, the number of participants was
relatively small, and the study was single-institution and retro-
spective in nature. Second, the follow-up period was short.
Long-term studies that include many patients are required to
make a definite conclusion on this issue. Third, we did not
carry out postoperative 75-g OGTT in patients without type 2
diabetes due to medical care costs. Therefore, we were unable
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apnea hypopnea index; POM, postoperative months.

Table 7 | Relationships between apnea hypopnea index and b-cell function parameters along with the ABCD score

AHI ≥15 AHI <15 P-value
ABCD score

ABCD score 0–4 points, n (type 2 diabetes remission) 9 (4) 6 (3) 0.597
HbA1c (%) 6.5 – 0.8 5.8 – 0.6 0.141
IRI (lU/mL) 7.2 – 5.4 4.7 – 2.0 0.35
HOMA-IR (no unit) 2.1 – 1.6 1.1 – 0.5 0.229
HOMA-b (no unit) 65.4 – 48.1 57.0 – 30.4 0.842
Insulinogenic index (no unit) 0.5 – 0.4 0.7 – 0.7 0.44
Matsuda index (no unit) 5.7 – 4.0 4.9 – 1.9 0.651
Disposition index (no unit) 2.4 – 2.2 4.4 – 5.9 0.364
ABCD score 5–10 points, n (type 2 diabetes remission) 14 (10) 10 (9) 0.308

AHI, apnea hypopnea index; BCF, b-cell function; HbA1c, hemoglobin A1c; HOMA-IR, homeostasis model for assessing insulin resistance; HOMA-b,
homeostasis model assessment beta cell function; IRI, immunoreactive insulin.
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ֶҐจ໊ɿ
TIerapeutic effect of laparoscopic sleeWe gastrectoNZ on
oCstructiWe sleep apnea and relationsIip of tZpe 2
diaCetes in Japanese patients XitI seWere oCesitZ
SIingo :anari ALira SasaLi ALira 6NeNura :asusIi
*sIigaLi )aruLa /iLai Tsuguo /isIiKiNa SIigeru
SaLurai
掲載ࢽࡶɿJournal of DiaCetes *nWestigationɹ2022 � 13

（６）� 1073r1085.
大学院ത࢜՝程の学Ґ論文であるʮTIerapeutic effect of

laparoscopic sleeWe gastrectoNZ on oCstructiWe sleep
apnea and relationsIip of tZpe 2 diaCetes in Japanese
patients XitI seWere oCesitZʯ は、Journal of DiaCetes
*nWestigationɹ（*Npact factor�4.232）にࡌܝさΕました。

本論文では、腹腔鏡下スϦーϒ状胃切除術（laparoscopic
sleeWe gastrectoNZɼLSG） の ด ࠹ ੑ ਭ  時 ແ ݺ ٵ
（oCstructiWe sleep apneaɼ0SA）に対する࣏療ޮ果を໌
らかにし、２型病（tZpe 2 diaCetesɼT2D）合ซ高度
肥ຬ症の日本人患者に対するLSG後の0SAのվળޮ果と
ᢄЌ細๔ػ（Ќ�cell functionɼ#C'）との関連ੑにͭい
てݕ౼しました。

2013年̕月から2019年12月までのؒظに当院でLSGをࢪ行
した高度肥ຬ症の日本人患者61໊を対とし、終ϙϦιϞ
ϊάラフΟー（full�nigIt polZsoNnograpIZɼ'/�PSG）、コ
ーϯϏーϜCT・ղੳιフト7incentを༻いたؾ道ܗଶ指ඪ
のଌ定、減ྔ関連指ඪ、75g0GTTを༻いた代謝վળޮ果を
ॳ診時、術後６か月と１年にධՁしました。0SAの診அに
は、ແٵݺٵݺ指数（apnea IZpopnea indeYɼA)*）を༻
いました。また、'/�PSGࠪݕのॳ診時A)*�15の56໊、
A)*�15の໊̑の２܈にけ、減ྔޮ果、0SAվળޮ果およ
び代謝վળޮ果ͭいてൺֱ・ݕ౼しました。本ڀݚでは術後
１年時にA)*�15を0SAのվળと定義しました。ͦの後、
ॳ診時A)*�15の0SA患者56໊の中でT2Dをጶ患している

39໊にͭいて、減ྔ・代
謝վળ手術の術前病
ղ༧ଌスコアである
*MSスコア、A#CDスコ
アを༻いて、術後１年の
0SAվળ܈、非վળ܈を
ൺֱし、0SAと#C'の関
連をݕ౼しました。#C'
のվળをධՁするために
)0MA�ЌɼイϯスϦϯイ
ϯσックスɼ松田イϯσ
ックスɼおよびσΟスϙ
δγϣϯイϯσックスを༻いました。

結果として、0SAվળ率は51.8%（29�56）でした。A)*
の変Խは、ա体ॏ減少率（Л� 0.501）、ઉ面積（TA）の
変Խ（Л� 0.350）ɼおよび֖ޱਨ面積（6A）の変Խ（Л�
0.341）と༗ҙに૬関していました。多変ྔղੳにより、術
前のA)*と術後の)CA1cが0SA非ղのಠ立した༧後Ҽ
15�*(であることが໌らかになりました。Aࢠの患者の
)0MA�Ќ（̥�0.001）、イϯスϦϯイϯσックス（̥
�0.001）、およびσΟスϙδγϣϯイϯσックス（̥� 0.019）
は、A)*�15の患者よりも༗ҙに高でした。

LSGは、0SAの高度肥ຬ症患者にとって༗な手ஈで
あることがࣔさΕました。さらに、#C'のվળは、0SA
վળの患者で༗ҙに高いことがࣔさΕ、0SAと#C'の関
連ੑにͭいてࣔすことができたҙ義のある論文と͑ߟてお
ります。

本論文に関しまして、佐々木章教授、ക༢ߊ講師、二֊
य़߳助教をはじめ、ご指導ご支援頂きましたօ༷方に深く
感謝いたします。今後ともご指導ごฬᎪのほどよろしくお
願い申し上げます。
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airway morphological parameters. We also clarified the relation-
ships between the FN-PSG parameters and weight loss and air-
way morphological parameters. In addition, we showed that
BCF significantly improved depending on the degree of OSA in
type 2 diabetes patients with moderate/severe IMS.
There are some influencing factors of inducing and pro-

gressing OSA, such as micrognathia, nasal septum deviation,
tonsil swelling, adenoid hypertrophy and severe obesity18–21.
Among them, severe obesity is known to be the most influen-
tial factor of OSA, because respiratory mechanical impair-
ment leads to upper airway collapse during sleep22. In the
present study, the remission rate of OSA was 51.8%.

However, previous studies have reported that improvement of
moderate/severe OSA was observed in 72.2–88.5% of patients
undergoing LSG3,5,23. The reason for this discrepancy is that
the prevalence of micrognathia is higher among Japanese
people than among other ethnic groups, and the skeletal
component of the oral cavity is also smaller24. Therefore, ton-
gue volume can be relatively larger24. Wang et al.25 showed
that weight loss was significantly associated with reductions
in tongue fat (P < 0.0001), and pterygoid and total lateral
wall volumes (P < 0.002)25. Additionally, reductions in ton-
gue fat were strongly correlated with reductions in the AHI
(q = 0.62, P < 0.0001).

Table 4 | Univariate and multivariate analyses of prognostic factors for obstructive sleep apnea after laparoscopic sleeve gastrectomy

Univariate analysis

Parameters Improvement
AHI <15 (n = 23)

Non-improvement
AHI ≥15 (n = 33)

Odds ratio (95% confidence interval) P-value

Preoperative parameters
Male, n (%) 11 (48%) 22 (67%) 0.500 (0.148–1.693) 0.265
Age (years) 43.2 – 11.7 49.5 – 10.4 0.947 (0.896–1.004) 0.072*
Bodyweight (kg) 115.8 – 22.6 120.3 – 22.2 0.990 (0.963–1.019) 0.506
BMI (kg/m2) 41.9 – 5.9 44.0 – 7.8 0.975 (0.891–1.067) 0.591
HbA1c (%) 6.9 – 1.8 7.4 – 1.6 0.850 (0.580–1.245) 0.404
VFA (cm²) 270.3 – 93.8 280.8 – 81.5 0.998 (0.991–1.006) 0.659
Neck circumference (cm) 43.1 – 4.1 44.2 – 5.2 0.937 (0.734–1.196) 0.602
TA (cm2) 38.5 – 4.7 40.6 – 7.7 0.946 (0.859–1.042) 0.266
UA (cm2) 3.6 – 0.9 3.9 – 1.0 0.747 (0.401–1.394) 0.360
UL (cm) 4.3 – 0.6 4.5 – 0.6 0.541 (0.194–1.511) 0.241
PAS (mm) 13.2 – 3.5 13.3 – 4.5 0.990 (0.851–1.154) 0.904
AW-Et (mm) 11.4 – 3.8 11.8 – 4.9 1.015 (0.882–1.167) 0.837
AHI (no unit) 39.9 – 15.1 69.9 – 19.7 0.921 (0.880–0.964) <0.001

Postoperative parameters (1 year after LSG)
Bodyweight (kg) 84.8 – 17.3 88.8 – 15.2 0.975 (0.936–1.014) 0.211
BMI (kg/m2) 30.5 – 4.7 32.4 – 5.1 0.922 (0.809–1.051) 0.224
%TWL (%) 27.6 – 7.5 24.6 – 8.5 1.046 (0.969–1.129) 0.247
%EWL (%) 58.6 – 16.5 53.1 – 15.4 1.030 (0.991–1.073) 0.133
HbA1c (%) 5.4 – 0.5 5.9 – 0.8 0.385 (0.143–1.038) 0.059*
VFA (cm²) 138.1 – 64.8 151.0 – 59.4 0.996 (0.986–1.006) 0.432
Neck circumference (cm) 38.3 – 3.3 39.7 – 4.6 0.908 (0.733–1.124) 0.375
TA (cm2) 30.0 – 5.5 36.4 – 7.9 0.876 (0.792–0.969) 0.010**
UA (cm2) 2.4 – 0.4 2.9 – 0.7 0.2176 (0.060–0.785) 0.020**
UL (cm) 3.7 – 0.3 4.1 – 0.5 0.059 (0.008–0.432) 0.005**
PAS (mm) 14.0 – 3.5 14.2 – 5.7 0.984 (0.866–1.118) 0.808
AW-Et (mm) 12.9 – 3.5 12.8 – 5.1 1.003 (0.873–1.153) 0.962

Multivariate analysis

Parameters Odds ratio 95% Confidence interval P-value

AHI 0.908 0.857–0.962 0.001***
HbA1c (postoperative) 0.202 0.044–0.934 0.041***

AHI, apnea hypopnea index; AW-Et, airway diameter at the tip of the epiglottis; BMI, body mass index; HbA1c, hemoglobin A1c; LSG, laparoscopic
sleeve gastrectomy; OSA, obstructive sleep apnea; PAS, posterior airway space; TA, tongue area; UL, uvula length; UV, uvula area; VFA, visceral fat
area. *Parameters with P < 0.1 in univariate analysis. **Parameters with P < 0.05 in univariate analysis. ***Parameters with P < 0.05 in multivariate
analysis.
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However, when contemplating the prediction of OSA improve-
ment without FN-PSG data, we can presume that patients with
high levels of HbA1c after LSG might not achieve OSA
improvement regardless of weight loss effects.
Subsequently, the hypoxia-inducible factor-1a and nuclear

factor-jB pathway are stimulated and cause type 2 diabetes,
along with the activation of IjB kinase b as a result of
overnutrition34–36. In contrast, hypoxia might cause a stress-
related increase in hypothalamic–pituitary–adrenal axis activity
and secretion of higher circulating cortisol concentration37. Cor-
tisol interferes with glucose metabolism, increases insulin

resistance and increases lipotoxicity38. In addition, intermittent
hypopnea can also increase sympathetic activity, and cause noc-
turnal endothelin release and vascular cell dysfunction39. From

Table 6 | Relationships between apnea hypopnea index and , b-cell
function parameters along with the individual metabolic surgery score

AHI ≥15 AHI <15 P-value
IMS score

IMS score severe/moderate,
n (type 2 diabetes remission)

20 (11) 12 (8) 0.71

HbA1c (%) 6.2 – 0.8 6.0 – 0.7 0.652
IRI (lU/mL) 7.7 – 7.0 10.3 – 7.9 0.343
HOMA-IR (no unit) 2.1 – 1.9 2.4 – 2.8 0.616
HOMA-b (no unit) 58.3 – 60.6 119.6 – 77.7 <0.001*
Insulinogenic index (no unit) 0.4 – 0.3 1.1 – 0.4 <0.001*
Matsuda index (no unit) 5.5 – 3.4 3.5 – 1.6 0.058
Disposition index (no unit) 1.9 – 1.5 3.4 – 2.8 0.019*
IMS score mild,
n (type 2 diabetes remission)

3 (3) 4 (4) 1

AHI, apnea hypopnea index; BCF, b-cell function; HbA1c, hemoglobin
A1c; HOMA-IR, homeostasis model for assessing insulin resistance;
HOMA-b, homeostasis model assessment beta cell function; IMS, indi-
vidual metabolic surgery; IRI, immunoreactive insulin. *Parameters with
P < 0.05.

350

300

250

200

150

100

50

0
0 30 60 90 120 min

min0 30 60 90 120

12 POM

Baseline

350

300

250

200

150

100

50

0

AHI ≥ 15AHI < 15

Glucose (mg/dL)

Glucose (mg/dL)

*

*
*

*

*

Figure 4 | Changes of glucose levels during the 75-g oral glucose
tolerance test (75-g OGTT). *Parameters with P < 0.05. AHI, apnea
hypopnea index; POM, postoperative months.
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Figure 3 | Changes of medical treatment for type 2 diabetes in patients with moderate/severe obstructive sleep apnea. DPP-4 inhibitor, dipeptidyl
peptidase-4 inhibitor; GLP-1 agonist, glucagon-like peptide-1 receptor agonist; LSG, laparoscopic sleeve gastrectomy; SGLT-2 inhibitor, sodium–
glucose cotransporter 2 inhibitor.

10 J Diabetes Investig Vol. �� No. �� ��� 2022 ª 2022 The Authors. Journal of Diabetes Investigation published by AASD and John Wiley & Sons Australia, Ltd.

O R I G I N A L A R T I C L E

Yanari et al. http://wileyonlinelibrary.com/journal/jdi

However, when contemplating the prediction of OSA improve-
ment without FN-PSG data, we can presume that patients with
high levels of HbA1c after LSG might not achieve OSA
improvement regardless of weight loss effects.
Subsequently, the hypoxia-inducible factor-1a and nuclear

factor-jB pathway are stimulated and cause type 2 diabetes,
along with the activation of IjB kinase b as a result of
overnutrition34–36. In contrast, hypoxia might cause a stress-
related increase in hypothalamic–pituitary–adrenal axis activity
and secretion of higher circulating cortisol concentration37. Cor-
tisol interferes with glucose metabolism, increases insulin

resistance and increases lipotoxicity38. In addition, intermittent
hypopnea can also increase sympathetic activity, and cause noc-
turnal endothelin release and vascular cell dysfunction39. From

Table 6 | Relationships between apnea hypopnea index and , b-cell
function parameters along with the individual metabolic surgery score

AHI ≥15 AHI <15 P-value
IMS score

IMS score severe/moderate,
n (type 2 diabetes remission)

20 (11) 12 (8) 0.71

HbA1c (%) 6.2 – 0.8 6.0 – 0.7 0.652
IRI (lU/mL) 7.7 – 7.0 10.3 – 7.9 0.343
HOMA-IR (no unit) 2.1 – 1.9 2.4 – 2.8 0.616
HOMA-b (no unit) 58.3 – 60.6 119.6 – 77.7 <0.001*
Insulinogenic index (no unit) 0.4 – 0.3 1.1 – 0.4 <0.001*
Matsuda index (no unit) 5.5 – 3.4 3.5 – 1.6 0.058
Disposition index (no unit) 1.9 – 1.5 3.4 – 2.8 0.019*
IMS score mild,
n (type 2 diabetes remission)

3 (3) 4 (4) 1

AHI, apnea hypopnea index; BCF, b-cell function; HbA1c, hemoglobin
A1c; HOMA-IR, homeostasis model for assessing insulin resistance;
HOMA-b, homeostasis model assessment beta cell function; IMS, indi-
vidual metabolic surgery; IRI, immunoreactive insulin. *Parameters with
P < 0.05.
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tolerance test (75-g OGTT). *Parameters with P < 0.05. AHI, apnea
hypopnea index; POM, postoperative months.
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Figure 3 | Changes of medical treatment for type 2 diabetes in patients with moderate/severe obstructive sleep apnea. DPP-4 inhibitor, dipeptidyl
peptidase-4 inhibitor; GLP-1 agonist, glucagon-like peptide-1 receptor agonist; LSG, laparoscopic sleeve gastrectomy; SGLT-2 inhibitor, sodium–
glucose cotransporter 2 inhibitor.
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these results, hypertension and arterial sclerosis are accelerated,
causing ischemic heart disease, cerebrovascular disorders and
chronic kidney disease40. Although this vicious cycle might pro-
gress the “metabolic domino” in severely obese patients, the
present study clarified that this domino can be stopped by bar-
iatric procedures, including LSG.
Metabolic surgeries undoubtedly have both weight loss and

metabolic effects on severely obese patients with metabolic

syndrome and OSA. In other words, metabolic surgeries unitar-
ily improve obesity and metabolic syndrome by weight loss and
secondary metabolic effects. However, there was no clear corre-
lation between initial BMI and OSA severity in severely obese
Japanese patients who underwent LSG according to previous
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In interpreting the results of the present study, some limita-
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spective in nature. Second, the follow-up period was short.
Long-term studies that include many patients are required to
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Figure 5 | Changes of immunoreactive insulin (IRI) levels during 75-g
oral glucose tolerance test (75-g OGTT). *Parameters with P < 0.05. AHI,
apnea hypopnea index; POM, postoperative months.

Table 7 | Relationships between apnea hypopnea index and b-cell function parameters along with the ABCD score

AHI ≥15 AHI <15 P-value
ABCD score

ABCD score 0–4 points, n (type 2 diabetes remission) 9 (4) 6 (3) 0.597
HbA1c (%) 6.5 – 0.8 5.8 – 0.6 0.141
IRI (lU/mL) 7.2 – 5.4 4.7 – 2.0 0.35
HOMA-IR (no unit) 2.1 – 1.6 1.1 – 0.5 0.229
HOMA-b (no unit) 65.4 – 48.1 57.0 – 30.4 0.842
Insulinogenic index (no unit) 0.5 – 0.4 0.7 – 0.7 0.44
Matsuda index (no unit) 5.7 – 4.0 4.9 – 1.9 0.651
Disposition index (no unit) 2.4 – 2.2 4.4 – 5.9 0.364
ABCD score 5–10 points, n (type 2 diabetes remission) 14 (10) 10 (9) 0.308

AHI, apnea hypopnea index; BCF, b-cell function; HbA1c, hemoglobin A1c; HOMA-IR, homeostasis model for assessing insulin resistance; HOMA-b,
homeostasis model assessment beta cell function; IRI, immunoreactive insulin.
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大学院ത࢜՝程の学Ґ論文であるʠ&Ypression patterns of
NicroenWironNental factors and tenascin�C at tIe inWasiWe
front of stage ** and *** colorectal cancer� noWel tuNor
prognostic NarLersʡは、'rontiers in oncologZ（*Npact factor
5.738）にࡌܝさΕました。

本ڀݚは、ਐ行大腸癌ਁ५先ਐ෦における癌ඍ小ڥ下
での癌関連ઢҡժ細๔（cancer�associated fiCroClast CA's）
や上ൽؒ༿స（epitIelial�NesencIZNal transition &MT）
などの癌関連നの発現パターϯのಛを໌らかにし、༧後
との関連ੑを໌らかにすることを的としたڀݚです。

2009年１月から2015年12月までに当科で࣏ࠜ手術がࢪ行
さΕた術後スςーδ**、***大腸癌の計296例を対とし、
ϒロックラϯμϜԽ法を༻いて２ͭのコϗートにྨしݕ
౼しました。ςΟッγϡϚイクロアレイを࡞成しCA'関連
ന（Ћ�SMAɼCD10ɼD2�40ɼS100A4ɼ'APɼTenascin�Cɼ
PDG'R�Ќ）および&MT関連ന（;&#1ɼT8*ST1）、癌関
連ന（,i�67ɼp53ɼMMP7ɼ&�cadIerinɼЌ�cateninɼ)*'1�Ћ）
の発現を໔Ӹ৫Խ学的にղੳしました。染৭ੑはスコア
Խし、֊的クラスターղੳを༻いてผԽղੳを行って
おります。

結果として、染৭パターϯにより３ͭのαϒάルーϓに
ผԽさΕ、αϒάルーϓؒで異時ੑ࠶発のස度にࠩがあ
ることがࣔさΕました。また、֤Ϛーカーを༻いてコック
スൺ例ϋβーυϞσルに基ͮく多変ྔղੳを行うと、

Tenascin�Cのա発現が࠶発༧ଌҼࢠとして༗༻であるこ
とがࣔさΕ、ୈ２コϗート（ূݕコϗート）でも確認さΕ
ました。

本ڀݚ結果は、֊的クラスターղੳによりผԽさΕ
たಛ定のαϒάルーϓは、癌ඍ小ڥ下で࢈生さΕる༷々
なタϯパク質の割とॏཁੑをධՁできることをࣔࠦして
おり、Ճ͑て、༧後と૬関するՄੑをࣔしたものです。
さらに、ਐ行大腸癌ਁ५先ਐ෦の癌ؒ質における
Tenascin�Cのա発現は、異時ੑ࠶発にͭいてのಠ立した
バイΦϚーカーとなるՄੑをࣔࠦしています。癌ඍ小
をݟメカニζϜをධՁする上で新たなࢠ下におけるڥ
༩͑る結果であると͑ߟます。

本ڀݚから論文Խにࢸるまで御指導いただきました本学
病ཧ診அ学講座 ੁ井 ༗ 教授、上ਿ 幸ݑ ಛ准教授、ま
た臨চ的御支援をいただきました藤田医科大学 総合ফԽث
外科 先ロϘット・内視鏡手術学講座 大塚 幸喜 教授、ݚ
会を༩͑てくださった佐々木ػのڀ 章 教授に深く感謝申
し上げます。
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ୈ47回日本外科ܥ連合学会学術ू会を2022年６月15日
（ਫ）から17日（金）に、盛Ԭ（アイーナ）で開࠵しました。
本学会һ、会һをはじめとした関֤Ґのօ༷方に৺
より感謝申し上げます。

６月の盛Ԭのイϕϯトとしてはʮνϟάνϟάഅっこʯ
という行ࣄがあり、100಄ۙくのߞഅがɼ盛Ԭ市内を
ʮνϟάνϟάʯとླの音をڹかせながら行ਐします。
学会ϙスターは、ʮνϟάνϟάഅっこʯをイメーδして、
֤領域のνϟϓターҕһ長30໊のإࣅֆをೖΕたもので
す。本学会は医師のみならͣ多৬छも一ॹにࢀՃし、ڞ௨
のに関してνーϜとしてٞ論できる外科ܥ野の
数少ない学術ू会です。今回のςーϚは、ʮνーϜ医療と
ηレϯσΟϐςΟのڞ༗ʯとしました。外科医だけでは
なく、内科医、ࣃ科医、ༀࡎ師とޢ師がνϟϓター
ҕһ長となり、֤ 領域のݟをڞ༗でき、໌ 日からの教ҭ、
༷、などݩと診療のؐڀݚ 々なҙຯをࠐめてܾめました。

ϓロάラϜにおける日本臨চӫཆ代謝学会、ଠ平༸
外科ܥ学会日本支෦会（PPSA�JC）との合同γϯϙδウϜ、
日本肥ຬ症࣏療学会とのスϙϯαーυγϯϙδウϜは、
本学術ू会でॳめて取りೖΕました。また、わがࠃでॳめて
৺ଁҠ২をࢪ行さΕた和田ᆹ先生によりઃ立さΕた
PPSA�JCでຖ年اըさΕている8ada aXard sessionも
際学会で若手ࠃによりڹコロナՒのӨࡏըしました。現ا
外科医が英語で発表するػ会が少ないことをةዧしてاը
したηッγϣϯでした。1992年、私が医師になって４年
の時にトルコのアϯカラで開࠵さΕたୈ２回ࠃ際৺ଁڳ෦
外科学会にނ佐藤信ത先生とࢀՃしました。ͦの時に食道
アカラγアのγϯϙδストでࢀՃ༧定の先ഐがٸᬎΩϟϯηル
となったことを࢘会の和田先生にお͑したところ大変
ご立腹さΕて、あなたがϓレθϯしなさいとݴわΕྫྷを

かいたことを思いだします。当વϓレθϯの४උはして
おらͣ、࣋っていた先ഐの英文論文の֓ཁを話したのですが、
和田先生には先ഐがΩϟϯηルしたઆ໌や私の質ٙに対して
αϙートいただきました。この時からຖ年ࠃ際学会にࢀՃ
して英語をษڧしてまいりましたが、和田先生には感謝の
でいっͺいです。PPSA�JCは、和田先生のい医学ͪ࣋ؾ
教ҭに対する思いがあります。日本医学の高いレϕルを
もっと世քに認してもらうためには、積ۃ的にࠃ際学会で
発表して論文をまとめるࣄがॏཁで、ͦのがかりとして
PPSA�JCを׆༻してもらうのがઃ立当ॳからの的です。
PPSA�JCは、ຖ年ϋϫイを中৺とするւ外で開࠵さΕて
きましたが、私も和田先生のごҙࢤを引き継͗、当科大学院生
を積ۃ的にࢀՃさせてきました。ւ外での英語発表よりも
日本での英語発表は、っている先生方の前でஏをかき若手
医師がトラウϚとなることもありますが、今回の発表レϕル
は高く、著໊な座長や৹ࠪһと英語で質ٙ応ができる
発表者も多く、コロナのӨڹを感じさせないことに深く感
をडけました。

本学術ू会は、新型コロナウイルスの感染減少にؑみ、
現ࢀՃとΦϯσϚϯυ信としましたが、517ԋ、現
Ճొ数881໊となり、盛会のうͪにࢀՃ者557໊、総ࢀ
終ྃすることができました。今回は࠙会などのおもてなし
ができなく೦でしたが、現ࢀՃさΕた会һのօ༷方は
盛Ԭのもຬ٤さΕたようで、०のළウニ（ڇೕළに生うに
を٧めたもの）は֤ళでചり切Ε、会पลの盛Ԭྫྷ໙・
মళは連日ຬ੮でした。

こΕもͻと͑に刀会（同門会）のօ༷方のご支援、多数
のԋ発表とごࢀՃいただきました会һのօ༷方のご協力
のࣀと৺より感謝申し上げます。
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ୈ44回日本臨চӫཆ学会総会・ୈ43回日本臨চӫཆ協会
総会・ୈ20回大連合大会をߕೆঁࢠ大学医療ӫཆ学෦医療
ӫཆ学科教授の木߁ށത先生（ୈ43回日本臨চӫཆ協会
総会会長）とともに、2022年10月̓日（金）から̕日（日）
に盛Ԭ（アイーナ）で開࠵しました。本学会һ、会һを
はじめとした関֤Ґのօ༷方に৺より感謝申し上げます。

今回のメイϯςーϚはʮະདྷを切りく臨চӫཆ学ʯ、
αϒςーϚはʮ臨চӫཆ学のϦςラγーʯとしました。
健߁や臨চӫཆに関する報は、ϚスメσΟアやイϯター
ωットで༰қにೖ手することができる時代になりましたが、
まっています。ۙ年の臨চ現とੴࠞ合した報がۄ
ະདྷに向けて、科学的ΤϏσϯスに基ͮく食ࣄ・ӫཆ療法
を確立・発信していく本学会の割は大きく、臨চӫཆに
関わる多৬छ協働をਪਐすることにより、෯い視から
ます。本大会͑ߟに基ͮいた報の発信がՄになるとڌࠜ
では、医師、ཧӫཆ࢜、ӫཆに関わる多৬छのօ༷方が

֤࣬患においてӫཆ学的視からӫཆ学の新ݟを学び、
໌日からの教ҭ・ڀݚ・診療に立ͪ患者にد༩できる
ηッγϣϯを、また日本臨চӫཆ代謝学会、日本病院
ௐཧ師協会、日本肥ຬ症࣏療学会、との合同γϯϙδウϜ、
αϓϦメϯトフォーラϜなどもاըしました。

本学術ू会は、新型コロナウイルスの感染減少にؑみ、
現ࢀՃとΦϯσϚϯυ信としましたが、215ԋ、現
003໊Ճొ数1ࢀՃ者589໊、総ࢀとなり、盛会のうͪに
終ྃすることができました。こΕもͻと͑に刀会
（同門会）のօ༷方のご支援、多数のԋ発表とごࢀՃ
いただきました会һのօ༷方のご協力のࣀと৺より感謝
申し上げます。

本大会を௨じて、臨চӫཆに関わるӫཆ・࢜ཧӫཆ࢜、
ༀࡎ師をはじめ、多くの༗ࣝ者やӫཆ報୲当者・
αϓϦメϯトアυバイβーのご׆躍にد༩することをظ
し、臨চӫཆ学がࣾ会ݙߩにࢿすることをف೦しています。
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医師となった1988年のফԽث外科におけるप術ظཧ
は、๓合ෆ全༧のための術前腸内ਗ਼ড়と中৺੩຺ӫཆ法
（TP/）ཧ、麻酔導ೖ時の誤ᅞ༧のためのઈҿ食ཧ
がৗࣝであった。卒後6年までは食道癌と食道੩຺ᚅ൝で
ॳظ教ҭをडけたが、高৵ऻ手術後のTP/とૣظからの
ཧが行わΕていた。1990年代ظ腸ӫཆ法を試みるप術ܦ
からは、֤領域で৵ऻな内視鏡外科手術がわがࠃに導ೖ
さΕ、手術手技の向上とೖ院ؒظॖから、ઈ食による
໔Ӹػ下༧を的にૣظのઁޱܦ取、ຣফ੩຺ӫཆ法
が中৺となった。ͦの後、術後回෮のଅਐには生体৵ऻの
ܰ減、ӫཆઁ取と身体׆ಈのࣗ立がॏཁと͑ߟらΕ、
術後合ซ症減少、回෮力ڧԽ、ೖ院ؒظॖ、ܦඅઅ減を
指した術後回෮ڧԽ（&RAS）ϓロάラϜがఏএさΕ、
प術ظཧを術後ॏ視から術前ॏ視で࣮ફさΕるように
なった。最ۙでは、術前αルコϖニアは༧後ෆྑҼࢠで
ある報告がなさΕており、ফԽث外科領域における術前
αルコϖニアධՁ、प術ظӫཆཧとϦϋϏϦ介ೖが手術
成向上にॏཁと͑ߟらΕている。身体ػ下の
みならͣ、৺݂࣬患やࢮのϦスクの上ঢ、イϯスϦϯ
ੑ߅が高まっていると͑ߟらΕるαルコϖニア肥ຬ、

高ྸ者αルコϖニア・フレイルに対する手術ద応とप術ظ
ཧなど、今後ݕ౼すき՝は多くある。

教室では2008年から高度肥ຬ症に対して減ྔ・代謝վળ
手術を開࢝した。合ซ症がݦ著で内科࣏療にੑ߅である
高度肥ຬ患者はप術ظཧがॏཁで、フォローアッϓでは、
メϯタルヘルスཧ、体ॏ૿࠶Ճやӫཆো༧などに
対するνーϜ医療がඞਢである。ಛにप術ظӫཆཧ
では、術後に体ࢷの減少をଅし、減ྔにう除ࢷ体ॏ
の減少を͑るためにेなന質ઁ取を指導する。高度
肥ຬ症では、ӫཆૉෆをうϦスクが高く、प術ظӫཆ
ཧにフォーϛϡラ食を取りೖΕることで、タϯパク質を
はじめ、छ々のϏタϛϯやϛωラルの確保に༗༻である
ことを࣮感している。

外科とӫཆでは、ҨࢠղੳのϏックσータを׆༻した
ӫཆཧ、A*を׆༻した患者のӫཆϦスクの༧ଌや健߁
ण໋Ԇ৳の取りみなど、今後さらにී及していくと
を௨じてのڀݚの臨চ応༻、臨চڀݚらΕる。基ૅ͑ߟ
ΤϏσϯスの確立と患者རӹのؐݩを指して、ະདྷの
ために今何をすきかをڞに͑ߟたい。
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ؔ࿈පӃͩΑΓؔ࿈පӃͩΑΓ

ถපӃཱܰݝखؠ
Iwate Prefectural Karumai Hospital

පӃށೋཱݝखؠ
Iwate Prefectural Ninohe Hospital

2022年度の岩手県立二ށ病院のۙ況をご報告申し上げま
す。年度変わりに川ل先生が異ಈさΕ、外科医師とし
てੴ井༐ޗ先生がணしました。ଞは前年度と変わらͣ、
御ڙ（෭院長݉感染ཧ室長）、松井༤介先生（外科長݉ࡂ
の４人体制（外科長ثফԽ）医療科長）、佐々木教之先生
で診療にあたっております。

外དྷ診療応援は、ຖि金༵日に新田浩幸教授、ຖि金༵
日に木ଜ༞ี教授（؇和έア外དྷ）、ຖि木༵日に山田裕
先生（高度໋ٹηϯター准教授）、ୈ１金༵日にླ木信准教
授（小ࣇ外科外དྷ）、ୈ３月༵日にੴ田和ໜ先生（ೕથ外
དྷ）、ִि金༵日に遠藤ོ࢙先生（臨চजᙾ科外དྷ）にお手
いいただいております。手術応援にはຖिՐ༵日に田
大樹先生にདྷていただいております。医局の先生方には度
ॏなるご支援ࣀりましてに༗うご͟います。当科から
は松井先生がຖिਫ༵日に大学ೕથ外དྷ応援とִि金༵日
の大学手術応援行っており、佐々木先生がຖि金༵日に
一ށ病院外དྷ応援に行っております。

2022年の手術件数は全手術数304件でした（前年度361
件）。全身麻酔手術数274件（314）、鏡視下手術数116件
手術数は27件（47）でした。前年度とൺֱしٸۓ、（150）
ますと、全身麻酔手術数が40例減少しました。内༁をみて
みますとٸ患、ੴの減少がݦ著でした。

当院の話としては、今年度は病院ػධՁのߋ新৹ࠪ
がありました。̑月、̕月にٖαーϕイϠーとして同門
の伊藤ୡ࿕先生をおটきしご指導ࣀりました。ͦのߕ൹あ
って৬һがҙࣝを高めることができ、本൪もແࣄにクϦア
することができました。̖ධՁが༧以上に多くخしい結
果が得らΕました。こΕからも確認、վળを継続しػҡ

म医ݚをਤっていけたらと思っております。もう一ͭは࣋
の֫得にͭいてです。当院のݚम医は１学年最大̑人がื
ू定һとなっておりますが、今年度は２年４࣍人、１年࣍
̌人でありました。このままݚम医がいなくなるのではと
म୲当の方々の力のもと、དྷݚ、ዧしておりましたがة
年度は̑人のر者を֫得することができました。ແࠃࣄ
試をクϦアして全һདྷてくΕることを願っております。

院内のҕһ会では感染、᧘ᚃ・/ST、Խ学療法、クϦニ
カルパス、外科がҕһ長をめております。感染、᧘ᚃ・
/STに関しては、ຖिϛーςΟϯάとラウϯυを行ってお
り、外科ۀ以外にも積ۃ的に׆ಈしております。

コロナに関してはどこの病院も同༷と思わΕますが、当
院でも11月と12月に院内クラスターが発生し、ೖୀ院、手
術の診療ۀが一時ఀࢭしました。ૣظの対応であった
ため長ؒظのػఀࢭにؕらなったことが幸いでした。コ
ロナ３年も収ଋのॲがͭかͣ、発生当ॳはここまで長
引くとは思ってもいませんでした。さらに今年度はすでに
೦さݒ域でイϯフルΤϯβも発生しており、同時ྲྀ行もݍ
Εます。ૣく໌るい世の中にってほしいものです。と昨
年も一昨年も同じようなことをॻいているؾがしますがʜ。

今年度も引き続き二ށ市、一ށொ、ܰถொ、ށଜ、چ
ড়法ࣉொから成るʮカγΦϖア連ʯ、ଞに巻ொ、੨県
三ށொ、田ࢠொまでをؚΉい医療ݍの外科診療にݙߩし
ていきたいと思います。

今後ともご指導、ご支援の程、何卒ٓしくお願い申し上
げます。 （文責：御ڙ真ޗ）

ؔ࿈පӃͩΑΓ

医局のօ༷、いͭも診療応援༗りうご͟います。
ྩ和４年の当院のۙ況報告ですが、私、西が佐々木教

授のご高により、４月１日けをもͪまして岩手県立ܰ
ถ病院院長をഈ໋いたしました。こΕもͻと͑にօ༷から
のご支援ごްのࣀと御礼申し上げます。

院長となって最ॳに取りんだのは、昨年にも報告させ
ていただいた、ʮ॓日ڐՄʯの取得でした。ྩ和３年度は

࿑働基४ಜॺのଶ度もݻく、ʮ２ٸٹ࣍をやっている病院
ですよͶ、うーんʂʯと、なかなかݫしいものでしたが、
ྩ和４年度にೖって෩向き変わりました。というのもް࿑
লの医局・࿑働基४局・中ԝ࿑働基४ಜ・࿑働
件策՝の方々が当院にお͑ݟになったのです。ͦの会
ஊではʮ医師の働き方վֵをਐめないといけない。ް࿑ল
の方も助力を੯しまないので॓日ڐՄを取る上でࠔった
ことがあったら૬ஊしてください。ʯといった、非ৗにدり
ఴったお話をいただきました。同時に岩手医大にもおدり
になったͦうなので、岩手県のݩݣとݣ先の病院の状

ؔ࿈පӃͩΑΓ
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පӃ࣊ٱཱݝखؠ
Iwate Prefectural Kuji Hospital

ྩ和４年度の࣊ٱ病院のۙ況報告をさせていただきます。
ྩ和４年度は外科スタッフとして、院長ɹ遠野千尋先

生、藤井ਔࢤ、佐々木秀策先生、中ଜါ࠸先生、藤ᖒྑ介
先生、ٸٹ医学講座ɹօ川幸༸ɹٸٹηϯター長の６໊で
診療にあたっております。院長の遠野先生は２年Ϳりのٱ
。会になりました࠶になっており、あっというؒのؼ෮࣊
ॅみ׳Εた࣊ٱで院長として׆躍していただいております。

外དྷ診療には、小ࣇ外科外དྷにླ木信准教授、ೕથ外དྷに
３月まで小松英໌先生、４月よりੴ田和ໜ先生がຖ月１回の応
援診療に、手術応援には、佐々木章教授、新田浩幸教授、ळ
山༗࢙准教授、ย߂ۅউ准教授にདྷて頂き手術の指導をして
頂きました。また６月からはिの当として、̓ 藤ଠ先生
にຖ月１回の応援にདྷていただいております。医大医局からた
くさんの先生をݣしていただき大変感謝しております。

ྩ和４年の手術件数は全手術件数 339件（前年度 373
件）、全身麻酔下手術数 285件（312件）、鏡視下手術数 145
件（171件）、ٸۓ手術数 57件（74
件）でした。今年も新型コロナウ
イルス感染症のӨڹをडけ、診療
体制の制・手術制があったた
め、昨年度にൺて手術件数は減
少してしまいましたが、胃癌に対
する鏡視下手術が૿Ճしておりま
す。今後さらに৵ऻでの手術ఏ

ております。また２月には遠ִ͑ߟを指していきたいとڙ
手術γスςϜを༻いて大塚幸喜准教授先生の指導下で腹腔
鏡下大腸切除術をࢪ行しました。盛Ԭから２時ؒ以上かかる
遠方の病院である当院にとってはըظ的なγスςϜであり、
今後もػ会があΕ׆༻していきたいと͑ߟております。

今年の話としては、中ଜ先生と藤ᖒ先生が外科ઐ門医
を取得しました。また、当院でॳݚظमを行なっているౢ
田໌先生がདྷ年度から外科学講座にೖ局がܾまっており
ます。若手の先生方からܹをもらいͭͭ、スタッフ一同
より一の臨চのスΩルアッϓはもͪろんのこと、学術׆
ಈも行なっていけΕと思います。また昨年度に引き続き
スタッフの体型がさらに大きくなっていく一方でありʜे
に健߁にもؾをͭけていきたいところです。

ྩ和４年も新型コロナウイルス一৭であり、感染患者のೖ
院डけೖΕやϫクνϯछなどコロナ関連のࣄも行いなが
らの診療でした。ͦの中で域のニーζ・ݸ々の病ଶに応じ
らΕるような日々の診療はもͪろんͦΕͧΕがझຯ（ΰル
フ、り、αーフΟϯ、̴スϙーπʜetc）をさらにॆ࣮させ
て日々生׆しております。まだ大変な状況は続くと思わΕま

すが、引き続きスタッフ一ؙとなっ
て、࣊ٱ市、༸野ொ、野田ଜ、ී代
ଜからなる医療ݍのニーζに外科診
療でݙߩしていきたいと思います。

今後とも医局先生方、関連病院の
先生方のご指導・ごฬᎪ、ご支援の
程、何卒よろしく願い申し上げます。

（文責：藤井ਔࢤ）

況を確認さΕたものと思わΕました。すると、岩手࿑働基
४ಜॺのଶ度が్に変わり、とんとんഥࢠに॓日ڐ
Մは６月20日にいただけました。こΕで、当院いらして
いる応援医師のօさんは、時ؒ外カウϯトの際には࣮࿑働
時ؒだけをࡌهすることとなります。

また、どの病院もコロナではۤ࿑さΕたと思います。当
院もクラスターを２度ݧܦしました。Նはؾがྑかっ
たせいか２िؒほどで収ଋしましたが、11月のクラスター
ではೖ院患者やޢスタッフのほとんどが感染したため、
ロックμウϯが１ϲ月に及びました。ͦの際、当医に
をかけないように、感染患者さんの診・お取りはৗ
医で行いました。このؒ、ۙྡ病院には大変ごをおۈ
かけしました、༗りうご͟いました。

さて話は変わりますが、ྩ和４年̕月にはʮ࣋続Մで
վֵに関する報告ࡒある岩手を࣮現するための行ر

ॻʯがఏ出さΕました
が、ͦこには基װ病院の
౷合によるϋイϘϦϡー
Ϝηϯターのඋのඞཁ
ੑや、人ޱ減少ࣾ会に対
応した域病院のあり方
などが取り上げらΕまし
た。現ࡏのͭ̕の保健医
療ݍでは立ͪ行かなくなってきていることを県も認ࣝして
いるようで、࣬病・ۀࣄผ医療ݍのݕ࠶౼がなさΕていま
すし、基װ病院の合ซをΉもฉかΕ࢝めています。な
かなか県立病院୯ಠでܾめることのできる話ではないため、
大学ともご૬ஊしながら県の発信を৺がけたいと思いま
すので、ご指導よろしくお願い申し上げます。

（文責：西හ࢙）
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පӃށೋཱݝखؠ
Iwate Prefectural Ninohe Hospital
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ྩ和４年度は、ਢ藤ོ之（ত和63年卒）、藤原وٱ先生
（平成10年卒）のৗۈ医師２໊とྩ和３年４月より盛Ԭ
病院から岩࡚ਸ文先生（平成30年卒）とྩ和３年10月ࣈे
より౦ژ山手メσΟカルηϯターから松ඌమ平先生（平成
17年卒）の２໊に長ظ出張頂き計４໊でۈしております。
今年の最大の出དྷࣄは何とݴっても11月に೦願でありまし
た、手術支援ロϘットɹda 7inci 9iが当院にೲೖさΕまし
た（ਤ１）。当院はൻث科、ثٵݺ外科、්࢈人科のৗۈ
医師がډないのでফԽث外科にಛԽしたロϘット支援手術
の導ೖは全ࠃ的にもしいと思わΕます。手術支援ロϘッ
トda 7inciは、岩手医大、岩手県立病院に࣍いで岩手
県で３の導ೖですが、da 7inciの最新ػछである9iは
岩手県にॳ導ೖであります。ྩ和４年度զ々の領域のロϘ
ット支援手術は、食道癌、胃癌、結腸癌、腸癌、ᢄ಄෦
癌、ᢄ体෦癌にて保ݥద応が認めらΕております。以前よ
り胃癌手術からの導ೖを指しておりました。人的には全
くがないのですが、保ݥ診療上のࢪઃ基४が胃切除を
年ؒ50例以上࣮ࢪしているとあり、かなりݫしい基४です。
手術数૿Ճの力を行い、手術数の基४؇和をظしま
したが、ྩ和４年のվగでも؇和さΕませんでした。ࣗ༝
診療での胃癌手術は、ཧ論的にはՄではありますが、当

の患者さんにとってࣗ༝診療は現࣮的な方法とは͑ߟに
くくݕ౼中であります。結腸、腸癌は、ࢪઃ基४も年ؒ
30例と؇く、結腸、腸癌からの導ೖを༧定しております。
ロϘット支援下手術開࢝までには、手術のݟ学、トレーニ
ϯά、౦ژでの講शड講、ϓロクターによる手術指導など
༷々なϋーυルをͻとͭͣͭクϦアしなけΕいけません
のでྩ和̑年ॳめに開࢝できるように計ը中であります。
また、結腸、腸手術開࢝後には、ྩ和４年の診療報ुվ
గでݟૹらΕた腹腔鏡下ܘヘルニア࣏ࠜ術（TAPP）が
今後保ݥద応さΕた合など、༷々な手術でロϘット支援
下手術を導ೖしていきたいと͑ߟております。

ྩ和４年の全身麻酔手術は679件とྩ和３年とۮવにも
全く同数でありました。昨年にൺて今年は、新型コロナ
感染症によるೖ院ن制と手術ن制のؒظが長くݫしかった
にも関わらͣ減少しなかっただけでも頑張ったと思います。

2022年度の盛Ԭेࣈ病院のۙ況を報告します。
人ࣄとしては４月から佐々木ஐࢠ先生がෝさΕ̑人体

制となりましたが、10月からは川上ѥࢠر先生が大学にస
４໊のスタッフで診療にあたりました。まۈとなり、ৗۈ
た診療応援としてݩڮ麻生先生に外དྷ診療を月２回、小ྛ
め͙み先生に小ࣇ外科の手術応援として月２回དྷていただ
きました。

手術件数は、全麻件数件484件と昨年と昨年より若ׯ減
少、腹腔鏡下手術は356件で昨年とほぼ同数でした。全体の
件数は減ったものの、コロナに振り回さΕてٯにしさを
感じることが多かった１年でした。

2022年度の一൪のࣄ件は、11月から12月にかけてコロナ
の猛威がऻってきて外科スタッフ３໊が立て続けに感染し

てしまったことです。།一感染しなかったՃ藤先生がฃಆ
して何とかػة的状況を回ආできました。

2023年度もコロナのこの状況は変わらないと思いますが、
多の中でも何とかϞνϕーγϣϯを保ってり切りたい
と͑ߟております。

今年ࡏ੶したৗۈ医
ɹਿଜ、大山健一、Ճ藤ٱਔ之、川上ѥࢠل、佐々
木ஐࢠ

ԬेࣈපӃ
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དྷ年こͦは、全麻手術700件ӽ͑をୡ成したいと思っており
ます。ྩ和４年の腹腔鏡下手術は、511件で腹腔鏡下手術率
は75.3％（511ʗ679件）でした。

昨年は、コロナՒで学会、ڀݚ会の中ࢭが૬͗࣍学会発
表は;ooNによる発表１編のみでありましたが、本年の学
会׆ಈは、現開࠵が少しͣͭՄとなってきて現開࠵
をؚめて４件の発表を行いました。དྷ年度も当科で行なっ
ている臨চ試ݧ結果をॱ࣍発表し、全ࠃに当科の学術面も
アϐールしていきたいと思います。

当科の߃例行ࣄでありましたΩッζηϛナーは、13回
の༧定でありましたがコロナՒで３年連続中ࢭせ͟るを得
ませんでした。

当院は、本年度ॳめて臨চݚम医をܴ͑ることが出དྷま
した（߂前大学１໊、౦医科ༀ科大学１໊）。今年のϚッ
νϯάは４໊（岩手医大、౦医科ༀ科大学、高大学、
ಙ島大学の֤１໊）のフルϚッνでした。ΕてࠃՈ試ݧ
に合֨し当院にܴ͑らΕることをָしみにしております。

当科は、４人でຖ日全身麻酔手術をޕ前中から３ʵ４件
と多でありますが、今後も中ن病院のػಈੑのྑさ
を生かした医療、岩手医大外科の支援病院としての໋を
果たしていくॴଘでおります。紹介患者は、ػ手術、ۓ
におిܰؾ手術をわͣඞ͙ͣに引きडけますのでおٸ
話いただけΕ幸いです。今後もご指導よろしくお願いい
たします。 （文責：ਢ藤ོ之）

ྩ和４年度ɹ岩手県立זੴ病院の診療状況を報告させて
いただきます。

外科スタッフは、院長ɹࡔ下৳先生、ɹ෭院長݉外科長ɹ
ശ࡚কن、外科医長ɹ木ଜ先生、外科医師ɹ小泉༏߳先
生のৗۈ医４໊で診療にあたりました。

外དྷ診療は、昨年同༷に一ൠ診は、２໊体制で行い、
ઐ門外དྷは、ຖि木༵日ɹߕ状થ外དྷɹ小ּ原૱先生、月
１度の食道ઐ門外དྷɹ臨চजᙾ科ɹ岩谷ַ先生、ೕથ外དྷ
は県立中෦病院から、診療応援をいただいております。

ਫ༵日には県立大病院ɹ院長ɹੴ川ప先生に、診、
手術指導いただき、医局の先生方にも、月、Ր、金のޕ後
の手術応援をいただいております。

िの当、ٸٹ対応も応援もいただき、若手ৗۈ医が
少ない中で大変助けらΕております。

また、ઐ門࣬患にͭいて、֤άルーϓの先生方に手術指
導や診療方のアυバイスご教ࣔいただき当院での࣏療
にͭなげております。

癌Խ学療法、人ᡗ門ཧ、ইॲஔ、؇和έア、ᅞ下
ো、์ࣹઢ࣏療など、認定ޢ師スタッフとの協力もඞ

ཁෆՄܽで、
みんなで日ৗ
診療にあたっ
ております。

医療クラー
クさんたͪに
も、外དྷ診

時のۀや診அॻなどさま͟まな面で協力いただいており
ます。

手術においては、コロナՒのӨڹが続き、昨年よりやや
減少向でした。手術件数210件ࢪ行し、うͪ全身麻酔は
175件でした。ٸۓ手術12件、ɹ鏡視下手術95件でした。大
腸、胃、ೕ、೯、ヘルニア、ਨ、ߕ状થ手術が࣬患
の中৺となっております。

木ଜ先生には、昨年から引き続き手術を頑張っていただ
き、腹腔鏡下大腸切除や、胃切除手術のݧܦも૿͑ており
ます。腹腔鏡下ヘルニア手術も木ଜ先生中৺に取りんで
おります。

小泉先生は、大学院でのResearcIを終͑て、זੴで本֨
的な࣮臨চݧܦの開࢝となりました。当ॳは、外དྷや手術
もෆ҆とۓ張の連続だったと思わΕますが、１年のݧܦを
௨じ手術や外科ॲஔにおいて上ୡが感じらΕます。

2020年から続くコロナՒのӨڹもະだに続いており、今
年度は病౩ロックμウϯもݧܦしました。༧定手術のԆظ
や、ೖ院制ݶを༨ّなくさΕた中での診療を続けていく大
変さをݧܦし、վめて域でのコロナ診療と日ৗ診療を同
時に行うしさを͑ߟさせらΕました。

今後も域のニーζに͑らΕるようにスタッフ一同で
診療に臨んでいきたいと思います。

こΕからもよろしくお願いします。（文責：ശ࡚কن）
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Iwate Prefectural Kamaishi Hospital
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Iwate Prefectural Kamaishi Hospital
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ྩ和４年のݹٶ病院の外科のۙ況をご報告いたします。
私は４月から、病院長の川ଜ英৳先生、ೕથάルーϓの

先生࢘ηϯターの小ྛ裕ڀݚ際医療ࠃ立ࠃ、麻生先生ݩڮ
とڞにݹٶ病院ෝいたしました。

昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染のӨڹなどに
よりೖ院や手術制ݶが度々生じましたが、制ؒظݶ以外は
外科スタッフ一ؙとなり֓Ͷॱௐに手術症例をこなすこと
ができました。川ଜ院長先生にはཧ৬ۀのら、ヘル
ニア手術を中৺にզ々若手外科医を指導して頂き、手
術もこなすʮಆう院長ʯとして外科をݗ引して頂きました。

当院の診療体制とகしましては、病院長の川ଜ英৳先
生、෭院長のѨ෦܆先生（診療報
ཧ室長）、同じく෭院長の藤ࣾษ先
生（感染ཧ室長݉ୈ１外科長݉؇
和医療科長）、ୈ２外科長として川
ݩڮ、ل麻生先生（４月ʙ̕月）、
小ྛ裕࢘先生という６人中に新メϯ
バー４人というフレッγϡな体制で
診療にあたりました。

ઢいたしますが、以前までݹٶ
市は盛Ԭから遠いイメーδでした
が、ݹٶ盛Ԭԣஅ道࿏の成により
病院まではࣈ市内から盛Ԭेݹٶ
ՆであΕ１時ؒで到ணするこ
とが出དྷます。ܠউであるড়ϲ

のோめはѹ巻であり、ϓライϕートでも是非ݹٶ市に
をӡんで頂きたくଘじます。

診療応援では、昨年から引き続き小ࣇ外科外དྷに准教
授・ླ木信先生、ೕથ外དྷにੴ田和ໜ先生、ຖिਫ༵の外
དྷ応援に平田༐一先生・∁ڮ眞人先生・Ԟඒཬ先生・
、先生に応援を頂きました。またل田ᡨଠ先生・ੁ野ਖ਼ޱ
今年度からຖिՐ༵のٸٹ対応に҆藤ଠ先生、ݩڮ先生
がసۈさΕた10月以߱の当応援に岩佐༑先生・ਗ਼川真
ॹ先生に応援を頂きました。̑月には教授・新田浩幸先生
に手術応援を頂き、腹腔鏡下肝切除術を執刀して頂きまし
た。

手術件数に関しては全身麻酔手術が297件と昨年より
30件程度૿Ճしております。こͪらに関しては、今年度上
ظの６カ月ؒ、ݩڮ先生に応援を頂いたこと、ࠃ立ࠃ際

医療ڀݚηϯターから今年ෝした
小ྛ先生が６ϲ月ˠ１年ؒと応援
をԆ長して頂いたことにより外ؒظ
科スタッフの人数が૿Ճしたことが
Өڹしていると͑ߟらΕます。

最後ではご͟いますが、当院での
日ৗ診療がԁにਐめらΕたのも、
医局の先生方の診療応援・人ࣄௐ
のࣀであり、このをआりてްく
御礼申し上げます。今後も引き続き
ご指導・ご支援のほど、何卒よろし
くお願い申し上げます。

（文責：川ل）
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ྩ和４年度の上ࡁ生会病院のご報告をいたします。
今年度当院は長年ࡁ生会病院で܉ݽฃಆしていた細井信

之先生にՃ͑、10月からҭ໌ٳけの田金恵がணしৗ２ۈ
人体制での診療を行ってまいりました。とはい͑ٸ患や時
ؒ外対応は細井先生が変わらͣ対応している状況であり、
出張応援でདྷていただいている先生やଞ科の先生方のお力
あっての対応となります。

外དྷ応援にはླ木信先生（小ࣇ外科）、ੴࠇ保先生、小
ྛめ͙み先生、高ڮ眞人先生、川上ѥࢠل先生、大塚観喜先

生、ਗ਼川真ॹ先生におӽしいただきました。手術応援にはླ
木先生、ੴࠇ先生、ߵਖ਼࢙先生、塩井義裕先生、小ྛ先
生、中ଜ՚先生、Ԟඒཬ先生にདྷていただきました。ま
た、金༵日の病院当に関しましてもִिで大学病院より
。をいただき病院としても大変助けらΕておりますݣ

新病院開ઃより３年ͪܦ、今年の手術件数は190件、うͪ
鏡視下手術103件、ٸۓ手術22件でした。大学および֤関連
病院よりおӽしいただいている先生方のお力で今年も数多
くの手術件数をこなしてまいりました。先生方には、田金
のॳ執刀の症例からご指導いただき৺より感謝申し上げま
す。当院でもコロナՒのӨڹをडけてٸٹ外དྷやೖ院制ݶ
があったりとまだまだݫしい状況は続いておりますが、終

্ࡁ生会පӃ
Kitakami Saiseikai Hospital
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息した際には是非ご指導いただいた先生方と御礼の一
杯を酌み交わしたいと思っております。

当院では2023年度も引き続きスタッフ一同診療に臨
んでいきたいと思います。今後とも医局のおよび関連
病院の先生方にはご指導ご支援の程、何卒よろしくお
願い申し上げます。

（文責：田金 恵）

2022年４月から、遠野千尋院長から佐藤一院長に、熊谷
秀基先生から川島到真先生に交代となり、佐藤（平成２年
卒）塩井（平成13卒）川島（平成26卒）の３人体制でスタ
ートしました。

2022年の当院の全手術件数は、全身麻酔手術件数が148件
（昨年207件、29％減）、腹腔鏡下手術件数は100件（昨年
135件、26%減）でした。腹腔鏡下手術率は67.5%と昨年
（65%）よりやや高い割合でした。この手術件数の減少は、
新型コロナ感染症の猛威により、３月・12月は院内クラス
ター発生のため手術室がほぼ稼働できなかったことにより
ます。ですが、結果的には２年前（151件）とほぼ同数の全
身麻酔手術件数は確保できました。2022年は手術の質の向
上にフォーカスし、イレウスやバイパス手術、胃癌、食道
裂孔ヘルニアなどに対して腹腔鏡下手術を行いました。胃
癌は昨年に引き続いて肥田教授にご指導いただき、腹腔鏡
下胃切除術（LADG、δ吻合）の症例を蓄積し、また噴門
側胃切除術の観音開き法もご指導いただきました。

また、私はおかげさまで日本内視鏡外科学会技術認定医

（ヘルニア領域）を取得させていただきました。６年前か
らTAPPを一からご指導いただきました細井信之先生はじ
め、カメラ助手として二人三脚で試行錯誤しながら駆け抜
けた熊谷秀基先生、花巻温泉病院時代に多くの患者さんを
ご紹介いただきました佐々木盛光先生、TAPPの手術指導
をいただきました大山健一先生、花巻医師会及び一関市医
師会の多くの先生方のご協力をいただきまして取得できま
したこと、深く感謝申し上げます。当院のTAPPは質を保
ったまま川島到真先生に引き継いで執刀していただき、腹
腔鏡手術の技術向上に励んで頂いております。

学術面では、熊谷秀基先生が当院の症例で英語論文を２
編（原著１編Journal of Rural Medicine、症例報告１編
Surgical Case Reports）を発表し、伊藤浩平先生が佐々木
章教授のご指導のもと当院の症例で和文論文を１編（岩手
医学雑誌）、私が和文論文を１編（日本内視鏡外科学会雑
紙）を発表しました。川島到真先生も内視鏡外科手術に関
する英文論文を執筆中です。

2022年は新型コロナウイルス感染症が2021年以上に猛威を
振るい、新たな変異株の出現もあり大変な状況でしたが、当
院では佐藤一院長がコロナ対策・制御をして下さりました。

岩手医科大学からは、佐々木章教授に川島到真先生の手
術指導をしていただきました。新田浩幸教授にはPpPDお
よび肝切除などを計６回執刀していただきました。大塚幸
喜准教授には腹腔鏡下結腸切除術を執刀していただき、最
終手術指導をいただきました。また、診療応援いただきま
した下沖収教授、西塚哲教授、西成尚人院長先生、小原眞
院長先生、細井信之先生、松谷英樹先生、藤井大和先生、
大学の若手の先生方には大変お世話になりました。

2023年は兎年、岩手医科大学外科学講座と岩手県立千厩
病院・総合診療外科がさらなる飛躍ができるよう頑張りま
すので今後ともご指導ご支援をよろしくお願いいたします。

（文責：塩井義裕）

ઍӛපӃཱݝखؠ
Iwate Prefectural Senmaya Hospital
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術もこなすʮಆう院長ʯとして外科をݗ引して頂きました。
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がసۈさΕた10月以߱の当応援に岩佐༑先生・ਗ਼川真
ॹ先生に応援を頂きました。̑月には教授・新田浩幸先生
に手術応援を頂き、腹腔鏡下肝切除術を執刀して頂きまし
た。

手術件数に関しては全身麻酔手術が297件と昨年より
30件程度૿Ճしております。こͪらに関しては、今年度上
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秀基先生から川島到真先生に交代となり、佐藤（平成２年
卒）塩井（平成13卒）川島（平成26卒）の３人体制でスタ
ートしました。

2022年の当院の全手術件数は、全身麻酔手術件数が148件
（昨年207件、29％減）、腹腔鏡下手術件数は100件（昨年
135件、26%減）でした。腹腔鏡下手術率は67.5%と昨年
（65%）よりやや高い割合でした。この手術件数の減少は、
新型コロナ感染症の猛威により、３月・12月は院内クラス
ター発生のため手術室がほぼ稼働できなかったことにより
ます。ですが、結果的には２年前（151件）とほぼ同数の全
身麻酔手術件数は確保できました。2022年は手術の質の向
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したこと、深く感謝申し上げます。当院のTAPPは質を保
ったまま川島到真先生に引き継いで執刀していただき、腹
腔鏡手術の技術向上に励んで頂いております。

学術面では、熊谷秀基先生が当院の症例で英語論文を２
編（原著１編Journal of Rural Medicine、症例報告１編
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振るい、新たな変異株の出現もあり大変な状況でしたが、当
院では佐藤一院長がコロナ対策・制御をして下さりました。

岩手医科大学からは、佐々木章教授に川島到真先生の手
術指導をしていただきました。新田浩幸教授にはPpPDお
よび肝切除などを計６回執刀していただきました。大塚幸
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ઍӛපӃཱݝखؠ
Iwate Prefectural Senmaya Hospital
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2022（ྩ和４）年度の当院の外科の体制は、前の伊藤千
ֆ先生が開ۀさΕることもあり、４月から私、ੴࠇがෝした
ものの、川ଜ秀࢘院長もؚめた２໊体制は今までと同༷です。
川ଜ院長は、院長的なཧۀにՃ͑て、ೖ院もؚめた新型
コロナ診療や๚診療など域にඞཁとさΕる医療を一手に引
きडけておらΕます。ࣗら࢝めらΕたアクアϦウϜのཧも行
っています。ྡの県立や総合ਫの外科医の人数をみな
いようにして、当院でも手術も細々とは行っているので、外科
っΆい外དྷ・病౩ۀがありますが、上ࡁ生会の診療応
援で私がෆࡏのંにはٸ変対応など院長にお願いせ͟るを͑
ないこともあり、もどかしい思いでした。診療で関わるߐの
ॅ人のҹは、いままでۈしたԊ؛のॅ人よりも10ࡀくらい
高ྸなのにؾݩ、というところでした（ݸ人の感です）。

外དྷの診療応援には、Ր༵日に県立ࢵ診療ηϯターから松
ඌ力先生、ਫ༵日に県立中෦病院の٢田ప院長（いͣΕもִ
ि）、金༵日に医大から肥田ܓ介教授（ຖि）にきていただいて
おります。手術にͭいては、上ࡁ生会病院の細井信之先生の
ଞ、木༵のޕ後から医大医局の若手外科医（12月までのところ、
Ԟඒཬ先生、ۏാ༸介先生、ੁ野ਖ਼ل先生、川上ѥࢠل先
生、高ڮ眞人先生ほか）にきていただいています。世代ؒΪϟ

ッϓを感じながらもよいܹをいただいております。また、手術
以外にも当で多くの若手外科医（ॱෆ同で、岩佐༑先生、
伊藤浩平先生、熊谷秀基先生、ޱ田ᡨଠ先生、大塚観喜先生、
平田༐一先生、ാ中ஐو先生など、抜けがあったらすみませ
んʂ）や中ଜ՚先生にもདྷていただいており、大学や医局と
のという観からもありがたく思っております。

新型コロナウΟルス感染症もなかなかおさまらͣ、ߐでも
ೖ院患者でཅੑ者がでたり、Ոやࣗがጶ患したりなどམͪ
ணかない日々です。せっかく同門会が開࠵さΕてもৗۈ医師の
少ない小さい病院のཧ側であるという立もؚめて大人数の
会合には出੮しにくい状況が続いております。ͦろͦろ世の中
の対応が変わる方向ੑにならないと、外科だけでなく医療全体
のҡ࣋がΉͣかしいのではないか、岩手はͦΕほど医療的な༨
力があるとはお世ࣙにも思͑ないので、৺はͭきないところ
です。また、この感染症のせいでさま͟まな交ྲྀが減少してい
ます。࣮は雑ஊってとても大ࣄだったんじΌないかなと思いͭ
ͭ、ۙいうͪに刀会をはじめとした交ྲྀが৺なく࠶開でき
ることをف೦しております。 （文責：ੴࠇ保）

පӃߐཱݝखؠ
Iwate Prefectual Esashi Hospital

വֲؗྏޒ病院外科のۙ況をご報告いたします。
2022年は、∁金 ໌య先生（෭院長）、小ྛ ৻先生（診療෦

長）、ૣ川 ળ先生（ඒ原クϦニック院長）、木ଜ ਔ先生
（ओ医長）、ᢠ 先生（科長）、ถᖒ࣏ ਔࢤ先生（ओ医
長）、木ଜ 先生（ओ医長）、千༿ݩ૱ ৎ（ओ医長）、Տ
野 ߶先生（ݩओ医長）、佐藤 ؛先生、川ܛ ྋࢠ先生、及
先生、٢田 ӯ࢘先生、ଜ松 ཬࠫ先生、ۙ藤 裕ଠ先生の
計15໊の医師で外科診療にあたりました。しかし、後ड़するࡳ
ຈ医大出身の先生方４໊の異ಈがあり、2022年12月現ࡏの当院
外科医（ৗۈ）は12໊となります。

木ଜ（ਔ）先生は平成６年ࡳຈ医大卒で、10月から౦ࡳຈ
病院よりෝさΕました。ॳめはᢠ科長よりも卒年で一ͭ上
の先生がདྷると少し͟わͭきましたが、ؾさくで༏しい先生で
҆৺しました。出身高ߍがവؗラ・αールとのことですので、
をָしんでいただけたらと思っており׆しͿりにവؗでの生ٱ
ます。

Տ野先生（平成19年ࡳຈ医大卒）は2019年に私と同時ظに
当院にෝさΕましたが、３月に市立室འ総合病院సۈとな
ってしまいました。手術のқ度に関わらͣ、ૣくてແବのな

いચ࿅さΕたૉらしい手技をݟせていただきました。どこの
病院に行ってもͦͭなくこなす༏秀な先生だと思います。

ଜ松先生（平成30年ࡳຈ医大卒）は４月よりࡳຈ医大から
当院に異ಈとなりました。卒後̑年でバϦバϦ手術をこな
し、୭にもෛけないスϐーυ感を࣋っていてཔもしいଘࡏで
す。当院の多くの症例をݧܦしてレϕルアッϓできるのはؒҧ
いないです。おञが大きでたまにࠁすることもあります
が、ԡさ͑るところをしっかりԡさ͑ておりますので、こΕか
らの外科医としての成長がָしみです。

ۙ藤先生（ྩ和２年ࡳຈ医大卒）はॳݚظम終ྃ後、卒後
３年の医師として当院にݣさΕましたが、年ؒのۈで
でしؒظ局することとなってしまいました。いؼຈ医大にࡳ
たが、またいͭか当院にෝした時には成長している࢟がݟら
Εることでしΐう。

さて2022年も新型コロナウイルス（以下、コロナ）に振り回
さΕました。当院では１月からૣ、৬һの新型コロナウイル

വֲؗྏޒපӃ
Hakodate Goryoukaku Hospital
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ス感染（以下、コロナ感染）が確認さΕ、２月に院内クラスタ
ーが発生しました。当科医師も感染し、手術制ݶも༨ّなくさ
Εました。３月上०に院内クラスターは一時終息となりました
が、３月下०にはവؗ市内において感染が֦大し、まもなく４
月に外科病౩でクラスターが発生してしまいました。̑月の連
度院内࠶けにようやく終息したと思った先、同月下०に໌ٳ
クラスター発生ʜ。ͦの後、̓月からはຖ月のように院内クラ
スターの発生と終息を܁りฦし、̔ 月は当科でもෳ数医師に感
染֦大しました。この原ߘをॻき࢝めた12月現ࡏにおいてもコ
ロナ感染者が後をઈたͣ、患者および医療ैࣄ者の感染・ೱ
ް৮者の૿Ճによるٳ৬が૬͗࣍、病চがඡഭしておりま
す。こうして１年を振りฦると年がら年中コロナとಆい、まさ
にウΟζコロナ時代とݴうに૬応しい１年であったと思います。

2022年の当院外科手術のご報告ですが、全手術件数は1122
件で内༁は全麻852件、ࠊ麻10件、局麻260件でした。全手術
件数はܹ減した2021年よりͪ࣋しましたが、コロナՒ前にൺ
ると症例数は減少向です。全麻件数は前年よりも100件ऑ
減少し、コロナのӨڹで、内科ड診やࠪݕ・手術制ݶによる
ものと͑ߟらΕました。一方、手術件数が前年より૿͑たཧ༝
は局麻手術によるもので、ओにଞ科ґཔをؚめたC7ϙート
ઃ件数が૿Ճしたことでした。2022年の手術件数ラϯΩϯά１
Ґは٢田先生（116件）、２Ґは木ଜ（૱）先生（106件）、３Ґ
は私（105件）、４Ґはଜ松先生（104件）でした。全麻手術件
数の１Ґは私（95件）、２Ґは木ଜ（૱）先生（91件）、３Ґは
佐藤（ܛ）先生（75件）でした。Ҽみに私のٸۓ手術件数は
ଜ松先生とฒんで最も多く、まだまだ頑張Εるかなと思いまし
た。2023年はコロナ関連の制ݶをडけͣにさらに多くの外科手
術で、患者さんにඞཁな医療がఏڙできることを願い、また道
ೆ医療ݍの外科診療にݙߩしていきたいと思います。

前ड़した異ಈの先生を除く先生方にͭきまして、∁金先生
は変わらͣおؾݩで෭院長の৬や֤छҕһ会などでおし
い中、胃癌手術にਫ਼力を͗、ロϘット支援手術（以下、ロϘ
ット手術）をؚΉ年ؒ48例の胃癌関連手術を執刀さΕました。
また臨চ試ݧにも多数の症例をొさΕ、11月にJACCR0
立20प年ه೦ࣜయにおいてJACCR0臨চ試ݧ多数の症例を
ొさΕたޭとして表জさΕました。小ྛ先生はコロナՒに
おいてもٸٹ医療および当院ू中࣏療ηϯターで大変なۀ
を日々ૹらΕておりますが、ͦんな多にも関わらͣ英文論文
をࡌܝ・ߘさΕ、ண࣮にۀをさΕております。ᢠ先生
は肝ᢄ領域の手術において肝ᢄ外科高度技指導医とし
てओにࠔ症例を中৺に୲当いただいております。ごՈがコ
ロナに感染してしまいましたが、ᢠ先生はڧਟな体と໔Ӹ
（ʁ）により感染することなく2022年をり切りました。ถ
ᖒ先生はୈ３ࢠが生し、ࢠҭてにฃಆしている༷です。
୲当さΕているೕથ࣬患の症例数も多いですが、ଞ࣬患も෯

く手術さΕております。また、༷々なδϟϯルにおいてࣝ
が๛で生きࣈ引的ଘࡏです。木ଜ（૱）先生は、何とݴっ
ても当院の大腸࣬患に対するロϘット手術を行うスϖγϟϦス
トです。2022年は結腸癌に対してもロϘットを導ೖさΕ、年ؒ
45例のロϘット手術を執刀さΕました。̑月にごՈからのコ
ロナ感染もあり大変な時ظもあったと思わΕますが、積ۃ的に
学会発表も行っておらΕました。佐藤（ܛ）先生は、年ؒ39例
の大腸手術を行い、ロϘット手術は12例執刀さΕました。օ༷
ごଘの௨りৎな体のͪ࣋ओで、2021年にፏ౧થఠ出術も
डけௐྑࢠくաごさΕていた༷ࢠでしたが、コロナにはউてな
かったようです。2023年はもっと多くのロϘット手術をݧܦす
ると思いますので、今後の׆躍にظしています。また学会発
表も多く、全نࠃでコロナが終息したڿには、現開࠵の学
会も૿͑てくると思いますので、ご当άルメにもさらにຏき
がかかることでしΐう。川؛先生はೕથઐ門医・指導医として
ೕથ࣬患を୲当し、当科外དྷで最大患者数をތっております。
ೕથ࣬患だけでなくফԽ࣬ث患も診らΕるඒ人ঁੑ外科医で
何かとཔΕるଘࡏです。また、ૣ川先生の手術症例もೖ院中
フォローさΕており、また学術においても積ۃ的に学会発表さ
Ε、多をۃめております。及先生（平成23年ࡳຈ医大卒）
は、手術をؚめ৻ॏかͭ確࣮にࣄをこなし、報収ू力
に長けておりૉらしい人ࡐです。学術面においても学会ࢀՃ
や論文執筆も積ۃ的に取りみ、2022年は英文論文１編がܝ
は、当院外（ຈ医大卒ࡳ平成27年）٢田先生。さΕましたࡌ
科の若手のϗーϓです。ओに肝ᢄ領域をઐ門としております
が、ଞ領域࣬患においても៛ີな手術を行い、年々レϕルア
ッϓしているのがݟて取Εます。またݚम医の指導や学術に
おいては୭よりも積ۃ的で多くの学会発表や論文執筆を行い、
2022年は英文論文１編がࡌܝさΕました。今後ӹ々の׆躍が
。さΕ、どのような道をาんでいくのか非ৗにָしみですظ
最後に私はとݴいますと、患者さんのܦաに結する臨চに全
てを๋げる思いでコロナにも感染せ は感染してしまっࢠ࠺ͣ）
たためೱް৮者となり、医療スタッフには大変ごをおか
けしましたがʜ）日々診療を行っております。ଞの先生方の
༷々な手術をݟて学び、もっと上手くなりたい、いろんな手術
をやってみたい、という向上৺とح৺がここ数年でڧくなっ
たと思います。卒後20年をܴ͑いいࡀになってしまいました
が、2023年はいろんなことにઓしていける年にしたいと思っ
ております。

最後になりますが、2023年はどんな年になるのかෆ҆とظ
がೖりࠞじる中、̓ 月にはୈ78回日本ফԽث外科学会が開࠵さ
Εますので、同門の先生方には是非このػ会に大きなظをد
せてവؗにをӡんでいただきたいと思います。

今後ともご指導とごฬᎪのほどٓしくお願い申し上げます。
（文責：千༿ৎ）
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いないです。おञが大きでたまにࠁすることもあります
が、ԡさ͑るところをしっかりԡさ͑ておりますので、こΕか
らの外科医としての成長がָしみです。

ۙ藤先生（ྩ和２年ࡳຈ医大卒）はॳݚظम終ྃ後、卒後
３年の医師として当院にݣさΕましたが、年ؒのۈで
でしؒظ局することとなってしまいました。いؼຈ医大にࡳ
たが、またいͭか当院にෝした時には成長している࢟がݟら
Εることでしΐう。

さて2022年も新型コロナウイルス（以下、コロナ）に振り回
さΕました。当院では１月からૣ、৬һの新型コロナウイル

വֲؗྏޒපӃ
Hakodate Goryoukaku Hospital
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ス感染（以下、コロナ感染）が確認さΕ、２月に院内クラスタ
ーが発生しました。当科医師も感染し、手術制ݶも༨ّなくさ
Εました。３月上०に院内クラスターは一時終息となりました
が、３月下०にはവؗ市内において感染が֦大し、まもなく４
月に外科病౩でクラスターが発生してしまいました。̑月の連
度院内࠶けにようやく終息したと思った先、同月下०に໌ٳ
クラスター発生ʜ。ͦの後、̓月からはຖ月のように院内クラ
スターの発生と終息を܁りฦし、̔ 月は当科でもෳ数医師に感
染֦大しました。この原ߘをॻき࢝めた12月現ࡏにおいてもコ
ロナ感染者が後をઈたͣ、患者および医療ैࣄ者の感染・ೱ
ް৮者の૿Ճによるٳ৬が૬͗࣍、病চがඡഭしておりま
す。こうして１年を振りฦると年がら年中コロナとಆい、まさ
にウΟζコロナ時代とݴうに૬応しい１年であったと思います。

2022年の当院外科手術のご報告ですが、全手術件数は1122
件で内༁は全麻852件、ࠊ麻10件、局麻260件でした。全手術
件数はܹ減した2021年よりͪ࣋しましたが、コロナՒ前にൺ
ると症例数は減少向です。全麻件数は前年よりも100件ऑ
減少し、コロナのӨڹで、内科ड診やࠪݕ・手術制ݶによる
ものと͑ߟらΕました。一方、手術件数が前年より૿͑たཧ༝
は局麻手術によるもので、ओにଞ科ґཔをؚめたC7ϙート
ઃ件数が૿Ճしたことでした。2022年の手術件数ラϯΩϯά１
Ґは٢田先生（116件）、２Ґは木ଜ（૱）先生（106件）、３Ґ
は私（105件）、４Ґはଜ松先生（104件）でした。全麻手術件
数の１Ґは私（95件）、２Ґは木ଜ（૱）先生（91件）、３Ґは
佐藤（ܛ）先生（75件）でした。Ҽみに私のٸۓ手術件数は
ଜ松先生とฒんで最も多く、まだまだ頑張Εるかなと思いまし
た。2023年はコロナ関連の制ݶをडけͣにさらに多くの外科手
術で、患者さんにඞཁな医療がఏڙできることを願い、また道
ೆ医療ݍの外科診療にݙߩしていきたいと思います。

前ड़した異ಈの先生を除く先生方にͭきまして、∁金先生
は変わらͣおؾݩで෭院長の৬や֤छҕһ会などでおし
い中、胃癌手術にਫ਼力を͗、ロϘット支援手術（以下、ロϘ
ット手術）をؚΉ年ؒ48例の胃癌関連手術を執刀さΕました。
また臨চ試ݧにも多数の症例をొさΕ、11月にJACCR0
立20प年ه೦ࣜయにおいてJACCR0臨চ試ݧ多数の症例を
ొさΕたޭとして表জさΕました。小ྛ先生はコロナՒに
おいてもٸٹ医療および当院ू中࣏療ηϯターで大変なۀ
を日々ૹらΕておりますが、ͦんな多にも関わらͣ英文論文
をࡌܝ・ߘさΕ、ண࣮にۀをさΕております。ᢠ先生
は肝ᢄ領域の手術において肝ᢄ外科高度技指導医とし
てओにࠔ症例を中৺に୲当いただいております。ごՈがコ
ロナに感染してしまいましたが、ᢠ先生はڧਟな体と໔Ӹ
（ʁ）により感染することなく2022年をり切りました。ถ
ᖒ先生はୈ３ࢠが生し、ࢠҭてにฃಆしている༷です。
୲当さΕているೕથ࣬患の症例数も多いですが、ଞ࣬患も෯

く手術さΕております。また、༷々なδϟϯルにおいてࣝ
が๛で生きࣈ引的ଘࡏです。木ଜ（૱）先生は、何とݴっ
ても当院の大腸࣬患に対するロϘット手術を行うスϖγϟϦス
トです。2022年は結腸癌に対してもロϘットを導ೖさΕ、年ؒ
45例のロϘット手術を執刀さΕました。̑月にごՈからのコ
ロナ感染もあり大変な時ظもあったと思わΕますが、積ۃ的に
学会発表も行っておらΕました。佐藤（ܛ）先生は、年ؒ39例
の大腸手術を行い、ロϘット手術は12例執刀さΕました。օ༷
ごଘの௨りৎな体のͪ࣋ओで、2021年にፏ౧થఠ出術も
डけௐྑࢠくաごさΕていた༷ࢠでしたが、コロナにはউてな
かったようです。2023年はもっと多くのロϘット手術をݧܦす
ると思いますので、今後の׆躍にظしています。また学会発
表も多く、全نࠃでコロナが終息したڿには、現開࠵の学
会も૿͑てくると思いますので、ご当άルメにもさらにຏき
がかかることでしΐう。川؛先生はೕથઐ門医・指導医として
ೕથ࣬患を୲当し、当科外དྷで最大患者数をތっております。
ೕથ࣬患だけでなくফԽ࣬ث患も診らΕるඒ人ঁੑ外科医で
何かとཔΕるଘࡏです。また、ૣ川先生の手術症例もೖ院中
フォローさΕており、また学術においても積ۃ的に学会発表さ
Ε、多をۃめております。及先生（平成23年ࡳຈ医大卒）
は、手術をؚめ৻ॏかͭ確࣮にࣄをこなし、報収ू力
に長けておりૉらしい人ࡐです。学術面においても学会ࢀՃ
や論文執筆も積ۃ的に取りみ、2022年は英文論文１編がܝ
は、当院外（ຈ医大卒ࡳ平成27年）٢田先生。さΕましたࡌ
科の若手のϗーϓです。ओに肝ᢄ領域をઐ門としております
が、ଞ領域࣬患においても៛ີな手術を行い、年々レϕルア
ッϓしているのがݟて取Εます。またݚम医の指導や学術に
おいては୭よりも積ۃ的で多くの学会発表や論文執筆を行い、
2022年は英文論文１編がࡌܝさΕました。今後ӹ々の׆躍が
。さΕ、どのような道をาんでいくのか非ৗにָしみですظ
最後に私はとݴいますと、患者さんのܦաに結する臨চに全
てを๋げる思いでコロナにも感染せ は感染してしまっࢠ࠺ͣ）
たためೱް৮者となり、医療スタッフには大変ごをおか
けしましたがʜ）日々診療を行っております。ଞの先生方の
༷々な手術をݟて学び、もっと上手くなりたい、いろんな手術
をやってみたい、という向上৺とح৺がここ数年でڧくなっ
たと思います。卒後20年をܴ͑いいࡀになってしまいました
が、2023年はいろんなことにઓしていける年にしたいと思っ
ております。

最後になりますが、2023年はどんな年になるのかෆ҆とظ
がೖりࠞじる中、̓ 月にはୈ78回日本ফԽث外科学会が開࠵さ
Εますので、同門の先生方には是非このػ会に大きなظをد
せてവؗにをӡんでいただきたいと思います。

今後ともご指導とごฬᎪのほどٓしくお願い申し上げます。
（文責：千༿ৎ）
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ീށेࣈපӃ
Hachinohe Japanese Red Cross Hospital

ቫ刀会のօ༷、いͭもお世話になっております。
ീށेࣈ病院の2022年の׆ಈを報告いたします。
本年のスタッフはۄᖒՂ之、藤ᖒ健ଠ、野田৳、༗

ಞ߂の４໊に、٠࢘ߊ先生に新たにՃわっていただき、̑
໊体制となりました。

また、こΕまで同༷にۙྡの先生方と大学医局からの応援

を頂きながらۀに当たっております。手術応援としてۙྡ
のೆ෦ொで開ۀさΕている川क田ڀ先生、ේ代ଜ診療ॴのߥ
谷फ光先生にि１回དྷていただいております。

大学医局からは、外དྷ応援にย߂ۅউ先生、ੴ田和ໜ先
生、手術応援に田大樹先生にいらして頂きました。大変感
謝申し上げます。

٠先生はৗۈ།一の30ࡀとして、ͦ の若さをेに発
躍しています。臨চにおいては多くの手術や、域ಠ׆しش
ಛの症例をݧܦして頂き、外科ઐ門医取得も果たしまし

当院の2022年は全手術件数381例、全身麻酔件数318例、腹
腔鏡手術が254例と前年度よりもやや減少向にありました
が2016年と2017年とほぼ同の件数をҡ࣋できました。開ۀ
医の先生方から御紹介頂く癌症例もؚめ、ٸٹ外དྷॳ診・ड
診時に多発సҠをىこしているਐ行癌症例が今年は多く、ૣ
癌ࣗ体はかなり少ない状況でした。ͦのため例年よりもظ
C7 Portઃなどの局ॴ麻酔手術が૿Ճし、全身麻酔件数は
減少する向にありました。高ྸ者もかなり多く、৺ػや
෦ヘルニアに対してもここ数年ܘにを๊͑、ػٵݺ
は全例TAPPをࢪ行しておりましたが、本年度は局ॴ麻酔
下での手術症例もݟࢄさΕました。

本年度も昨年と同༷にスタッフは西成༔、ੴڮਖ਼ٱ、୨ڮ
༸ଠの３人体制で診療を行いました。今年度は胃癌に対して
肥田先生を助手でおটきし、当院でLPGをॳめてࢪ行しま
した。術後合ซ症もなくୀ院さΕ、ͦ の後のܦաもྑであ
りました。また肝ᢄ領域に関しまして、引き続き新田教授
やยۅ先生などの応援を頂き、非切除症例が多い中、例年௨
り遠方かͭธではあるものの、ळ田県内でਵ一の࣏療を患
者༷にఏڙできたことも非ৗにありがたく思っております。
୨ڮ先生におきましては、当院が２年にಥೖし、月１回の
大学院ݚमなどで多をۃめる中、୲癌患者手術やқ度の
高い೯Ԍ、手術手技҆定ԽのためのTAPPなど１年全体
で115例の手術をࢪ行して頂きました。དྷ年度大学にって
も後ഐに腹腔鏡ૢࣗ࡞体は少なくとも指導Մな状ଶに上
がってきていると思わΕます。

また本年当院はۙ年كにみる状況で、ૣ を当科もؚݴ助ظ
め院内感染対策νーϜからもࢪ行しておりましたが、院内ト
ッϓのಾのڋ൱ݶݖ発ྩと感染対策にࢸるஅがく、感染

対策が後手に回ったことにより、ニϡースにはなっていない
ものの10月中०の院内感染140人ڧの大نコロナクラスタ
ーにより、３िؒڧの手術・ೖ院のن制をڧいらΕ、全病౩
ดやٸٹ外དྷఀࢭなどにࢸっておりました。ͦのؒにདྷ院
さΕた患者༷・ٸ患症例におきましてもଞ院御紹介せ͟る
を得ない状ଶでした。また༧定手術患者༷のコロナ感染によ
りԆظが૬͙࣍状ଶでもありました。զ々のݧܦなどもؚめ
ະख़であり、また若年スタッフであるがために、院内発ݖݴ
はऑく、関連病院の先生方のようなਝな対策が講じらΕ
ͣ、病౩感染対策・ཧはՄでも院内感染対策までेに
前大߂・らなかったにஔきましては、県外かͭळ田大学ࢸ
学とのࠞ合総合病院のため、今後医局スタッフの御ਚ力を頂
くඞཁがあると思った１年でありました。今現ࡏもコロナの
院内感染は続発している状況ではありますが、院内感染対策
νーϜと連ܞを取りͭͭՃ療を継続しております。

遠方の関連病院ではあり、手術件数が減少したものの、一
人಄の症例数は๛にあり、若年外科医にとって手術म࿅ࢪ
ઃとしてॆ࣮しております。一方で３人という人数制ݶがあ
り、定型的手術を指導できないのはかなりであり、ଞの
関連病院よりは時ؒや指導内༰などはかなりݫしい件では
あります。しかし今後もϠϯάアϯυνϟレϯδਫ਼ਆのま
ま、どのような症例に対しても当院のҙ向を่さͣにਫ਼ਐக
します。同門の先生方の御指導、御ฬᎪの程、今後もٓしく
お願いகします。 ɹ（文責：西成 ༔）

ް生ҩྍηンλʔ
Noshiro Kousei Medical Center
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た。ϓライϕートにおいてはୈ１ࢠを授かり、ެ私ڞにॆ࣮
した１年となりました。また、らͣを一ؾに４本抜いた
り、ീށの新な身を食てアニαΩスに感染したりと、
ཚສৎな１年でもあったようです。

今年度も૬変わらͣC07*D�19のӨڹがڧく、当科でも２
度にわたり病౩ดにݟわΕました。なんとか診療をॖ小
することなく、手術件数のҡ࣋、૿Ճにめております。

௨ৗの診療ۀ以外にも෭院長ۀ、病院ܦӦ、医局長ۀ
、ݚम医指導、Խ学療法、؇和、/ST、感染、クϦニカ
ルパス、ࡂ対策、病院全体のۀに関して外科スタッフ
が中৺となって୲当している野が多ذにわたります。今年
度からRapid Response TeaNを立ͪ上げ、院内ٸ変を減ら
すく対応しております。

また当科では年同༷C07*D�19感染症の病౩診療୲当νー
Ϝとしても診療に当たっております。体感として全体のॏ症
Խ率は下がっているようですが、૬変わらͣ高ྸ者やॏ症合

ซ症のある方はೖ院がඞཁな合が多く、病চར༻率は高い
ਫ४でਪҠしています。今後の՝として、後方病院のస
院やࢪઃୀ院のスϜーζԽがඞཁと͑ߟています。ͦのため
にはより一の域連ܞがඞཁと͑ߟます。

最ۙのイϯフルΤϯβの同時ྲྀ行のஹしをؑみると、まだ
まだݫしい状況は続きͦうですが、スタッフ一ؙとなって頑
張っていくॴଘです。同門の先生方におかΕましても御ࣗѪ
いただき、今後とも御指導御ฬᎪのほど、よろしくお願いக
します。 ɹ（文責：野田৳）

ྩ和４年のかͮのް生病院外科のۙ況を御報告கします。
2022年、手術件数は全手術数197件（前年：181件）、全身

麻酔手術は154件（153件）、ٸۓ手術31件（24件）、腹腔鏡手
術102件（122件）、開腹手術19件（14件）でした。前年より
も手術件数は16件૿Ճしましたが、腹腔鏡手術件数が20件減
少、開腹手術件数が̑件૿Ճ、ٸۓ手術件数が̓件૿Ճしま
した。腹腔鏡手術件数が減少した原Ҽとしては、CoWid19感
染症によるड診͑߇のӨڹか、ਐ行癌でͭݟかるέースが૿
͑、開腹手術が૿Ճしたためと͑ߟらΕます。切除ෆਐ行
癌の割合の૿Ճにい、C7 Portઃ術の件数も૿Ճ向で
す。全体としては、人ޱ減少とະだ終息のஹしが͑ݟない
CoWid19感染症のӨڹで手術制ݶもあり、手術件数の大෯な
૿Ճとはなりませんでした。

スタッフは、小川խজ෭院長、༗
٢༎先生、成信ޗの３人体制で診
療を行いました。小川խজ෭院長
は、しい日ৗۀの中、感染対策
ҕһ長も݉さΕており、CoWid19感
染をؚめた院内感染症に対してਞ಄
指شをとって頂いております。༗٢
先生は、日本内視鏡外科学会技術認
定医を取得さΕ、当科のΤースとし
て多くの症例を執刀して頂いており

ます。また、手術ݧܦがしい私にLACをはじめとする手
術指導をしてくださっております。関連病院の中で手術件
数は少ない当院ですが、小川෭院長、༗٢先生の御指導の
おかげで、たくさんのݧܦをさせて頂きました。

大学医局から、月༵日には平田༐一先生、高ڮ眞人先
生、Ԟඒཬ先生、ۏാ先生、ੁ野ਖ਼ل先生、ޱ田ᡨଠ先生
֤Ґに当、ٸٹ診療ۀまでؚめてདྷて頂いております。
木༵日には多なۀのؒを๓って臨চजᙾ科の岩谷ַ教授
に手術応援にདྷて頂いております。新田浩幸教授には多な
の中དྷて頂き、े二指腸ೕ಄෦癌、遠Ґ癌の症例のۀ
執刀、ᢄ体ඌ෦癌の症例は༗٢先生の手術指導をして頂きま
した。また、当院では対応ࠔな食道ઠ孔がٙわΕるॎִؾ
जの症例や交௨ނࣄで*7Rがඞཁな腸ؒບ出݂の症例などで
ൖૹのडけೖΕを頂くなど、大ٸٹ科の小ࣛխത先生にٸٹ
変お世話になりました。先生方には৺から感謝申し上げます。

当院は域ີண型病院であり
पล病院との連ܞのためഏԌな
どの外科࣬患以外のՃ療を行う
ことも૿͑てきております。今
後も高ྸԽがਐΉなか今以上に
域のニーζに応͑らΕるよう
日々の診療を行ってまいりま
す。同門の先生方の御指導、御
ฬᎪの程、今後もよろしくお願
いகします。（文責：成信ޗ）

͔ͮͷް生පӃ
Kazuno Kosei Hospital
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ീށेࣈපӃ
Hachinohe Japanese Red Cross Hospital

ቫ刀会のօ༷、いͭもお世話になっております。
ീށेࣈ病院の2022年の׆ಈを報告いたします。
本年のスタッフはۄᖒՂ之、藤ᖒ健ଠ、野田৳、༗

ಞ߂の４໊に、٠࢘ߊ先生に新たにՃわっていただき、̑
໊体制となりました。

また、こΕまで同༷にۙྡの先生方と大学医局からの応援

を頂きながらۀに当たっております。手術応援としてۙྡ
のೆ෦ொで開ۀさΕている川क田ڀ先生、ේ代ଜ診療ॴのߥ
谷फ光先生にि１回དྷていただいております。

大学医局からは、外དྷ応援にย߂ۅউ先生、ੴ田和ໜ先
生、手術応援に田大樹先生にいらして頂きました。大変感
謝申し上げます。

٠先生はৗۈ།一の30ࡀとして、ͦ の若さをेに発
躍しています。臨চにおいては多くの手術や、域ಠ׆しش
ಛの症例をݧܦして頂き、外科ઐ門医取得も果たしまし

当院の2022年は全手術件数381例、全身麻酔件数318例、腹
腔鏡手術が254例と前年度よりもやや減少向にありました
が2016年と2017年とほぼ同の件数をҡ࣋できました。開ۀ
医の先生方から御紹介頂く癌症例もؚめ、ٸٹ外དྷॳ診・ड
診時に多発సҠをىこしているਐ行癌症例が今年は多く、ૣ
癌ࣗ体はかなり少ない状況でした。ͦのため例年よりもظ
C7 Portઃなどの局ॴ麻酔手術が૿Ճし、全身麻酔件数は
減少する向にありました。高ྸ者もかなり多く、৺ػや
෦ヘルニアに対してもここ数年ܘにを๊͑、ػٵݺ
は全例TAPPをࢪ行しておりましたが、本年度は局ॴ麻酔
下での手術症例もݟࢄさΕました。

本年度も昨年と同༷にスタッフは西成༔、ੴڮਖ਼ٱ、୨ڮ
༸ଠの３人体制で診療を行いました。今年度は胃癌に対して
肥田先生を助手でおটきし、当院でLPGをॳめてࢪ行しま
した。術後合ซ症もなくୀ院さΕ、ͦ の後のܦաもྑであ
りました。また肝ᢄ領域に関しまして、引き続き新田教授
やยۅ先生などの応援を頂き、非切除症例が多い中、例年௨
り遠方かͭธではあるものの、ळ田県内でਵ一の࣏療を患
者༷にఏڙできたことも非ৗにありがたく思っております。
୨ڮ先生におきましては、当院が２年にಥೖし、月１回の
大学院ݚमなどで多をۃめる中、୲癌患者手術やқ度の
高い೯Ԍ、手術手技҆定ԽのためのTAPPなど１年全体
で115例の手術をࢪ行して頂きました。དྷ年度大学にって
も後ഐに腹腔鏡ૢࣗ࡞体は少なくとも指導Մな状ଶに上
がってきていると思わΕます。

また本年当院はۙ年كにみる状況で、ૣ を当科もؚݴ助ظ
め院内感染対策νーϜからもࢪ行しておりましたが、院内ト
ッϓのಾのڋ൱ݶݖ発ྩと感染対策にࢸるஅがく、感染

対策が後手に回ったことにより、ニϡースにはなっていない
ものの10月中०の院内感染140人ڧの大نコロナクラスタ
ーにより、３िؒڧの手術・ೖ院のن制をڧいらΕ、全病౩
ดやٸٹ外དྷఀࢭなどにࢸっておりました。ͦのؒにདྷ院
さΕた患者༷・ٸ患症例におきましてもଞ院御紹介せ͟る
を得ない状ଶでした。また༧定手術患者༷のコロナ感染によ
りԆظが૬͙࣍状ଶでもありました。զ々のݧܦなどもؚめ
ະख़であり、また若年スタッフであるがために、院内発ݖݴ
はऑく、関連病院の先生方のようなਝな対策が講じらΕ
ͣ、病౩感染対策・ཧはՄでも院内感染対策までेに
前大߂・らなかったにஔきましては、県外かͭळ田大学ࢸ
学とのࠞ合総合病院のため、今後医局スタッフの御ਚ力を頂
くඞཁがあると思った１年でありました。今現ࡏもコロナの
院内感染は続発している状況ではありますが、院内感染対策
νーϜと連ܞを取りͭͭՃ療を継続しております。

遠方の関連病院ではあり、手術件数が減少したものの、一
人಄の症例数は๛にあり、若年外科医にとって手術म࿅ࢪ
ઃとしてॆ࣮しております。一方で３人という人数制ݶがあ
り、定型的手術を指導できないのはかなりであり、ଞの
関連病院よりは時ؒや指導内༰などはかなりݫしい件では
あります。しかし今後もϠϯάアϯυνϟレϯδਫ਼ਆのま
ま、どのような症例に対しても当院のҙ向を่さͣにਫ਼ਐக
します。同門の先生方の御指導、御ฬᎪの程、今後もٓしく
お願いகします。 ɹ（文責：西成 ༔）

ް生ҩྍηンλʔ
Noshiro Kousei Medical Center

ؔ࿈පӃͩΑΓ

�� ؔ࿈පӃͩΑΓؔ࿈පӃͩΑΓ

た。ϓライϕートにおいてはୈ１ࢠを授かり、ެ私ڞにॆ࣮
した１年となりました。また、らͣを一ؾに４本抜いた
り、ീށの新な身を食てアニαΩスに感染したりと、
ཚສৎな１年でもあったようです。

今年度も૬変わらͣC07*D�19のӨڹがڧく、当科でも２
度にわたり病౩ดにݟわΕました。なんとか診療をॖ小
することなく、手術件数のҡ࣋、૿Ճにめております。

௨ৗの診療ۀ以外にも෭院長ۀ、病院ܦӦ、医局長ۀ
、ݚम医指導、Խ学療法、؇和、/ST、感染、クϦニカ
ルパス、ࡂ対策、病院全体のۀに関して外科スタッフ
が中৺となって୲当している野が多ذにわたります。今年
度からRapid Response TeaNを立ͪ上げ、院内ٸ変を減ら
すく対応しております。

また当科では年同༷C07*D�19感染症の病౩診療୲当νー
Ϝとしても診療に当たっております。体感として全体のॏ症
Խ率は下がっているようですが、૬変わらͣ高ྸ者やॏ症合

ซ症のある方はೖ院がඞཁな合が多く、病চར༻率は高い
ਫ४でਪҠしています。今後の՝として、後方病院のస
院やࢪઃୀ院のスϜーζԽがඞཁと͑ߟています。ͦのため
にはより一の域連ܞがඞཁと͑ߟます。

最ۙのイϯフルΤϯβの同時ྲྀ行のஹしをؑみると、まだ
まだݫしい状況は続きͦうですが、スタッフ一ؙとなって頑
張っていくॴଘです。同門の先生方におかΕましても御ࣗѪ
いただき、今後とも御指導御ฬᎪのほど、よろしくお願いக
します。 ɹ（文責：野田৳）

ྩ和４年のかͮのް生病院外科のۙ況を御報告கします。
2022年、手術件数は全手術数197件（前年：181件）、全身

麻酔手術は154件（153件）、ٸۓ手術31件（24件）、腹腔鏡手
術102件（122件）、開腹手術19件（14件）でした。前年より
も手術件数は16件૿Ճしましたが、腹腔鏡手術件数が20件減
少、開腹手術件数が̑件૿Ճ、ٸۓ手術件数が̓件૿Ճしま
した。腹腔鏡手術件数が減少した原Ҽとしては、CoWid19感
染症によるड診͑߇のӨڹか、ਐ行癌でͭݟかるέースが૿
͑、開腹手術が૿Ճしたためと͑ߟらΕます。切除ෆਐ行
癌の割合の૿Ճにい、C7 Portઃ術の件数も૿Ճ向で
す。全体としては、人ޱ減少とະだ終息のஹしが͑ݟない
CoWid19感染症のӨڹで手術制ݶもあり、手術件数の大෯な
૿Ճとはなりませんでした。

スタッフは、小川խজ෭院長、༗
٢༎先生、成信ޗの３人体制で診
療を行いました。小川խজ෭院長
は、しい日ৗۀの中、感染対策
ҕһ長も݉さΕており、CoWid19感
染をؚめた院内感染症に対してਞ಄
指شをとって頂いております。༗٢
先生は、日本内視鏡外科学会技術認
定医を取得さΕ、当科のΤースとし
て多くの症例を執刀して頂いており

ます。また、手術ݧܦがしい私にLACをはじめとする手
術指導をしてくださっております。関連病院の中で手術件
数は少ない当院ですが、小川෭院長、༗٢先生の御指導の
おかげで、たくさんのݧܦをさせて頂きました。

大学医局から、月༵日には平田༐一先生、高ڮ眞人先
生、Ԟඒཬ先生、ۏാ先生、ੁ野ਖ਼ل先生、ޱ田ᡨଠ先生
֤Ґに当、ٸٹ診療ۀまでؚめてདྷて頂いております。
木༵日には多なۀのؒを๓って臨চजᙾ科の岩谷ַ教授
に手術応援にདྷて頂いております。新田浩幸教授には多な
の中དྷて頂き、े二指腸ೕ಄෦癌、遠Ґ癌の症例のۀ
執刀、ᢄ体ඌ෦癌の症例は༗٢先生の手術指導をして頂きま
した。また、当院では対応ࠔな食道ઠ孔がٙわΕるॎִؾ
जの症例や交௨ނࣄで*7Rがඞཁな腸ؒບ出݂の症例などで
ൖૹのडけೖΕを頂くなど、大ٸٹ科の小ࣛխത先生にٸٹ
変お世話になりました。先生方には৺から感謝申し上げます。

当院は域ີண型病院であり
पล病院との連ܞのためഏԌな
どの外科࣬患以外のՃ療を行う
ことも૿͑てきております。今
後も高ྸԽがਐΉなか今以上に
域のニーζに応͑らΕるよう
日々の診療を行ってまいりま
す。同門の先生方の御指導、御
ฬᎪの程、今後もよろしくお願
いகします。（文責：成信ޗ）

͔ͮͷް生පӃ
Kazuno Kosei Hospital
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֎Պ紹介ҩྍؔػ

　2022年もたくさんの患者様をご紹介いただきありがとうございました。今後も最善をつくし治療させていた
だきます。また、地域連携パスが稼働した際には、ぜひとも先生方のご協力をお願いいたします。

֎Պ紹介ҩྍؔػ

医 療 機 関 名 院　長 郵便番号 住　　　　　所

͋ ͍͋͟ΘΫϦχοΫ ૬  ढ़ 二 033�0022 ੨県 三市 大ࣈ三ࣈງ164�298ޱ

੨࿑ࡂපӃ ۄ ᖒ  樹 031�0822 ੨県 ീށ市 നۜொࣈೆέٰ1൪

ळాେֶҩֶ෦ෟଐපӃ ೆ 谷 Ղ ߂ 010�8543 ळ田県 ळ田市 ࿇প44�2ࣈ面

খ౾ౢңՊՊΫϦχοΫʢԬࢢʣ 小౾ౢɹਖ਼ɹ和 020�0861 岩手県 盛Ԭ市 ઋ3�13�20

҆෦ҩӃ ҆ ෦  ຬ 024�0061 岩手県 上市 大௨り1�11�23

͋ՊɾফԽثՊΫϦχοΫ Ѩ ෦ 礼 ࢘ 020�0146 岩手県 盛Ԭ市 長ڮொ17�45

൧ౡҩӃ ൧ 島 ɹ 信 020�0668 岩手県 ୌ市 ӏޅࣂಎ1�277

̚�ഽΫϦχοΫෆདྷํ 遠 藤  樹 028�3615 岩手県 ொۊ܊ࢵ ೆ෯8�244

ా֎ՊɾফԽثՊҩӃ ɹ田ɹ健一 020�0041 岩手県 盛Ԭ市 田ொ5�18ڥ

͍͍͠ՊɾපΫϦχοΫ ੴ 井 基 ࢚ 020�0871 岩手県 盛Ԭ市 中ϊڮ௨1�4�20 ਫথಊϏル4'

ੴௗ୩ӺલΫϦχοΫ ∁ ڮ ਔ ࢤ 028�3101 岩手県 花巻市 ੴௗ谷ொୈ7割209൪2

ઘܗ֎ՊපӃ 高 原  ར 981�3121 県ٶ ઋ市 泉۠上谷ؙࣈמ山6�1

͍͢Δ͗ҩӃ 岩 ಈ 一 ক 020�0022 岩手県 盛Ԭ市 大௨3�3�22

ҰؔපӃ 佐 藤 ོ ࣍ 021�0884 岩手県 一関市 大手ொ3�36

ʣۊखҩՊେֶෟଐපӃʢؠ 小ּ原ɹɹত 028�3695 岩手県 ொۊ܊ࢵ 医大௨ニஸ1൪1߸

ʢެࡒʣؠखݝର͕Μڠձ ङ 野 ɹ ರ 020�0834 岩手県 盛Ԭ市 Ӭ井14�46

ʢެࡒʣؠखݝର͕Μڠձɹؗ͢͜ ଜ 上 থ  028�3390 岩手県 ொۊ܊ࢵ 医大௨2ஸ1�6

ཧηϯλʔ߁ձ͍Θ݈ͯڠର͕Μݝखؠ ङ 野 ɹ ರ 020�0864 岩手県 盛Ԭ市 西ઋ1�17�18

ձʢؚଐྍॴʣڠ༧ҩֶݝखؠ 田 巻 健 ࣏ 020�0834 岩手県 盛Ԭ市 Ӭ井4�42

පӃཱݝखؠ উɹຢɹӉ一 023�0864 岩手県 Ԟभ市 ਫ۠ཾϲഅ61

൬ҪපӃཱݝखؠ 佐ɹ藤ɹߞ一 029�0192 岩手県 一関市 大平17ࣈࣉષޅ

පӃߐཱݝखؠ 川 ଜ 秀 ࢘ 023�1103 岩手県 Ԟभ市 西大௨り5�23۠ߐ

େધපӃཱݝखؠ ᔹ 向 ɹ ಁ 022�8512 岩手県 大ધ市 大ધொࣈ山അӽ10�1

ੴපӃזཱݝखؠ ࡔ 下 ৳  026�8550 岩手県 ੴ市ז ொ10�483�6ࢠߕ

පӃ࣊ٱཱݝखؠ 遠 野 千 尋 028�8040 岩手県 市࣊ٱ Ѵொୈ10割1൪

ઍӛපӃཱݝखؠ 佐 藤 ɹ 一 029�0803 岩手県 一関市 千厩ொ千厩ࣈ井32�1

தԝපӃཱݝखؠ ٶ 田 ɹ ߶ 020�0066 岩手県 盛Ԭ市 上田1�4�1

ԕපӃཱݝखؠ ࢘ӈۙɹ༞ɹڷ 028�0541 岩手県 遠野市 松࡚ொന岩14�74

த෦පӃཱݝखؠ ٢ 田 ɹ ప 024�8507 岩手県 上市 ଜ࡚野17�10

පӃށೋཱݝखؠ 小ּ原ɹහɹ浩 028�6193 岩手県 二ށ市 ງ野ࣈ大川原ໟ38�2

පӃݹٶཱݝखؠ 川 ଜ 英 ৳ 027�0096 岩手県 市ݹٶ έ࡚1�11�26܃࡚

২ాՊফԽثՊҩӃ ২ 田 ɹ म 020�0633 岩手県 ୌ市 183�3ޱ݀

ӓҪ॥ثٵݺثՊ ӓ 井 ༤ ଠ 020�0107 岩手県 盛Ԭ市 松Ԃ2�2�6

ؙපӃ ٶ 川 ๎ ٱ 020�0015 岩手県 盛Ԭ市 本ொ௨1�12�7

ؙϝσΟΧルηϯλʔ 下 沖 ɹ 収 020�8505 岩手県 盛Ԭ市 内ؙ19�1

֎Պ紹介ҩྍؔػ
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医 療 機 関 名 院　長 郵便番号 住　　　　　所

͋ ΤʔルΫϦχοΫീ഼ฏ ٠  大 ً 028�7112 岩手県 ീ഼平市 田಄37�103�1

ԞभපӃ 佐 藤   023�0828 岩手県 Ԟभ市 ਫ۠౦大௨り1�5�30

͓͓͏ͪফԽثՊΫϦχοΫ 大 内 ɹ 健 027�0077 岩手県 市ݹٶ ؘ合ொ1�8

େᖒΫϦχοΫʢҩՊʣ 大 ᖒ  之 020�0822 岩手県 盛Ԭ市 ാ2�8�3

େཱؗࢢ૯߹පӃ 㖊 原 秀 一 017�0885 ळ田県 大ؗ市 ๛ொ3�1

খࣉՊҩӃ 小野ࣉɹਖ਼ɹ幸 028�5312 岩手県 二܊ށ一ށொ 一ࣈށ向ொ148�1

খݪΫϦχοΫ 小 原 ل জ 025�0091 岩手県 花巻市 西大௨り2�22�15

͓΅ͳ͍ՊΫϦχοΫ 生 内 ٱ 人 028�3615 岩手県 ொۊ܊ࢵ 大ࣈೆ෯ୈ8割235

͔ ։ӡڮফԽثՊΫϦχοΫ 遠 藤 ণ 樹 020�0022 岩手県 盛Ԭ市 大௨3ஸ9�3

ΧγΦϖアҩӃ 肥 田 ݑ  028�6105 岩手県 二ށ市 ງ野ࣈ大川原ໟ134�5

ദްੜ૯߹පӃ ਡ ๚ ୡ ࢤ 277�8551 千༿県 ദ市 ࣰ田617

͔ͮͷްੜපӃ ٢ 田 ༤ 樹 018�5201 ळ田県 ࣛ֯市 花ྠࣈ向ാ18

ΫϦχοΫܡ 伊 藤 ɹ  030�0844 ੨県 ੨市 木4ஸ6�37ܡ

͔ͱ͏ܗ֎ՊΫϦχοΫ Ճ 藤 ః 文 020�0021 岩手県 盛Ԭ市 中ԝ௨2ஸ8൪1߸

ңՊՊࢠۚ 金 ࢠ ത ७ 020�0403 岩手県 盛Ԭ市 Ե෦13�135�3

্Ԭ૯߹පӃ 井 上 ୡ  356�0011 県ۄ࡛ ;じみ野市 Ԭ931

ΫϦχοΫڮژాُ ؛ 本  ࢘ 104�0031 ౦ژ 中ԝ۠ 3�1�1ڮژ ౦ژスクΤアΨーσϯϏル4'

ٱอපӃ 田 ଜ ɹ ໜ 020�0835 岩手県 盛Ԭ市 ࢤ田26�30�1

্ࡁੜձපӃ 一 ށ ః 文 024�8506 岩手県 上市 年3�15�33ڮ

ΫϦχοΫݪ܀  井 秀 之 020�0015 岩手県 盛Ԭ市 本ொ௨1�16�4

தԝපӃݪ܀ 中 ു  ࢘ 987�2005 県ٶ 原市܀ ஙؗٶ野中ԝ3ஸ1൪1

ਢපӃࠇ 手 塚 װ ༤ 329�1395 ಢ木県 さくら市 Ո2650൪ࢯ

පӃཱࢢઋপؾ ԣ 田 ݑ 一 988�0181 県ٶ ઋপ市ؾ 岩ਿϊ8�2

݈ੜපӃ	ܰอ݈ੜڠ
 伊 藤 真 ߂ 036�8004 ੨県 前市߂ 野田2�2�1

େֶాපӃࢱҩྍࡍࠃ ٶ ࡚ ɹ উ 286�8520 千༿県 成田市 ാϲ田852

อۚϲ࡚ྍॴࠃ Ѩ ෦ ढ़ 和 029�4503 岩手県 ܊金έ࡚ொ 西ࠜ༆ਫ98

පӃࢢอछࠃ ү ࡚ 一 ଠ 028�7914 岩手県 ༸野ொ܊ށ छ市23�27�2

පӃۄ࡛ߏػපӃཱࠃ 原 ɹ জ உ 351�0102 県ۄ࡛ 和光市 ਡ๚2�1

ઋҩྍηϯλʔߏػපӃཱࠃ 上之原ɹɹ࢘ 983�8520 県ٶ ઋ市 野2�8�8ٶ野۠ٶ

ԬҩྍηϯλʔߏػපӃཱࠃ 木 ଜ ܒ 二 020�0133 岩手県 盛Ԭ市 ੨山1�25�1

͔ͣͨ͜ྍॴ 藤 島 行 ً 028�3614 岩手県 ொۊ܊ࢵ 大ࣈຢฌΤ新田5�67�1

͞ ΫϦχοΫࢤͷ্ాଜଠࡔ 田 ଜ ଠ ࢤ 024�0021 岩手県 上市 上野ொ4ஸ2�15

͘͞Β·ͪࠎӃ  川 ஐ ࢘ 028�3307 岩手県 ொࢵ܊ࢵ 田಄53�11ࣈொࡩ

͖͞͞ΫϦχοΫ 佐々木ɹ盛ɹ光 025�0053 岩手県 花巻市 中ສஸ836

͞ͱ͏ফԽثՊՊΫϦχοΫ 佐ɹ藤ɹ৻一 028�3101 岩手県 花巻市 ੴௗ谷ொ16�9�5

��



֎Պ紹介ҩྍؔػ

　2022年もたくさんの患者様をご紹介いただきありがとうございました。今後も最善をつくし治療させていた
だきます。また、地域連携パスが稼働した際には、ぜひとも先生方のご協力をお願いいたします。

֎Պ紹介ҩྍؔػ

医 療 機 関 名 院　長 郵便番号 住　　　　　所

͋ ͍͋͟ΘΫϦχοΫ ૬  ढ़ 二 033�0022 ੨県 三市 大ࣈ三ࣈງ164�298ޱ

੨࿑ࡂපӃ ۄ ᖒ  樹 031�0822 ੨県 ീށ市 നۜொࣈೆέٰ1൪

ळాେֶҩֶ෦ෟଐපӃ ೆ 谷 Ղ ߂ 010�8543 ळ田県 ळ田市 ࿇প44�2ࣈ面

খ౾ౢңՊՊΫϦχοΫʢԬࢢʣ 小౾ౢɹਖ਼ɹ和 020�0861 岩手県 盛Ԭ市 ઋ3�13�20

҆෦ҩӃ ҆ ෦  ຬ 024�0061 岩手県 上市 大௨り1�11�23

͋ՊɾফԽثՊΫϦχοΫ Ѩ ෦ 礼 ࢘ 020�0146 岩手県 盛Ԭ市 長ڮொ17�45

൧ౡҩӃ ൧ 島 ɹ 信 020�0668 岩手県 ୌ市 ӏޅࣂಎ1�277

̚�ഽΫϦχοΫෆདྷํ 遠 藤  樹 028�3615 岩手県 ொۊ܊ࢵ ೆ෯8�244

ా֎ՊɾফԽثՊҩӃ ɹ田ɹ健一 020�0041 岩手県 盛Ԭ市 田ொ5�18ڥ

͍͍͠ՊɾපΫϦχοΫ ੴ 井 基 ࢚ 020�0871 岩手県 盛Ԭ市 中ϊڮ௨1�4�20 ਫথಊϏル4'

ੴௗ୩ӺલΫϦχοΫ ∁ ڮ ਔ ࢤ 028�3101 岩手県 花巻市 ੴௗ谷ொୈ7割209൪2

ઘܗ֎ՊපӃ 高 原  ར 981�3121 県ٶ ઋ市 泉۠上谷ؙࣈמ山6�1

͍͢Δ͗ҩӃ 岩 ಈ 一 ক 020�0022 岩手県 盛Ԭ市 大௨3�3�22

ҰؔපӃ 佐 藤 ོ ࣍ 021�0884 岩手県 一関市 大手ொ3�36

ʣۊखҩՊେֶෟଐපӃʢؠ 小ּ原ɹɹত 028�3695 岩手県 ொۊ܊ࢵ 医大௨ニஸ1൪1߸

ʢެࡒʣؠखݝର͕Μڠձ ङ 野 ɹ ರ 020�0834 岩手県 盛Ԭ市 Ӭ井14�46

ʢެࡒʣؠखݝର͕Μڠձɹؗ͢͜ ଜ 上 থ  028�3390 岩手県 ொۊ܊ࢵ 医大௨2ஸ1�6

ཧηϯλʔ߁ձ͍Θ݈ͯڠର͕Μݝखؠ ङ 野 ɹ ರ 020�0864 岩手県 盛Ԭ市 西ઋ1�17�18

ձʢؚଐྍॴʣڠ༧ҩֶݝखؠ 田 巻 健 ࣏ 020�0834 岩手県 盛Ԭ市 Ӭ井4�42

පӃཱݝखؠ উɹຢɹӉ一 023�0864 岩手県 Ԟभ市 ਫ۠ཾϲഅ61

൬ҪපӃཱݝखؠ 佐ɹ藤ɹߞ一 029�0192 岩手県 一関市 大平17ࣈࣉષޅ

පӃߐཱݝखؠ 川 ଜ 秀 ࢘ 023�1103 岩手県 Ԟभ市 西大௨り5�23۠ߐ

େધපӃཱݝखؠ ᔹ 向 ɹ ಁ 022�8512 岩手県 大ધ市 大ધொࣈ山അӽ10�1

ੴපӃזཱݝखؠ ࡔ 下 ৳  026�8550 岩手県 ੴ市ז ொ10�483�6ࢠߕ

පӃ࣊ٱཱݝखؠ 遠 野 千 尋 028�8040 岩手県 市࣊ٱ Ѵொୈ10割1൪

ઍӛපӃཱݝखؠ 佐 藤 ɹ 一 029�0803 岩手県 一関市 千厩ொ千厩ࣈ井32�1

தԝපӃཱݝखؠ ٶ 田 ɹ ߶ 020�0066 岩手県 盛Ԭ市 上田1�4�1

ԕපӃཱݝखؠ ࢘ӈۙɹ༞ɹڷ 028�0541 岩手県 遠野市 松࡚ொന岩14�74

த෦පӃཱݝखؠ ٢ 田 ɹ ప 024�8507 岩手県 上市 ଜ࡚野17�10

පӃށೋཱݝखؠ 小ּ原ɹහɹ浩 028�6193 岩手県 二ށ市 ງ野ࣈ大川原ໟ38�2

පӃݹٶཱݝखؠ 川 ଜ 英 ৳ 027�0096 岩手県 市ݹٶ έ࡚1�11�26܃࡚

২ాՊফԽثՊҩӃ ২ 田 ɹ म 020�0633 岩手県 ୌ市 183�3ޱ݀

ӓҪ॥ثٵݺثՊ ӓ 井 ༤ ଠ 020�0107 岩手県 盛Ԭ市 松Ԃ2�2�6

ؙපӃ ٶ 川 ๎ ٱ 020�0015 岩手県 盛Ԭ市 本ொ௨1�12�7

ؙϝσΟΧルηϯλʔ 下 沖 ɹ 収 020�8505 岩手県 盛Ԭ市 内ؙ19�1

�� ֎Պ紹介ҩྍؔػ

医 療 機 関 名 院　長 郵便番号 住　　　　　所

͋ ΤʔルΫϦχοΫീ഼ฏ ٠  大 ً 028�7112 岩手県 ീ഼平市 田಄37�103�1

ԞभපӃ 佐 藤   023�0828 岩手県 Ԟभ市 ਫ۠౦大௨り1�5�30

͓͓͏ͪফԽثՊΫϦχοΫ 大 内 ɹ 健 027�0077 岩手県 市ݹٶ ؘ合ொ1�8

େᖒΫϦχοΫʢҩՊʣ 大 ᖒ  之 020�0822 岩手県 盛Ԭ市 ാ2�8�3

େཱؗࢢ૯߹පӃ 㖊 原 秀 一 017�0885 ळ田県 大ؗ市 ๛ொ3�1

খࣉՊҩӃ 小野ࣉɹਖ਼ɹ幸 028�5312 岩手県 二܊ށ一ށொ 一ࣈށ向ொ148�1

খݪΫϦχοΫ 小 原 ل জ 025�0091 岩手県 花巻市 西大௨り2�22�15

͓΅ͳ͍ՊΫϦχοΫ 生 内 ٱ 人 028�3615 岩手県 ொۊ܊ࢵ 大ࣈೆ෯ୈ8割235

͔ ։ӡڮফԽثՊΫϦχοΫ 遠 藤 ণ 樹 020�0022 岩手県 盛Ԭ市 大௨3ஸ9�3

ΧγΦϖアҩӃ 肥 田 ݑ  028�6105 岩手県 二ށ市 ງ野ࣈ大川原ໟ134�5

ദްੜ૯߹පӃ ਡ ๚ ୡ ࢤ 277�8551 千༿県 ദ市 ࣰ田617

͔ͮͷްੜපӃ ٢ 田 ༤ 樹 018�5201 ळ田県 ࣛ֯市 花ྠࣈ向ാ18

ΫϦχοΫܡ 伊 藤 ɹ  030�0844 ੨県 ੨市 木4ஸ6�37ܡ

͔ͱ͏ܗ֎ՊΫϦχοΫ Ճ 藤 ః 文 020�0021 岩手県 盛Ԭ市 中ԝ௨2ஸ8൪1߸

ңՊՊࢠۚ 金 ࢠ ത ७ 020�0403 岩手県 盛Ԭ市 Ե෦13�135�3

্Ԭ૯߹පӃ 井 上 ୡ  356�0011 県ۄ࡛ ;じみ野市 Ԭ931

ΫϦχοΫڮژాُ ؛ 本  ࢘ 104�0031 ౦ژ 中ԝ۠ 3�1�1ڮژ ౦ژスクΤアΨーσϯϏル4'

ٱอපӃ 田 ଜ ɹ ໜ 020�0835 岩手県 盛Ԭ市 ࢤ田26�30�1

্ࡁੜձපӃ 一 ށ ః 文 024�8506 岩手県 上市 年3�15�33ڮ

ΫϦχοΫݪ܀  井 秀 之 020�0015 岩手県 盛Ԭ市 本ொ௨1�16�4

தԝපӃݪ܀ 中 ു  ࢘ 987�2005 県ٶ 原市܀ ஙؗٶ野中ԝ3ஸ1൪1

ਢපӃࠇ 手 塚 װ ༤ 329�1395 ಢ木県 さくら市 Ո2650൪ࢯ

පӃཱࢢઋপؾ ԣ 田 ݑ 一 988�0181 県ٶ ઋপ市ؾ 岩ਿϊ8�2

݈ੜපӃ	ܰอ݈ੜڠ
 伊 藤 真 ߂ 036�8004 ੨県 前市߂ 野田2�2�1

େֶాපӃࢱҩྍࡍࠃ ٶ ࡚ ɹ উ 286�8520 千༿県 成田市 ാϲ田852

อۚϲ࡚ྍॴࠃ Ѩ ෦ ढ़ 和 029�4503 岩手県 ܊金έ࡚ொ 西ࠜ༆ਫ98

පӃࢢอछࠃ ү ࡚ 一 ଠ 028�7914 岩手県 ༸野ொ܊ށ छ市23�27�2

පӃۄ࡛ߏػපӃཱࠃ 原 ɹ জ உ 351�0102 県ۄ࡛ 和光市 ਡ๚2�1

ઋҩྍηϯλʔߏػපӃཱࠃ 上之原ɹɹ࢘ 983�8520 県ٶ ઋ市 野2�8�8ٶ野۠ٶ

ԬҩྍηϯλʔߏػපӃཱࠃ 木 ଜ ܒ 二 020�0133 岩手県 盛Ԭ市 ੨山1�25�1

͔ͣͨ͜ྍॴ 藤 島 行 ً 028�3614 岩手県 ொۊ܊ࢵ 大ࣈຢฌΤ新田5�67�1

͞ ΫϦχοΫࢤͷ্ాଜଠࡔ 田 ଜ ଠ ࢤ 024�0021 岩手県 上市 上野ொ4ஸ2�15

͘͞Β·ͪࠎӃ  川 ஐ ࢘ 028�3307 岩手県 ொࢵ܊ࢵ 田಄53�11ࣈொࡩ

͖͞͞ΫϦχοΫ 佐々木ɹ盛ɹ光 025�0053 岩手県 花巻市 中ສஸ836

͞ͱ͏ফԽثՊՊΫϦχοΫ 佐ɹ藤ɹ৻一 028�3101 岩手県 花巻市 ੴௗ谷ொ16�9�5

��



֎Պ紹介ҩྍؔػ

医 療 機 関 名 院　長 郵便番号 住　　　　　所

͞ խΫϦχοΫ౻ࠤ 佐 藤 խ  027�0074 岩手県 市ݹٶ 保ٱ田4�7

ѪපӃࡾ ਗ਼ 野 ߞ ࣏ 020�0121 岩手県 盛Ԭ市 月がٰ1�29�15

ΫϦχοΫۊѪපӃෟଐࡾ 藤 島 װ  028�3601 岩手県 ொۊ܊ࢵ 高田11�25�2

γΣʔϯϋΠム	݈
 谷 ଜ  ٱ 028�3606 岩手県 ொۊ܊ࢵ 11ڮ割三ຕ35ڮ ー 1

ੴେΫϦχοΫ 大  浩 ໌ 020�0541 岩手県 岩手܊ੴொ 千מ田79�2

γʔζϯςϥε݈ΫϦχοΫ 上 ࠺ ୡ  108�0075 ౦ژ ۠ߓ ೆ1�2�70ߓ

ࣰଜҩӃ ࣰ ଜ ୡ խ 020�0524 岩手県 岩手܊ੴொ   の下105�12ࣉ

॥ثՊɹۚΫϦχοΫ 金  એ ل 020�0838 岩手県 盛Ԭ市 ࢤ田中ԝ3�7�7

૯߹පӃཱؗ֯ࢢ 伊 藤 ྑ ਖ਼ 014�0394 ळ田県 ઋ市 ֯ؗொ上野18

ՊΫϦχοΫ֎ܗࢵ 多 田  ࢤ 028�3305 岩手県 ொࢵ܊ࢵ 日ࣈ٧౦ཪ20�2

͠ΜͨΖ͏ΫϦχοΫ ٠ɹɹ信ଠ 020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本1ٶஸ9�1

৽౦ژΫϦχοΫ 中 ଜ ɹ ३ 271�0077 千༿県 松ށ市 ࠜ本473�1

ླᡗ֎ՊɾकޱՊ ླ 木 ढ़ ี 020�0016 岩手県 盛Ԭ市 ໊ਢ川ொ16�14

ਢాՊҩӃ ਢ 田 ɹ 健 025�0042 岩手県 花巻市 ԁສࣈࣉ下中野46�4

࿏ՃࡍࠃපӃ ੴ 松 ৳ 一 104�8560 ౦ژ 中ԝ۠ ໌ੴொ9�1

ઋްੜපӃ ാ ɹ ਖ਼ 樹 980�0873 県ٶ ઋ市 ੨༿۠ொ4�15

ͤΜ͍ͩ૯߹݈ΫϦχοΫ ੴ ֞ ༸ ࢠ 980�0811 県ٶ ઋ市 ੨༿۠一൪ொ1�9�1

૯߹ՖרපӃ 後 藤 উ  025�0082 岩手県 花巻市 御田ொ4൪56߸

૯߹ਫපӃ ٠  ɹ ३ 023�0053 岩手県 Ԟभ市 ਫ۠大手ொ3�1

ͨ ٰΫϦχοΫߴ 佐 藤 ɹ ೡ 025�0016 岩手県 花巻市 高木18�61�2

͔ͨ͠ΫϦχοΫ ࠇ 田 ɹ ܟ 020�0862 岩手県 盛Ԭ市 ౦ઋ1�3�7

ਔපӃ 西 成 尚 人 020�0052 岩手県 盛Ԭ市 中ଠ田泉田28

ਔපӃ1&5ը૾அηϯλʔ ଜ 田 ༤ 二 020�0052 岩手県 盛Ԭ市 中ଠ田泉田28

দපӃߴ ∁ 松 ਖ਼ 之 020�0115 岩手県 盛Ԭ市 ؗ向ொ4�8

ՊՊҩӃثফԽٶߴ ∁ ٶ 秀 ࣜ 028�3603 岩手県 ொۊ܊ࢵ 大ࣈ西ಙ田2�106�3

ୌதԝපӃ 山 内  平 020�0668 岩手県 ୌ市 ӏࣂ42൪2

͙ͨͪਆܦ֎ՊΫϦχοΫ 田 ޱ  一 020�0015 岩手県 盛Ԭ市 本ொ௨1ஸ4�19

ՖೕથΫϦχοΫ  花 ɹ 教 023�0852 岩手県 Ԟभ市 ਫ۠山࡚ொ8�1

ͨʹΉΒΫϦχοΫ 谷 ଜ   020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本ٶ小൘小13�2

ொཱլ͞Θ͏ͪපӃ 小 原 ɹ 眞 029�5612 岩手県 和լ܊西和լொ 内ࣈ大野13割3൪12

͕ͭΔ૯߹පӃ 岩 ଜ 秀 ً 037�0053 ੨県 ॴ川原市ޒ ொ41ࣈ

রҪՊফԽثՊҩӃ র 井 ދ  025�0072 岩手県 花巻市 日ொ3�5�8࢛

౦ҩՊༀՊେֶපӃ 佐 藤 ݡ 一 983�8512 県ٶ ઋ市 野۠室1�12�1ٶ

ಢՊҩӃ ಢ 内 秀 و 020�0084 岩手県 盛Ԭ市 ਆ໌ொ10�35

ͱͪͳ͍ਆܦ֎ՊΫϦχοΫ ಢ 内 秀 ࢜ 020�0838 岩手県 盛Ԭ市 ࢤ田中ԝ3ஸ17൪10߸

֎Պ紹介ҩྍؔػ֎Պ紹介ҩྍؔػ

�� ֎Պ紹介ҩྍؔػ

医 療 機 関 名 院　長 郵便番号 住　　　　　所

ͨ ͱΈ͞Θߕঢ়થɾೕથͷΫϦχοΫീށ  ᖒ ༐ و 031�0042 ੨県 ീށ市 े三ொ1൪ ϰΟアϊϰΝ 2֊�10

ͱΈ͞Θߕঢ়થɾೕથͷΫϦχοΫԬ  ᖒ ༐ و 020�0022 岩手県 盛Ԭ市 大௨1�1�16 岩手教ҭ会ؗ1'

ϊපӃދ 門  ɹ  105�8470 ౦ژ ۠ߓ の門2�2�2ދ

ेాཱࢢதԝපӃ ∁ ڮ 道 長 034�0093 ੨県 े和田市 西े二൪ொ14�8

ͳ ͳ͓͠·ҩӃ  島 ३ ଠ 028�3441 岩手県 ொࢵ܊ࢵ 上平ࣈ川原田33�5

ͳ͓ਆܦɾ಄௧ΫϦχοΫ 佐 藤   020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本ࣈٶ小൘小13�4

ͳ͔ͷফԽثՊΫϦχοΫ 中 野 ɹ म 018�5201 ळ田県 ࣛ֯市 花ྠࣈ下中島81�2

ాՊңՊҩӃ 成 田  ࢙ 028�3614 岩手県 ொۊ܊ࢵ 大ࣈຢฌ新田ୈ8割101൪

ೕથ֎Պ͍ͩ͠֎ՊңՊΫϦχοΫ ੴɹ田ɹໜొஉ 020�0834 岩手県 盛Ԭ市 盛ԬӺ前௨14�9 ώラトϠϏル3'

পٶҬྍηϯλʔ 大  ༑ ݟ 028�4303 岩手県 岩手܊岩手ொ 大ޒࣈ日市ୈ10割4൪7

ްੜҩྍηϯλʔ ଠ田原ɹ߁ɹ成 016�0014 ळ田県 代市 མ合ࣈ上前田内

 ͪͷ��ΫϦχοΫ 内 ւ ɹ ݠ 031�0004 ੨県 ീށ市 ೆྨՈ5ஸ1�8

ീࢢཱࢢށຽපӃ 今 ɹ ໌ 秀 031�8555 ੨県 ീށ市 田向3�1�1

ീށेࣈපӃ ࠠ 野 ɹ  039�1104 ੨県 ീށ市 大ࣈ田面木ࣈ中໌2ށ

Ֆࢢרੴௗ୩ҩྍηϯλʔ ࣅ 内 ߫ ༤ 028�3163 岩手県 花巻市 ੴௗ谷ொീ഼5�47�2

ͻΊ͔ΈපӃ ࡔ 本 文 ໌ 028�4134 岩手県 盛Ԭ市 山۠下田ਞ41�10ۄ

ฌݿҩՊେֶපӃ ࡕ 上 խ ࢙ 663�8501 ฌݿ県 西ٶ市 ݿ川ொ1൪1߸

લେֶҩֶ෦ෟଐපӃ߂ 大 山 ɹ 力 036�8563 ੨県 前市߂ 本ொ53

ݪңՊ֎ՊҩӃ  原 ɹ  039�0201 ੨県 三܊ށ田ࢠொ 大ࣈ田ࣈࢠ上野ϊ下タ98�7

౻ౡՊҩӃ 藤 島 හ ஐ 020�0013 岩手県 盛Ԭ市 Ѫౠொ4�18

ϒϨετᴡ౻֎ՊΫϦχοΫ ᴡ 藤 ७ 一 020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本6ٶஸ17�6

ງߐҩӃ ງ ߐ ɹ ܓ 028�3603 岩手県 ொۊ܊ࢵ 西ಙ田6�143

ຊాңՊ֎Պ 本 田 健 一 023�0816 岩手県 Ԟभ市 ਫ۠西ொ4൪21߸

· দԂୈೋපӃ ੴ 川 ༸ ࢠ 020�0103 岩手県 盛Ԭ市 西松Ԃ3�22�3

පӃࡾཱࢢࡾ 伊 藤 ӻ ࿕ 033�0001 ੨県 三市 大ࣈ三ࣈງ164�65ޱ

ϛουλϯΫϦχοΫ༗໌ 原 ɹ 和 ߂ 135�0063 ౦ژ ౦۠ߐ ༗໌3ஸ5൪7߸ T0C༗໌イーストタϫー 5֊

ೆণපӃʢްؼಊʣ 木 ଜ फ  028�3621 岩手県 ொۊ܊ࢵ 大ٶࣈ1�2�181

ຊ༄͔ΜͷΫϦχοΫࡾ ੁ 野 ެ ಙ 020�0831 岩手県 盛Ԭ市 三本༄23�10�5

ϝσΟΧルίʔτീށපӃ ਗ਼ ਫ ɹ  039�1103 ੨県 ീށ市 長බ代ࣈ中௶77

ຊ̘ٶΫϦχοΫ 千 ༿ ɹ ๕ ٱ 020�0851 岩手県 盛Ԭ市 向中野3ஸ10�3

Γ͓͔ңՊՊΫϦχοΫ 佐 藤   020�0871 岩手県 盛Ԭ市 中ϊڮ௨2�3�2

ԬӺલ͓͓ਆܦՊΫϦχοΫ 大 ఉ 英 樹 020�0034 岩手県 盛Ԭ市 盛ԬӺ前௨13൪8߸

Ԭ͘͞ΒΫϦχοΫ 小 田 ३ 一 020�0122 岩手県 盛Ԭ市 みたけ4ஸ36�32

ԬཱࢢපӃ Ճ 藤 章 信 020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本5ٶஸ15�1

ԬेࣈපӃ ٱ 保   020�8560 岩手県 盛Ԭ市 三本༄6�1�1

��



֎Պ紹介ҩྍؔػ

医 療 機 関 名 院　長 郵便番号 住　　　　　所

͞ խΫϦχοΫ౻ࠤ 佐 藤 խ  027�0074 岩手県 市ݹٶ 保ٱ田4�7

ѪපӃࡾ ਗ਼ 野 ߞ ࣏ 020�0121 岩手県 盛Ԭ市 月がٰ1�29�15

ΫϦχοΫۊѪපӃෟଐࡾ 藤 島 װ  028�3601 岩手県 ொۊ܊ࢵ 高田11�25�2

γΣʔϯϋΠム	݈
 谷 ଜ  ٱ 028�3606 岩手県 ொۊ܊ࢵ 11ڮ割三ຕ35ڮ ー 1

ੴେΫϦχοΫ 大  浩 ໌ 020�0541 岩手県 岩手܊ੴொ 千מ田79�2

γʔζϯςϥε݈ΫϦχοΫ 上 ࠺ ୡ  108�0075 ౦ژ ۠ߓ ೆ1�2�70ߓ

ࣰଜҩӃ ࣰ ଜ ୡ խ 020�0524 岩手県 岩手܊ੴொ   の下105�12ࣉ

॥ثՊɹۚΫϦχοΫ 金  એ ل 020�0838 岩手県 盛Ԭ市 ࢤ田中ԝ3�7�7

૯߹පӃཱؗ֯ࢢ 伊 藤 ྑ ਖ਼ 014�0394 ळ田県 ઋ市 ֯ؗொ上野18

ՊΫϦχοΫ֎ܗࢵ 多 田  ࢤ 028�3305 岩手県 ொࢵ܊ࢵ 日ࣈ٧౦ཪ20�2

͠ΜͨΖ͏ΫϦχοΫ ٠ɹɹ信ଠ 020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本1ٶஸ9�1

৽౦ژΫϦχοΫ 中 ଜ ɹ ३ 271�0077 千༿県 松ށ市 ࠜ本473�1

ླᡗ֎ՊɾकޱՊ ླ 木 ढ़ ี 020�0016 岩手県 盛Ԭ市 ໊ਢ川ொ16�14

ਢాՊҩӃ ਢ 田 ɹ 健 025�0042 岩手県 花巻市 ԁສࣈࣉ下中野46�4

࿏ՃࡍࠃපӃ ੴ 松 ৳ 一 104�8560 ౦ژ 中ԝ۠ ໌ੴொ9�1

ઋްੜපӃ ാ ɹ ਖ਼ 樹 980�0873 県ٶ ઋ市 ੨༿۠ொ4�15

ͤΜ͍ͩ૯߹݈ΫϦχοΫ ੴ ֞ ༸ ࢠ 980�0811 県ٶ ઋ市 ੨༿۠一൪ொ1�9�1

૯߹ՖרපӃ 後 藤 উ  025�0082 岩手県 花巻市 御田ொ4൪56߸

૯߹ਫපӃ ٠  ɹ ३ 023�0053 岩手県 Ԟभ市 ਫ۠大手ொ3�1

ͨ ٰΫϦχοΫߴ 佐 藤 ɹ ೡ 025�0016 岩手県 花巻市 高木18�61�2

͔ͨ͠ΫϦχοΫ ࠇ 田 ɹ ܟ 020�0862 岩手県 盛Ԭ市 ౦ઋ1�3�7

ਔපӃ 西 成 尚 人 020�0052 岩手県 盛Ԭ市 中ଠ田泉田28

ਔපӃ1&5ը૾அηϯλʔ ଜ 田 ༤ 二 020�0052 岩手県 盛Ԭ市 中ଠ田泉田28

দපӃߴ ∁ 松 ਖ਼ 之 020�0115 岩手県 盛Ԭ市 ؗ向ொ4�8

ՊՊҩӃثফԽٶߴ ∁ ٶ 秀 ࣜ 028�3603 岩手県 ொۊ܊ࢵ 大ࣈ西ಙ田2�106�3

ୌதԝපӃ 山 内  平 020�0668 岩手県 ୌ市 ӏࣂ42൪2

͙ͨͪਆܦ֎ՊΫϦχοΫ 田 ޱ  一 020�0015 岩手県 盛Ԭ市 本ொ௨1ஸ4�19

ՖೕથΫϦχοΫ  花 ɹ 教 023�0852 岩手県 Ԟभ市 ਫ۠山࡚ொ8�1

ͨʹΉΒΫϦχοΫ 谷 ଜ   020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本ٶ小൘小13�2

ொཱլ͞Θ͏ͪපӃ 小 原 ɹ 眞 029�5612 岩手県 和լ܊西和լொ 内ࣈ大野13割3൪12

͕ͭΔ૯߹පӃ 岩 ଜ 秀 ً 037�0053 ੨県 ॴ川原市ޒ ொ41ࣈ

রҪՊফԽثՊҩӃ র 井 ދ  025�0072 岩手県 花巻市 日ொ3�5�8࢛

౦ҩՊༀՊେֶපӃ 佐 藤 ݡ 一 983�8512 県ٶ ઋ市 野۠室1�12�1ٶ

ಢՊҩӃ ಢ 内 秀 و 020�0084 岩手県 盛Ԭ市 ਆ໌ொ10�35

ͱͪͳ͍ਆܦ֎ՊΫϦχοΫ ಢ 内 秀 ࢜ 020�0838 岩手県 盛Ԭ市 ࢤ田中ԝ3ஸ17൪10߸

֎Պ紹介ҩྍؔػ

�� ֎Պ紹介ҩྍؔػ

医 療 機 関 名 院　長 郵便番号 住　　　　　所

ͨ ͱΈ͞Θߕঢ়થɾೕથͷΫϦχοΫീށ  ᖒ ༐ و 031�0042 ੨県 ീށ市 े三ொ1൪ ϰΟアϊϰΝ 2֊�10

ͱΈ͞Θߕঢ়થɾೕથͷΫϦχοΫԬ  ᖒ ༐ و 020�0022 岩手県 盛Ԭ市 大௨1�1�16 岩手教ҭ会ؗ1'

ϊපӃދ 門  ɹ  105�8470 ౦ژ ۠ߓ の門2�2�2ދ

ेాཱࢢதԝපӃ ∁ ڮ 道 長 034�0093 ੨県 े和田市 西े二൪ொ14�8

ͳ ͳ͓͠·ҩӃ  島 ३ ଠ 028�3441 岩手県 ொࢵ܊ࢵ 上平ࣈ川原田33�5

ͳ͓ਆܦɾ಄௧ΫϦχοΫ 佐 藤   020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本ࣈٶ小൘小13�4

ͳ͔ͷফԽثՊΫϦχοΫ 中 野 ɹ म 018�5201 ळ田県 ࣛ֯市 花ྠࣈ下中島81�2

ాՊңՊҩӃ 成 田  ࢙ 028�3614 岩手県 ொۊ܊ࢵ 大ࣈຢฌ新田ୈ8割101൪

ೕથ֎Պ͍ͩ͠֎ՊңՊΫϦχοΫ ੴɹ田ɹໜొஉ 020�0834 岩手県 盛Ԭ市 盛ԬӺ前௨14�9 ώラトϠϏル3'

পٶҬྍηϯλʔ 大  ༑ ݟ 028�4303 岩手県 岩手܊岩手ொ 大ޒࣈ日市ୈ10割4൪7

ްੜҩྍηϯλʔ ଠ田原ɹ߁ɹ成 016�0014 ळ田県 代市 མ合ࣈ上前田内

 ͪͷ��ΫϦχοΫ 内 ւ ɹ ݠ 031�0004 ੨県 ീށ市 ೆྨՈ5ஸ1�8

ീࢢཱࢢށຽපӃ 今 ɹ ໌ 秀 031�8555 ੨県 ീށ市 田向3�1�1

ീށेࣈපӃ ࠠ 野 ɹ  039�1104 ੨県 ീށ市 大ࣈ田面木ࣈ中໌2ށ

Ֆࢢרੴௗ୩ҩྍηϯλʔ ࣅ 内 ߫ ༤ 028�3163 岩手県 花巻市 ੴௗ谷ொീ഼5�47�2

ͻΊ͔ΈපӃ ࡔ 本 文 ໌ 028�4134 岩手県 盛Ԭ市 山۠下田ਞ41�10ۄ

ฌݿҩՊେֶපӃ ࡕ 上 խ ࢙ 663�8501 ฌݿ県 西ٶ市 ݿ川ொ1൪1߸

લେֶҩֶ෦ෟଐපӃ߂ 大 山 ɹ 力 036�8563 ੨県 前市߂ 本ொ53

ݪңՊ֎ՊҩӃ  原 ɹ  039�0201 ੨県 三܊ށ田ࢠொ 大ࣈ田ࣈࢠ上野ϊ下タ98�7

౻ౡՊҩӃ 藤 島 හ ஐ 020�0013 岩手県 盛Ԭ市 Ѫౠொ4�18

ϒϨετᴡ౻֎ՊΫϦχοΫ ᴡ 藤 ७ 一 020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本6ٶஸ17�6

ງߐҩӃ ງ ߐ ɹ ܓ 028�3603 岩手県 ொۊ܊ࢵ 西ಙ田6�143

ຊాңՊ֎Պ 本 田 健 一 023�0816 岩手県 Ԟभ市 ਫ۠西ொ4൪21߸

· দԂୈೋපӃ ੴ 川 ༸ ࢠ 020�0103 岩手県 盛Ԭ市 西松Ԃ3�22�3

පӃࡾཱࢢࡾ 伊 藤 ӻ ࿕ 033�0001 ੨県 三市 大ࣈ三ࣈງ164�65ޱ

ϛουλϯΫϦχοΫ༗໌ 原 ɹ 和 ߂ 135�0063 ౦ژ ౦۠ߐ ༗໌3ஸ5൪7߸ T0C༗໌イーストタϫー 5֊

ೆণපӃʢްؼಊʣ 木 ଜ फ  028�3621 岩手県 ொۊ܊ࢵ 大ٶࣈ1�2�181

ຊ༄͔ΜͷΫϦχοΫࡾ ੁ 野 ެ ಙ 020�0831 岩手県 盛Ԭ市 三本༄23�10�5

ϝσΟΧルίʔτീށපӃ ਗ਼ ਫ ɹ  039�1103 ੨県 ീށ市 長බ代ࣈ中௶77

ຊ̘ٶΫϦχοΫ 千 ༿ ɹ ๕ ٱ 020�0851 岩手県 盛Ԭ市 向中野3ஸ10�3

Γ͓͔ңՊՊΫϦχοΫ 佐 藤   020�0871 岩手県 盛Ԭ市 中ϊڮ௨2�3�2

ԬӺલ͓͓ਆܦՊΫϦχοΫ 大 ఉ 英 樹 020�0034 岩手県 盛Ԭ市 盛ԬӺ前௨13൪8߸

Ԭ͘͞ΒΫϦχοΫ 小 田 ३ 一 020�0122 岩手県 盛Ԭ市 みたけ4ஸ36�32

ԬཱࢢපӃ Ճ 藤 章 信 020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本5ٶஸ15�1

ԬेࣈපӃ ٱ 保   020�8560 岩手県 盛Ԭ市 三本༄6�1�1

��



֎Պ紹介ҩྍؔػ

医 療 機 関 名 院　長 郵便番号 住　　　　　所

· Ԭͭͳ͗ԹઘපӃ 関 ɹ ത 文 020�0055 岩手県 盛Ԭ市 ඌೖ野64�9ࣈܨ

ԬೆපӃ 田 中 英 ࣏ 020�0835 岩手県 盛Ԭ市 ࢤ田13�18�4

Ԭ༑ѪපӃ 佐々木ɹୡɹ࠸ 020�0834 岩手県 盛Ԭ市 Ӭ井12�10

कޱҩӃ क ޱ ɹ 尚 028�0521 岩手県 遠野市 ߸木ொ2൪25ࡐ

Γͨܗ֎Պ 盛 田 哲  020�0004 岩手県 盛Ԭ市 山1�3�8؛

 ീ֯පӃ ീ ֯ ༗ ل 028�4125 岩手県 盛Ԭ市 Նؒ木70�190ࣈຎ山۠ۄ

ͱΧϥμͷ͍͖͍͖݈ηϯλʔ 小ּ原ɹɹত 028�3695 岩手県 ொۊ܊ࢵ 医大௨ニஸ1൪1߸

·ͩңՊΫϦχοΫ 山 田  之 020�0838 岩手県 盛Ԭ市 ࢤ田中ԝ2�18�31

ΫϦχοΫాࢁ 山 田 行  020�0021 岩手県 盛Ԭ市 中ԝ௨1�13�8

ԣཱࢢେֶෟଐࢢ�ຽ૯߹ҩྍηϯλʔ ࡗ 原 秀  232�0024 ਆಸ川県 ԣ市 ೆ۠Ӝसொ4�57

Θ Θͨͳ͓͠ΓͷΫϦχοΫ ɹᬑɹཅଠ 020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本5�1�3ٶ

ΘͨͳՊɾਆܦՊΫϦχοΫ  ᬑ ׆ ݟ 020�0114 岩手県 盛Ԭ市 高松三ஸ9�8

ลՊҩӃ  ล 立  028�3305 岩手県 ொࢵ܊ࢵ 日٧下ؙ122�3

科学研究費助成事業
	 1.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮ消化器؞ʹ͓͚ΔྫಛҟతมҟΛ༻͍ͨ DU%/"Ϟニタリンάのྟচతҙ義のݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ岩୩ ַ
	 2.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮߴංຬʹ͏非Ξϧίーϧੑࢷੑ؊Ԍの病ଶղ໌と外科࣏療ޙのվળػংʯ
� �研究දऀɿࠤʑ ষ　　　研究分୲ऀɿ石֞ ହ  岩୩ ַ  ക༢ ߊ  石田 ೭
	 3.	���������ɹएखڀݚ
� �ʮDU%/"ࠪݕΛ༻͍ͨ৯ಓ؞の໔ӸνΣックϙΠント્ࡎのదਖ਼༻のݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ二֊ य़߳
	 4.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮଁ器ԣஅత؍研究ʹΑΔࣜܗൃ࠶ґଘੑजᙾ༝来݂த%/"ಈଶのղ໌ʯ
� �研究දऀɿ௩ 　　　研究分୲ऀɿ岩୩ ַ  ։ ༐ਓ
	 5.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮDU%/"Λ༻͍ͨ大؞化学療๏ޮՌఆ๏とసҠআదԠྫผ化の֬立ʯ
� �研究දऀɿ八ॏֽ ਸ਼య　　　研究分୲ऀɿ௩   岩୩ ַ
	 6.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮߴංຬऀױのەࡉม化とϚϧνΦミックεղੳʹΑΔ؊ઢҡ化ϝΧニζϜの୳ࡧʯ
� �研究දऀɿക༢ ʑࠤ研究分୲ऀɿ　　　ߊ ষ  ࡔ֟ հܒ  石֞ ହ

その他の外部資金（奨学寄附金）
	 1.	େༀ
� �ʮංຬ非Ξϧίーϧੑࢷੑ؊Ԍʹର͢Δྔݮ・ँվળ手術のޮՌとվળػংʯ
� �研究දऀɿࠤʑ ষ
	 2.	Պݚༀ
� �ʮܘࡉϙートΑΓ๓合がૠೖՄとͳΔ࣋ܘࡉ器のվྑʯ
� �研究දऀɿླ 信
	 3.	ΞϘοτδϟύϯ
� �ʮң؞ʹର͢Δңશఠ術ޙの0SBM /VUSJUJPOBM 4VQQMFNFOUT の҆શੑと༗ޮੑのݕ౼ʯ
� �研究දऀɿഅ ࿕
	 4.	த֎ༀ
� �ʮຫੑਛଁ病合ซߴංຬऀױʹର͢Δྔݮ・ँվળ手術のҙ義とͦのվળػংʹؔわΔ研究ʯ
� �研究දऀɿക༢ ߊ
	 5.	ຊ֎Պֶձɹएख֎Պ医ͷͨΊͷྟচڀݚॿ
� �ʮ%JHJUBM 1$3ʹΑΔ DU%/"ϞニタリンάΛ༻͍ͨ大؞ԕִసҠআྫの予ޙ予ଌҼࢠのݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ八ॏֽ ਸ਼య

獲得研究費

֎Պ紹介ҩྍؔػ֎Պ紹介ҩྍؔػ

�� ۀڀݚ

科学研究費助成事業
	 1.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮ消化器؞ʹ͓͚ΔྫಛҟతมҟΛ༻͍ͨ DU%/"Ϟニタリンάのྟচతҙ義のݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ岩୩ ַ
	 2.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮߴංຬʹ͏非Ξϧίーϧੑࢷੑ؊Ԍの病ଶղ໌と外科࣏療ޙのվળػংʯ
� �研究දऀɿࠤʑ ষ　　　研究分୲ऀɿ石֞ ହ  岩୩ ַ  ക༢ ߊ  石田 ೭
	 3.	���������ɹएखڀݚ
� �ʮDU%/"ࠪݕΛ༻͍ͨ৯ಓ؞の໔ӸνΣックϙΠント્ࡎのదਖ਼༻のݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ二֊ य़߳
	 4.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮଁ器ԣஅత؍研究ʹΑΔࣜܗൃ࠶ґଘੑजᙾ༝来݂த%/"ಈଶのղ໌ʯ
� �研究දऀɿ௩ 　　　研究分୲ऀɿ岩୩ ַ  ։ ༐ਓ
	 5.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮDU%/"Λ༻͍ͨ大؞化学療๏ޮՌఆ๏とసҠআదԠྫผ化の֬立ʯ
� �研究දऀɿ八ॏֽ ਸ਼య　　　研究分୲ऀɿ௩   岩୩ ַ
	 6.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮߴංຬऀױのەࡉม化とϚϧνΦミックεղੳʹΑΔ؊ઢҡ化ϝΧニζϜの୳ࡧʯ
� �研究දऀɿക༢ ʑࠤ研究分୲ऀɿ　　　ߊ ষ  ࡔ֟ հܒ  石֞ ହ

その他の外部資金（奨学寄附金）
	 1.	େༀ
� �ʮංຬ非Ξϧίーϧੑࢷੑ؊Ԍʹର͢Δྔݮ・ँվળ手術のޮՌとվળػংʯ
� �研究දऀɿࠤʑ ষ
	 2.	Պݚༀ
� �ʮܘࡉϙートΑΓ๓合がૠೖՄとͳΔ࣋ܘࡉ器のվྑʯ
� �研究දऀɿླ 信
	 3.	ΞϘοτδϟύϯ
� �ʮң؞ʹର͢Δңશఠ術ޙの0SBM /VUSJUJPOBM 4VQQMFNFOUT の҆શੑと༗ޮੑのݕ౼ʯ
� �研究දऀɿഅ ࿕
	 4.	த֎ༀ
� �ʮຫੑਛଁ病合ซߴංຬऀױʹର͢Δྔݮ・ँվળ手術のҙ義とͦのվળػংʹؔわΔ研究ʯ
� �研究දऀɿക༢ ߊ
	 5.	ຊ֎Պֶձɹएख֎Պ医ͷͨΊͷྟচڀݚॿ
� �ʮ%JHJUBM 1$3ʹΑΔ DU%/"ϞニタリンάΛ༻͍ͨ大؞ԕִసҠআྫの予ޙ予ଌҼࢠのݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ八ॏֽ ਸ਼య

獲得研究費

ۀڀݚ

��



֎Պ紹介ҩྍؔػ

医 療 機 関 名 院　長 郵便番号 住　　　　　所

· Ԭͭͳ͗ԹઘපӃ 関 ɹ ത 文 020�0055 岩手県 盛Ԭ市 ඌೖ野64�9ࣈܨ

ԬೆපӃ 田 中 英 ࣏ 020�0835 岩手県 盛Ԭ市 ࢤ田13�18�4

Ԭ༑ѪපӃ 佐々木ɹୡɹ࠸ 020�0834 岩手県 盛Ԭ市 Ӭ井12�10

कޱҩӃ क ޱ ɹ 尚 028�0521 岩手県 遠野市 ߸木ொ2൪25ࡐ

Γͨܗ֎Պ 盛 田 哲  020�0004 岩手県 盛Ԭ市 山1�3�8؛

 ീ֯පӃ ീ ֯ ༗ ل 028�4125 岩手県 盛Ԭ市 Նؒ木70�190ࣈຎ山۠ۄ

ͱΧϥμͷ͍͖͍͖݈ηϯλʔ 小ּ原ɹɹত 028�3695 岩手県 ொۊ܊ࢵ 医大௨ニஸ1൪1߸

·ͩңՊΫϦχοΫ 山 田  之 020�0838 岩手県 盛Ԭ市 ࢤ田中ԝ2�18�31

ΫϦχοΫాࢁ 山 田 行  020�0021 岩手県 盛Ԭ市 中ԝ௨1�13�8

ԣཱࢢେֶෟଐࢢ�ຽ૯߹ҩྍηϯλʔ ࡗ 原 秀  232�0024 ਆಸ川県 ԣ市 ೆ۠Ӝसொ4�57

Θ Θͨͳ͓͠ΓͷΫϦχοΫ ɹᬑɹཅଠ 020�0866 岩手県 盛Ԭ市 本5�1�3ٶ

ΘͨͳՊɾਆܦՊΫϦχοΫ  ᬑ ׆ ݟ 020�0114 岩手県 盛Ԭ市 高松三ஸ9�8

ลՊҩӃ  ล 立  028�3305 岩手県 ொࢵ܊ࢵ 日٧下ؙ122�3

科学研究費助成事業
	 1.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮ消化器؞ʹ͓͚ΔྫಛҟతมҟΛ༻͍ͨ DU%/"Ϟニタリンάのྟচతҙ義のݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ岩୩ ַ
	 2.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮߴංຬʹ͏非Ξϧίーϧੑࢷੑ؊Ԍの病ଶղ໌と外科࣏療ޙのվળػংʯ
� �研究දऀɿࠤʑ ষ　　　研究分୲ऀɿ石֞ ହ  岩୩ ַ  ക༢ ߊ  石田 ೭
	 3.	���������ɹएखڀݚ
� �ʮDU%/"ࠪݕΛ༻͍ͨ৯ಓ؞の໔ӸνΣックϙΠント્ࡎのదਖ਼༻のݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ二֊ य़߳
	 4.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮଁ器ԣஅత؍研究ʹΑΔࣜܗൃ࠶ґଘੑजᙾ༝来݂த%/"ಈଶのղ໌ʯ
� �研究දऀɿ௩ 　　　研究分୲ऀɿ岩୩ ַ  ։ ༐ਓ
	 5.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮDU%/"Λ༻͍ͨ大؞化学療๏ޮՌఆ๏とసҠআదԠྫผ化の֬立ʯ
� �研究දऀɿ八ॏֽ ਸ਼య　　　研究分୲ऀɿ௩   岩୩ ַ
	 6.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮߴංຬऀױのەࡉม化とϚϧνΦミックεղੳʹΑΔ؊ઢҡ化ϝΧニζϜの୳ࡧʯ
� �研究දऀɿക༢ ʑࠤ研究分୲ऀɿ　　　ߊ ষ  ࡔ֟ հܒ  石֞ ହ

その他の外部資金（奨学寄附金）
	 1.	େༀ
� �ʮංຬ非Ξϧίーϧੑࢷੑ؊Ԍʹର͢Δྔݮ・ँվળ手術のޮՌとվળػংʯ
� �研究දऀɿࠤʑ ষ
	 2.	Պݚༀ
� �ʮܘࡉϙートΑΓ๓合がૠೖՄとͳΔ࣋ܘࡉ器のվྑʯ
� �研究දऀɿླ 信
	 3.	ΞϘοτδϟύϯ
� �ʮң؞ʹର͢Δңશఠ術ޙの0SBM /VUSJUJPOBM 4VQQMFNFOUT の҆શੑと༗ޮੑのݕ౼ʯ
� �研究දऀɿഅ ࿕
	 4.	த֎ༀ
� �ʮຫੑਛଁ病合ซߴංຬऀױʹର͢Δྔݮ・ँվળ手術のҙ義とͦのվળػংʹؔわΔ研究ʯ
� �研究දऀɿക༢ ߊ
	 5.	ຊ֎Պֶձɹएख֎Պ医ͷͨΊͷྟচڀݚॿ
� �ʮ%JHJUBM 1$3ʹΑΔ DU%/"ϞニタリンάΛ༻͍ͨ大؞ԕִసҠআྫの予ޙ予ଌҼࢠのݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ八ॏֽ ਸ਼య

獲得研究費

֎Պ紹介ҩྍؔػ

�� ۀڀݚ

科学研究費助成事業
	 1.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮ消化器؞ʹ͓͚ΔྫಛҟతมҟΛ༻͍ͨ DU%/"Ϟニタリンάのྟচతҙ義のݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ岩୩ ַ
	 2.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮߴංຬʹ͏非Ξϧίーϧੑࢷੑ؊Ԍの病ଶղ໌と外科࣏療ޙのվળػংʯ
� �研究දऀɿࠤʑ ষ　　　研究分୲ऀɿ石֞ ହ  岩୩ ַ  ക༢ ߊ  石田 ೭
	 3.	���������ɹएखڀݚ
� �ʮDU%/"ࠪݕΛ༻͍ͨ৯ಓ؞の໔ӸνΣックϙΠント્ࡎのదਖ਼༻のݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ二֊ य़߳
	 4.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮଁ器ԣஅత؍研究ʹΑΔࣜܗൃ࠶ґଘੑजᙾ༝来݂த%/"ಈଶのղ໌ʯ
� �研究දऀɿ௩ 　　　研究分୲ऀɿ岩୩ ַ  ։ ༐ਓ
	 5.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮDU%/"Λ༻͍ͨ大؞化学療๏ޮՌఆ๏とసҠআదԠྫผ化の֬立ʯ
� �研究දऀɿ八ॏֽ ਸ਼య　　　研究分୲ऀɿ௩   岩୩ ַ
	 6.	���������ɹج൫ڀݚ 	$

� �ʮߴංຬऀױのەࡉม化とϚϧνΦミックεղੳʹΑΔ؊ઢҡ化ϝΧニζϜの୳ࡧʯ
� �研究දऀɿക༢ ʑࠤ研究分୲ऀɿ　　　ߊ ষ  ࡔ֟ հܒ  石֞ ହ

その他の外部資金（奨学寄附金）
	 1.	େༀ
� �ʮංຬ非Ξϧίーϧੑࢷੑ؊Ԍʹର͢Δྔݮ・ँվળ手術のޮՌとվળػংʯ
� �研究දऀɿࠤʑ ষ
	 2.	Պݚༀ
� �ʮܘࡉϙートΑΓ๓合がૠೖՄとͳΔ࣋ܘࡉ器のվྑʯ
� �研究දऀɿླ 信
	 3.	ΞϘοτδϟύϯ
� �ʮң؞ʹର͢Δңશఠ術ޙの0SBM /VUSJUJPOBM 4VQQMFNFOUT の҆શੑと༗ޮੑのݕ౼ʯ
� �研究දऀɿഅ ࿕
	 4.	த֎ༀ
� �ʮຫੑਛଁ病合ซߴංຬऀױʹର͢Δྔݮ・ँվળ手術のҙ義とͦのվળػংʹؔわΔ研究ʯ
� �研究දऀɿക༢ ߊ
	 5.	ຊ֎Պֶձɹएख֎Պ医ͷͨΊͷྟচڀݚॿ
� �ʮ%JHJUBM 1$3ʹΑΔ DU%/"ϞニタリンάΛ༻͍ͨ大؞ԕִసҠআྫの予ޙ予ଌҼࢠのݕ౼ʯ
� �研究දऀɿ八ॏֽ ਸ਼య

獲得研究費

ۀڀݚ

��



ۀڀݚ

� ���6NFNVSB " /JUUB ) 4VUP 5 'VKJXBSB ) 5BLBIBSB 5 )BTFHBXB : ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 "OEP 5 4BTBLJ "� *OEPDZBOJOF HSFFO
qVPSFTDFODF JNBHJOH WJB FOEPTDPQJD OBTBM CJMJBSZ ESBJOBHF EVSJOH MBQBSPTDPQJD EFSPPpOH PG MJWFS DZTUT� + .JOJN "DDFTT 4VSH
����ʀ��	�
ɿ�������

� ���.PSPUB + *TIJHF 5 4V[VLJ . *HBSBTIJ : 5BLJ[BXB 5� /PO�PDDMVTJWF NFTFOUFSJD JTDIFNJB JO B UPEEMFS XJUI �R�5 NJDSPEFMFUJPO
TZOESPNF� 1FEJBUS *OU ����ʀ��	�
ɿF���5�

� ���4BTBLJ " 6NFNVSB " *TIJEB , 5BLBIBTIJ / /JLBJ ) /JUUB ) 5BLJLBXB : ,BLJTBLB , "CF 5 /JTIJZB . 4VHBJ 5� 5IF
$PODFQU PG *OEFUFSNJOBCMF /"4) *OEVDUFE CZ 1SFPQFSBUJWF %JFU BOE .FUBCPMJD 4VSHFSZ� "OBMZTFT PG )JTUPQBUIPMPHJDBM BOE
$MJOJDBM 'FBUVSFT� #JPNFEJDJOFT ����ʀ��	�
ɿ�5�

� ���4VHBJ 5 0TBLBCF . /JJOVNB 5 &J[VLB . 5BOBLB : :BNBEB 4 :BOBHBXB / 0UTVLB , 4BTBLJ " .BUTVNPUP 5 4V[VLJ )�
$PNQSFIFOTJWF BOBMZTFT PG NJDSP3/" BOE N3/" FYQSFTTJPO JO DPMPSFDUBM TFSSBUFE MFTJPOT BOE DPMPSFDUBM DBODFS XJUI B
NJDSPTBUFMMJUF JOTUBCJMJUZ QIFOPUZQF� (FOFT $ISPNPTPNFT $BODFS ����ʀ��	�
ɿ�������

� 5��:PTIJNPUP�)BSBNVSB 5 )JEBLB . )BTFHBXB , 4V[VNVSB , 5BLFNVSB / )BNB / .J[VOP 5 /PNJ 5 ,PCBZBTIJ 5���������
4BOP , :PLPNJ[P ) /JUUB ) ,VSBUB . )BTFHBXB : /BHBZBNB . 5BOJ . 'VLVNPUP 5 0IUB . )BZBTIJ ) 5BOJHVDIJ )
*TIJOP 4 "JIBSB 5 .VSBTF 5 5TVDIJEB " 4IJNBNVSB 5 .BSVCBTIJ 4 ,BOFLP + )BSB 5 .BUTVTIJNB ) 4PZBNB " &OEP 5
&HVDIJ 4� /BUJPOBM TVSWFZ PG IFQBUPCJMJBSZ BOE QBODSFBUJD TVSHFSZ JO IFNPQIJMJB QBUJFOUT JO +BQBO� + )FQBUPCJMJBSZ 1BODSFBU
4DJ ����ʀ��	�
ɿ��5����

� ���5BOBIBTIJ : 4BUP ) ,BXBLBNJ " 4BTBLJ 4 /JTIJOBSJ : *TIJEB , ,PKJLB . &OEP 4 *OPVF : 4BTBLJ "� %J⒎FSFODF CFUXFFO
EFMBZFE BOBTUPNPTJT BOE FBSMZ BOBTUPNPTJT JO EBNBHF DPOUSPM MBQBSPUPNZ B⒎FDUJOH UIF JOGVTJPO WPMVNF BOE /185 PVUQVU
WPMVNF� JT JOGVTJPO SFTUSJDUJPO OFDFTTBSZ JO EFMBZFE BOBTUPNPTJT " TJOHMF�DFOUFS SFUSPTQFDUJWF BOBMZTJT� 5SBVNB 4VSH "DVUF
$BSF 0QFO ����ʀ�	�
ɿF������

� ���6NFNVSB " /JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 5BLFEB % /BHBTF ) "NBOP 4 ,JLVDIJ , :BNBEB / 4BTBLJ "� 4JOHMF�1PSU
-BQBSPTDPQJD %VPEFOPKFKVOPTUPNZ &NQMPZJOH 4FNJ�,PDIFSJ[BUJPO GPS B :PVOH 'FNBMF XJUI 4VQFSJPS .FTFOUFSJD "SUFSZ
4ZOESPNF� $BTF 3FQ (BTUSPFOUFSPM ����ʀ��	�
ɿ�������

� ���,PHP 3 .BOBLP 5 *XBZB 5 /JTIJ[VLB 4 )JSBLJ ) 4BTBLJ : *EPHBXB . 5PLJOP 5 ,PJEF " ,PNVOF / :BTVNBUTV 3
/BLBHBXB 5� *OEJWJEVBMJ[FE DJSDVMBUJOH UVNPS %/" NPOJUPSJOH JO IFBE BOE OFDL TRVBNPVT DFMM DBSDJOPNB� $BODFS .FE ����ʀ
��	��
ɿ���������

� ���)BTIJNPUP . 6FTVHJ / 4VHBJ . *UP , :BOBHBXB / 0UTVLB , ,BKJXBSB : 6FOP ) 4BTBLJ " 4VHBJ 5� %FTNPQMBTUJD
SFBDUJPOT BOE FQJUIFMJBM�NFTFODIZNBM USBOTJUJPO QSPUFJOT JO TUBHFT ** BOE *** DPMPSFDUBM DBODFS� BTTPDJBUJPO XJUI BOE QSPHOPTUJD
WBMVF GPS EJTFBTF�GSFF TVSWJWBM� 7JSDIPXT "SDI ����ʀ���	�
ɿ������5

�����,BUP ) ,BNFJ , 4VUP ) .JTBXB 5 6OOP . /JUUB ) 4BUPJ 4 ,BXBCBUB : 0IUTVLB . 3JLJZBNB 5 4VEP 5 .BUTVNPUP *
0LBOP , 4V[VLJ : 4BUB / *TBKJ 4 4VHJZBNB . 5BLFZBNB :� *ODJEFODF BOE SJTL GBDUPST PG OPOBMDPIPMJD GBUUZ MJWFS EJTFBTF
BGUFS UPUBM QBODSFBUFDUPNZ� " pSTU NVMUJDFOUFS QSPTQFDUJWF TUVEZ JO +BQBO� + )FQBUPCJMJBSZ 1BODSFBU 4DJ ����ʀ��	�
ɿ����
���

�����,BUBHJSJ ) /JUUB ) 5BLBIBSB 5 )BTFHBXB : ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % .BLBCF , ,JLVDIJ , ,JNVSB 5 :BOBSJ 4
� �4BTBLJ "� 4UBOEBSEJ[FE TJOHMF�JODJTJPO QMVT POF�QPSU MBQBSPTDPQJD MFGU MBUFSBM TFDUJPOFDUPNZ� B TBGF BMUFSOBUJWF UP UIF

DPOWFOUJPOBM QSPDFEVSF� -BOHFOCFDLT "SDI 4VSH ����ʀ���	�
ɿ���������
�����8BUBOBCF : :BNBHVDIJ 5 5BOBLB 4 4BTBLJ "��/BJUPI 5 .BUTVCBSB ) :PLPUF , 0LB[VNJ 4 6HJ 4 :BNBNPUP ) 0IUB .
� �*TIJHBLJ : ,BTBNB , 4FLJ : 5TVKJOP . 4IJSBJ , .JZB[BLJ : .BTBLJ 5 /BHBZBNB % 4BJLJ " 5BUTVOP *� $IBSBDUFSJTUJDT

PG DIJMEIPPE POTFU BOE QPTU�QVCFSUZ POTFU PCFTJUZ BOE XFJHIU SFHBJO BGUFS MBQBSPTDPQJD TMFFWF HBTUSFDUPNZ JO +BQBOFTF
TVCKFDUT� B TVCHSPVQ BOBMZTJT PG +�4."35� 0CFT 'BDUT ����ʀ�5	�
ɿ����5��
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�����,BUP ) ,BNFJ , 4VUP ) .JTBXB 5 6OOP . /JUUB ) 4BUPJ 4 ,BXBCBUB : 0IUTVLB . 3JLJZBNB 5 4VEP 5 .BUTVNPUP *
0LBOP , 4V[VLJ : 4BUB / *TBKJ 4 4VHJZBNB . 5BLFZBNB :� *ODJEFODF BOE SJTL GBDUPST PG OPOBMDPIPMJD GBUUZ MJWFS EJTFBTF
BGUFS UPUBM QBODSFBUFDUPNZ� " pSTU NVMUJDFOUFS QSPTQFDUJWF TUVEZ JO +BQBO� + )FQBUPCJMJBSZ 1BODSFBU 4DJ ����ʀ��	�
ɿ����
���

�����,BUBHJSJ ) /JUUB ) 5BLBIBSB 5 )BTFHBXB : ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % .BLBCF , ,JLVDIJ , ,JNVSB 5 :BOBSJ 4
� �4BTBLJ "� 4UBOEBSEJ[FE TJOHMF�JODJTJPO QMVT POF�QPSU MBQBSPTDPQJD MFGU MBUFSBM TFDUJPOFDUPNZ� B TBGF BMUFSOBUJWF UP UIF

DPOWFOUJPOBM QSPDFEVSF� -BOHFOCFDLT "SDI 4VSH ����ʀ���	�
ɿ���������
�����8BUBOBCF : :BNBHVDIJ 5 5BOBLB 4 4BTBLJ "��/BJUPI 5 .BUTVCBSB ) :PLPUF , 0LB[VNJ 4 6HJ 4 :BNBNPUP ) 0IUB .
� �*TIJHBLJ : ,BTBNB , 4FLJ : 5TVKJOP . 4IJSBJ , .JZB[BLJ : .BTBLJ 5 /BHBZBNB % 4BJLJ " 5BUTVOP *� $IBSBDUFSJTUJDT

PG DIJMEIPPE POTFU BOE QPTU�QVCFSUZ POTFU PCFTJUZ BOE XFJHIU SFHBJO BGUFS MBQBSPTDPQJD TMFFWF HBTUSFDUPNZ JO +BQBOFTF
TVCKFDUT� B TVCHSPVQ BOBMZTJT PG +�4."35� 0CFT 'BDUT ����ʀ�5	�
ɿ����5��

�����.PSJTF ; "MESJHIFUUJ - #FMMJ ( 3BUUJ ' $IFVOH 55 -P $. 5BOBLB 4 ,VCP 4 0LBNVSB : 6FTBLB , .POEFO , 4BEBNPSJ )
)BTIJEB , ,BXBNPUP , (PUPIEB / $IFO , ,BOB[BXB " 5BLFEB : 0INVSB : 6FOP . 0HVSB 5 4VI ,4 ,BUP : 4VHJPLB "
#FMMJ " /JUUB ) :BTVOBHB . $IFSRVJ % )BMJN /" -BVSFOU " ,BOFLP ) 0UTVLB : ,JN ,) $IP )% -JO $$ 0NF : 4FZBNB :

� �5SPJTJ 3* #FSBSEJ ( 3PUFMMBS ' 8JMTPO ($ (FMMFS %" 4PVCSBOF 0 :PI 5 ,BJ[V 5 ,VNBNPUP : )BO )4 &LNFLDJHJM &
%BHIFS * 'VLT % (BZFU # #VFMM +' $JSJB 3 #SJDFOP + 0�3PVSLF / -FXJO + &EXJO # 4IJOPEB . "CF : )JMBM ." "M[PVCJ .
5BOBCF . 8BLBCBZBTIJ (� "O *OUFSOBUJPOBM 3FUSPTQFDUJWF 0CTFSWBUJPOBM 4UVEZ PG -JWFS 'VODUJPOBM %FUFSJPSBUJPO BGUFS 3FQFBU
-JWFS 3FTFDUJPO GPS 1BUJFOUT XJUI )FQBUPDFMMVMBS $BSDJOPNB� $BODFST 	#BTFM
 ����ʀ��	��
ɿ�5��

�����:BOBSJ 4 4BTBLJ " 6NFNVSB " *TIJHBLJ : /JLBJ ) /JTIJKJNB 5 4BLVSBJ 4� 5IFSBQFVUJD FGGFDU PG MBQBSPTDPQJD TMFFWF
HBTUSFDUPNZ PO PCTUSVDUJWF TMFFQ BQOFB BOE SFMBUJPOTIJQ PG UZQF � EJBCFUFT JO +BQBOFTF QBUJFOUT XJUI TFWFSF PCFTJUZ� +
%JBCFUFT *OWFTUJH ����ʀ��	�
ɿ��������5

��5��6NFNVSB " /JUUB ) 5BLBIBSB 5 )BTFHBXB : ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 5BLFEB % 4BTBLJ "� 1VSF MBQBSPTDPQJD MFGU MBUFSBM HSBGU
QSPDVSFNFOU XJUI SFNPWJOH TFHNFOU � FNQMPZJOH (MJTTPOFBO BQQSPBDI JOEPDZBOJOF HSFFO qVPSFTDFODF JNBHJOH BOE JO TJUV
TQMJUUJOH GPS B TNBMM JOGBOU� + .JOJN "DDFTT 4VSH ����ʀEPJ� ��������KNBT�KNBT@���@��� 0OMJOF BIFBE PG QSJOU�

英文論文 �����4IJOPIBSB . 4V[VLJ . ,PZBNB 3 6DIJEB : 0HVTIJ , 0UBLF 4 :BNBNPUP ) *TIJHF 5 4IJSBCF ,� $BWFSOPVT IFNBOHJPNB PG
UIF TNBMM JOUFTUJOF EJBHOPTFE CZ DBQTVMF FOEPTDPQZ JO BO ��ZFBS�PME HJSM� +� 1FEJBUSJD 4VSH� $BTF 3FQ� ����ʀ��	�
ɿ������

�����6NFNVSB " 4BTBLJ " /JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 5BLFEB % "OEP 5 "NBOP 4 /JTIJZB . 6FTVHJ / 4VHBJ 5� " OPWFM
TFDPOE�TUBHF TVSHJDBM TUSBUFHZ GPS TFWFSFMZ PCFTF QBUJFOU XJUI QBODSFBUJD OFVSPFOEPDSJOF UVNPS� B DBTF SFQPSU� 4VSH $BTF
3FQ ����ʀ�	�
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�����,VNBHBJ ) 6NFNVSB " /JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 5BLFEB % "NBOP 4 ,JLVDIJ , 5BLBTIJNJ[V , /JTIJZB . 6FTVHJ /
� �4VHBJ 5 4BTBLJ "� 1VSF -BQBSPTDPQJD -FGU )FQBUFDUPNZ GPS 3FHSPXUI PG .VDJOPVT $ZTUJD /FPQMBTN PG UIF -JWFS BGUFS

-BQBSPTDPQJD %FSPPpOH� $BTF 3FQ 4VSH ����ʀ����ʢ�����5�ʣɿ���
�����*UP : 0TBLBCF . /JJOVNB 5 6FTVHJ / 4VHJNPUP 3 :BOBHBXB / 0UTVLB , 4BTBLJ " .BUTVNPUP 5 4V[VLJ ) 4VHBJ 5�

(FOPNF�XJEF BOBMZTJT PG N3/" BOE NJDSP3/" FYQSFTTJPO JO DPMPSFDUBM DBODFS BOE BEKBDFOU OPSNBM NVDPTB� + 1BUIPM $MJO
3FT ����ʀ�	�
ɿ�������

�����,VNBHBJ ) 5BLFIBOB , 4IJPJ : 5POP $� "YJMMBSZ TDIXBOOPNB NJNJDLJOH MZNQI OPEF NFUBTUBTJT�BTTPDJBUFE CSFBTU DBODFS� B
DBTF SFQPSU� 4VSH $BTF 3FQ ����ʀ�	�
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�����,JLVDIJ , ,BUBHJSJ ) 4V[VLJ : /JUUB ) 4BTBLJ "� .PCJMJ[BUJPO PG NVMUJMJOFBHF�EJ⒎FSFOUJBUJOH TUSFTT�FOEVSJOH DFMMT JOUP UIF
QFSJQIFSBM CMPPE JO MJWFS TVSHFSZ� 1-P4 0OF ����ʀ��	�
ɿF�������

�����4BTBLJ " 5BDIJNPSJ ) "LJZBNB : 0TIJLJSJ 5 .JZBUB ) ,BLFKJ : ,JUBHBXB :� 3JTL NPEFM GPS NPSUBMJUZ BTTPDJBUFE XJUI
FTPQIBHFDUPNZ WJB B UIPSBDJD BQQSPBDI CBTFE PO EBUB GSPN UIF +BQBOFTF /BUJPOBM $MJOJDBM %BUBCBTF PO NBMJHOBOU
FTPQIBHFBM UVNPST� 4VSH 5PEBZ ����ʀ5�	�
ɿ�����

�����,VSJIBSB ) ,VNBHBJ . ,PCBZBTIJ 5 8BLJNPUP . ,BUBHJSJ ) /JUUB ) 4V[VLJ ,� 'BDUPST JOqVFODJOH QSPMPOHFE NFDIBOJDBM
WFOUJMBUJPO BGUFS MJWFS USBOTQMBOUBUJPO� B SFUSPTQFDUJWF DPIPSU TUVEZ� +*." ����ʀ��	�
ɿ�5�����

�����,JLVDIJ , 6NFNVSB " /JUUB ) ,BUBHJSJ ) /JTIJZB . 6FTVHJ / 4VHBJ 5 *NBOBSJ , 4BTBLJ "� " DBTF PG QBUIPMPHJDBM DPNQMFUF
SFTQPOTF XJUI -JQPTPNBM *SJOPUFDBO � 5�'6�-7 GPS VOSFTFDUBCMF MPDBMMZ BEWBODFE QBODSFBUJD DBODFS� " DBTF SFQPSU� 4VSH
$BTF 3FQ ����ʀ�	�
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��5��4IJSPUB ) ,PNJOF , 5BLBIBTIJ . 5BLBIBTIJ 4 .JZBVDIJ & /JJ[VNB ) 5BEB ) 4IJNBEB . /JJIPSJ 5 "PLJ : 4VHJZBNB *
� �,BXBNVSB . :BTVEB + 4V[VLJ 4 *XBZB 5 4BJUP . 4BJUP 5 4IJCBUB ) 'VSVLBXB 5 *TIJPLB $� $MJOJDBM EFDJTJPOT CZ UIF

NPMFDVMBS UVNPS CPBSE PO DPNQSFIFOTJWF HFOPNJD QSPpMJOH UFTUT JO +BQBO� " SFUSPTQFDUJWF PCTFSWBUJPOBM TUVEZ� $BODFS .FE
����ʀEPJ� ��������DBN��5���� 0OMJOF BIFBE PG QSJOU�

�����,VNBHBJ ) 4IJPJ : 5BNVSB % 4IJUPNJ 5 5POP $� (FSJBUSJD OVUSJUJPOBM SJTL JOEFY BT B SJTL�GBDUPS GPS $MPTUSJEJPJEFT EJ⒏DJMF
JOGFDUJPO SFMBQTF JO FMEFSMZ +BQBOFTF QBUJFOUT� + 3VSBM .FE ����ʀ��	�
ɿ�����5�

�����/JUUB ) 4BTBLJ " ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB "� *T -BQBSPTDPQJD )FQBUFDUPNZ 4BGF GPS (JBOU -JWFS 5VNPST 1SPQPTBM GSPN
B 4JOHMF *OTUJUVUJPO GPS 5PUBMMZ -BQBSPTDPQJD )FNJIFQBUFDUPNZ 6TJOH BO "OUFSJPS "QQSPBDI GPS (JBOU -JWFS 5VNPST -BSHFS
5IBO �� DN JO %JBNFUFS� $VSS 0ODPM ����ʀ��	��
ɿ���������

�����6NFNVSB " 4BTBLJ " /JLBJ ) :BOBSJ 4 *TIJPLB ) 5BLBIBTIJ / ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 5BLFEB % .PSJTIJUB 5 &J[VLB . 0J[VNJ 5
/JUUB )� *NQSPWFNFOUT PG MVOH WPMVNFT BOE SFTQJSBUPSZ TZNQUPNT BGUFS XFJHIU MPTT UISPVHI MBQBSPTDPQJD TMFFWF HBTUSFDUPNZ�
-BOHFOCFDLT "SDI 4VSH ����ʀ���	�
ɿ�������5�

�����5BLBIBTIJ / 4BTBLJ " VNFNVSB "� *EFOUJpDBUJPO PG B 'BUUZ "DJE GPS %JBHOPTJOH /PO�"MDPIPMJD 4UFBUPIFQBUJUJT JO 1BUJFOUT XJUI
4FWFSF 0CFTJUZ 6OEFSHPJOH .FUBCPMJD 4VSHFSZ� #JPNFEJDJOFT ����ʀ��	��
ɿ����

�����,VNBHBJ ) :BFHBTIJ . 0LVUTV . 0UTVLB , *XBTB 5 4BTBLJ "� #MFFEJOH JMFBM TDIXBOOPNB SFTVMUJOH JO TFWFSF BOFNJB
SFRVJSJOH NBTTJWF CMPPE USBOTGVTJPO� " SBSF DBTF SFQPSU� *OU + 4VSH $BTF 3FQ ����ʀEPJ� ��������K�JKTDS������������� 0OMJOF
BIFBE PG QSJOU�
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国内学会発表
ୈ 24ճɾୈ 25ճຊපଶӫཆֶձֶ࣍ज़ूձ ژ� �2022�01�28ʙ 01�30
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  石岡 लج  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  石֞ ହ  ʑࠤ ষ � ँվળ・ྔݮ
� �手術Λͨ͠ߦࢪຊਓߴංຬऀױ؊生ݕの病ཧ৫学తݕ౼かΒͨݟ৽ͨͳݟとͦのҙ義 � 一般ޱԋ
� ���ఱ ྯ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � のऀױޙ術؞ңऀྸߴ 術20ޙ-ʹ͓͚Δิதӹؾ౬の༗༻ੑ � γンϙδウϜ

ୈ 94ճຊңֶ؞ձ૯ձ �ԣ �2022�03�02ʙ 03�04
� ���$IJCB 5 :PTIJEB & ,ZVOP 5 ,BXBHJTIJ 3 4BUP , ,POP 5 ,JNVSB 5 :POF[BXB ) 'VOBUP 0 ,PCBZBTIJ . 5BLBHBOF "�

$POWFSTJPO TVSHFSZ GPS VOSFTFDUBCMF BEWBODFE HBTUSJD DBODFS� 1PTUFS
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � /JWPMVNBC Λؚんͩ化学療๏ʹΑΓ長ظޭΛಘΒΕ͍ͯΔऀྸߴの

4UBHF *7 ਐߦң؞の1ྫ � ϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
� �ࠤ ʑ ষ � ロボットࢧԉԼෲߢ鏡Լ༓門ଆңআ術の࣏療成 � ϙεター
� ���成 ༔  ʑࠤ ষ � ."-5リンύजʹ合ซͨ͠ૣظң؞の一ྫ � ϙεター
� 5��二֊ य़߳  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � /JWPMVNBC 療๏の長ظޭʹΑΓ$POWFSTJPO 4VSHFSZ Λͨ͠ߦࢪ
� �আෆਐߦң؞の一ྫ � 一般ޱԋ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
� �ࠤ ʑ ষ � 4JEF�0WFSMBQ ๏Λ༻͍ͨෲߢ鏡Լ門ଆңআ術の࣏療成 � 一般ޱԋ
� ˎ�ං田 հܓ � ԋޱ �� ؞ңऀྸߴ 2� 座長

ୈ 58ճຊෲ෦ٸٹҩֶձ૯ձ �౦ژ �2022�03�24ʙ 03�25
� ���ౡ ౸ਅ  石ࠇ อ  藤ࣾ ษ  Ѩ部 ܆  ٢田 ప � อଘత࣏療ͰվળಘΒΕͳかͬͨ門຺ؾजΛ͏ด࠹の術ޙ合部ࡥڱʹର͠
� �εςロΠドが༗ޮͰ͋ͬͨ1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � ୯ࣜෲߢ鏡Լ十二ࢦۭ合術Λͨ͠ߦࢪ
� �上ؒບಈ຺ީ܈の 1 ྫ � 一般ޱԋ

ୈ 42ճຊංຬֶձɾୈ 39ճຊංຬֶྍ࣏ձֶज़ूձ �ԣ �2022�03�26ʙ 03�27
� ���Ӊํ ࢠ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ � ංຬの一ྫߴ合ซతোܰͨͬߦ৷͠ɺଟ৬छʹΑΔαϙートΛʹޙँվળ手術・ྔݮ �
� �一般ޱԋ
� ���成 信ޗ  ക༢ ߊ  ڮߴ ᚸਓ  石岡 लج  二֊ य़߳  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
� ڹӨ͢΅ٴʹػ๔ࡉとᢄЌٵݺແ࣌ਭੑ࠹ँվળ手術がด・ྔݮ� � 一般ޱԋ
� �ߴ�� ڮ ᚸਓ  ക༢ ߊ  成 信ޗ  石岡 लج  二֊ य़߳  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
� ڹँʹ༩͑ΔӨࢎࢷँվળ手術が・ྔݮ� � 一般ޱԋ
� �ࠤ�� ʑ ষ  ക༢ ߊ  二֊ य़߳  成 信ޗ  ڮߴ ᚸ一  石岡 लج  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ �
� ४جँվળ手術のಋೖཁ݅とదԠ・ྔݮ� � 合ಉಛผاը
� 5��খ田 ༃  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞ ହ � ෛՙݧࢼͰみͨྔݮ・ँվળ手術ޙのΠンεリン分泌͓ΑͼのਪҠ � 一般ޱԋ
� ���石岡 लج  ക༢ ߊ  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  二֊ य़߳  ยۅ উ߂  ླ��信  ळࢁ ༗࢙  岩୩��ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
� �ෲߢ鏡Լεリーϒ状ңআ術ޙのߢڳ༰ੵのม化とػٵݺվળޮՌ � ϙεター
� ���二֊ य़߳  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լεリーϒ状ңআ術ʹ͓͚Δ

非Ξϧίーϧੑࢷੑ؊Ԍの ԌվળޮՌ � ϙεター
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  石֞ ହ  ʑࠤ ষ � リϐドミクεղੳかΒ

վળのϝΧニζϜো߁療ޮՌとංຬؔ࿈݈࣏ँվળ手術の・ྔݮͨݟ � ϙεター
� �ࠤˎ ʑ ষ � 合ಉγンϙδウϜ2 ංຬ࣏療のトϥンδッγϣン 	内科かΒ外科ɺ外科かΒ内科 
� 座長
� �ࠤˎ ʑ ষ � ϥンνϣンセミφー11 内ەࡉ・内ڥとँ࣬ױ ʙ߃常ੑҡ࣋ʹ͓͚Δ乳ەࢎのׂʙ � 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � +450 一般ԋ 
ԋ5ޱ	 ͦのଞのංຬ合ซ � 座長

The 43rd Annual Meeting of the Japan Society for the Study of Obesity International Satellite Symposium The 5Gs 
on Obesity and Diabetes Research, Okinawa, 2022/12/01
� ���6NFNVSB " 4BTBLJ "� %ZOBNJD DIBOHFT PG UIF 5(T CZ NFUBCPMJD TVSHFSZ BOE UIF 5(T` JNQPSUBOU SPMF GPS JNQSPWJOH

DPNPSCJEJUJFT� 4FTTJPO

国際学会発表
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� ���ҏ౻ ฏߒ  ੴԬ लج  ԘҪ ٛ༟  ʑࠤ ষ � ͨͬߦ࣠೧సʹରͯ͠ճ部আΛ݁ߦ্ � ྫ � ࢽࡶख医学ؠ 2022ʀ��	�
ɿ�����
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和文論文

国内学会発表
ୈ 24ճɾୈ 25ճຊපଶӫཆֶձֶ࣍ज़ूձ ژ� �2022�01�28ʙ 01�30
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  石岡 लج  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  石֞ ହ  ʑࠤ ষ � ँվળ・ྔݮ
� �手術Λͨ͠ߦࢪຊਓߴංຬऀױ؊生ݕの病ཧ৫学తݕ౼かΒͨݟ৽ͨͳݟとͦのҙ義 � 一般ޱԋ
� ���ఱ ྯ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � のऀױޙ術؞ңऀྸߴ 術20ޙ-ʹ͓͚Δิதӹؾ౬の༗༻ੑ � γンϙδウϜ

ୈ 94ճຊңֶ؞ձ૯ձ �ԣ �2022�03�02ʙ 03�04
� ���$IJCB 5 :PTIJEB & ,ZVOP 5 ,BXBHJTIJ 3 4BUP , ,POP 5 ,JNVSB 5 :POF[BXB ) 'VOBUP 0 ,PCBZBTIJ . 5BLBHBOF "�

$POWFSTJPO TVSHFSZ GPS VOSFTFDUBCMF BEWBODFE HBTUSJD DBODFS� 1PTUFS
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � /JWPMVNBC Λؚんͩ化学療๏ʹΑΓ長ظޭΛಘΒΕ͍ͯΔऀྸߴの

4UBHF *7 ਐߦң؞の1ྫ � ϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
� �ࠤ ʑ ষ � ロボットࢧԉԼෲߢ鏡Լ༓門ଆңআ術の࣏療成 � ϙεター
� ���成 ༔  ʑࠤ ষ � ."-5リンύजʹ合ซͨ͠ૣظң؞の一ྫ � ϙεター
� 5��二֊ य़߳  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � /JWPMVNBC 療๏の長ظޭʹΑΓ$POWFSTJPO 4VSHFSZ Λͨ͠ߦࢪ
� �আෆਐߦң؞の一ྫ � 一般ޱԋ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
� �ࠤ ʑ ষ � 4JEF�0WFSMBQ ๏Λ༻͍ͨෲߢ鏡Լ門ଆңআ術の࣏療成 � 一般ޱԋ
� ˎ�ං田 հܓ � ԋޱ �� ؞ңऀྸߴ 2� 座長

ୈ 58ճຊෲ෦ٸٹҩֶձ૯ձ �౦ژ �2022�03�24ʙ 03�25
� ���ౡ ౸ਅ  石ࠇ อ  藤ࣾ ษ  Ѩ部 ܆  ٢田 ప � อଘత࣏療ͰվળಘΒΕͳかͬͨ門຺ؾजΛ͏ด࠹の術ޙ合部ࡥڱʹର͠
� �εςロΠドが༗ޮͰ͋ͬͨ1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � ୯ࣜෲߢ鏡Լ十二ࢦۭ合術Λͨ͠ߦࢪ
� �上ؒບಈ຺ީ܈の 1 ྫ � 一般ޱԋ

ୈ 42ճຊංຬֶձɾୈ 39ճຊංຬֶྍ࣏ձֶज़ूձ �ԣ �2022�03�26ʙ 03�27
� ���Ӊํ ࢠ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ � ංຬの一ྫߴ合ซతোܰͨͬߦ৷͠ɺଟ৬छʹΑΔαϙートΛʹޙँվળ手術・ྔݮ �
� �一般ޱԋ
� ���成 信ޗ  ക༢ ߊ  ڮߴ ᚸਓ  石岡 लج  二֊ य़߳  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
� ڹӨ͢΅ٴʹػ๔ࡉとᢄЌٵݺແ࣌ਭੑ࠹ँվળ手術がด・ྔݮ� � 一般ޱԋ
� �ߴ�� ڮ ᚸਓ  ക༢ ߊ  成 信ޗ  石岡 लج  二֊ य़߳  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
� ڹँʹ༩͑ΔӨࢎࢷँվળ手術が・ྔݮ� � 一般ޱԋ
� �ࠤ�� ʑ ষ  ക༢ ߊ  二֊ य़߳  成 信ޗ  ڮߴ ᚸ一  石岡 लج  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ �
� ४جँվળ手術のಋೖཁ݅とదԠ・ྔݮ� � 合ಉಛผاը
� 5��খ田 ༃  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞ ହ � ෛՙݧࢼͰみͨྔݮ・ँվળ手術ޙのΠンεリン分泌͓ΑͼのਪҠ � 一般ޱԋ
� ���石岡 लج  ക༢ ߊ  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  二֊ य़߳  ยۅ উ߂  ླ��信  ळࢁ ༗࢙  岩୩��ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
� �ෲߢ鏡Լεリーϒ状ңআ術ޙのߢڳ༰ੵのม化とػٵݺվળޮՌ � ϙεター
� ���二֊ य़߳  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լεリーϒ状ңআ術ʹ͓͚Δ

非Ξϧίーϧੑࢷੑ؊Ԍの ԌվળޮՌ � ϙεター
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  石֞ ହ  ʑࠤ ষ � リϐドミクεղੳかΒ
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� �手術Λͨ͠ߦࢪຊਓߴංຬऀױ؊生ݕの病ཧ৫学తݕ౼かΒͨݟ৽ͨͳݟとͦのҙ義 � 一般ޱԋ
� ���ఱ ྯ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � のऀױޙ術؞ңऀྸߴ 術20ޙ-ʹ͓͚Δิதӹؾ౬の༗༻ੑ � γンϙδウϜ

ୈ 94ճຊңֶ؞ձ૯ձ �ԣ �2022�03�02ʙ 03�04
� ���$IJCB 5 :PTIJEB & ,ZVOP 5 ,BXBHJTIJ 3 4BUP , ,POP 5 ,JNVSB 5 :POF[BXB ) 'VOBUP 0 ,PCBZBTIJ . 5BLBHBOF "�

$POWFSTJPO TVSHFSZ GPS VOSFTFDUBCMF BEWBODFE HBTUSJD DBODFS� 1PTUFS
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � /JWPMVNBC Λؚんͩ化学療๏ʹΑΓ長ظޭΛಘΒΕ͍ͯΔऀྸߴの

4UBHF *7 ਐߦң؞の1ྫ � ϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
� �ࠤ ʑ ষ � ロボットࢧԉԼෲߢ鏡Լ༓門ଆңআ術の࣏療成 � ϙεター
� ���成 ༔  ʑࠤ ষ � ."-5リンύजʹ合ซͨ͠ૣظң؞の一ྫ � ϙεター
� 5��二֊ य़߳  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � /JWPMVNBC 療๏の長ظޭʹΑΓ$POWFSTJPO 4VSHFSZ Λͨ͠ߦࢪ
� �আෆਐߦң؞の一ྫ � 一般ޱԋ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
� �ࠤ ʑ ষ � 4JEF�0WFSMBQ ๏Λ༻͍ͨෲߢ鏡Լ門ଆңআ術の࣏療成 � 一般ޱԋ
� ˎ�ං田 հܓ � ԋޱ �� ؞ңऀྸߴ 2� 座長
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ɿ�������
� ���ా ଜ ໌ੜ  Ҫా ӯ༎  Ճ౻ ݈Ұ  ੴా ೭  ୩ ԝڡ  ੁҪ ༗  ৽ా ߒ  ٢Ԭ ߒ �【ෲ部ͷ࠷৽ը૾報 2022】ਁ५ੑᢄ؞Λऔ

ΓғΉΑ͏ʹଘݾࣗͨ͠ࡏ໔ӸੑᢄԌͷ � ྫ � ྟচ์ࣹઢ 2022ʀ��	�
ɿ�������
� ���ࡔ ཧࡾ  ௗ୩ ༸ӈ  Ӭ௩ ਅ  大ઘ ஐ࢙  ྊҪ ढ़Ұ  ԕ౻ ণथ  ळࢁ ༗࢙  ాࢁ फ़  ਿຊ ྄  ্ਿ ݑ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗  দຊ ओ೭ �

【ಛघܕң؞ � ৫ൃੜͱڸࢹஅ】ңϦϯύਁٿ५؞ͷڸࢹஅ &QTUFJO�#BSS Πϧεؔ࿈ң؞Λத৺ʹ � ңͱ 2022ʀ��	�
ɿ
�22���0

� ���ԘҪ ٛ༟  ੴԬ लج  ౡ ౸ਅ  ԕ ઍਘ  ౻ࠤ Ұ � ਓ৺ഏͷૹ݂ΧχϡʔϨૠೖʹΑΔܘ部ෲนᚄࠟϔϧχΞΛ 5"11 ๏Ͱम෮
ͨ͠ � ྫ � ຊڸࢹ外科学ձࢽࡶ 2022ʀ2�	�
ɿ�������

�����ຊ ູ  ྛ Ѫࢠ  ాத ஐ༸  શ ହ  ྛ लथ  ּؒ య  ᜊ ްਓ  ʑࠤ ষ  Ԭॅ ৻Ұ  দݪ ༟ٱ  ཾ Ұ  ༺ංຬ外科ͷదऀྸߴ
ҕһձ � ౼ݕɾँվળखज़ͷదԠ年ྸʹؔ͢Δྔݮ ංຬ外科खज़ͷదԠͷϫʔΩϯάάϧʔϓऀྸߴʹංຬ外科ͷద༻ҕһձͳΒͼऀྸߴ
͔Βͷ報ࠂ � ංຬྍ࣏学ల 2022ʀ�0	�
ɿ2��

�����খྛ Ί͙Έ   ढ़༟  ాۚ ܙ  খࣉ ઍՆ  ݹ ͻΖΈ  ੴ ݈  ླ ৴  ʑࠤ ষ � ᡦܜ室আ͓Αͼᡦൽෘᚈઃ͕༗༻Ͱ
  ͋ ͬͨ .FOLFT පͷ � ྫ � ຊখࣇൻث科学ձࢽࡶ 2022ʀ�2	�

�����ࢁ ؽ  ૬ݪ ೭߂  ക༢ ߊ  大 ਸ࢘  ڮ ত � ຊʹ͓͚Δංຬ � ँҟৗʹର͢Δ外科తɾڸࢹతྍ࣏ͷҙٛͱల � ຊফԽث

ප学ձࢽࡶ 2022ʀ���	�0
ɿ�����2�
�����ยۅ উ߂  ৽ా ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ా 大थ  ʑࠤ ষ � खज़खٕ Լ大੩຺ӈԑͰͷ؊࡞ૢ্ڍΛ༻͍ͨલํΞϓϩʔνʹΑΔ
  ෲڸߢԼ؊ӈ༿আज़ � खज़ 2022ʀ��	��
ɿ��2����2�
�����ా 大थ  ৽ా ߒ �【ज़લը૾ͷಡΈղ͖ΨΠυ � త֬ͳज़ࣜબͱղѲͷͨΊʹ】؊ଁ ෲڸߢԼ؊தԝೋ۠Ҭআ ղѲͱज़த

ॴݟ � ྟচ外科 2022ʀ��	��
ɿ2�0�2��
��5��খྛ Ί͙Έ  ླ ৴  ాۚ ܙ  ിࢁ ݩ  ʑࠤ ষ � ෲڸߢซ༻Ͱͨ͠ྍ࣏খࣇ大଼ϔϧχΞͷ � உྫࣇ � ࢽࡶख医学ؠ 2022ʀ��	�
ɿ

������0

和文論文

国内学会発表
ୈ 24ճɾୈ 25ճຊපଶӫཆֶձֶ࣍ज़ूձ ژ� �2022�01�28ʙ 01�30
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  石岡 लج  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  石֞ ହ  ʑࠤ ষ � ँվળ・ྔݮ
� �手術Λͨ͠ߦࢪຊਓߴංຬऀױ؊生ݕの病ཧ৫学తݕ౼かΒͨݟ৽ͨͳݟとͦのҙ義 � 一般ޱԋ
� ���ఱ ྯ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � のऀױޙ術؞ңऀྸߴ 術20ޙ-ʹ͓͚Δิதӹؾ౬の༗༻ੑ � γンϙδウϜ

ୈ 94ճຊңֶ؞ձ૯ձ �ԣ �2022�03�02ʙ 03�04
� ���$IJCB 5 :PTIJEB & ,ZVOP 5 ,BXBHJTIJ 3 4BUP , ,POP 5 ,JNVSB 5 :POF[BXB ) 'VOBUP 0 ,PCBZBTIJ . 5BLBHBOF "�

$POWFSTJPO TVSHFSZ GPS VOSFTFDUBCMF BEWBODFE HBTUSJD DBODFS� 1PTUFS
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � /JWPMVNBC Λؚんͩ化学療๏ʹΑΓ長ظޭΛಘΒΕ͍ͯΔऀྸߴの

4UBHF *7 ਐߦң؞の1ྫ � ϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
� �ࠤ ʑ ষ � ロボットࢧԉԼෲߢ鏡Լ༓門ଆңআ術の࣏療成 � ϙεター
� ���成 ༔  ʑࠤ ষ � ."-5リンύजʹ合ซͨ͠ૣظң؞の一ྫ � ϙεター
� 5��二֊ य़߳  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � /JWPMVNBC 療๏の長ظޭʹΑΓ$POWFSTJPO 4VSHFSZ Λͨ͠ߦࢪ
� �আෆਐߦң؞の一ྫ � 一般ޱԋ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
� �ࠤ ʑ ষ � 4JEF�0WFSMBQ ๏Λ༻͍ͨෲߢ鏡Լ門ଆңআ術の࣏療成 � 一般ޱԋ
� ˎ�ං田 հܓ � ԋޱ �� ؞ңऀྸߴ 2� 座長

ୈ 58ճຊෲ෦ٸٹҩֶձ૯ձ �౦ژ �2022�03�24ʙ 03�25
� ���ౡ ౸ਅ  石ࠇ อ  藤ࣾ ษ  Ѩ部 ܆  ٢田 ప � อଘత࣏療ͰվળಘΒΕͳかͬͨ門຺ؾजΛ͏ด࠹の術ޙ合部ࡥڱʹର͠
� �εςロΠドが༗ޮͰ͋ͬͨ1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � ୯ࣜෲߢ鏡Լ十二ࢦۭ合術Λͨ͠ߦࢪ
� �上ؒບಈ຺ީ܈の 1 ྫ � 一般ޱԋ

ୈ 42ճຊංຬֶձɾୈ 39ճຊංຬֶྍ࣏ձֶज़ूձ �ԣ �2022�03�26ʙ 03�27
� ���Ӊํ ࢠ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ � ංຬの一ྫߴ合ซతোܰͨͬߦ৷͠ɺଟ৬छʹΑΔαϙートΛʹޙँվળ手術・ྔݮ �
� �一般ޱԋ
� ���成 信ޗ  ക༢ ߊ  ڮߴ ᚸਓ  石岡 लج  二֊ य़߳  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
� ڹӨ͢΅ٴʹػ๔ࡉとᢄЌٵݺແ࣌ਭੑ࠹ँվળ手術がด・ྔݮ� � 一般ޱԋ
� �ߴ�� ڮ ᚸਓ  ക༢ ߊ  成 信ޗ  石岡 लج  二֊ य़߳  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
� ڹँʹ༩͑ΔӨࢎࢷँվળ手術が・ྔݮ� � 一般ޱԋ
� �ࠤ�� ʑ ষ  ക༢ ߊ  二֊ य़߳  成 信ޗ  ڮߴ ᚸ一  石岡 लج  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ �
� ४جँվળ手術のಋೖཁ݅とదԠ・ྔݮ� � 合ಉಛผاը
� 5��খ田 ༃  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞ ହ � ෛՙݧࢼͰみͨྔݮ・ँվળ手術ޙのΠンεリン分泌͓ΑͼのਪҠ � 一般ޱԋ
� ���石岡 लج  ക༢ ߊ  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  二֊ य़߳  ยۅ উ߂  ླ��信  ळࢁ ༗࢙  岩୩��ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
� �ෲߢ鏡Լεリーϒ状ңআ術ޙのߢڳ༰ੵのม化とػٵݺվળޮՌ � ϙεター
� ���二֊ य़߳  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լεリーϒ状ңআ術ʹ͓͚Δ

非Ξϧίーϧੑࢷੑ؊Ԍの ԌվળޮՌ � ϙεター
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  石֞ ହ  ʑࠤ ষ � リϐドミクεղੳかΒ

վળのϝΧニζϜো߁療ޮՌとංຬؔ࿈݈࣏ँվળ手術の・ྔݮͨݟ � ϙεター
� �ࠤˎ ʑ ষ � 合ಉγンϙδウϜ2 ංຬ࣏療のトϥンδッγϣン 	内科かΒ外科ɺ外科かΒ内科 
� 座長
� �ࠤˎ ʑ ষ � ϥンνϣンセミφー11 内ەࡉ・内ڥとँ࣬ױ ʙ߃常ੑҡ࣋ʹ͓͚Δ乳ەࢎのׂʙ � 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � +450 一般ԋ 
ԋ5ޱ	 ͦのଞのංຬ合ซ � 座長

The 43rd Annual Meeting of the Japan Society for the Study of Obesity International Satellite Symposium The 5Gs 
on Obesity and Diabetes Research, Okinawa, 2022/12/01
� ���6NFNVSB " 4BTBLJ "� %ZOBNJD DIBOHFT PG UIF 5(T CZ NFUBCPMJD TVSHFSZ BOE UIF 5(T` JNQPSUBOU SPMF GPS JNQSPWJOH

DPNPSCJEJUJFT� 4FTTJPO

国際学会発表
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ୈ 111ճຊපཧֶձ૯ձ �ਆށ �2022�04�14ʙ 04�16
� ���ҏ藤 一༸  部ܐ ޫਖ਼  ਿຊ ྄  ݩڮ ຑ生  田ࢁ फ़  上ਿ ݑ  大௩ ت  ༄ थ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � సҠٴͼ非సҠ.JDSPTBUFMMJUF

TUBCMF पғ࣭ؒのཏతNFTTFOHFS؞と؞の؞大ܕ 3/"NJDSP 3/"ղੳ � 一般ޱԋ
� ���ҏ藤 ༐അ  部ܐ ޫਖ਼  ਿຊ ྄  ༄ थ  大௩ ت  ʑࠤ ষ  দຊ ओ೭  ླ   ੁҪ ༗ � 大͓؞Αͼۙ؞ਖ਼常೪ບの

NFTTFOHFS 3/"とNJDSP 3/"のཏతղੳ � ϙεター
� ݩڮ��� ຑ生  ҏ藤 一༸  ҏ藤 ༐അ  田ࢁ फ़  田ࢁ ൣ  ਿຊ ྄  部ܐ ޫਖ਼  上ਿ ݑ  ༄ थ  ੁҪ ༗ � 大ᝲ状腺؞の$"'͓Αͼ

&.5ؔ࿈നൃݱղੳʹجづ͘予ޙʹ͍ͭͯのݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ਿຊ ྄  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ҏ藤 一༸  ݩڮ ຑ生  ळࢁ ༗࢙  ༄ थ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 2� पғ࣭ؒの؞Δ͚͓ʹ؞ңߦਐظ

໔Ӹ৫化学తಛ͓Αͼ予ޙとのؔ࿈ੑのݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 122ճຊ֎Պֶձఆֶظज़ूձ ຊ۽� �2022�04�14ʙ 04�16
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ৯ಓ؞ʹର͢Δ/JWPMVNBC の࣏療成 � σδタϧϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  大௩ ت  ৽田 ߒ  ଜ ༞ี 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δଟ৬छνーϜհೖʹΑΔ合ซ予防のऔΓみ � σδタϧϙεター
� ���ਗ਼ ਅॹ  ؛ ྋࢠ  大௩ ت؍  田ޱ ᡨଠ  ٢田 ӯ࢘  ٴ ࿕  藤ࠤ ܛ  Տ ߶  ઍ༿ ৎ  ଜ ݩ૱  ถᖒ ਔࢤ  ᢠ ࣏  ૣ ળ 

খྛ ৻  ۚߴ ໌య �ʮए年ൃɺಉੑ࣌ଟൃ乳؞ɺՈྺΑΓҨੑ乳؞ཛ؞ީ܈がٙわΕͨ一ྫʯ� 一般ޱԋ
� ���成 ༔  ୨ڮ ༸ଠ  石ڮ ਖ਼久  ڮߴ ᚸਓ  Ճ藤 久ਔ೭  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 上部消化ἥʹ͓͚Δ院の成と術ܦޙաํのݕ౼ �

σδタϧϙεター
� 5��石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  খদ ӳ໌  二ළ   藤 ࡾݡ  ʑࠤ ষ � 院ༀࡎ師のอݥༀہʹର͢Δҙࣝௐࠪ � σδタϧϙεター
� ���藤ᖒ ྑհ  ळࢁ ༗࢙  田ۚ ܙ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � ৯ಓἷฏ上ൽ؞ʹର͢Δ์ࣹઢরࣹޙのѱੑࡥڱの؇తۚଐεςントཹஔの҆શੑのݕ౼ � σδタϧϙεター
� ���二֊ य़߳  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ �

院ʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δ࣏療બのݱ状と՝ � σδタϧϙεター
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢Δңશ

ఠ術ظૣޙの0SBM /VUSJUJPOBM 4VQQMFNFOUT の҆શੑのݕ౼ � σδタϧϙεター
� ���八ॏֽ ਸ਼య� %JHJUBM 1$3ʹΑΔDU%/"ϞニタリンάΛ༻͍ͨ大؞ԕִసҠআྫの予ޙ予ଌҼࢠのݕ౼� ຊ外科学会ྟচ研究ॿ成

ͼए手外科医のͨΊのྟচ研究ॿ成ٴ � 成Ռൃද・授ࣜ
�����田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ʑࠤ ষ � 63�-" ᢄ؞ʹର͢Δ৽ͨͳ

療ઓུ࣏ � σδタϧϙεター
�����ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ʑࠤ ষ �

؊ଁ手術ʹ͓͚Δ .VMUJMJOFBHF�%J⒎FSFOUJBUJOH 4USFTT�&OEVSJOH $FMMT 	.VTF ๔ࡉ 
 ಈଶのղੳ � ϫークγϣッϓ
ڮ∁����� ஐࢠ  岩୩ ַ  八ॏֽ ਸ਼య  ଜ ݩ૱  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ༗٢ ༎  藤ᖒ ྑհ  খઘ ༏߳  ԕ藤 ོ࢙  大௩ ت  ʑࠤ ষ � $JSDVMBUJOH

5VNPS %/"Λ༻͍ͨ大؞術ޙαーϕΠϥンεʹ͓͚Δ $5 のՄੑʹؔ͢Δ研究ݮࠪݕ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � αーδΧϧϑΥーϥϜ ৯ಓ � प術ظཧ � 会࢘

ୈ 65ճຊපֶձֶ࣍ज़ूձ �ਆށ �2022�05�12ʙ 05�14
� ���٢田 ֆཬࢠ  長୩ ๛  藤ࠤ ·Γの  外ؘ ༞հ  ઍ田 Ѫ  ୩ ਅཧ  খ田 ༃  長ᖒ 幹  ຊؒ ത೭  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞ ହ � ଓ࣋

݂ϞニタリンάΛ༻͍ͨεリーϒ状ңআ術લޙͰの݂ϓロϑΝΠ ϧのධՁ � 一般ޱԋ
� �ࠤ�� ʑ ষ  ക༢ ߊ  石֞ ହ � ංຬ のలޙࠓ状とݱँվળ手術の・ྔݮ病ʹର͢Δܕ2 � γンϙδウϜ
� ޱࢁ��� ਸ  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  内藤 ߶  দݪ 久༟  ԣ手 ଠ  岡ॅ ৻一  ӎ ஐ  ຊࢁ   ଠ田 ਖ਼೭  石֞ ହ  ּؒ య  ؔ ༸հ 

⁋ ݩ  നҪ 厚࣏  宮࡚ ߂҆  ਖ਼   Ӭࢁ 大二  ཾ 一 � εリーϒ状ңআ術ޙの病ൃ࠶の࣮ଶとد༩Ҽࢠ 	ଟࢪઃڞಉ研究
+�4."35αϒղੳ 
� 一般ޱԋ

� ���ຊ ູ  ྛ Ѫࢠ  田த ஐ༸  શ ହ  ྛ लथ  ּؒ య  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  岡ॅ ৻一  দݪ 久༟  ཾ 一 � ऀױංຬߴऀྸߴ
のྔݮ・ँվળ手術ʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

� 5��ᬒ ߂߁  ޱࢁ ਸ  田த ᠳ  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  内藤 ߶  দݪ 久༟  ԣ手 ଠ  岡ॅ ৻一  ӎ ஐ  ຊࢁ   ଠ田 ਖ਼೭  石֞ ହ 
ּؒ య  ؔ ༸հ  ⁋ ݩ  നҪ 厚࣏  宮࡚ ߂҆  ਖ਼   Ӭࢁ 大二  ཾ 一 � খൃظࣇのߴංຬऀױのಛとྔݮ・ँ
վળ手術の成ʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 59ճຊখࣇ֎Պֶձֶज़ूձ �౦ژ �2022�05�19ʙ 05�21
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  内 ढ़༟  田ۚ ܙ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ࡦಋ医育成のͨΊのରࢦ外科ࣇখͨͬߦʹؒظࡏಋ医ෆࢦ � ϫークγϣッϓ
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  田ۚ ܙ  ௗ୩ ༝ࢠو  দຊ ರ  ླ 信  ʑࠤ ষ � がःஅさΕ͍ͯͨߢ಄とҺ಄ߢޱ  ・ͳখֺك
� 成の一ྫܗ಄� � 一般ޱԋ

ୈ 37ճຊྟচӫཆँֶձֶज़ूձ �ԣ �2022�05�31ʙ 06�01
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  ക༢ ߊ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞術ޙのૣઁޱܦظऔの҆શੑの

౼ݕ � ཁԋ

ۀڀݚ

� ���ക༢ ߊ  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ʑࠤ ষ � ەࡉ内・内ߢޱのޙ鏡Լεリーϒ状ңআ術ߢର͢Δෲʹऀױංຬߴ のม化とྔݮ・ँ
վળޮՌ � γンϙδウϜ

ୈ 64ճຊҩֶձֶज़ूձ �େࡕ �2022�06�02ʙ 06�04
� ���ຊ ູ  ྛ Ѫࢠ  田த ஐ༸  શ ହ  ྛ लथ  ּؒ య  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  岡ॅ ৻一  ཾ 一 � ߴऀྸߴँվળ手術の・ྔݮ

ංຬऀױʹର͢ΔదԠʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 20ճຊϔϧχΞֶձֶज़ूձ �ԣ �2022�06�03ʙ 06�04
� ���٠ ࢘ߊ  ക༢ ߊ  ఱ ྯ  長 ༐ਓ  田 大थ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ए手外科医ʹとͬͯのෲߢ鏡Լܘ

ϔϧニΞ手術 	5"11๏ 
� ϙεター
� ���ଜ ӳ৳  ʑࠤ ষ � ,VHFM ๏と教育のల � εϙンαードγンϙδウϜ
� ���大ࢁ ݈一  Ճ藤 久ਔ久  上 ѥࢠل  ਿଜ   ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ιέΠϔϧニΞྫʹର͢Δൃ࠶ 5"11๏のݕ౼ � ύωϧ

σΟεΧッγϣン
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ଜ ӳ৳  ਢ藤 ོ೭  藤ݪ 久و  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � ϔϧニΞܘൃ࠶

ʹର͢Δ5"11๏ʹΑΔ3&1"*3 の࣮ફ � ύωϧσΟεΧッγϣン
� �ࠤˎ ʑ ষ � 学生・ॳظ研म医セッγϣン � 座長

ୈ 34ճຊ؊ᢄ֎Պֶձɾֶज़ूձ �দࢁ �2022�06�10ʙ 06�11
� ���"OEP 5 "NBOP 4 5BLFEB % 6NFNVSB " ,BOOP 4 ,BUBHJSJ ) /JUUB )� 1BODSFBUJDPEVPEFOFDUPNZ GPS CJMF EVDU DBODFS JO

QBUJFOU XJUI TJUVT JOWFSTVT UPUBMJT� SFQPSU PG SBSF��DBTF� 1PTUFS
� ���,BOOP 4 /JUUB ) ,BUBHJSJ ) 6NFNVSB " 5BLFEB % /BHBTF : "OEP 5 "NBOP 4 ,JLVDIJ , 4BTBLJ "� 5SFBUNFOU

PVUDPNFT GPS TUBHF 1 QBODSFBUJD DBODFS� 1PTUFS
� ���/JUUB )� -FBSO GSPN UIF &YQFSUT �)PX XF "QQSPBDI $IBMMFOHJOH -BQBSPTDPQJD .BKPS��)FQBUFDUPNJFT�� -VODIFPO 4FNJOBS
� ���/JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "NBOP 4 "OEP 5 "LJZBNB : 0UTVLB , 4BTBLJ "� 5JQT BOE QJUGBMMT GPS

MBQBSPTDPQJD SFQFBUFE IFQBUJD SFTFDUJPO� 7JEFP 4ZNQPTJVN
� 5��/JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "OEP 5 4BTBLJ "� $PNQBSJTPO PG UIF QFSJPQFSBUJWF PVUDPNFT CFUXFFO

QVSF MBQBSPTDPQJD EPOPS IFQBUFDUPNZ BOE��MBQBSPTDPQZ�BTTJTUFE EPOPS IFQBUFDUPNZ� 7JEFP 4ZNQPTJVN
� ���5BLFEB % /JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " /BHBTF ) "NBOP 4 4BTBLJ "� 5IF TJHOJpDBODF PG NVMUJEJTDJQMJOBSZ

UIFSBQZ GPS 63�-" QBODSFBUJD DBODFS� 1PTUFS
� ���6NFNVSB " /JUUB ) 5BLBIBSB 5 )BTFHBXB : ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 5BLFEB % /BHBTF ) "OEP 5 "NBOP 4 ,JLVDIJ ,

4BTBLJ "� #FOFpUT PG TFDPOE TUBHF MBQBSPTDPQJD QBODSFBUFDUPNZ GPS CPSEFSMJOF UVNPST JO QBUJFOUTBGUFS� � MBQBSPTDPQJD
TMFFWF HBTUSFDUPNZ EVF UP TFWFSF PCFTJUZ� 1PTUFS

� ˎ�/JUUB )� &EVDBUJPOBM 7JEFPT 1� .PEFSBUPST

ୈ 47ճຊ֎Պܥ࿈߹ֶձֶज़ूձ �Ԭ �2022�06�15ʙ 06�17
� ���)BTIJNPUP . ,JZPLBXB . "NBOP 4 .BUTVJ : *TIJEB , ,PNBUTV ) 4BTBLJ "� 4UBUVT PG TFOUJOFM MZNQI OPEF BGUFS /"$ JO

D/0 CSFBTU DBODFS QBUJFOUT� +PJOU 4FTTJPO
� ���*XBTB 5 /JUUB ) 4VEP 5 'VKJXBSB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "NBOP 4 ,JLVDIJ , #BCB 4 "LJZBNB :

*XBZB 5 4V[VLJ . 0UTVLB , 4BTBLJ "� *OEPDZBOJOF HSFFO qVPSFTDFODF JNBHJOH EVSJOH MBQBSPTDPQJD EFSPPpOH� +PJOU 4FTTJPO
� ���*XBTBLJ 5 4VEP 5 'VKJXBSB ) "NBOP 4 5BOBIBTIJ : *LFEB , 4BTBLJ "� " DBTF PG .JSJ[[J TZOESPNF XJUI pTUVMB USFBUFE CZ

MBQBSPTDPQZ� +PJOU 4FTTJPO
� ���,JLVDIJ , ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % /BHBTF ) "NBOP 4 /JUUB ) 4BTBLJ "� %ZOBNJDT PG .VTF $FMMT JO

-JWFS 4VSHFSZ� +PJOU 4FTTJPO
� 5��,VNBHBJ ) 6NFNVSB " :BOBSJ 4 5BLBIBTIJ / /JLBJ ) ,BUBHJSJ ) 4V[VLJ . "LJZBNB : *XBZB 5 0UTVLB , /JUUB )

4BTBLJ "� -BQBSPTDPQJD TMFFWF HBTUSFDUPNZ JNQBDUT PO SFTQJSBUPSZ TZTUFN JO PCFTF QBUJFOUT� +PJOU 4FTTJPO
� ���/BPUP 5BLBIBTIJ )JSPZVLJ /JUUB )JSPLBUTV ,BUBHJSJ� %J⒏DVMUZ QSFEJDUPST PG MBQBSPTDPQJD IFQBUFDUPNZ GPS QPTUFSJPS TFDUPS

UVNPST� +PJOU 4FTTJPO
� ���0LVUTV . "LJZBNB : #BCB 4 /JLBJ ) &OEP ' 6NFNVSB " ,BUBHJSJ ) 4V[VLJ . *XBZB 5 /JUUB ) :BOBHBXB / 6FTVHJ /

4VHBJ 5 ,PFEB , 4BTBLJ "� *OUSB�BCEPNJOBM NFUBTUBTJT PG TRVBNPVT DFMM DBSDJOPNB PG VOLOPXO QSJNBSZ� +PJOU 4FTTJPO
� ���Ӊํ ࢠ  Ոࢯ ึࢤ  ڮߴ 一ࢬ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ � のසとಛऀױՃ૿࠶�年ʹ͓͚Δମॏޙँվળ手術・ྔݮ � ༏लԋ
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  Ԟ ඒཬ  ຊڮ ത໌  ҆อ ࢠ߂  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ൘࣋ ໌  ʑࠤ ষ � 院

ʹ͓͚Δಛఆߦҝ研मと研ममྃޙのޢ師のׂのݱ状と՝ � ϫークγϣッϓ
�����ԘҪ 義༟  石岡 लج  ԕ ઍਘ � ਓ৺ഏのૹ݂ΧニϡーϨૠೖʹΑΔܘ部ෲนᚄࠟϔϧニΞΛ5"11๏Ͱम෮ͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
�����成 信ޗ  খࣛ խത  ʑࠤ लࡦ  岩ࠤ ༑  藤ࠤ णึ  石田 ֜  Ҫ上 義ത  ʑࠤ ষ � ң石のߢڳἥഁΛͬͨ৯ಓഁ྾の1ྫ � 一般

ԋޱ
�����岩୩ ַ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ʑࠤ ஐࢠ  ௩  � ৯ಓ͓؞Αͼ大؞ʹ͓͚Δ DU%/"Ϟニタリンάのҙ義 � ϫークγϣッϓ
�ࠤ���� ʑ ষ � ँվળ手術のՄੑ・ྔݮ � εϙンαードγンϙδウϜ
�����ౡ ౸ਅ  石ࠇ อ  藤ࣾ ษ  Ѩ部 ܆  ٢田 ప � ᰍ部リンύઅ生ݕͰਛࡉ๔؞のసҠとؑผΛཁͨ͠甲状腺༷؞の1ྫ � 一般ޱԋ

ۀڀݚ

�� ۀڀݚ

ୈ 111ճຊපཧֶձ૯ձ �ਆށ �2022�04�14ʙ 04�16
� ���ҏ藤 一༸  部ܐ ޫਖ਼  ਿຊ ྄  ݩڮ ຑ生  田ࢁ फ़  上ਿ ݑ  大௩ ت  ༄ थ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � సҠٴͼ非సҠ.JDSPTBUFMMJUF

TUBCMF पғ࣭ؒのཏతNFTTFOHFS؞と؞の؞大ܕ 3/"NJDSP 3/"ղੳ � 一般ޱԋ
� ���ҏ藤 ༐അ  部ܐ ޫਖ਼  ਿຊ ྄  ༄ थ  大௩ ت  ʑࠤ ষ  দຊ ओ೭  ླ   ੁҪ ༗ � 大͓؞Αͼۙ؞ਖ਼常೪ບの

NFTTFOHFS 3/"とNJDSP 3/"のཏతղੳ � ϙεター
� ݩڮ��� ຑ生  ҏ藤 一༸  ҏ藤 ༐അ  田ࢁ फ़  田ࢁ ൣ  ਿຊ ྄  部ܐ ޫਖ਼  上ਿ ݑ  ༄ थ  ੁҪ ༗ � 大ᝲ状腺؞の$"'͓Αͼ

&.5ؔ࿈നൃݱղੳʹجづ͘予ޙʹ͍ͭͯのݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ਿຊ ྄  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ҏ藤 一༸  ݩڮ ຑ生  ळࢁ ༗࢙  ༄ थ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 2� पғ࣭ؒの؞Δ͚͓ʹ؞ңߦਐظ

໔Ӹ৫化学తಛ͓Αͼ予ޙとのؔ࿈ੑのݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 122ճຊ֎Պֶձఆֶظज़ूձ ຊ۽� �2022�04�14ʙ 04�16
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ৯ಓ؞ʹର͢Δ/JWPMVNBC の࣏療成 � σδタϧϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  大௩ ت  ৽田 ߒ  ଜ ༞ี 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δଟ৬छνーϜհೖʹΑΔ合ซ予防のऔΓみ � σδタϧϙεター
� ���ਗ਼ ਅॹ  ؛ ྋࢠ  大௩ ت؍  田ޱ ᡨଠ  ٢田 ӯ࢘  ٴ ࿕  藤ࠤ ܛ  Տ ߶  ઍ༿ ৎ  ଜ ݩ૱  ถᖒ ਔࢤ  ᢠ ࣏  ૣ ળ 

খྛ ৻  ۚߴ ໌య �ʮए年ൃɺಉੑ࣌ଟൃ乳؞ɺՈྺΑΓҨੑ乳؞ཛ؞ީ܈がٙわΕͨ一ྫʯ� 一般ޱԋ
� ���成 ༔  ୨ڮ ༸ଠ  石ڮ ਖ਼久  ڮߴ ᚸਓ  Ճ藤 久ਔ೭  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 上部消化ἥʹ͓͚Δ院の成と術ܦޙաํのݕ౼ �

σδタϧϙεター
� 5��石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  খদ ӳ໌  二ළ   藤 ࡾݡ  ʑࠤ ষ � 院ༀࡎ師のอݥༀہʹର͢Δҙࣝௐࠪ � σδタϧϙεター
� ���藤ᖒ ྑհ  ळࢁ ༗࢙  田ۚ ܙ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � ৯ಓἷฏ上ൽ؞ʹର͢Δ์ࣹઢরࣹޙのѱੑࡥڱの؇తۚଐεςントཹஔの҆શੑのݕ౼ � σδタϧϙεター
� ���二֊ य़߳  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ �

院ʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δ࣏療બのݱ状と՝ � σδタϧϙεター
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢Δңશ

ఠ術ظૣޙの0SBM /VUSJUJPOBM 4VQQMFNFOUT の҆શੑのݕ౼ � σδタϧϙεター
� ���八ॏֽ ਸ਼య� %JHJUBM 1$3ʹΑΔDU%/"ϞニタリンάΛ༻͍ͨ大؞ԕִసҠআྫの予ޙ予ଌҼࢠのݕ౼� ຊ外科学会ྟচ研究ॿ成

ͼए手外科医のͨΊのྟচ研究ॿ成ٴ � 成Ռൃද・授ࣜ
�����田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ʑࠤ ষ � 63�-" ᢄ؞ʹର͢Δ৽ͨͳ

療ઓུ࣏ � σδタϧϙεター
�����ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ʑࠤ ষ �

؊ଁ手術ʹ͓͚Δ .VMUJMJOFBHF�%J⒎FSFOUJBUJOH 4USFTT�&OEVSJOH $FMMT 	.VTF ๔ࡉ 
 ಈଶのղੳ � ϫークγϣッϓ
ڮ∁����� ஐࢠ  岩୩ ַ  八ॏֽ ਸ਼య  ଜ ݩ૱  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ༗٢ ༎  藤ᖒ ྑհ  খઘ ༏߳  ԕ藤 ོ࢙  大௩ ت  ʑࠤ ষ � $JSDVMBUJOH

5VNPS %/"Λ༻͍ͨ大؞術ޙαーϕΠϥンεʹ͓͚Δ $5 のՄੑʹؔ͢Δ研究ݮࠪݕ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � αーδΧϧϑΥーϥϜ ৯ಓ � प術ظཧ � 会࢘

ୈ 65ճຊපֶձֶ࣍ज़ूձ �ਆށ �2022�05�12ʙ 05�14
� ���٢田 ֆཬࢠ  長୩ ๛  藤ࠤ ·Γの  外ؘ ༞հ  ઍ田 Ѫ  ୩ ਅཧ  খ田 ༃  長ᖒ 幹  ຊؒ ത೭  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞ ହ � ଓ࣋

݂ϞニタリンάΛ༻͍ͨεリーϒ状ңআ術લޙͰの݂ϓロϑΝΠ ϧのධՁ � 一般ޱԋ
� �ࠤ�� ʑ ষ  ക༢ ߊ  石֞ ହ � ංຬ のలޙࠓ状とݱँվળ手術の・ྔݮ病ʹର͢Δܕ2 � γンϙδウϜ
� ޱࢁ��� ਸ  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  内藤 ߶  দݪ 久༟  ԣ手 ଠ  岡ॅ ৻一  ӎ ஐ  ຊࢁ   ଠ田 ਖ਼೭  石֞ ହ  ּؒ య  ؔ ༸հ 

⁋ ݩ  നҪ 厚࣏  宮࡚ ߂҆  ਖ਼   Ӭࢁ 大二  ཾ 一 � εリーϒ状ңআ術ޙの病ൃ࠶の࣮ଶとد༩Ҽࢠ 	ଟࢪઃڞಉ研究
+�4."35αϒղੳ 
� 一般ޱԋ

� ���ຊ ູ  ྛ Ѫࢠ  田த ஐ༸  શ ହ  ྛ लथ  ּؒ య  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  岡ॅ ৻一  দݪ 久༟  ཾ 一 � ऀױංຬߴऀྸߴ
のྔݮ・ँվળ手術ʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

� 5��ᬒ ߂߁  ޱࢁ ਸ  田த ᠳ  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  内藤 ߶  দݪ 久༟  ԣ手 ଠ  岡ॅ ৻一  ӎ ஐ  ຊࢁ   ଠ田 ਖ਼೭  石֞ ହ 
ּؒ య  ؔ ༸հ  ⁋ ݩ  നҪ 厚࣏  宮࡚ ߂҆  ਖ਼   Ӭࢁ 大二  ཾ 一 � খൃظࣇのߴංຬऀױのಛとྔݮ・ँ
վળ手術の成ʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 59ճຊখࣇ֎Պֶձֶज़ूձ �౦ژ �2022�05�19ʙ 05�21
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  内 ढ़༟  田ۚ ܙ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ࡦಋ医育成のͨΊのରࢦ外科ࣇখͨͬߦʹؒظࡏಋ医ෆࢦ � ϫークγϣッϓ
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  田ۚ ܙ  ௗ୩ ༝ࢠو  দຊ ರ  ླ 信  ʑࠤ ষ � がःஅさΕ͍ͯͨߢ಄とҺ಄ߢޱ  ・ͳখֺك
� 成の一ྫܗ಄� � 一般ޱԋ

ୈ 37ճຊྟচӫཆँֶձֶज़ूձ �ԣ �2022�05�31ʙ 06�01
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  ക༢ ߊ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞術ޙのૣઁޱܦظऔの҆શੑの

౼ݕ � ཁԋ

� ���ക༢ ߊ  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ʑࠤ ষ � ەࡉ内・内ߢޱのޙ鏡Լεリーϒ状ңআ術ߢର͢Δෲʹऀױංຬߴ のม化とྔݮ・ँ
վળޮՌ � γンϙδウϜ

ୈ 64ճຊҩֶձֶज़ूձ �େࡕ �2022�06�02ʙ 06�04
� ���ຊ ູ  ྛ Ѫࢠ  田த ஐ༸  શ ହ  ྛ लथ  ּؒ య  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  岡ॅ ৻一  ཾ 一 � ߴऀྸߴँվળ手術の・ྔݮ

ංຬऀױʹର͢ΔదԠʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 20ճຊϔϧχΞֶձֶज़ूձ �ԣ �2022�06�03ʙ 06�04
� ���٠ ࢘ߊ  ക༢ ߊ  ఱ ྯ  長 ༐ਓ  田 大थ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ए手外科医ʹとͬͯのෲߢ鏡Լܘ

ϔϧニΞ手術 	5"11๏ 
� ϙεター
� ���ଜ ӳ৳  ʑࠤ ষ � ,VHFM ๏と教育のల � εϙンαードγンϙδウϜ
� ���大ࢁ ݈一  Ճ藤 久ਔ久  上 ѥࢠل  ਿଜ   ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ιέΠϔϧニΞྫʹର͢Δൃ࠶ 5"11๏のݕ౼ � ύωϧ

σΟεΧッγϣン
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ଜ ӳ৳  ਢ藤 ོ೭  藤ݪ 久و  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � ϔϧニΞܘൃ࠶

ʹର͢Δ5"11๏ʹΑΔ3&1"*3 の࣮ફ � ύωϧσΟεΧッγϣン
� �ࠤˎ ʑ ষ � 学生・ॳظ研म医セッγϣン � 座長

ୈ 34ճຊ؊ᢄ֎Պֶձɾֶज़ूձ �দࢁ �2022�06�10ʙ 06�11
� ���"OEP 5 "NBOP 4 5BLFEB % 6NFNVSB " ,BOOP 4 ,BUBHJSJ ) /JUUB )� 1BODSFBUJDPEVPEFOFDUPNZ GPS CJMF EVDU DBODFS JO

QBUJFOU XJUI TJUVT JOWFSTVT UPUBMJT� SFQPSU PG SBSF��DBTF� 1PTUFS
� ���,BOOP 4 /JUUB ) ,BUBHJSJ ) 6NFNVSB " 5BLFEB % /BHBTF : "OEP 5 "NBOP 4 ,JLVDIJ , 4BTBLJ "� 5SFBUNFOU

PVUDPNFT GPS TUBHF 1 QBODSFBUJD DBODFS� 1PTUFS
� ���/JUUB )� -FBSO GSPN UIF &YQFSUT �)PX XF "QQSPBDI $IBMMFOHJOH -BQBSPTDPQJD .BKPS��)FQBUFDUPNJFT�� -VODIFPO 4FNJOBS
� ���/JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "NBOP 4 "OEP 5 "LJZBNB : 0UTVLB , 4BTBLJ "� 5JQT BOE QJUGBMMT GPS

MBQBSPTDPQJD SFQFBUFE IFQBUJD SFTFDUJPO� 7JEFP 4ZNQPTJVN
� 5��/JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "OEP 5 4BTBLJ "� $PNQBSJTPO PG UIF QFSJPQFSBUJWF PVUDPNFT CFUXFFO

QVSF MBQBSPTDPQJD EPOPS IFQBUFDUPNZ BOE��MBQBSPTDPQZ�BTTJTUFE EPOPS IFQBUFDUPNZ� 7JEFP 4ZNQPTJVN
� ���5BLFEB % /JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " /BHBTF ) "NBOP 4 4BTBLJ "� 5IF TJHOJpDBODF PG NVMUJEJTDJQMJOBSZ

UIFSBQZ GPS 63�-" QBODSFBUJD DBODFS� 1PTUFS
� ���6NFNVSB " /JUUB ) 5BLBIBSB 5 )BTFHBXB : ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 5BLFEB % /BHBTF ) "OEP 5 "NBOP 4 ,JLVDIJ ,

4BTBLJ "� #FOFpUT PG TFDPOE TUBHF MBQBSPTDPQJD QBODSFBUFDUPNZ GPS CPSEFSMJOF UVNPST JO QBUJFOUTBGUFS� � MBQBSPTDPQJD
TMFFWF HBTUSFDUPNZ EVF UP TFWFSF PCFTJUZ� 1PTUFS

� ˎ�/JUUB )� &EVDBUJPOBM 7JEFPT 1� .PEFSBUPST

ୈ 47ճຊ֎Պܥ࿈߹ֶձֶज़ूձ �Ԭ �2022�06�15ʙ 06�17
� ���)BTIJNPUP . ,JZPLBXB . "NBOP 4 .BUTVJ : *TIJEB , ,PNBUTV ) 4BTBLJ "� 4UBUVT PG TFOUJOFM MZNQI OPEF BGUFS /"$ JO

D/0 CSFBTU DBODFS QBUJFOUT� +PJOU 4FTTJPO
� ���*XBTB 5 /JUUB ) 4VEP 5 'VKJXBSB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "NBOP 4 ,JLVDIJ , #BCB 4 "LJZBNB :

*XBZB 5 4V[VLJ . 0UTVLB , 4BTBLJ "� *OEPDZBOJOF HSFFO qVPSFTDFODF JNBHJOH EVSJOH MBQBSPTDPQJD EFSPPpOH� +PJOU 4FTTJPO
� ���*XBTBLJ 5 4VEP 5 'VKJXBSB ) "NBOP 4 5BOBIBTIJ : *LFEB , 4BTBLJ "� " DBTF PG .JSJ[[J TZOESPNF XJUI pTUVMB USFBUFE CZ

MBQBSPTDPQZ� +PJOU 4FTTJPO
� ���,JLVDIJ , ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % /BHBTF ) "NBOP 4 /JUUB ) 4BTBLJ "� %ZOBNJDT PG .VTF $FMMT JO

-JWFS 4VSHFSZ� +PJOU 4FTTJPO
� 5��,VNBHBJ ) 6NFNVSB " :BOBSJ 4 5BLBIBTIJ / /JLBJ ) ,BUBHJSJ ) 4V[VLJ . "LJZBNB : *XBZB 5 0UTVLB , /JUUB )

4BTBLJ "� -BQBSPTDPQJD TMFFWF HBTUSFDUPNZ JNQBDUT PO SFTQJSBUPSZ TZTUFN JO PCFTF QBUJFOUT� +PJOU 4FTTJPO
� ���/BPUP 5BLBIBTIJ )JSPZVLJ /JUUB )JSPLBUTV ,BUBHJSJ� %J⒏DVMUZ QSFEJDUPST PG MBQBSPTDPQJD IFQBUFDUPNZ GPS QPTUFSJPS TFDUPS

UVNPST� +PJOU 4FTTJPO
� ���0LVUTV . "LJZBNB : #BCB 4 /JLBJ ) &OEP ' 6NFNVSB " ,BUBHJSJ ) 4V[VLJ . *XBZB 5 /JUUB ) :BOBHBXB / 6FTVHJ /

4VHBJ 5 ,PFEB , 4BTBLJ "� *OUSB�BCEPNJOBM NFUBTUBTJT PG TRVBNPVT DFMM DBSDJOPNB PG VOLOPXO QSJNBSZ� +PJOU 4FTTJPO
� ���Ӊํ ࢠ  Ոࢯ ึࢤ  ڮߴ 一ࢬ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ � のසとಛऀױՃ૿࠶�年ʹ͓͚Δମॏޙँվળ手術・ྔݮ � ༏लԋ
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  Ԟ ඒཬ  ຊڮ ത໌  ҆อ ࢠ߂  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ൘࣋ ໌  ʑࠤ ষ � 院

ʹ͓͚Δಛఆߦҝ研मと研ममྃޙのޢ師のׂのݱ状と՝ � ϫークγϣッϓ
�����ԘҪ 義༟  石岡 लج  ԕ ઍਘ � ਓ৺ഏのૹ݂ΧニϡーϨૠೖʹΑΔܘ部ෲนᚄࠟϔϧニΞΛ5"11๏Ͱम෮ͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
�����成 信ޗ  খࣛ խത  ʑࠤ लࡦ  岩ࠤ ༑  藤ࠤ णึ  石田 ֜  Ҫ上 義ത  ʑࠤ ষ � ң石のߢڳἥഁΛͬͨ৯ಓഁ྾の1ྫ � 一般

ԋޱ
�����岩୩ ַ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ʑࠤ ஐࢠ  ௩  � ৯ಓ͓؞Αͼ大؞ʹ͓͚Δ DU%/"Ϟニタリンάのҙ義 � ϫークγϣッϓ
�ࠤ���� ʑ ষ � ँվળ手術のՄੑ・ྔݮ � εϙンαードγンϙδウϜ
�����ౡ ౸ਅ  石ࠇ อ  藤ࣾ ษ  Ѩ部 ܆  ٢田 ప � ᰍ部リンύઅ生ݕͰਛࡉ๔؞のసҠとؑผΛཁͨ͠甲状腺༷؞の1ྫ � 一般ޱԋ

��



ۀڀݚ

ୈ 111ճຊපཧֶձ૯ձ �ਆށ �2022�04�14ʙ 04�16
� ���ҏ藤 一༸  部ܐ ޫਖ਼  ਿຊ ྄  ݩڮ ຑ生  田ࢁ फ़  上ਿ ݑ  大௩ ت  ༄ थ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � సҠٴͼ非సҠ.JDSPTBUFMMJUF

TUBCMF पғ࣭ؒのཏతNFTTFOHFS؞と؞の؞大ܕ 3/"NJDSP 3/"ղੳ � 一般ޱԋ
� ���ҏ藤 ༐അ  部ܐ ޫਖ਼  ਿຊ ྄  ༄ थ  大௩ ت  ʑࠤ ষ  দຊ ओ೭  ླ   ੁҪ ༗ � 大͓؞Αͼۙ؞ਖ਼常೪ບの

NFTTFOHFS 3/"とNJDSP 3/"のཏతղੳ � ϙεター
� ݩڮ��� ຑ生  ҏ藤 一༸  ҏ藤 ༐അ  田ࢁ फ़  田ࢁ ൣ  ਿຊ ྄  部ܐ ޫਖ਼  上ਿ ݑ  ༄ थ  ੁҪ ༗ � 大ᝲ状腺؞の$"'͓Αͼ

&.5ؔ࿈നൃݱղੳʹجづ͘予ޙʹ͍ͭͯのݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ਿຊ ྄  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ҏ藤 一༸  ݩڮ ຑ生  ळࢁ ༗࢙  ༄ थ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 2� पғ࣭ؒの؞Δ͚͓ʹ؞ңߦਐظ

໔Ӹ৫化学తಛ͓Αͼ予ޙとのؔ࿈ੑのݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 122ճຊ֎Պֶձఆֶظज़ूձ ຊ۽� �2022�04�14ʙ 04�16
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ৯ಓ؞ʹର͢Δ/JWPMVNBC の࣏療成 � σδタϧϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  大௩ ت  ৽田 ߒ  ଜ ༞ี 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δଟ৬छνーϜհೖʹΑΔ合ซ予防のऔΓみ � σδタϧϙεター
� ���ਗ਼ ਅॹ  ؛ ྋࢠ  大௩ ت؍  田ޱ ᡨଠ  ٢田 ӯ࢘  ٴ ࿕  藤ࠤ ܛ  Տ ߶  ઍ༿ ৎ  ଜ ݩ૱  ถᖒ ਔࢤ  ᢠ ࣏  ૣ ળ 

খྛ ৻  ۚߴ ໌య �ʮए年ൃɺಉੑ࣌ଟൃ乳؞ɺՈྺΑΓҨੑ乳؞ཛ؞ީ܈がٙわΕͨ一ྫʯ� 一般ޱԋ
� ���成 ༔  ୨ڮ ༸ଠ  石ڮ ਖ਼久  ڮߴ ᚸਓ  Ճ藤 久ਔ೭  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 上部消化ἥʹ͓͚Δ院の成と術ܦޙաํのݕ౼ �

σδタϧϙεター
� 5��石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  খদ ӳ໌  二ළ   藤 ࡾݡ  ʑࠤ ষ � 院ༀࡎ師のอݥༀہʹର͢Δҙࣝௐࠪ � σδタϧϙεター
� ���藤ᖒ ྑհ  ळࢁ ༗࢙  田ۚ ܙ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � ৯ಓἷฏ上ൽ؞ʹର͢Δ์ࣹઢরࣹޙのѱੑࡥڱの؇తۚଐεςントཹஔの҆શੑのݕ౼ � σδタϧϙεター
� ���二֊ य़߳  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ �

院ʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δ࣏療બのݱ状と՝ � σδタϧϙεター
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢Δңશ

ఠ術ظૣޙの0SBM /VUSJUJPOBM 4VQQMFNFOUT の҆શੑのݕ౼ � σδタϧϙεター
� ���八ॏֽ ਸ਼య� %JHJUBM 1$3ʹΑΔDU%/"ϞニタリンάΛ༻͍ͨ大؞ԕִసҠআྫの予ޙ予ଌҼࢠのݕ౼� ຊ外科学会ྟচ研究ॿ成

ͼए手外科医のͨΊのྟচ研究ॿ成ٴ � 成Ռൃද・授ࣜ
�����田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ʑࠤ ষ � 63�-" ᢄ؞ʹର͢Δ৽ͨͳ

療ઓུ࣏ � σδタϧϙεター
�����ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ʑࠤ ষ �

؊ଁ手術ʹ͓͚Δ .VMUJMJOFBHF�%J⒎FSFOUJBUJOH 4USFTT�&OEVSJOH $FMMT 	.VTF ๔ࡉ 
 ಈଶのղੳ � ϫークγϣッϓ
ڮ∁����� ஐࢠ  岩୩ ַ  八ॏֽ ਸ਼య  ଜ ݩ૱  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ༗٢ ༎  藤ᖒ ྑհ  খઘ ༏߳  ԕ藤 ོ࢙  大௩ ت  ʑࠤ ষ � $JSDVMBUJOH

5VNPS %/"Λ༻͍ͨ大؞術ޙαーϕΠϥンεʹ͓͚Δ $5 のՄੑʹؔ͢Δ研究ݮࠪݕ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � αーδΧϧϑΥーϥϜ ৯ಓ � प術ظཧ � 会࢘

ୈ 65ճຊපֶձֶ࣍ज़ूձ �ਆށ �2022�05�12ʙ 05�14
� ���٢田 ֆཬࢠ  長୩ ๛  藤ࠤ ·Γの  外ؘ ༞հ  ઍ田 Ѫ  ୩ ਅཧ  খ田 ༃  長ᖒ 幹  ຊؒ ത೭  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞ ହ � ଓ࣋

݂ϞニタリンάΛ༻͍ͨεリーϒ状ңআ術લޙͰの݂ϓロϑΝΠ ϧのධՁ � 一般ޱԋ
� �ࠤ�� ʑ ষ  ക༢ ߊ  石֞ ହ � ංຬ のలޙࠓ状とݱँվળ手術の・ྔݮ病ʹର͢Δܕ2 � γンϙδウϜ
� ޱࢁ��� ਸ  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  内藤 ߶  দݪ 久༟  ԣ手 ଠ  岡ॅ ৻一  ӎ ஐ  ຊࢁ   ଠ田 ਖ਼೭  石֞ ହ  ּؒ య  ؔ ༸հ 

⁋ ݩ  നҪ 厚࣏  宮࡚ ߂҆  ਖ਼   Ӭࢁ 大二  ཾ 一 � εリーϒ状ңআ術ޙの病ൃ࠶の࣮ଶとد༩Ҽࢠ 	ଟࢪઃڞಉ研究
+�4."35αϒղੳ 
� 一般ޱԋ

� ���ຊ ູ  ྛ Ѫࢠ  田த ஐ༸  શ ହ  ྛ लथ  ּؒ య  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  岡ॅ ৻一  দݪ 久༟  ཾ 一 � ऀױංຬߴऀྸߴ
のྔݮ・ँվળ手術ʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

� 5��ᬒ ߂߁  ޱࢁ ਸ  田த ᠳ  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  内藤 ߶  দݪ 久༟  ԣ手 ଠ  岡ॅ ৻一  ӎ ஐ  ຊࢁ   ଠ田 ਖ਼೭  石֞ ହ 
ּؒ య  ؔ ༸հ  ⁋ ݩ  നҪ 厚࣏  宮࡚ ߂҆  ਖ਼   Ӭࢁ 大二  ཾ 一 � খൃظࣇのߴංຬऀױのಛとྔݮ・ँ
վળ手術の成ʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 59ճຊখࣇ֎Պֶձֶज़ूձ �౦ژ �2022�05�19ʙ 05�21
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  内 ढ़༟  田ۚ ܙ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ࡦಋ医育成のͨΊのରࢦ外科ࣇখͨͬߦʹؒظࡏಋ医ෆࢦ � ϫークγϣッϓ
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  田ۚ ܙ  ௗ୩ ༝ࢠو  দຊ ರ  ླ 信  ʑࠤ ষ � がःஅさΕ͍ͯͨߢ಄とҺ಄ߢޱ  ・ͳখֺك
� 成の一ྫܗ಄� � 一般ޱԋ

ୈ 37ճຊྟচӫཆँֶձֶज़ूձ �ԣ �2022�05�31ʙ 06�01
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  ക༢ ߊ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞術ޙのૣઁޱܦظऔの҆શੑの

౼ݕ � ཁԋ

ۀڀݚ

� ���ക༢ ߊ  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ʑࠤ ষ � ەࡉ内・内ߢޱのޙ鏡Լεリーϒ状ңআ術ߢର͢Δෲʹऀױංຬߴ のม化とྔݮ・ँ
վળޮՌ � γンϙδウϜ

ୈ 64ճຊҩֶձֶज़ूձ �େࡕ �2022�06�02ʙ 06�04
� ���ຊ ູ  ྛ Ѫࢠ  田த ஐ༸  શ ହ  ྛ लथ  ּؒ య  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  岡ॅ ৻一  ཾ 一 � ߴऀྸߴँվળ手術の・ྔݮ

ංຬऀױʹର͢ΔదԠʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 20ճຊϔϧχΞֶձֶज़ूձ �ԣ �2022�06�03ʙ 06�04
� ���٠ ࢘ߊ  ക༢ ߊ  ఱ ྯ  長 ༐ਓ  田 大थ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ए手外科医ʹとͬͯのෲߢ鏡Լܘ

ϔϧニΞ手術 	5"11๏ 
� ϙεター
� ���ଜ ӳ৳  ʑࠤ ষ � ,VHFM ๏と教育のల � εϙンαードγンϙδウϜ
� ���大ࢁ ݈一  Ճ藤 久ਔ久  上 ѥࢠل  ਿଜ   ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ιέΠϔϧニΞྫʹର͢Δൃ࠶ 5"11๏のݕ౼ � ύωϧ

σΟεΧッγϣン
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ଜ ӳ৳  ਢ藤 ོ೭  藤ݪ 久و  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � ϔϧニΞܘൃ࠶

ʹର͢Δ5"11๏ʹΑΔ3&1"*3 の࣮ફ � ύωϧσΟεΧッγϣン
� �ࠤˎ ʑ ষ � 学生・ॳظ研म医セッγϣン � 座長

ୈ 34ճຊ؊ᢄ֎Պֶձɾֶज़ूձ �দࢁ �2022�06�10ʙ 06�11
� ���"OEP 5 "NBOP 4 5BLFEB % 6NFNVSB " ,BOOP 4 ,BUBHJSJ ) /JUUB )� 1BODSFBUJDPEVPEFOFDUPNZ GPS CJMF EVDU DBODFS JO

QBUJFOU XJUI TJUVT JOWFSTVT UPUBMJT� SFQPSU PG SBSF��DBTF� 1PTUFS
� ���,BOOP 4 /JUUB ) ,BUBHJSJ ) 6NFNVSB " 5BLFEB % /BHBTF : "OEP 5 "NBOP 4 ,JLVDIJ , 4BTBLJ "� 5SFBUNFOU

PVUDPNFT GPS TUBHF 1 QBODSFBUJD DBODFS� 1PTUFS
� ���/JUUB )� -FBSO GSPN UIF &YQFSUT �)PX XF "QQSPBDI $IBMMFOHJOH -BQBSPTDPQJD .BKPS��)FQBUFDUPNJFT�� -VODIFPO 4FNJOBS
� ���/JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "NBOP 4 "OEP 5 "LJZBNB : 0UTVLB , 4BTBLJ "� 5JQT BOE QJUGBMMT GPS

MBQBSPTDPQJD SFQFBUFE IFQBUJD SFTFDUJPO� 7JEFP 4ZNQPTJVN
� 5��/JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "OEP 5 4BTBLJ "� $PNQBSJTPO PG UIF QFSJPQFSBUJWF PVUDPNFT CFUXFFO

QVSF MBQBSPTDPQJD EPOPS IFQBUFDUPNZ BOE��MBQBSPTDPQZ�BTTJTUFE EPOPS IFQBUFDUPNZ� 7JEFP 4ZNQPTJVN
� ���5BLFEB % /JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " /BHBTF ) "NBOP 4 4BTBLJ "� 5IF TJHOJpDBODF PG NVMUJEJTDJQMJOBSZ

UIFSBQZ GPS 63�-" QBODSFBUJD DBODFS� 1PTUFS
� ���6NFNVSB " /JUUB ) 5BLBIBSB 5 )BTFHBXB : ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 5BLFEB % /BHBTF ) "OEP 5 "NBOP 4 ,JLVDIJ ,

4BTBLJ "� #FOFpUT PG TFDPOE TUBHF MBQBSPTDPQJD QBODSFBUFDUPNZ GPS CPSEFSMJOF UVNPST JO QBUJFOUTBGUFS� � MBQBSPTDPQJD
TMFFWF HBTUSFDUPNZ EVF UP TFWFSF PCFTJUZ� 1PTUFS

� ˎ�/JUUB )� &EVDBUJPOBM 7JEFPT 1� .PEFSBUPST

ୈ 47ճຊ֎Պܥ࿈߹ֶձֶज़ूձ �Ԭ �2022�06�15ʙ 06�17
� ���)BTIJNPUP . ,JZPLBXB . "NBOP 4 .BUTVJ : *TIJEB , ,PNBUTV ) 4BTBLJ "� 4UBUVT PG TFOUJOFM MZNQI OPEF BGUFS /"$ JO

D/0 CSFBTU DBODFS QBUJFOUT� +PJOU 4FTTJPO
� ���*XBTB 5 /JUUB ) 4VEP 5 'VKJXBSB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "NBOP 4 ,JLVDIJ , #BCB 4 "LJZBNB :

*XBZB 5 4V[VLJ . 0UTVLB , 4BTBLJ "� *OEPDZBOJOF HSFFO qVPSFTDFODF JNBHJOH EVSJOH MBQBSPTDPQJD EFSPPpOH� +PJOU 4FTTJPO
� ���*XBTBLJ 5 4VEP 5 'VKJXBSB ) "NBOP 4 5BOBIBTIJ : *LFEB , 4BTBLJ "� " DBTF PG .JSJ[[J TZOESPNF XJUI pTUVMB USFBUFE CZ

MBQBSPTDPQZ� +PJOU 4FTTJPO
� ���,JLVDIJ , ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % /BHBTF ) "NBOP 4 /JUUB ) 4BTBLJ "� %ZOBNJDT PG .VTF $FMMT JO

-JWFS 4VSHFSZ� +PJOU 4FTTJPO
� 5��,VNBHBJ ) 6NFNVSB " :BOBSJ 4 5BLBIBTIJ / /JLBJ ) ,BUBHJSJ ) 4V[VLJ . "LJZBNB : *XBZB 5 0UTVLB , /JUUB )

4BTBLJ "� -BQBSPTDPQJD TMFFWF HBTUSFDUPNZ JNQBDUT PO SFTQJSBUPSZ TZTUFN JO PCFTF QBUJFOUT� +PJOU 4FTTJPO
� ���/BPUP 5BLBIBTIJ )JSPZVLJ /JUUB )JSPLBUTV ,BUBHJSJ� %J⒏DVMUZ QSFEJDUPST PG MBQBSPTDPQJD IFQBUFDUPNZ GPS QPTUFSJPS TFDUPS

UVNPST� +PJOU 4FTTJPO
� ���0LVUTV . "LJZBNB : #BCB 4 /JLBJ ) &OEP ' 6NFNVSB " ,BUBHJSJ ) 4V[VLJ . *XBZB 5 /JUUB ) :BOBHBXB / 6FTVHJ /

4VHBJ 5 ,PFEB , 4BTBLJ "� *OUSB�BCEPNJOBM NFUBTUBTJT PG TRVBNPVT DFMM DBSDJOPNB PG VOLOPXO QSJNBSZ� +PJOU 4FTTJPO
� ���Ӊํ ࢠ  Ոࢯ ึࢤ  ڮߴ 一ࢬ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ � のසとಛऀױՃ૿࠶�年ʹ͓͚Δମॏޙँվળ手術・ྔݮ � ༏लԋ
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  Ԟ ඒཬ  ຊڮ ത໌  ҆อ ࢠ߂  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ൘࣋ ໌  ʑࠤ ষ � 院

ʹ͓͚Δಛఆߦҝ研मと研ममྃޙのޢ師のׂのݱ状と՝ � ϫークγϣッϓ
�����ԘҪ 義༟  石岡 लج  ԕ ઍਘ � ਓ৺ഏのૹ݂ΧニϡーϨૠೖʹΑΔܘ部ෲนᚄࠟϔϧニΞΛ5"11๏Ͱम෮ͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
�����成 信ޗ  খࣛ խത  ʑࠤ लࡦ  岩ࠤ ༑  藤ࠤ णึ  石田 ֜  Ҫ上 義ത  ʑࠤ ষ � ң石のߢڳἥഁΛͬͨ৯ಓഁ྾の1ྫ � 一般

ԋޱ
�����岩୩ ַ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ʑࠤ ஐࢠ  ௩  � ৯ಓ͓؞Αͼ大؞ʹ͓͚Δ DU%/"Ϟニタリンάのҙ義 � ϫークγϣッϓ
�ࠤ���� ʑ ষ � ँվળ手術のՄੑ・ྔݮ � εϙンαードγンϙδウϜ
�����ౡ ౸ਅ  石ࠇ อ  藤ࣾ ษ  Ѩ部 ܆  ٢田 ప � ᰍ部リンύઅ生ݕͰਛࡉ๔؞のసҠとؑผΛཁͨ͠甲状腺༷؞の1ྫ � 一般ޱԋ

�� ۀڀݚ

ୈ 111ճຊපཧֶձ૯ձ �ਆށ �2022�04�14ʙ 04�16
� ���ҏ藤 一༸  部ܐ ޫਖ਼  ਿຊ ྄  ݩڮ ຑ生  田ࢁ फ़  上ਿ ݑ  大௩ ت  ༄ थ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � సҠٴͼ非సҠ.JDSPTBUFMMJUF

TUBCMF पғ࣭ؒのཏతNFTTFOHFS؞と؞の؞大ܕ 3/"NJDSP 3/"ղੳ � 一般ޱԋ
� ���ҏ藤 ༐അ  部ܐ ޫਖ਼  ਿຊ ྄  ༄ थ  大௩ ت  ʑࠤ ষ  দຊ ओ೭  ླ   ੁҪ ༗ � 大͓؞Αͼۙ؞ਖ਼常೪ບの

NFTTFOHFS 3/"とNJDSP 3/"のཏతղੳ � ϙεター
� ݩڮ��� ຑ生  ҏ藤 一༸  ҏ藤 ༐അ  田ࢁ फ़  田ࢁ ൣ  ਿຊ ྄  部ܐ ޫਖ਼  上ਿ ݑ  ༄ थ  ੁҪ ༗ � 大ᝲ状腺؞の$"'͓Αͼ

&.5ؔ࿈നൃݱղੳʹجづ͘予ޙʹ͍ͭͯのݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ਿຊ ྄  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ҏ藤 一༸  ݩڮ ຑ生  ळࢁ ༗࢙  ༄ थ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 2� पғ࣭ؒの؞Δ͚͓ʹ؞ңߦਐظ

໔Ӹ৫化学తಛ͓Αͼ予ޙとのؔ࿈ੑのݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 122ճຊ֎Պֶձఆֶظज़ूձ ຊ۽� �2022�04�14ʙ 04�16
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ৯ಓ؞ʹର͢Δ/JWPMVNBC の࣏療成 � σδタϧϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  大௩ ت  ৽田 ߒ  ଜ ༞ี 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δଟ৬छνーϜհೖʹΑΔ合ซ予防のऔΓみ � σδタϧϙεター
� ���ਗ਼ ਅॹ  ؛ ྋࢠ  大௩ ت؍  田ޱ ᡨଠ  ٢田 ӯ࢘  ٴ ࿕  藤ࠤ ܛ  Տ ߶  ઍ༿ ৎ  ଜ ݩ૱  ถᖒ ਔࢤ  ᢠ ࣏  ૣ ળ 

খྛ ৻  ۚߴ ໌య �ʮए年ൃɺಉੑ࣌ଟൃ乳؞ɺՈྺΑΓҨੑ乳؞ཛ؞ީ܈がٙわΕͨ一ྫʯ� 一般ޱԋ
� ���成 ༔  ୨ڮ ༸ଠ  石ڮ ਖ਼久  ڮߴ ᚸਓ  Ճ藤 久ਔ೭  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 上部消化ἥʹ͓͚Δ院の成と術ܦޙաํのݕ౼ �

σδタϧϙεター
� 5��石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  খদ ӳ໌  二ළ   藤 ࡾݡ  ʑࠤ ষ � 院ༀࡎ師のอݥༀہʹର͢Δҙࣝௐࠪ � σδタϧϙεター
� ���藤ᖒ ྑհ  ळࢁ ༗࢙  田ۚ ܙ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � ৯ಓἷฏ上ൽ؞ʹର͢Δ์ࣹઢরࣹޙのѱੑࡥڱの؇తۚଐεςントཹஔの҆શੑのݕ౼ � σδタϧϙεター
� ���二֊ य़߳  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  ԕ藤 ོ࢙  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ �

院ʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δ࣏療બのݱ状と՝ � σδタϧϙεター
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢Δңશ

ఠ術ظૣޙの0SBM /VUSJUJPOBM 4VQQMFNFOUT の҆શੑのݕ౼ � σδタϧϙεター
� ���八ॏֽ ਸ਼య� %JHJUBM 1$3ʹΑΔDU%/"ϞニタリンάΛ༻͍ͨ大؞ԕִసҠআྫの予ޙ予ଌҼࢠのݕ౼� ຊ外科学会ྟচ研究ॿ成

ͼए手外科医のͨΊのྟচ研究ॿ成ٴ � 成Ռൃද・授ࣜ
�����田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ʑࠤ ষ � 63�-" ᢄ؞ʹର͢Δ৽ͨͳ

療ઓུ࣏ � σδタϧϙεター
�����ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ʑࠤ ষ �

؊ଁ手術ʹ͓͚Δ .VMUJMJOFBHF�%J⒎FSFOUJBUJOH 4USFTT�&OEVSJOH $FMMT 	.VTF ๔ࡉ 
 ಈଶのղੳ � ϫークγϣッϓ
ڮ∁����� ஐࢠ  岩୩ ַ  八ॏֽ ਸ਼య  ଜ ݩ૱  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ༗٢ ༎  藤ᖒ ྑհ  খઘ ༏߳  ԕ藤 ོ࢙  大௩ ت  ʑࠤ ষ � $JSDVMBUJOH

5VNPS %/"Λ༻͍ͨ大؞術ޙαーϕΠϥンεʹ͓͚Δ $5 のՄੑʹؔ͢Δ研究ݮࠪݕ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � αーδΧϧϑΥーϥϜ ৯ಓ � प術ظཧ � 会࢘

ୈ 65ճຊපֶձֶ࣍ज़ूձ �ਆށ �2022�05�12ʙ 05�14
� ���٢田 ֆཬࢠ  長୩ ๛  藤ࠤ ·Γの  外ؘ ༞հ  ઍ田 Ѫ  ୩ ਅཧ  খ田 ༃  長ᖒ 幹  ຊؒ ത೭  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞ ହ � ଓ࣋

݂ϞニタリンάΛ༻͍ͨεリーϒ状ңআ術લޙͰの݂ϓロϑΝΠ ϧのධՁ � 一般ޱԋ
� �ࠤ�� ʑ ষ  ക༢ ߊ  石֞ ହ � ංຬ のలޙࠓ状とݱँվળ手術の・ྔݮ病ʹର͢Δܕ2 � γンϙδウϜ
� ޱࢁ��� ਸ  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  内藤 ߶  দݪ 久༟  ԣ手 ଠ  岡ॅ ৻一  ӎ ஐ  ຊࢁ   ଠ田 ਖ਼೭  石֞ ହ  ּؒ య  ؔ ༸հ 

⁋ ݩ  നҪ 厚࣏  宮࡚ ߂҆  ਖ਼   Ӭࢁ 大二  ཾ 一 � εリーϒ状ңআ術ޙの病ൃ࠶の࣮ଶとد༩Ҽࢠ 	ଟࢪઃڞಉ研究
+�4."35αϒղੳ 
� 一般ޱԋ

� ���ຊ ູ  ྛ Ѫࢠ  田த ஐ༸  શ ହ  ྛ लथ  ּؒ య  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  岡ॅ ৻一  দݪ 久༟  ཾ 一 � ऀױංຬߴऀྸߴ
のྔݮ・ँվળ手術ʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

� 5��ᬒ ߂߁  ޱࢁ ਸ  田த ᠳ  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  内藤 ߶  দݪ 久༟  ԣ手 ଠ  岡ॅ ৻一  ӎ ஐ  ຊࢁ   ଠ田 ਖ਼೭  石֞ ହ 
ּؒ య  ؔ ༸հ  ⁋ ݩ  നҪ 厚࣏  宮࡚ ߂҆  ਖ਼   Ӭࢁ 大二  ཾ 一 � খൃظࣇのߴංຬऀױのಛとྔݮ・ँ
վળ手術の成ʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 59ճຊখࣇ֎Պֶձֶज़ूձ �౦ژ �2022�05�19ʙ 05�21
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  内 ढ़༟  田ۚ ܙ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ࡦಋ医育成のͨΊのରࢦ外科ࣇখͨͬߦʹؒظࡏಋ医ෆࢦ � ϫークγϣッϓ
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  田ۚ ܙ  ௗ୩ ༝ࢠو  দຊ ರ  ླ 信  ʑࠤ ষ � がःஅさΕ͍ͯͨߢ಄とҺ಄ߢޱ  ・ͳখֺك
� 成の一ྫܗ಄� � 一般ޱԋ

ୈ 37ճຊྟচӫཆँֶձֶज़ूձ �ԣ �2022�05�31ʙ 06�01
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  ക༢ ߊ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞術ޙのૣઁޱܦظऔの҆શੑの

౼ݕ � ཁԋ

� ���ക༢ ߊ  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ʑࠤ ষ � ەࡉ内・内ߢޱのޙ鏡Լεリーϒ状ңআ術ߢର͢Δෲʹऀױංຬߴ のม化とྔݮ・ँ
վળޮՌ � γンϙδウϜ

ୈ 64ճຊҩֶձֶज़ूձ �େࡕ �2022�06�02ʙ 06�04
� ���ຊ ູ  ྛ Ѫࢠ  田த ஐ༸  શ ହ  ྛ लथ  ּؒ య  ᜊ 厚ਓ  ʑࠤ ষ  岡ॅ ৻一  ཾ 一 � ߴऀྸߴँվળ手術の・ྔݮ

ංຬऀױʹର͢ΔదԠʹؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 20ճຊϔϧχΞֶձֶज़ूձ �ԣ �2022�06�03ʙ 06�04
� ���٠ ࢘ߊ  ക༢ ߊ  ఱ ྯ  長 ༐ਓ  田 大थ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ए手外科医ʹとͬͯのෲߢ鏡Լܘ

ϔϧニΞ手術 	5"11๏ 
� ϙεター
� ���ଜ ӳ৳  ʑࠤ ষ � ,VHFM ๏と教育のల � εϙンαードγンϙδウϜ
� ���大ࢁ ݈一  Ճ藤 久ਔ久  上 ѥࢠل  ਿଜ   ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ιέΠϔϧニΞྫʹର͢Δൃ࠶ 5"11๏のݕ౼ � ύωϧ

σΟεΧッγϣン
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ଜ ӳ৳  ਢ藤 ོ೭  藤ݪ 久و  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � ϔϧニΞܘൃ࠶

ʹର͢Δ5"11๏ʹΑΔ3&1"*3 の࣮ફ � ύωϧσΟεΧッγϣン
� �ࠤˎ ʑ ষ � 学生・ॳظ研म医セッγϣン � 座長

ୈ 34ճຊ؊ᢄ֎Պֶձɾֶज़ूձ �দࢁ �2022�06�10ʙ 06�11
� ���"OEP 5 "NBOP 4 5BLFEB % 6NFNVSB " ,BOOP 4 ,BUBHJSJ ) /JUUB )� 1BODSFBUJDPEVPEFOFDUPNZ GPS CJMF EVDU DBODFS JO

QBUJFOU XJUI TJUVT JOWFSTVT UPUBMJT� SFQPSU PG SBSF��DBTF� 1PTUFS
� ���,BOOP 4 /JUUB ) ,BUBHJSJ ) 6NFNVSB " 5BLFEB % /BHBTF : "OEP 5 "NBOP 4 ,JLVDIJ , 4BTBLJ "� 5SFBUNFOU

PVUDPNFT GPS TUBHF 1 QBODSFBUJD DBODFS� 1PTUFS
� ���/JUUB )� -FBSO GSPN UIF &YQFSUT �)PX XF "QQSPBDI $IBMMFOHJOH -BQBSPTDPQJD .BKPS��)FQBUFDUPNJFT�� -VODIFPO 4FNJOBS
� ���/JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "NBOP 4 "OEP 5 "LJZBNB : 0UTVLB , 4BTBLJ "� 5JQT BOE QJUGBMMT GPS

MBQBSPTDPQJD SFQFBUFE IFQBUJD SFTFDUJPO� 7JEFP 4ZNQPTJVN
� 5��/JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "OEP 5 4BTBLJ "� $PNQBSJTPO PG UIF QFSJPQFSBUJWF PVUDPNFT CFUXFFO

QVSF MBQBSPTDPQJD EPOPS IFQBUFDUPNZ BOE��MBQBSPTDPQZ�BTTJTUFE EPOPS IFQBUFDUPNZ� 7JEFP 4ZNQPTJVN
� ���5BLFEB % /JUUB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " /BHBTF ) "NBOP 4 4BTBLJ "� 5IF TJHOJpDBODF PG NVMUJEJTDJQMJOBSZ

UIFSBQZ GPS 63�-" QBODSFBUJD DBODFS� 1PTUFS
� ���6NFNVSB " /JUUB ) 5BLBIBSB 5 )BTFHBXB : ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 5BLFEB % /BHBTF ) "OEP 5 "NBOP 4 ,JLVDIJ ,

4BTBLJ "� #FOFpUT PG TFDPOE TUBHF MBQBSPTDPQJD QBODSFBUFDUPNZ GPS CPSEFSMJOF UVNPST JO QBUJFOUTBGUFS� � MBQBSPTDPQJD
TMFFWF HBTUSFDUPNZ EVF UP TFWFSF PCFTJUZ� 1PTUFS

� ˎ�/JUUB )� &EVDBUJPOBM 7JEFPT 1� .PEFSBUPST

ୈ 47ճຊ֎Պܥ࿈߹ֶձֶज़ूձ �Ԭ �2022�06�15ʙ 06�17
� ���)BTIJNPUP . ,JZPLBXB . "NBOP 4 .BUTVJ : *TIJEB , ,PNBUTV ) 4BTBLJ "� 4UBUVT PG TFOUJOFM MZNQI OPEF BGUFS /"$ JO

D/0 CSFBTU DBODFS QBUJFOUT� +PJOU 4FTTJPO
� ���*XBTB 5 /JUUB ) 4VEP 5 'VKJXBSB ) ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % "NBOP 4 ,JLVDIJ , #BCB 4 "LJZBNB :

*XBZB 5 4V[VLJ . 0UTVLB , 4BTBLJ "� *OEPDZBOJOF HSFFO qVPSFTDFODF JNBHJOH EVSJOH MBQBSPTDPQJD EFSPPpOH� +PJOU 4FTTJPO
� ���*XBTBLJ 5 4VEP 5 'VKJXBSB ) "NBOP 4 5BOBIBTIJ : *LFEB , 4BTBLJ "� " DBTF PG .JSJ[[J TZOESPNF XJUI pTUVMB USFBUFE CZ

MBQBSPTDPQZ� +PJOU 4FTTJPO
� ���,JLVDIJ , ,BUBHJSJ ) ,BOOP 4 6NFNVSB " 5BLFEB % /BHBTF ) "NBOP 4 /JUUB ) 4BTBLJ "� %ZOBNJDT PG .VTF $FMMT JO

-JWFS 4VSHFSZ� +PJOU 4FTTJPO
� 5��,VNBHBJ ) 6NFNVSB " :BOBSJ 4 5BLBIBTIJ / /JLBJ ) ,BUBHJSJ ) 4V[VLJ . "LJZBNB : *XBZB 5 0UTVLB , /JUUB )

4BTBLJ "� -BQBSPTDPQJD TMFFWF HBTUSFDUPNZ JNQBDUT PO SFTQJSBUPSZ TZTUFN JO PCFTF QBUJFOUT� +PJOU 4FTTJPO
� ���/BPUP 5BLBIBTIJ )JSPZVLJ /JUUB )JSPLBUTV ,BUBHJSJ� %J⒏DVMUZ QSFEJDUPST PG MBQBSPTDPQJD IFQBUFDUPNZ GPS QPTUFSJPS TFDUPS

UVNPST� +PJOU 4FTTJPO
� ���0LVUTV . "LJZBNB : #BCB 4 /JLBJ ) &OEP ' 6NFNVSB " ,BUBHJSJ ) 4V[VLJ . *XBZB 5 /JUUB ) :BOBHBXB / 6FTVHJ /

4VHBJ 5 ,PFEB , 4BTBLJ "� *OUSB�BCEPNJOBM NFUBTUBTJT PG TRVBNPVT DFMM DBSDJOPNB PG VOLOPXO QSJNBSZ� +PJOU 4FTTJPO
� ���Ӊํ ࢠ  Ոࢯ ึࢤ  ڮߴ 一ࢬ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ � のසとಛऀױՃ૿࠶�年ʹ͓͚Δମॏޙँվળ手術・ྔݮ � ༏लԋ
� ���ԕ藤 ོ࢙  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  Ԟ ඒཬ  ຊڮ ത໌  ҆อ ࢠ߂  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ൘࣋ ໌  ʑࠤ ষ � 院

ʹ͓͚Δಛఆߦҝ研मと研ममྃޙのޢ師のׂのݱ状と՝ � ϫークγϣッϓ
�����ԘҪ 義༟  石岡 लج  ԕ ઍਘ � ਓ৺ഏのૹ݂ΧニϡーϨૠೖʹΑΔܘ部ෲนᚄࠟϔϧニΞΛ5"11๏Ͱम෮ͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
�����成 信ޗ  খࣛ խത  ʑࠤ लࡦ  岩ࠤ ༑  藤ࠤ णึ  石田 ֜  Ҫ上 義ത  ʑࠤ ষ � ң石のߢڳἥഁΛͬͨ৯ಓഁ྾の1ྫ � 一般

ԋޱ
�����岩୩ ַ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ʑࠤ ஐࢠ  ௩  � ৯ಓ͓؞Αͼ大؞ʹ͓͚Δ DU%/"Ϟニタリンάのҙ義 � ϫークγϣッϓ
�ࠤ���� ʑ ষ � ँվળ手術のՄੑ・ྔݮ � εϙンαードγンϙδウϜ
�����ౡ ౸ਅ  石ࠇ อ  藤ࣾ ษ  Ѩ部 ܆  ٢田 ప � ᰍ部リンύઅ生ݕͰਛࡉ๔؞のసҠとؑผΛཁͨ͠甲状腺༷؞の1ྫ � 一般ޱԋ

��



ۀڀݚ

��5��ఱ 総  石田 ໜ  ਗ਼ ਅॹ  ݩڮ ຑ生  দҪ ༤հ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � ࣭ؒੑഏԌのͨΊߗບ外ຑਲซ༻ہ所ຑਲͰ手術͑ͨ͠乳؞の
1ྫ � 一般ޱԋ

�����藤ᖒ ྑհ  ଜ ӳ৳  தଜ ါ࠸  ʑࠤ लࡦ  藤Ҫ ਔࢤ  օ ༸  ʑࠤ ষ � ࢪઃʹ͓͚ΔෲนϔϧニΞʹର͢Δ3JWFT�4UPQQB ๏
のݧܦ � 一般ޱԋ

�����八ॏֽ ਸ਼య � ෲߢ鏡Լ大؞手術 ٕ術ঝと手術教育๏ � ϥンνϣンセミφー
�����八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ༗٢ ༎  ാத ஐو  ฏ田 ༐一  ҏ藤 ฏߒ  ʑࠤ ஐࢠ  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信 

岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δෲߢ鏡Լ݁ӈআΛ҆શʹͨ͏ߦΊの手術手ٕ � ϏσΦγンϙδウϜ
�����จӬᷪ  ୨ڮ ༸ଠ  成 ༔  石ڮ ਖ਼久  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � εトϨεଟ݂ʹىҼ͢Δ上ؒບ静຺݂ખの一ྫ � 一般ޱԋ
�����ക༢ ߊ � ෲߢ鏡Լεリーϒ状ңআ術ޙのߢޱ内・内ەࡉのม化とྔݮ・ँվળޮՌ � ϥンνϣンセミφー
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  ླ 信  大௩ ت  ʑࠤ ষ � さ·͟·ͳ

ଞ࣬ױͰ手術Λཁ͢Δߴංຬऀױʹର͢Δ࣏療ઓུ � ϫークγϣッϓ
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  ਢ藤 ོ೭  藤ݪ 久و  ٠ ࢘ߊ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  ླ 信 

大௩ ت  ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δଁ器ԣஅతͳ SFEVDFE QPSU TVSHFSZ の࣮ફ � ϏσΦγンϙδウϜ
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  石֞ ହ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

εリーϒ状ңআ術の࣏療ޮՌのଥੑΛͲ͜ʹٻΊΔか  � γンϙδウϜ
�����ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  長 ༐ਓ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �

ෲߢಈ຺ѹഭީ܈ซଘのᢄ಄十二ࢦআ術ޙग़݂の一ྫ � 一般ޱԋ
��5��ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 5�

৯ಓ؞ʹର͢Δ%$'ʹΑΔಋೖ化学療๏ޙのߢڳ鏡Լ DPOWFSTJPO TVSHFSZ� ϏσΦγンϙδウϜ
�����二֊ य़߳  ക༢ ߊ  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լεリーϒ状

ңআ術がดੑ࠹ਭ࣌ແٵݺとᢄЌࡉ๔ʹٴ΅͢ޮՌ � γンϙδウϜ
�����അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δ内視鏡Λซ༻ͨ͠ෲߢ鏡手術のݱ状とޙࠓのՄੑ � ϫークγϣッϓ
� ˎ�八ॏֽ ਸ਼య � 一般ޱԋ1� ݁・�� 座長
� ˎ�ླ  信  石ڮ थ � σΟϕート セッγϣン�ʮখࣇܘϔϧニΞの手術ʯ� 座長

ୈ 22ճຊ߅Ճྸҩֶձ૯ձ �େࡕ �2022�06�17ʙ 06�19
� �ࠤ�� ʑ ষ � ංຬ 療の৽ల։࣏病の外科తܕ2 � γンϙδウϜ

ຊਭֶձୈ 47ճఆֶظज़ूձ ژ� �2022�06�30ʙ 07�01
� ޱࢁ��� ೭و  ࡉ ีܟ  ࡉ ཬֆ  ଜ Ѫ༝ඒ  ઙপ ࢬ  ઍ༿ རߐ  ๛ר ੈࢠ  藤ࠤ ޫึ  藤ࠤ ޫಸึ  ౡ 生࢚  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ �

౼ݕの༗ޮੑʹؔ͢Δޙँվળ手術2年・ྔݮର͢Δʹ܈ީٵݺແ࣌ਭੑ࠹ංຬʹ合ซ͢Δดߴ � 一般ޱԋ

ୈ 30ճຊೕֶ؞ձֶज़૯ձ �ԣ �2022�06�30ʙ 07�02
� ���খদ ӳ໌  石田 ໜ  দҪ ༤հ  ఱ 総  ݩڮ ຑ生  ਗ਼ ਅॹ  ʑࠤ ষ � 院ʹ͓͚ΔϗϧϞンड༰ମཅੑసҠൃ࠶乳؞ʹର͢Δ

療成࣏ༀの્�/�,%$ � F�1PTUFS
� ���༗ ಞ߂  ᖒۄ Ղ೭ � 乳腺ἷฏ上ൽ؞の1ྫ � F�1PTUFS
� ݩڮ��� ຑ生  ఱ 総  石田 ໜ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � 乳؞術લ化学療๏ʹ͓͚ΔޮՌ予ଌҼࢠとͯ͠のന݂ٿ͓Αͼ分ըのྟচ学తҙ義

のݕ౼ � F�1PTUFS
� ���石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  ఱ 総  খদ ӳ໌  二ළ   藤 ࡾ݈  ʑࠤ ষ � 院ༀࡎ師のอݥༀہʹର͢Δҙࣝௐࠪ � F�1PTUFS
� 5��ఱ 総  খদ ӳ໌  ݩڮ ຑ生  石田 ໜ  ʑࠤ ষ � ᡫᜰリンύઅసҠの༗ແとྟচ病ཧ学తಛのݕ౼ � F�1PTUFS

ୈ 77ճຊফԽث֎Պֶձ૯ձ �ԣ �2022�07�20ʙ 07�22
� ���٠ ࢘ߊ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ؊ଁ手術ʹ͓͚Δ.VTFࡉ๔ಈଶ � 一般

ԋޱ
� ݩڮ��� ຑ生  田ࢁ ൣ  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ༄ थ  八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 大؞సҠリンύઅͰの؞ඍখڥ

Լʹ͓͚Δタンύクൃݱʹؔ͢Δ病ཧ学తݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓআ術ʹର͢Δ術ޙഏԌ

予防のͨΊのप術ظཧ � 一般ޱԋ
� ���ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  長 ༐ਓ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � $PWFSFE 4UFOU が༗ޮͰ͋ͬͨᢄ಄十二

ग़݂の一ྫޙআ術ࢦ � 一般ޱԋ
� 5��田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � 科の63�-"ᢄ؞ʹର͢Δ

療ઓུ࣏ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ生ମ؊Ҡ২ޙ

ಓࡥڱʹର͢Δگݱとରࡦ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 一般ԋ109 ؊ଁ � సҠੑ؊1؞� 座長

ۀڀݚ

ୈ 76ճຊ৯ಓֶձֶज़ूձ �౦ژ �2022�09�24ʙ 09�26
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δ

/JWPMVNBC のݧܦ༺ � ϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ക༢ ߊ  岩୩ ַ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δロボットࢧԉ

Լ৯ಓআ術の҆શੑのݕ౼ � ϙεター
� ���岩୩ ַ  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ௩  � ৯ಓऀױ؞ʹ͓͚Δ/POBDUJPOBCMF มҟΛ༻͍ͨ DU%/"Ϟニタリンά � ϫークγϣッϓ
� ���Ԟ ඒཬ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  岩୩ ַ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ए年உੑʹൃ生ͨ͠

,JMMJBO +BNJFTPO の1ྫࣨܜ � ϙεター
� 5��ԕ藤 ོ࢙  岩୩ ַ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ଜ ༞ี  ʑࠤ ষ  ൘࣋ ໌ � /JWPMVNBC ༩ޙ)ZQFS QSPHSFTTJPO EJTFBTF

Λఄͨ͠৯ಓ؞の一ྫ � ϙεター

ୈ 81ճຊֶ؞ձֶज़૯ձ �ԣ �2022�09�29ʙ 2022�10�01
� ���岩୩ ַ  ʑࠤ ஐࢠ  八ॏֽ ਸ਼య  ௩  � ײߴ DU%/"ࠪݕΛ༻͍ͨ大؞術ޙαーϕΠϥンεγεςϜ � 一般ޱԋ

ୈ 14ճຊ"DVUF$BSF4VSHFSZ ֶձֶज़ूձ ࡚ٶ� �2022�09�30ʙ 10�01
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ؊ᢄྖҬ手術ʹ͓͚Δग़੍݂ޚ � 一般ޱԋ

ୈ 44ճຊྟচӫཆֶձ૯ձɾୈ 43ճຊྟচӫཆڠձ૯ձ�ୈ 20ճେ࿈߹େձ �Ԭ �2022�10�07ʙ 10�09
� ���Ӊํ ࢠ ळࢁ ༗࢙ അ ࿕ 二֊ य़߳ ԕ藤 ོ࢙ ʑࠤ ষ� ң؞術ޙ�か݄のମॏݮগと৯事・ؒ ৯のઁऔΤωϧΪーྔとのݕ౼�

一般ޱԋ
� �ࠤ�� ʑ ষ � 外科とӫཆ ະ来のͨΊʹࠓԿΛ͖͢か � 学会会長講ԋ
� ���খ田 ༃  石֞ ହ  八 ་  長ᖒ 幹  部 యࢠ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ � ޙँվળ手術・ྔݮ � 年·ͰのෛՙݧࢼʹΑΔΠンεリン

分泌͓ΑͼのਪҠ � 一般ޱԋ
� ���成 ༔ � Τドϧミζ༻ʹ͓͚Δআෆਐߦңऀױ؞のӫཆ状ଶのม化 � 一般ޱԋ
� 5��大ࢁ ݈一  Ճ藤 久ਔ೭  上 ѥࢠل  ਿଜ   ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ดࠨੑ࠹ଆ݁؞ʹର͢Δܦᡗ門ΠϨウεཹஔと大εςント

ཹஔのൺֱ � 一般ޱԋ
� ���田ۚ ܙ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  田ଜ ໌生  Ոࢠ 義  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ʑࠤ ߊ � $5Λ༻͍ͨے֨ࠎのࢷਁ५ղੳʹΑΔ৯ಓ؞術લ化学療๏தのαϧίϖニΞのධՁ � 一般ޱԋ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  Ӊํ ࢠ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢Δෲߢ鏡Լ門ଆң術ޙのମॏݮগとઁऔΤωϧΪーྔのݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���八 ་  খ田 ༃  長ᖒ 幹  部 యࢠ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞��ହ � ϚδンドーϧʹΑΔମॏݮগޮՌとྟচύϥϝーターɺ҆શੑʹ

ؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ฏ田 ༐一  田ޱ ᡨଠ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ術લॏྫʹ

ର͢Δ؊Ҡ২のӫཆཧ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � 41　ಛผاը છ研究ʹ͓͚Δϝタボロミクεײ � 座長
� ˎ�৽田 ߒ � +4�　δϣΠントγンϙδウϜ �� 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 1　術લ・術ޙのӫཆཧ � 座長
� ˎ�ยۅ উ߂ � 一般ԋ 11　ංຬ・ϝタボリックγンドローϜ � 座長

ୈ 58ճຊҠ২ֶձ૯ձ ݹ໊� �2022�10�13ʙ 10�15
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ � "#0ෆద合生ମ؊Ҡ২ʹ͓͚Δᡮଁఠग़・݂ᕶަΛ͠ߦࢪͳ

͍リπΩγϚϒ とߴ༻ྔЍάロϒリンʹΑΔ໔Ӹ੍ཧ � 一般ޱԋ
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ࢮ؊Ҡ২1�年ޙʹൃͨ͠؊ࡉ๔؞ʹର͠ߢڳ

鏡Լʹআͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ݪߴ ࢤ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ଜ   ʑࠤ ষ � ಛൃੑ門຺ѹဏਐ

Λ合ซͨ͠؊外門຺ด࠹ʹରͯ͠生ମ؊Ҡ২術と二ظతᡮఠ術Λͨ͠ߦࢪ一ྫ � 一般ޱԋ

ୈ 60ճຊֶྍ࣏؞ձֶज़ूձ �ਆށ �2022�10�20ʙ 10�22
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  石田 ໜ 

ळࢁ ༗࢙  ʑࠤ ষ � Ήͳ͘ಋೖͨ͠2OE MJOF ؞療がஶޮͨ͠ᢄଁ࣏ 2 ྫのݧܦ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 一般ޱԋ 1� ؊ଁ 手術療๏ 1� 座長
� ˎ�ླ  信  ถ田 ޫ � ଁ器ผϫークγϣッϓ22ʮখࣇがんʹର͢Δ໔Ӹ療๏のݱ状ʯ� 座長

ୈ 38ճຊখࣇ֎ՊֶձळقγϯϙδϜ �Ԭࢁ �2022�10�27ʙ 10�29
� ���খࢁ ྄ଠ  田ۚ ܙ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � 院Ͱͨ͠ݧܦ先ఱੑ೯๔ੑഏ࣬ױのܦաと࣏療ํ � 一般ޱԋ
� ���খྛ Ί͙み  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡ิॿԼңᚈઃ術のఆܕ化とٕ術ܧঝ � 一般ޱԋ
� ���田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � 院Ͱͨ͠ݧܦ$PWFSFE DMPBDBM FYTUSPQIZ の一உྫࣇ � 一般ޱԋ

ۀڀݚ

�� ۀڀݚ

��5��ఱ 総  石田 ໜ  ਗ਼ ਅॹ  ݩڮ ຑ生  দҪ ༤հ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � ࣭ؒੑഏԌのͨΊߗບ外ຑਲซ༻ہ所ຑਲͰ手術͑ͨ͠乳؞の
1ྫ � 一般ޱԋ

�����藤ᖒ ྑհ  ଜ ӳ৳  தଜ ါ࠸  ʑࠤ लࡦ  藤Ҫ ਔࢤ  օ ༸  ʑࠤ ষ � ࢪઃʹ͓͚ΔෲนϔϧニΞʹର͢Δ3JWFT�4UPQQB ๏
のݧܦ � 一般ޱԋ

�����八ॏֽ ਸ਼య � ෲߢ鏡Լ大؞手術 ٕ術ঝと手術教育๏ � ϥンνϣンセミφー
�����八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ༗٢ ༎  ാத ஐو  ฏ田 ༐一  ҏ藤 ฏߒ  ʑࠤ ஐࢠ  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信 

岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δෲߢ鏡Լ݁ӈআΛ҆શʹͨ͏ߦΊの手術手ٕ � ϏσΦγンϙδウϜ
�����จӬᷪ  ୨ڮ ༸ଠ  成 ༔  石ڮ ਖ਼久  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � εトϨεଟ݂ʹىҼ͢Δ上ؒບ静຺݂ખの一ྫ � 一般ޱԋ
�����ക༢ ߊ � ෲߢ鏡Լεリーϒ状ңআ術ޙのߢޱ内・内ەࡉのม化とྔݮ・ँվળޮՌ � ϥンνϣンセミφー
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  ླ 信  大௩ ت  ʑࠤ ষ � さ·͟·ͳ

ଞ࣬ױͰ手術Λཁ͢Δߴංຬऀױʹର͢Δ࣏療ઓུ � ϫークγϣッϓ
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  ਢ藤 ོ೭  藤ݪ 久و  ٠ ࢘ߊ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  ླ 信 

大௩ ت  ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δଁ器ԣஅతͳ SFEVDFE QPSU TVSHFSZ の࣮ફ � ϏσΦγンϙδウϜ
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  石֞ ହ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

εリーϒ状ңআ術の࣏療ޮՌのଥੑΛͲ͜ʹٻΊΔか  � γンϙδウϜ
�����ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  長 ༐ਓ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �

ෲߢಈ຺ѹഭީ܈ซଘのᢄ಄十二ࢦআ術ޙग़݂の一ྫ � 一般ޱԋ
��5��ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 5�

৯ಓ؞ʹର͢Δ%$'ʹΑΔಋೖ化学療๏ޙのߢڳ鏡Լ DPOWFSTJPO TVSHFSZ� ϏσΦγンϙδウϜ
�����二֊ य़߳  ക༢ ߊ  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լεリーϒ状

ңআ術がดੑ࠹ਭ࣌ແٵݺとᢄЌࡉ๔ʹٴ΅͢ޮՌ � γンϙδウϜ
�����അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δ内視鏡Λซ༻ͨ͠ෲߢ鏡手術のݱ状とޙࠓのՄੑ � ϫークγϣッϓ
� ˎ�八ॏֽ ਸ਼య � 一般ޱԋ1� ݁・�� 座長
� ˎ�ླ  信  石ڮ थ � σΟϕート セッγϣン�ʮখࣇܘϔϧニΞの手術ʯ� 座長

ୈ 22ճຊ߅Ճྸҩֶձ૯ձ �େࡕ �2022�06�17ʙ 06�19
� �ࠤ�� ʑ ষ � ංຬ 療の৽ల։࣏病の外科తܕ2 � γンϙδウϜ

ຊਭֶձୈ 47ճఆֶظज़ूձ ژ� �2022�06�30ʙ 07�01
� ޱࢁ��� ೭و  ࡉ ีܟ  ࡉ ཬֆ  ଜ Ѫ༝ඒ  ઙপ ࢬ  ઍ༿ རߐ  ๛ר ੈࢠ  藤ࠤ ޫึ  藤ࠤ ޫಸึ  ౡ 生࢚  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ �

౼ݕの༗ޮੑʹؔ͢Δޙँվળ手術2年・ྔݮର͢Δʹ܈ީٵݺແ࣌ਭੑ࠹ංຬʹ合ซ͢Δดߴ � 一般ޱԋ

ୈ 30ճຊೕֶ؞ձֶज़૯ձ �ԣ �2022�06�30ʙ 07�02
� ���খদ ӳ໌  石田 ໜ  দҪ ༤հ  ఱ 総  ݩڮ ຑ生  ਗ਼ ਅॹ  ʑࠤ ষ � 院ʹ͓͚ΔϗϧϞンड༰ମཅੑసҠൃ࠶乳؞ʹର͢Δ

療成࣏ༀの્�/�,%$ � F�1PTUFS
� ���༗ ಞ߂  ᖒۄ Ղ೭ � 乳腺ἷฏ上ൽ؞の1ྫ � F�1PTUFS
� ݩڮ��� ຑ生  ఱ 総  石田 ໜ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � 乳؞術લ化学療๏ʹ͓͚ΔޮՌ予ଌҼࢠとͯ͠のന݂ٿ͓Αͼ分ըのྟচ学తҙ義

のݕ౼ � F�1PTUFS
� ���石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  ఱ 総  খদ ӳ໌  二ළ   藤 ࡾ݈  ʑࠤ ষ � 院ༀࡎ師のอݥༀہʹର͢Δҙࣝௐࠪ � F�1PTUFS
� 5��ఱ 総  খদ ӳ໌  ݩڮ ຑ生  石田 ໜ  ʑࠤ ষ � ᡫᜰリンύઅసҠの༗ແとྟচ病ཧ学తಛのݕ౼ � F�1PTUFS

ୈ 77ճຊফԽث֎Պֶձ૯ձ �ԣ �2022�07�20ʙ 07�22
� ���٠ ࢘ߊ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ؊ଁ手術ʹ͓͚Δ.VTFࡉ๔ಈଶ � 一般

ԋޱ
� ݩڮ��� ຑ生  田ࢁ ൣ  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ༄ थ  八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 大؞సҠリンύઅͰの؞ඍখڥ

Լʹ͓͚Δタンύクൃݱʹؔ͢Δ病ཧ学తݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓআ術ʹର͢Δ術ޙഏԌ

予防のͨΊのप術ظཧ � 一般ޱԋ
� ���ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  長 ༐ਓ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � $PWFSFE 4UFOU が༗ޮͰ͋ͬͨᢄ಄十二

ग़݂の一ྫޙআ術ࢦ � 一般ޱԋ
� 5��田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � 科の63�-"ᢄ؞ʹର͢Δ

療ઓུ࣏ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ生ମ؊Ҡ২ޙ

ಓࡥڱʹର͢Δگݱとରࡦ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 一般ԋ109 ؊ଁ � సҠੑ؊1؞� 座長

ୈ 76ճຊ৯ಓֶձֶज़ूձ �౦ژ �2022�09�24ʙ 09�26
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δ

/JWPMVNBC のݧܦ༺ � ϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ക༢ ߊ  岩୩ ַ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δロボットࢧԉ

Լ৯ಓআ術の҆શੑのݕ౼ � ϙεター
� ���岩୩ ַ  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ௩  � ৯ಓऀױ؞ʹ͓͚Δ/POBDUJPOBCMF มҟΛ༻͍ͨ DU%/"Ϟニタリンά � ϫークγϣッϓ
� ���Ԟ ඒཬ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  岩୩ ַ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ए年உੑʹൃ生ͨ͠

,JMMJBO +BNJFTPO の1ྫࣨܜ � ϙεター
� 5��ԕ藤 ོ࢙  岩୩ ַ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ଜ ༞ี  ʑࠤ ষ  ൘࣋ ໌ � /JWPMVNBC ༩ޙ)ZQFS QSPHSFTTJPO EJTFBTF

Λఄͨ͠৯ಓ؞の一ྫ � ϙεター

ୈ 81ճຊֶ؞ձֶज़૯ձ �ԣ �2022�09�29ʙ 2022�10�01
� ���岩୩ ַ  ʑࠤ ஐࢠ  八ॏֽ ਸ਼య  ௩  � ײߴ DU%/"ࠪݕΛ༻͍ͨ大؞術ޙαーϕΠϥンεγεςϜ � 一般ޱԋ

ୈ 14ճຊ"DVUF$BSF4VSHFSZ ֶձֶज़ूձ ࡚ٶ� �2022�09�30ʙ 10�01
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ؊ᢄྖҬ手術ʹ͓͚Δग़੍݂ޚ � 一般ޱԋ

ୈ 44ճຊྟচӫཆֶձ૯ձɾୈ 43ճຊྟচӫཆڠձ૯ձ�ୈ 20ճେ࿈߹େձ �Ԭ �2022�10�07ʙ 10�09
� ���Ӊํ ࢠ ळࢁ ༗࢙ അ ࿕ 二֊ य़߳ ԕ藤 ོ࢙ ʑࠤ ষ� ң؞術ޙ�か݄のମॏݮগと৯事・ؒ ৯のઁऔΤωϧΪーྔとのݕ౼�

一般ޱԋ
� �ࠤ�� ʑ ষ � 外科とӫཆ ະ来のͨΊʹࠓԿΛ͖͢か � 学会会長講ԋ
� ���খ田 ༃  石֞ ହ  八 ་  長ᖒ 幹  部 యࢠ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ � ޙँվળ手術・ྔݮ � 年·ͰのෛՙݧࢼʹΑΔΠンεリン

分泌͓ΑͼのਪҠ � 一般ޱԋ
� ���成 ༔ � Τドϧミζ༻ʹ͓͚Δআෆਐߦңऀױ؞のӫཆ状ଶのม化 � 一般ޱԋ
� 5��大ࢁ ݈一  Ճ藤 久ਔ೭  上 ѥࢠل  ਿଜ   ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ดࠨੑ࠹ଆ݁؞ʹର͢Δܦᡗ門ΠϨウεཹஔと大εςント

ཹஔのൺֱ � 一般ޱԋ
� ���田ۚ ܙ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  田ଜ ໌生  Ոࢠ 義  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ʑࠤ ߊ � $5Λ༻͍ͨے֨ࠎのࢷਁ५ղੳʹΑΔ৯ಓ؞術લ化学療๏தのαϧίϖニΞのධՁ � 一般ޱԋ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  Ӊํ ࢠ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢Δෲߢ鏡Լ門ଆң術ޙのମॏݮগとઁऔΤωϧΪーྔのݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���八 ་  খ田 ༃  長ᖒ 幹  部 యࢠ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞��ହ � ϚδンドーϧʹΑΔମॏݮগޮՌとྟচύϥϝーターɺ҆શੑʹ

ؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ฏ田 ༐一  田ޱ ᡨଠ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ術લॏྫʹ

ର͢Δ؊Ҡ২のӫཆཧ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � 41　ಛผاը છ研究ʹ͓͚Δϝタボロミクεײ � 座長
� ˎ�৽田 ߒ � +4�　δϣΠントγンϙδウϜ �� 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 1　術લ・術ޙのӫཆཧ � 座長
� ˎ�ยۅ উ߂ � 一般ԋ 11　ංຬ・ϝタボリックγンドローϜ � 座長

ୈ 58ճຊҠ২ֶձ૯ձ ݹ໊� �2022�10�13ʙ 10�15
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ � "#0ෆద合生ମ؊Ҡ২ʹ͓͚Δᡮଁఠग़・݂ᕶަΛ͠ߦࢪͳ

͍リπΩγϚϒ とߴ༻ྔЍάロϒリンʹΑΔ໔Ӹ੍ཧ � 一般ޱԋ
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ࢮ؊Ҡ২1�年ޙʹൃͨ͠؊ࡉ๔؞ʹର͠ߢڳ

鏡Լʹআͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ݪߴ ࢤ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ଜ   ʑࠤ ষ � ಛൃੑ門຺ѹဏਐ

Λ合ซͨ͠؊外門຺ด࠹ʹରͯ͠生ମ؊Ҡ২術と二ظతᡮఠ術Λͨ͠ߦࢪ一ྫ � 一般ޱԋ

ୈ 60ճຊֶྍ࣏؞ձֶज़ूձ �ਆށ �2022�10�20ʙ 10�22
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  石田 ໜ 

ळࢁ ༗࢙  ʑࠤ ষ � Ήͳ͘ಋೖͨ͠2OE MJOF ؞療がஶޮͨ͠ᢄଁ࣏ 2 ྫのݧܦ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 一般ޱԋ 1� ؊ଁ 手術療๏ 1� 座長
� ˎ�ླ  信  ถ田 ޫ � ଁ器ผϫークγϣッϓ22ʮখࣇがんʹର͢Δ໔Ӹ療๏のݱ状ʯ� 座長

ୈ 38ճຊখࣇ֎ՊֶձळقγϯϙδϜ �Ԭࢁ �2022�10�27ʙ 10�29
� ���খࢁ ྄ଠ  田ۚ ܙ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � 院Ͱͨ͠ݧܦ先ఱੑ೯๔ੑഏ࣬ױのܦաと࣏療ํ � 一般ޱԋ
� ���খྛ Ί͙み  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡ิॿԼңᚈઃ術のఆܕ化とٕ術ܧঝ � 一般ޱԋ
� ���田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � 院Ͱͨ͠ݧܦ$PWFSFE DMPBDBM FYTUSPQIZ の一உྫࣇ � 一般ޱԋ

��



ۀڀݚ

��5��ఱ 総  石田 ໜ  ਗ਼ ਅॹ  ݩڮ ຑ生  দҪ ༤հ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � ࣭ؒੑഏԌのͨΊߗບ外ຑਲซ༻ہ所ຑਲͰ手術͑ͨ͠乳؞の
1ྫ � 一般ޱԋ

�����藤ᖒ ྑհ  ଜ ӳ৳  தଜ ါ࠸  ʑࠤ लࡦ  藤Ҫ ਔࢤ  օ ༸  ʑࠤ ষ � ࢪઃʹ͓͚ΔෲนϔϧニΞʹର͢Δ3JWFT�4UPQQB ๏
のݧܦ � 一般ޱԋ

�����八ॏֽ ਸ਼య � ෲߢ鏡Լ大؞手術 ٕ術ঝと手術教育๏ � ϥンνϣンセミφー
�����八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ༗٢ ༎  ാத ஐو  ฏ田 ༐一  ҏ藤 ฏߒ  ʑࠤ ஐࢠ  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信 

岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δෲߢ鏡Լ݁ӈআΛ҆શʹͨ͏ߦΊの手術手ٕ � ϏσΦγンϙδウϜ
�����จӬᷪ  ୨ڮ ༸ଠ  成 ༔  石ڮ ਖ਼久  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � εトϨεଟ݂ʹىҼ͢Δ上ؒບ静຺݂ખの一ྫ � 一般ޱԋ
�����ക༢ ߊ � ෲߢ鏡Լεリーϒ状ңআ術ޙのߢޱ内・内ەࡉのม化とྔݮ・ँվળޮՌ � ϥンνϣンセミφー
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  ླ 信  大௩ ت  ʑࠤ ষ � さ·͟·ͳ

ଞ࣬ױͰ手術Λཁ͢Δߴංຬऀױʹର͢Δ࣏療ઓུ � ϫークγϣッϓ
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  ਢ藤 ོ೭  藤ݪ 久و  ٠ ࢘ߊ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  ླ 信 

大௩ ت  ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δଁ器ԣஅతͳ SFEVDFE QPSU TVSHFSZ の࣮ફ � ϏσΦγンϙδウϜ
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  石֞ ହ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

εリーϒ状ңআ術の࣏療ޮՌのଥੑΛͲ͜ʹٻΊΔか  � γンϙδウϜ
�����ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  長 ༐ਓ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �

ෲߢಈ຺ѹഭީ܈ซଘのᢄ಄十二ࢦআ術ޙग़݂の一ྫ � 一般ޱԋ
��5��ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 5�

৯ಓ؞ʹର͢Δ%$'ʹΑΔಋೖ化学療๏ޙのߢڳ鏡Լ DPOWFSTJPO TVSHFSZ� ϏσΦγンϙδウϜ
�����二֊ य़߳  ക༢ ߊ  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լεリーϒ状

ңআ術がดੑ࠹ਭ࣌ແٵݺとᢄЌࡉ๔ʹٴ΅͢ޮՌ � γンϙδウϜ
�����അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δ内視鏡Λซ༻ͨ͠ෲߢ鏡手術のݱ状とޙࠓのՄੑ � ϫークγϣッϓ
� ˎ�八ॏֽ ਸ਼య � 一般ޱԋ1� ݁・�� 座長
� ˎ�ླ  信  石ڮ थ � σΟϕート セッγϣン�ʮখࣇܘϔϧニΞの手術ʯ� 座長

ୈ 22ճຊ߅Ճྸҩֶձ૯ձ �େࡕ �2022�06�17ʙ 06�19
� �ࠤ�� ʑ ষ � ංຬ 療の৽ల։࣏病の外科తܕ2 � γンϙδウϜ

ຊਭֶձୈ 47ճఆֶظज़ूձ ژ� �2022�06�30ʙ 07�01
� ޱࢁ��� ೭و  ࡉ ีܟ  ࡉ ཬֆ  ଜ Ѫ༝ඒ  ઙপ ࢬ  ઍ༿ རߐ  ๛ר ੈࢠ  藤ࠤ ޫึ  藤ࠤ ޫಸึ  ౡ 生࢚  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ �

౼ݕの༗ޮੑʹؔ͢Δޙँվળ手術2年・ྔݮର͢Δʹ܈ީٵݺແ࣌ਭੑ࠹ංຬʹ合ซ͢Δดߴ � 一般ޱԋ

ୈ 30ճຊೕֶ؞ձֶज़૯ձ �ԣ �2022�06�30ʙ 07�02
� ���খদ ӳ໌  石田 ໜ  দҪ ༤հ  ఱ 総  ݩڮ ຑ生  ਗ਼ ਅॹ  ʑࠤ ষ � 院ʹ͓͚ΔϗϧϞンड༰ମཅੑసҠൃ࠶乳؞ʹର͢Δ

療成࣏ༀの્�/�,%$ � F�1PTUFS
� ���༗ ಞ߂  ᖒۄ Ղ೭ � 乳腺ἷฏ上ൽ؞の1ྫ � F�1PTUFS
� ݩڮ��� ຑ生  ఱ 総  石田 ໜ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � 乳؞術લ化学療๏ʹ͓͚ΔޮՌ予ଌҼࢠとͯ͠のന݂ٿ͓Αͼ分ըのྟচ学తҙ義

のݕ౼ � F�1PTUFS
� ���石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  ఱ 総  খদ ӳ໌  二ළ   藤 ࡾ݈  ʑࠤ ষ � 院ༀࡎ師のอݥༀہʹର͢Δҙࣝௐࠪ � F�1PTUFS
� 5��ఱ 総  খদ ӳ໌  ݩڮ ຑ生  石田 ໜ  ʑࠤ ষ � ᡫᜰリンύઅసҠの༗ແとྟচ病ཧ学తಛのݕ౼ � F�1PTUFS

ୈ 77ճຊফԽث֎Պֶձ૯ձ �ԣ �2022�07�20ʙ 07�22
� ���٠ ࢘ߊ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ؊ଁ手術ʹ͓͚Δ.VTFࡉ๔ಈଶ � 一般

ԋޱ
� ݩڮ��� ຑ生  田ࢁ ൣ  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ༄ थ  八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 大؞సҠリンύઅͰの؞ඍখڥ

Լʹ͓͚Δタンύクൃݱʹؔ͢Δ病ཧ学తݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓআ術ʹର͢Δ術ޙഏԌ

予防のͨΊのप術ظཧ � 一般ޱԋ
� ���ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  長 ༐ਓ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � $PWFSFE 4UFOU が༗ޮͰ͋ͬͨᢄ಄十二

ग़݂の一ྫޙআ術ࢦ � 一般ޱԋ
� 5��田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � 科の63�-"ᢄ؞ʹର͢Δ

療ઓུ࣏ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ生ମ؊Ҡ২ޙ

ಓࡥڱʹର͢Δگݱとରࡦ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 一般ԋ109 ؊ଁ � సҠੑ؊1؞� 座長

ۀڀݚ

ୈ 76ճຊ৯ಓֶձֶज़ूձ �౦ژ �2022�09�24ʙ 09�26
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δ

/JWPMVNBC のݧܦ༺ � ϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ക༢ ߊ  岩୩ ַ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δロボットࢧԉ

Լ৯ಓআ術の҆શੑのݕ౼ � ϙεター
� ���岩୩ ַ  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ௩  � ৯ಓऀױ؞ʹ͓͚Δ/POBDUJPOBCMF มҟΛ༻͍ͨ DU%/"Ϟニタリンά � ϫークγϣッϓ
� ���Ԟ ඒཬ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  岩୩ ַ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ए年உੑʹൃ生ͨ͠

,JMMJBO +BNJFTPO の1ྫࣨܜ � ϙεター
� 5��ԕ藤 ོ࢙  岩୩ ַ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ଜ ༞ี  ʑࠤ ষ  ൘࣋ ໌ � /JWPMVNBC ༩ޙ)ZQFS QSPHSFTTJPO EJTFBTF

Λఄͨ͠৯ಓ؞の一ྫ � ϙεター

ୈ 81ճຊֶ؞ձֶज़૯ձ �ԣ �2022�09�29ʙ 2022�10�01
� ���岩୩ ַ  ʑࠤ ஐࢠ  八ॏֽ ਸ਼య  ௩  � ײߴ DU%/"ࠪݕΛ༻͍ͨ大؞術ޙαーϕΠϥンεγεςϜ � 一般ޱԋ

ୈ 14ճຊ"DVUF$BSF4VSHFSZ ֶձֶज़ूձ ࡚ٶ� �2022�09�30ʙ 10�01
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ؊ᢄྖҬ手術ʹ͓͚Δग़੍݂ޚ � 一般ޱԋ

ୈ 44ճຊྟচӫཆֶձ૯ձɾୈ 43ճຊྟচӫཆڠձ૯ձ�ୈ 20ճେ࿈߹େձ �Ԭ �2022�10�07ʙ 10�09
� ���Ӊํ ࢠ ळࢁ ༗࢙ അ ࿕ 二֊ य़߳ ԕ藤 ོ࢙ ʑࠤ ষ� ң؞術ޙ�か݄のମॏݮগと৯事・ؒ ৯のઁऔΤωϧΪーྔとのݕ౼�

一般ޱԋ
� �ࠤ�� ʑ ষ � 外科とӫཆ ະ来のͨΊʹࠓԿΛ͖͢か � 学会会長講ԋ
� ���খ田 ༃  石֞ ହ  八 ་  長ᖒ 幹  部 యࢠ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ � ޙँվળ手術・ྔݮ � 年·ͰのෛՙݧࢼʹΑΔΠンεリン

分泌͓ΑͼのਪҠ � 一般ޱԋ
� ���成 ༔ � Τドϧミζ༻ʹ͓͚Δআෆਐߦңऀױ؞のӫཆ状ଶのม化 � 一般ޱԋ
� 5��大ࢁ ݈一  Ճ藤 久ਔ೭  上 ѥࢠل  ਿଜ   ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ดࠨੑ࠹ଆ݁؞ʹର͢Δܦᡗ門ΠϨウεཹஔと大εςント

ཹஔのൺֱ � 一般ޱԋ
� ���田ۚ ܙ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  田ଜ ໌生  Ոࢠ 義  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ʑࠤ ߊ � $5Λ༻͍ͨے֨ࠎのࢷਁ५ղੳʹΑΔ৯ಓ؞術લ化学療๏தのαϧίϖニΞのධՁ � 一般ޱԋ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  Ӊํ ࢠ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢Δෲߢ鏡Լ門ଆң術ޙのମॏݮগとઁऔΤωϧΪーྔのݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���八 ་  খ田 ༃  長ᖒ 幹  部 యࢠ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞��ହ � ϚδンドーϧʹΑΔମॏݮগޮՌとྟচύϥϝーターɺ҆શੑʹ

ؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ฏ田 ༐一  田ޱ ᡨଠ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ術લॏྫʹ

ର͢Δ؊Ҡ২のӫཆཧ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � 41　ಛผاը છ研究ʹ͓͚Δϝタボロミクεײ � 座長
� ˎ�৽田 ߒ � +4�　δϣΠントγンϙδウϜ �� 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 1　術લ・術ޙのӫཆཧ � 座長
� ˎ�ยۅ উ߂ � 一般ԋ 11　ංຬ・ϝタボリックγンドローϜ � 座長

ୈ 58ճຊҠ২ֶձ૯ձ ݹ໊� �2022�10�13ʙ 10�15
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ � "#0ෆద合生ମ؊Ҡ২ʹ͓͚Δᡮଁఠग़・݂ᕶަΛ͠ߦࢪͳ

͍リπΩγϚϒ とߴ༻ྔЍάロϒリンʹΑΔ໔Ӹ੍ཧ � 一般ޱԋ
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ࢮ؊Ҡ২1�年ޙʹൃͨ͠؊ࡉ๔؞ʹର͠ߢڳ

鏡Լʹআͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ݪߴ ࢤ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ଜ   ʑࠤ ষ � ಛൃੑ門຺ѹဏਐ

Λ合ซͨ͠؊外門຺ด࠹ʹରͯ͠生ମ؊Ҡ২術と二ظతᡮఠ術Λͨ͠ߦࢪ一ྫ � 一般ޱԋ

ୈ 60ճຊֶྍ࣏؞ձֶज़ूձ �ਆށ �2022�10�20ʙ 10�22
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  石田 ໜ 

ळࢁ ༗࢙  ʑࠤ ষ � Ήͳ͘ಋೖͨ͠2OE MJOF ؞療がஶޮͨ͠ᢄଁ࣏ 2 ྫのݧܦ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 一般ޱԋ 1� ؊ଁ 手術療๏ 1� 座長
� ˎ�ླ  信  ถ田 ޫ � ଁ器ผϫークγϣッϓ22ʮখࣇがんʹର͢Δ໔Ӹ療๏のݱ状ʯ� 座長

ୈ 38ճຊখࣇ֎ՊֶձळقγϯϙδϜ �Ԭࢁ �2022�10�27ʙ 10�29
� ���খࢁ ྄ଠ  田ۚ ܙ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � 院Ͱͨ͠ݧܦ先ఱੑ೯๔ੑഏ࣬ױのܦաと࣏療ํ � 一般ޱԋ
� ���খྛ Ί͙み  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡ิॿԼңᚈઃ術のఆܕ化とٕ術ܧঝ � 一般ޱԋ
� ���田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � 院Ͱͨ͠ݧܦ$PWFSFE DMPBDBM FYTUSPQIZ の一உྫࣇ � 一般ޱԋ

�� ۀڀݚ

��5��ఱ 総  石田 ໜ  ਗ਼ ਅॹ  ݩڮ ຑ生  দҪ ༤հ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � ࣭ؒੑഏԌのͨΊߗບ外ຑਲซ༻ہ所ຑਲͰ手術͑ͨ͠乳؞の
1ྫ � 一般ޱԋ

�����藤ᖒ ྑհ  ଜ ӳ৳  தଜ ါ࠸  ʑࠤ लࡦ  藤Ҫ ਔࢤ  օ ༸  ʑࠤ ষ � ࢪઃʹ͓͚ΔෲนϔϧニΞʹର͢Δ3JWFT�4UPQQB ๏
のݧܦ � 一般ޱԋ

�����八ॏֽ ਸ਼య � ෲߢ鏡Լ大؞手術 ٕ術ঝと手術教育๏ � ϥンνϣンセミφー
�����八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ༗٢ ༎  ാத ஐو  ฏ田 ༐一  ҏ藤 ฏߒ  ʑࠤ ஐࢠ  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信 

岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δෲߢ鏡Լ݁ӈআΛ҆શʹͨ͏ߦΊの手術手ٕ � ϏσΦγンϙδウϜ
�����จӬᷪ  ୨ڮ ༸ଠ  成 ༔  石ڮ ਖ਼久  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � εトϨεଟ݂ʹىҼ͢Δ上ؒບ静຺݂ખの一ྫ � 一般ޱԋ
�����ക༢ ߊ � ෲߢ鏡Լεリーϒ状ңআ術ޙのߢޱ内・内ەࡉのม化とྔݮ・ँվળޮՌ � ϥンνϣンセミφー
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  ླ 信  大௩ ت  ʑࠤ ষ � さ·͟·ͳ

ଞ࣬ױͰ手術Λཁ͢Δߴංຬऀױʹର͢Δ࣏療ઓུ � ϫークγϣッϓ
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ఱ ྯ  ਢ藤 ོ೭  藤ݪ 久و  ٠ ࢘ߊ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  ླ 信 

大௩ ت  ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δଁ器ԣஅతͳ SFEVDFE QPSU TVSHFSZ の࣮ફ � ϏσΦγンϙδウϜ
�����ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  石֞ ହ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

εリーϒ状ңআ術の࣏療ޮՌのଥੑΛͲ͜ʹٻΊΔか  � γンϙδウϜ
�����ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  長 ༐ਓ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �

ෲߢಈ຺ѹഭީ܈ซଘのᢄ಄十二ࢦআ術ޙग़݂の一ྫ � 一般ޱԋ
��5��ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 5�

৯ಓ؞ʹର͢Δ%$'ʹΑΔಋೖ化学療๏ޙのߢڳ鏡Լ DPOWFSTJPO TVSHFSZ� ϏσΦγンϙδウϜ
�����二֊ य़߳  ക༢ ߊ  成 信ޗ  ڮߴ ᚸਓ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լεリーϒ状

ңআ術がดੑ࠹ਭ࣌ແٵݺとᢄЌࡉ๔ʹٴ΅͢ޮՌ � γンϙδウϜ
�����അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δ内視鏡Λซ༻ͨ͠ෲߢ鏡手術のݱ状とޙࠓのՄੑ � ϫークγϣッϓ
� ˎ�八ॏֽ ਸ਼య � 一般ޱԋ1� ݁・�� 座長
� ˎ�ླ  信  石ڮ थ � σΟϕート セッγϣン�ʮখࣇܘϔϧニΞの手術ʯ� 座長

ୈ 22ճຊ߅Ճྸҩֶձ૯ձ �େࡕ �2022�06�17ʙ 06�19
� �ࠤ�� ʑ ষ � ංຬ 療の৽ల։࣏病の外科తܕ2 � γンϙδウϜ

ຊਭֶձୈ 47ճఆֶظज़ूձ ژ� �2022�06�30ʙ 07�01
� ޱࢁ��� ೭و  ࡉ ีܟ  ࡉ ཬֆ  ଜ Ѫ༝ඒ  ઙপ ࢬ  ઍ༿ རߐ  ๛ר ੈࢠ  藤ࠤ ޫึ  藤ࠤ ޫಸึ  ౡ 生࢚  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ �

౼ݕの༗ޮੑʹؔ͢Δޙँվળ手術2年・ྔݮର͢Δʹ܈ީٵݺແ࣌ਭੑ࠹ංຬʹ合ซ͢Δดߴ � 一般ޱԋ

ୈ 30ճຊೕֶ؞ձֶज़૯ձ �ԣ �2022�06�30ʙ 07�02
� ���খদ ӳ໌  石田 ໜ  দҪ ༤հ  ఱ 総  ݩڮ ຑ生  ਗ਼ ਅॹ  ʑࠤ ষ � 院ʹ͓͚ΔϗϧϞンड༰ମཅੑసҠൃ࠶乳؞ʹର͢Δ

療成࣏ༀの્�/�,%$ � F�1PTUFS
� ���༗ ಞ߂  ᖒۄ Ղ೭ � 乳腺ἷฏ上ൽ؞の1ྫ � F�1PTUFS
� ݩڮ��� ຑ生  ఱ 総  石田 ໜ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � 乳؞術લ化学療๏ʹ͓͚ΔޮՌ予ଌҼࢠとͯ͠のന݂ٿ͓Αͼ分ըのྟচ学తҙ義

のݕ౼ � F�1PTUFS
� ���石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  ఱ 総  খদ ӳ໌  二ළ   藤 ࡾ݈  ʑࠤ ষ � 院ༀࡎ師のอݥༀہʹର͢Δҙࣝௐࠪ � F�1PTUFS
� 5��ఱ 総  খদ ӳ໌  ݩڮ ຑ生  石田 ໜ  ʑࠤ ষ � ᡫᜰリンύઅసҠの༗ແとྟচ病ཧ学తಛのݕ౼ � F�1PTUFS

ୈ 77ճຊফԽث֎Պֶձ૯ձ �ԣ �2022�07�20ʙ 07�22
� ���٠ ࢘ߊ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ؊ଁ手術ʹ͓͚Δ.VTFࡉ๔ಈଶ � 一般

ԋޱ
� ݩڮ��� ຑ生  田ࢁ ൣ  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ༄ थ  八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 大؞సҠリンύઅͰの؞ඍখڥ

Լʹ͓͚Δタンύクൃݱʹؔ͢Δ病ཧ学తݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ླ 信  岩୩ ַ  大௩ ت  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓআ術ʹର͢Δ術ޙഏԌ

予防のͨΊのप術ظཧ � 一般ޱԋ
� ���ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  長 ༐ਓ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � $PWFSFE 4UFOU が༗ޮͰ͋ͬͨᢄ಄十二

ग़݂の一ྫޙআ術ࢦ � 一般ޱԋ
� 5��田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � 科の63�-"ᢄ؞ʹର͢Δ

療ઓུ࣏ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ生ମ؊Ҡ২ޙ

ಓࡥڱʹର͢Δگݱとରࡦ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 一般ԋ109 ؊ଁ � సҠੑ؊1؞� 座長

ୈ 76ճຊ৯ಓֶձֶज़ूձ �౦ژ �2022�09�24ʙ 09�26
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δ

/JWPMVNBC のݧܦ༺ � ϙεター
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ക༢ ߊ  岩୩ ַ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δロボットࢧԉ

Լ৯ಓআ術の҆શੑのݕ౼ � ϙεター
� ���岩୩ ַ  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ௩  � ৯ಓऀױ؞ʹ͓͚Δ/POBDUJPOBCMF มҟΛ༻͍ͨ DU%/"Ϟニタリンά � ϫークγϣッϓ
� ���Ԟ ඒཬ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  岩୩ ַ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ए年உੑʹൃ生ͨ͠

,JMMJBO +BNJFTPO の1ྫࣨܜ � ϙεター
� 5��ԕ藤 ོ࢙  岩୩ ַ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ଜ ༞ี  ʑࠤ ষ  ൘࣋ ໌ � /JWPMVNBC ༩ޙ)ZQFS QSPHSFTTJPO EJTFBTF

Λఄͨ͠৯ಓ؞の一ྫ � ϙεター

ୈ 81ճຊֶ؞ձֶज़૯ձ �ԣ �2022�09�29ʙ 2022�10�01
� ���岩୩ ַ  ʑࠤ ஐࢠ  八ॏֽ ਸ਼య  ௩  � ײߴ DU%/"ࠪݕΛ༻͍ͨ大؞術ޙαーϕΠϥンεγεςϜ � 一般ޱԋ

ୈ 14ճຊ"DVUF$BSF4VSHFSZ ֶձֶज़ूձ ࡚ٶ� �2022�09�30ʙ 10�01
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ؊ᢄྖҬ手術ʹ͓͚Δग़੍݂ޚ � 一般ޱԋ

ୈ 44ճຊྟচӫཆֶձ૯ձɾୈ 43ճຊྟচӫཆڠձ૯ձ�ୈ 20ճେ࿈߹େձ �Ԭ �2022�10�07ʙ 10�09
� ���Ӊํ ࢠ ळࢁ ༗࢙ അ ࿕ 二֊ य़߳ ԕ藤 ོ࢙ ʑࠤ ষ� ң؞術ޙ�か݄のମॏݮগと৯事・ؒ ৯のઁऔΤωϧΪーྔとのݕ౼�

一般ޱԋ
� �ࠤ�� ʑ ষ � 外科とӫཆ ະ来のͨΊʹࠓԿΛ͖͢か � 学会会長講ԋ
� ���খ田 ༃  石֞ ହ  八 ་  長ᖒ 幹  部 యࢠ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ � ޙँվળ手術・ྔݮ � 年·ͰのෛՙݧࢼʹΑΔΠンεリン

分泌͓ΑͼのਪҠ � 一般ޱԋ
� ���成 ༔ � Τドϧミζ༻ʹ͓͚Δআෆਐߦңऀױ؞のӫཆ状ଶのม化 � 一般ޱԋ
� 5��大ࢁ ݈一  Ճ藤 久ਔ೭  上 ѥࢠل  ਿଜ   ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ดࠨੑ࠹ଆ݁؞ʹର͢Δܦᡗ門ΠϨウεཹஔと大εςント

ཹஔのൺֱ � 一般ޱԋ
� ���田ۚ ܙ  ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  田ଜ ໌生  Ոࢠ 義  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ʑࠤ ߊ � $5Λ༻͍ͨے֨ࠎのࢷਁ५ղੳʹΑΔ৯ಓ؞術લ化学療๏தのαϧίϖニΞのධՁ � 一般ޱԋ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  Ӊํ ࢠ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢Δෲߢ鏡Լ門ଆң術ޙのମॏݮগとઁऔΤωϧΪーྔのݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���八 ་  খ田 ༃  長ᖒ 幹  部 యࢠ  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞��ହ � ϚδンドーϧʹΑΔମॏݮগޮՌとྟচύϥϝーターɺ҆શੑʹ

ؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ฏ田 ༐一  田ޱ ᡨଠ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ術લॏྫʹ

ର͢Δ؊Ҡ২のӫཆཧ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � 41　ಛผاը છ研究ʹ͓͚Δϝタボロミクεײ � 座長
� ˎ�৽田 ߒ � +4�　δϣΠントγンϙδウϜ �� 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 1　術લ・術ޙのӫཆཧ � 座長
� ˎ�ยۅ উ߂ � 一般ԋ 11　ංຬ・ϝタボリックγンドローϜ � 座長

ୈ 58ճຊҠ২ֶձ૯ձ ݹ໊� �2022�10�13ʙ 10�15
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ � "#0ෆద合生ମ؊Ҡ২ʹ͓͚Δᡮଁఠग़・݂ᕶަΛ͠ߦࢪͳ

͍リπΩγϚϒ とߴ༻ྔЍάロϒリンʹΑΔ໔Ӹ੍ཧ � 一般ޱԋ
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ࢮ؊Ҡ২1�年ޙʹൃͨ͠؊ࡉ๔؞ʹର͠ߢڳ

鏡Լʹআͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ݪߴ ࢤ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ଜ   ʑࠤ ষ � ಛൃੑ門຺ѹဏਐ

Λ合ซͨ͠؊外門຺ด࠹ʹରͯ͠生ମ؊Ҡ২術と二ظతᡮఠ術Λͨ͠ߦࢪ一ྫ � 一般ޱԋ

ୈ 60ճຊֶྍ࣏؞ձֶज़ूձ �ਆށ �2022�10�20ʙ 10�22
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  石田 ໜ 

ळࢁ ༗࢙  ʑࠤ ষ � Ήͳ͘ಋೖͨ͠2OE MJOF ؞療がஶޮͨ͠ᢄଁ࣏ 2 ྫのݧܦ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 一般ޱԋ 1� ؊ଁ 手術療๏ 1� 座長
� ˎ�ླ  信  ถ田 ޫ � ଁ器ผϫークγϣッϓ22ʮখࣇがんʹର͢Δ໔Ӹ療๏のݱ状ʯ� 座長

ୈ 38ճຊখࣇ֎ՊֶձळقγϯϙδϜ �Ԭࢁ �2022�10�27ʙ 10�29
� ���খࢁ ྄ଠ  田ۚ ܙ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � 院Ͱͨ͠ݧܦ先ఱੑ೯๔ੑഏ࣬ױのܦաと࣏療ํ � 一般ޱԋ
� ���খྛ Ί͙み  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡ิॿԼңᚈઃ術のఆܕ化とٕ術ܧঝ � 一般ޱԋ
� ���田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � 院Ͱͨ͠ݧܦ$PWFSFE DMPBDBM FYTUSPQIZ の一உྫࣇ � 一般ޱԋ

��



ۀڀݚ

ୈ 30ճຊফԽؔث࿈ֶձिؒ 	+%%82022
�Ԭ �2022�10�27ʙ 10�30
� ���,JLVDIJ , ,BUBHJSJ ) "NBOP 4 /BHBTF ) 5BLFEB % 6NFNVSB " ,BOOOP 4 /JUUB ) 4BTBLJ "� .PCJMJ[BUJPO PG .VMUJMJOFBHF�

%J⒎FSFOUJBUJOH 4USFTT�&OEVSJOH $FMMT JOUP UIF QFSJQIFSBM CMPPE JO -JWFS 4VSHFSZ� %JHJUBM 1PTUFS
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ �

ロボットࢧԉԼෲߢ鏡Լ༓門ଆңআ術の࣏ظ療成 � σδタϧϙεター
� ���ੁ  ক࢙  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ十二ࢦजᙾʹର͢Δ࣏療

ઓུ � σδタϧϙεター
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δロボットࢧԉߢڳ鏡Լ৯ಓআ術のಋೖظʹ͓͚Δ成 � σδタϧϙεター
� 5��ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  ୌ ༟߁  ࡔ֟ հܒ  Ѩ部 चඒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩ ԝڡ  石田 ೭  ੁҪ ༗ � 術લྔݮと

ϝタボリックαーδΣリーʹΑͬͯ໌Βかとͳͬͨ*OEFUFSNJOBCMF�/"4)の֓೦と病ཧ৫学తٴͼྟচతಛʹ͍ͭͯ� σδタϧϙεター
� ���八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ฏ田 ༐一  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚ΔࣨܜԌ

ʹ͏4状݁ᡦᚈʹର͢Δෲߢ鏡Լ手術の࣏療ઓུ � 一般ޱԋ
� �ࠤˎ ʑ ষ � ң 	 ँ・ӫཆ 
2� 座長
� ˎ�৽田 ߒ � ؊ଁ 	 内視鏡Լ手術 	ѱੑ 

1� 座長

ୈ 60ճશ࣏ࣗࠃମපӃֶձ JOԭೄ �ಹ �2022�11�10ʙ 11�11
� ���ԘҪ 義༟  ୩۽ लج  田ଜ 大  ਆ㟒 成ࢠ  খࣉ ३  藤ࠤ ਖ਼ࢠ  ҏ ࢬࠀ  ࣯ णथ  藤ࠤ 一 � 岩手県ೆのখن県立病院ʹ͓͚Δٸٹ

Ԡध上のऔΓみʙंٸٹԠध9ׂɺंٸٹड͚ೖΕ年ؒ1000のಓʙ � ϙεター

ୈ 84ճຊྟচ֎Պֶձ૯ձ �Ԭ �2022�11�24ʙ 11�26
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢ΔロボットࢧԉԼ༓門ଆңআ術のఆܕ化と࣏療成 � ཁԋ
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞प術ظʹ͓͚Δଟ৬छհೖʹΑΔ&3"4ཧのऔΓみ � ཁԋ
� ���ଜ ӳ৳  খྛ ༟࢘  ݩڮ ຑ生   ل  藤ࣾ ษ  Ѩ部 ܆  ʑࠤ ষ � 成ਓܘ部ϔϧニΞྫൃ࠶ʹର͢Δ 5"11๏の༗༻ੑ �

ϫークγϣッϓ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δ -&$4の手術成 � ϫークγϣッϓ
� 5��അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  Ӊํ ࢠ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 術ޙ৯事ઁऔ状گかΒみͨෲߢ鏡Լ門ଆң術ޙのମॏݮগのݕ౼ � ϫークγϣッϓ
� ���ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  八ॏֽ ਸ਼య 

അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ླ 信 � ͍ͯͭʹվળޮՌػྔม化と৺ࢷのॎִ内ޙँվળ手術・ྔݮ � ύωϧσΟεΧッγϣン
� ���八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ج୩ल۽  ੁਖ਼ل  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �

科のෲߢ鏡Լ؞手術ʹʹ͓͚Δൃۮのݧܦ � ϫークγϣッϓ
� ���ླ  信  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 3FEVDFE 1PSU

4VSHFSZ のͩ͜わΓとݗҾࢳΛ༻͍ͨ術ల։の � ϫークγϣッϓ
� ˎ�৽田 ߒ � ϏσΦϫークγϣッϓ0� ෲߢ鏡Լ࠶؊আのと࣏療成 � 会࢘
� ˎ�അ ࿕ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
12� 十二ࢦ � ѱੑजᙾᶄ � 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
1�� 大 手術・ॏੵ � 座長
� ˎ�ยۅ উ߂ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
55 ؊ᶈ � 座長
� ˎ�ླ  信 � 一般ࣔઆ25�ʮখࣇ � 術ػޙ・ͦのଞʯ� 座長

ୈ 43ճຊංຬֶձɾୈ 40ճຊංຬֶྍ࣏ձֶज़ूձ �ಹ �2022�12�02ʙ 12�03
� ���Ӊํ ࢠ  ക༢ ߊ  ඨ ສཬࢠ  ٴ ༝ಸ  ڮ∁ 一ࢬ  ʑࠤ ষ � ΊΒΕΔׂٻʹ࢜ཧӫཆ͍͓ͯʹँվળ手術・ྔݮ � γンϙδウϜ
� ���ۚ  ࢙  八 ་  খ田 ༃  長ᖒ 幹  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞ ହ � ϚδンドーϧʹΑΔମॏݮগޮՌとྟচύϥϝーターɺ҆શੑʹ

ؔ͢Δݕ౼ � γンϙδウϜ
� ୩۽��� लج  ക༢ ߊ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

εリーϒ状ңআ術લޙʹ͓͚Δ݂ਗ਼タンύク࣭のมಈʕϓロςΦーϜղੳΛ༻͍ͨݕ౼ʕ� ΦンσϚンド
� �ߴ�� ᚸਓڮ  ʑࠤ ষ  ക༢ ߊ  二֊ य़߳ � ڹँʹ༩͑ΔӨࢎࢷँվળ手術が・ྔݮ � 一般ޱԋ
� �ࠤ�5 ʑ ষ � ँվળ手術ʹ͓͚Δ診療・研究の৽ల։・ྔݮ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � Πϒニンάセミφー5� 座長
� �ࠤˎ ʑ ষ � γンϙδウϜ1 ංຬʹର͢ΔνーϜΞϓローνߴ � ֤৬छの立かΒ � 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 
�ԋޱ	 ϗϧϞン・ͦのଞ � 座長

ୈ 35ճຊڸࢹ֎Պֶձ૯ձ ݹ໊� �2022�12�08ʙ 12�10
� ���ԘҪ 義༟  ୩۽ लج  ౡ ౸ਅ  ԕ ઍਘ  藤ࠤ 一 � ݁؞ʹର͢Δମߢ内合Λ༻͍ͨෲߢ鏡ԼόΠύε手術のಋೖ � ミニΦーϥϧ

� ���Ԟ ඒཬ  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ୩۽ लج  ക༢ ߊ  അ ࿕  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լԣ݁ߦআؒޙບܽଛʹΑΔ内ϔϧニΞの一ྫ � ミニΦーϥϧ

� �ߴ�� ਗ਼ਫ ਗ਼࣏  八ॏֽ ਸ਼య  Ԟ ඒཬ  ୩۽ लج  ാத ஐو  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � αクγϣンボーϧ・ίΞΪϡϨーターΛͨ͠ۦෲߢ鏡Լ大؞手術 � 一般ޱԋ

� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 
ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լңશఠ術0ޙWFSMBQ と手術成๏のݐ࠶ � ミニΦーϥϧ

� 5��ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 
ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ロボットࢧԉԼ৯ಓআ術の手術成のݕ౼ � ミニΦーϥϧ

� ���৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ఱ ྯ  ҆藤 ଠ  ळࢁ ༗࢙ � ෲߢ鏡Լ؊আ術のదԠと手術手ٕのมભ �
γンϙδウϜ

� ���ੁ  ক࢙  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ೯؞ʹର͢Δෲߢ鏡手術Λத৺と࣏ͨ͠療
ΞϧΰリζϜ � ϫークγϣッϓ

� ���ౡ ౸ਅ  ୩۽ लج  ԘҪ 義༟  ԕ ઍਘ  藤ࠤ 一 � ϝッγϡϓϥάΛ༻͍ͨෲߢ鏡ԼดϔϧニΞम෮術�ྫの࣏ظ療成 �
ミニΦーϥϧ

� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δෲߢ鏡Լ手術のݱ状 � 一般ޱԋ

�����ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ླ 信 
അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ � த長ظతͳ病ղ予ଌείΞリンάγεςϜのൺֱ � γンϙδウϜ

�����ാத ஐو  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ୩۽ लج  Ԟ ඒཬ  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լճ部আのϙートૠೖ࣌ʹᡦଛইΛ来ͨ͠ບؒҨΛೝΊͨ1ྫ � ミニΦーϥϧ

�����八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ج୩ल۽  ੁਖ਼ل  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
科ʹ͓͚Δロボットࢧԉ手術とෲߢ鏡手術の術ऀ教育のݱ状とํಛ༗の � ϫークγϣッϓ

�����田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 
ླ 信  ʑࠤ ষ � ᢄ؞ʹ͓͚Δॳ࣏ظ療લの৹ࠪෲߢ鏡のҙ義 � ミニΦーϥϧ

�����ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ാۏ ༸հ  岩ࠤ ༑  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 
ླ 信  ʑࠤ ষ � 術લ؊চଆ51C೯͍ٙ؞ྫʹ͓͚Δෲߢ鏡Լ೯চআ術 � 一般ޱԋ

��5��ླ  信  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ࣇখߴ
内視鏡外科手術のಋೖのݱ状と � 一般ޱԋ

� �ࠤˎ ʑ ষ � γンϙδウϜ 1 ँվળ手術ʹ͓͚ΔΤϏσンε・ྔݮ � 会࢘
� ˎ�৽田 ߒ � ύωϧσΟεΧッγϣン 21 ෲߢ鏡؊ѥ۠ҬআのࢸదΞϓローν � ؊門Ξϓローν WT ؊内Ξϓローν � 会࢘
� ˎ�ക༢ ߊ � ϫークγϣッϓ 2� ෲߢ鏡εリーϒ状ңআ術 � 手ٕのと成 � 会࢘

ୈ 96ճେڀݚ؞ձ �౦ژ �2022�01�20ʙ 01�21
� ݩڮ��� ຑ生  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ༄ थ  大௩ ت  ݪֿ ༝ن  上 लथ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 4UBHF ** 大ਁ؞५先ਐ部࣭ؒ؞ʹ

͓͚Δ$"'͓Αͼ &.5ؔ࿈നൃݱʹؔ͢Δ病ཧ学తݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���大௩ ت � Ϟーニンάセミφー " ෲߢ鏡Լ݁আ術ʹ͓͚Δۤ手分のࠀ � セミφー
� ˎ�大௩ ت � ࣔઆᶙ �� ߴ手術 	&4% 5B5.& *43 ଆํֲਗ਼  51&ͳͲ 
 のదԠと手ٕ � 座長

ୈ 212ճຊফԽثපֶձ౦ࢧ෦ྫձɾୈ 167ճຊফԽثֶڸࢹձ౦ࢧ෦ྫձ �ઋ �2022�02�04ʙ 02�05
� ���Ԟ ඒཬ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  二֊ य़߳  ਿຊ ྄  ԕ藤 ོ࢙  石田 ໜ  খদ ӳ໌  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  大௩ ت  上ਿ ݑ 

ਿଜ   ੁҪ ༗  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 消化సҠΛ͖ͨͨ͠乳؞の2ྫ � 一般ޱԋ
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � ߢෲʹޙँվળ手術・ྔݮ

鏡Լᢄମඌ部আ術Λͨ͠ߦࢪᢄ内分泌जᙾの1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � Լ大静຺ӈԑ؊ڍ上ૢ࡞Λ༻͍ͨલํ

ΞϓローνʹΑΔෲߢ鏡Լ؊ӈ༿আ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 合ಉγンϙδウϜ1 消化器外科৵ऻ手術の࠷લઢ � 会࢘
� ˎ�അ ࿕ � 一般ԋ��ʮң�ʯ� 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ ᢄଁ2� 座長

講演会・研究会・セミナー

ۀڀݚۀڀݚ

�� ۀڀݚ

ୈ 30ճຊফԽؔث࿈ֶձिؒ 	+%%82022
�Ԭ �2022�10�27ʙ 10�30
� ���,JLVDIJ , ,BUBHJSJ ) "NBOP 4 /BHBTF ) 5BLFEB % 6NFNVSB " ,BOOOP 4 /JUUB ) 4BTBLJ "� .PCJMJ[BUJPO PG .VMUJMJOFBHF�

%J⒎FSFOUJBUJOH 4USFTT�&OEVSJOH $FMMT JOUP UIF QFSJQIFSBM CMPPE JO -JWFS 4VSHFSZ� %JHJUBM 1PTUFS
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ �

ロボットࢧԉԼෲߢ鏡Լ༓門ଆңআ術の࣏ظ療成 � σδタϧϙεター
� ���ੁ  ক࢙  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ十二ࢦजᙾʹର͢Δ࣏療

ઓུ � σδタϧϙεター
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δロボットࢧԉߢڳ鏡Լ৯ಓআ術のಋೖظʹ͓͚Δ成 � σδタϧϙεター
� 5��ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  ୌ ༟߁  ࡔ֟ հܒ  Ѩ部 चඒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩ ԝڡ  石田 ೭  ੁҪ ༗ � 術લྔݮと

ϝタボリックαーδΣリーʹΑͬͯ໌Βかとͳͬͨ*OEFUFSNJOBCMF�/"4)の֓೦と病ཧ৫学తٴͼྟচతಛʹ͍ͭͯ� σδタϧϙεター
� ���八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ฏ田 ༐一  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚ΔࣨܜԌ

ʹ͏4状݁ᡦᚈʹର͢Δෲߢ鏡Լ手術の࣏療ઓུ � 一般ޱԋ
� �ࠤˎ ʑ ষ � ң 	 ँ・ӫཆ 
2� 座長
� ˎ�৽田 ߒ � ؊ଁ 	 内視鏡Լ手術 	ѱੑ 

1� 座長

ୈ 60ճશ࣏ࣗࠃମපӃֶձ JOԭೄ �ಹ �2022�11�10ʙ 11�11
� ���ԘҪ 義༟  ୩۽ लج  田ଜ 大  ਆ㟒 成ࢠ  খࣉ ३  藤ࠤ ਖ਼ࢠ  ҏ ࢬࠀ  ࣯ णथ  藤ࠤ 一 � 岩手県ೆのখن県立病院ʹ͓͚Δٸٹ

Ԡध上のऔΓみʙंٸٹԠध9ׂɺंٸٹड͚ೖΕ年ؒ1000のಓʙ � ϙεター

ୈ 84ճຊྟচ֎Պֶձ૯ձ �Ԭ �2022�11�24ʙ 11�26
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢ΔロボットࢧԉԼ༓門ଆңআ術のఆܕ化と࣏療成 � ཁԋ
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞प術ظʹ͓͚Δଟ৬छհೖʹΑΔ&3"4ཧのऔΓみ � ཁԋ
� ���ଜ ӳ৳  খྛ ༟࢘  ݩڮ ຑ生   ل  藤ࣾ ษ  Ѩ部 ܆  ʑࠤ ষ � 成ਓܘ部ϔϧニΞྫൃ࠶ʹର͢Δ 5"11๏の༗༻ੑ �

ϫークγϣッϓ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δ -&$4の手術成 � ϫークγϣッϓ
� 5��അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  Ӊํ ࢠ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 術ޙ৯事ઁऔ状گかΒみͨෲߢ鏡Լ門ଆң術ޙのମॏݮগのݕ౼ � ϫークγϣッϓ
� ���ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  八ॏֽ ਸ਼య 

അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ླ 信 � ͍ͯͭʹվળޮՌػྔม化と৺ࢷのॎִ内ޙँվળ手術・ྔݮ � ύωϧσΟεΧッγϣン
� ���八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ج୩ल۽  ੁਖ਼ل  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �

科のෲߢ鏡Լ؞手術ʹʹ͓͚Δൃۮのݧܦ � ϫークγϣッϓ
� ���ླ  信  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 3FEVDFE 1PSU

4VSHFSZ のͩ͜わΓとݗҾࢳΛ༻͍ͨ術ల։の � ϫークγϣッϓ
� ˎ�৽田 ߒ � ϏσΦϫークγϣッϓ0� ෲߢ鏡Լ࠶؊আのと࣏療成 � 会࢘
� ˎ�അ ࿕ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
12� 十二ࢦ � ѱੑजᙾᶄ � 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
1�� 大 手術・ॏੵ � 座長
� ˎ�ยۅ উ߂ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
55 ؊ᶈ � 座長
� ˎ�ླ  信 � 一般ࣔઆ25�ʮখࣇ � 術ػޙ・ͦのଞʯ� 座長

ୈ 43ճຊංຬֶձɾୈ 40ճຊංຬֶྍ࣏ձֶज़ूձ �ಹ �2022�12�02ʙ 12�03
� ���Ӊํ ࢠ  ക༢ ߊ  ඨ ສཬࢠ  ٴ ༝ಸ  ڮ∁ 一ࢬ  ʑࠤ ষ � ΊΒΕΔׂٻʹ࢜ཧӫཆ͍͓ͯʹँվળ手術・ྔݮ � γンϙδウϜ
� ���ۚ  ࢙  八 ་  খ田 ༃  長ᖒ 幹  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞ ହ � ϚδンドーϧʹΑΔମॏݮগޮՌとྟচύϥϝーターɺ҆શੑʹ

ؔ͢Δݕ౼ � γンϙδウϜ
� ୩۽��� लج  ക༢ ߊ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

εリーϒ状ңআ術લޙʹ͓͚Δ݂ਗ਼タンύク࣭のมಈʕϓロςΦーϜղੳΛ༻͍ͨݕ౼ʕ� ΦンσϚンド
� �ߴ�� ᚸਓڮ  ʑࠤ ষ  ക༢ ߊ  二֊ य़߳ � ڹँʹ༩͑ΔӨࢎࢷँվળ手術が・ྔݮ � 一般ޱԋ
� �ࠤ�5 ʑ ষ � ँվળ手術ʹ͓͚Δ診療・研究の৽ల։・ྔݮ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � Πϒニンάセミφー5� 座長
� �ࠤˎ ʑ ষ � γンϙδウϜ1 ංຬʹର͢ΔνーϜΞϓローνߴ � ֤৬छの立かΒ � 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 
�ԋޱ	 ϗϧϞン・ͦのଞ � 座長

ୈ 35ճຊڸࢹ֎Պֶձ૯ձ ݹ໊� �2022�12�08ʙ 12�10
� ���ԘҪ 義༟  ୩۽ लج  ౡ ౸ਅ  ԕ ઍਘ  藤ࠤ 一 � ݁؞ʹର͢Δମߢ内合Λ༻͍ͨෲߢ鏡ԼόΠύε手術のಋೖ � ミニΦーϥϧ

� ���Ԟ ඒཬ  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ୩۽ लج  ക༢ ߊ  അ ࿕  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լԣ݁ߦআؒޙບܽଛʹΑΔ内ϔϧニΞの一ྫ � ミニΦーϥϧ

� �ߴ�� ਗ਼ਫ ਗ਼࣏  八ॏֽ ਸ਼య  Ԟ ඒཬ  ୩۽ लج  ാத ஐو  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � αクγϣンボーϧ・ίΞΪϡϨーターΛͨ͠ۦෲߢ鏡Լ大؞手術 � 一般ޱԋ

� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 
ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լңશఠ術0ޙWFSMBQ と手術成๏のݐ࠶ � ミニΦーϥϧ

� 5��ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 
ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ロボットࢧԉԼ৯ಓআ術の手術成のݕ౼ � ミニΦーϥϧ

� ���৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ఱ ྯ  ҆藤 ଠ  ळࢁ ༗࢙ � ෲߢ鏡Լ؊আ術のదԠと手術手ٕのมભ �
γンϙδウϜ

� ���ੁ  ক࢙  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ೯؞ʹର͢Δෲߢ鏡手術Λத৺と࣏ͨ͠療
ΞϧΰリζϜ � ϫークγϣッϓ

� ���ౡ ౸ਅ  ୩۽ लج  ԘҪ 義༟  ԕ ઍਘ  藤ࠤ 一 � ϝッγϡϓϥάΛ༻͍ͨෲߢ鏡ԼดϔϧニΞम෮術�ྫの࣏ظ療成 �
ミニΦーϥϧ

� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δෲߢ鏡Լ手術のݱ状 � 一般ޱԋ

�����ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ླ 信 
അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ � த長ظతͳ病ղ予ଌείΞリンάγεςϜのൺֱ � γンϙδウϜ

�����ാத ஐو  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ୩۽ लج  Ԟ ඒཬ  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լճ部আのϙートૠೖ࣌ʹᡦଛইΛ来ͨ͠ບؒҨΛೝΊͨ1ྫ � ミニΦーϥϧ

�����八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ج୩ल۽  ੁਖ਼ل  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
科ʹ͓͚Δロボットࢧԉ手術とෲߢ鏡手術の術ऀ教育のݱ状とํಛ༗の � ϫークγϣッϓ

�����田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 
ླ 信  ʑࠤ ষ � ᢄ؞ʹ͓͚Δॳ࣏ظ療લの৹ࠪෲߢ鏡のҙ義 � ミニΦーϥϧ

�����ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ാۏ ༸հ  岩ࠤ ༑  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 
ླ 信  ʑࠤ ষ � 術લ؊চଆ51C೯͍ٙ؞ྫʹ͓͚Δෲߢ鏡Լ೯চআ術 � 一般ޱԋ

��5��ླ  信  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ࣇখߴ
内視鏡外科手術のಋೖのݱ状と � 一般ޱԋ

� �ࠤˎ ʑ ষ � γンϙδウϜ 1 ँվળ手術ʹ͓͚ΔΤϏσンε・ྔݮ � 会࢘
� ˎ�৽田 ߒ � ύωϧσΟεΧッγϣン 21 ෲߢ鏡؊ѥ۠ҬআのࢸదΞϓローν � ؊門Ξϓローν WT ؊内Ξϓローν � 会࢘
� ˎ�ക༢ ߊ � ϫークγϣッϓ 2� ෲߢ鏡εリーϒ状ңআ術 � 手ٕのと成 � 会࢘

ୈ 96ճେڀݚ؞ձ �౦ژ �2022�01�20ʙ 01�21
� ݩڮ��� ຑ生  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ༄ थ  大௩ ت  ݪֿ ༝ن  上 लथ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 4UBHF ** 大ਁ؞५先ਐ部࣭ؒ؞ʹ

͓͚Δ$"'͓Αͼ &.5ؔ࿈നൃݱʹؔ͢Δ病ཧ学తݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���大௩ ت � Ϟーニンάセミφー " ෲߢ鏡Լ݁আ術ʹ͓͚Δۤ手分のࠀ � セミφー
� ˎ�大௩ ت � ࣔઆᶙ �� ߴ手術 	&4% 5B5.& *43 ଆํֲਗ਼  51&ͳͲ 
 のదԠと手ٕ � 座長

ୈ 212ճຊফԽثපֶձ౦ࢧ෦ྫձɾୈ 167ճຊফԽثֶڸࢹձ౦ࢧ෦ྫձ �ઋ �2022�02�04ʙ 02�05
� ���Ԟ ඒཬ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  二֊ य़߳  ਿຊ ྄  ԕ藤 ོ࢙  石田 ໜ  খদ ӳ໌  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  大௩ ت  上ਿ ݑ 

ਿଜ   ੁҪ ༗  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 消化సҠΛ͖ͨͨ͠乳؞の2ྫ � 一般ޱԋ
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � ߢෲʹޙँվળ手術・ྔݮ

鏡Լᢄମඌ部আ術Λͨ͠ߦࢪᢄ内分泌जᙾの1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � Լ大静຺ӈԑ؊ڍ上ૢ࡞Λ༻͍ͨલํ

ΞϓローνʹΑΔෲߢ鏡Լ؊ӈ༿আ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 合ಉγンϙδウϜ1 消化器外科৵ऻ手術の࠷લઢ � 会࢘
� ˎ�അ ࿕ � 一般ԋ��ʮң�ʯ� 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ ᢄଁ2� 座長

講演会・研究会・セミナー

��
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ୈ 30ճຊফԽؔث࿈ֶձिؒ 	+%%82022
�Ԭ �2022�10�27ʙ 10�30
� ���,JLVDIJ , ,BUBHJSJ ) "NBOP 4 /BHBTF ) 5BLFEB % 6NFNVSB " ,BOOOP 4 /JUUB ) 4BTBLJ "� .PCJMJ[BUJPO PG .VMUJMJOFBHF�

%J⒎FSFOUJBUJOH 4USFTT�&OEVSJOH $FMMT JOUP UIF QFSJQIFSBM CMPPE JO -JWFS 4VSHFSZ� %JHJUBM 1PTUFS
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ �

ロボットࢧԉԼෲߢ鏡Լ༓門ଆңআ術の࣏ظ療成 � σδタϧϙεター
� ���ੁ  ক࢙  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ十二ࢦजᙾʹର͢Δ࣏療

ઓུ � σδタϧϙεター
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δロボットࢧԉߢڳ鏡Լ৯ಓআ術のಋೖظʹ͓͚Δ成 � σδタϧϙεター
� 5��ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  ୌ ༟߁  ࡔ֟ հܒ  Ѩ部 चඒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩ ԝڡ  石田 ೭  ੁҪ ༗ � 術લྔݮと

ϝタボリックαーδΣリーʹΑͬͯ໌Βかとͳͬͨ*OEFUFSNJOBCMF�/"4)の֓೦と病ཧ৫学తٴͼྟচతಛʹ͍ͭͯ� σδタϧϙεター
� ���八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ฏ田 ༐一  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚ΔࣨܜԌ

ʹ͏4状݁ᡦᚈʹର͢Δෲߢ鏡Լ手術の࣏療ઓུ � 一般ޱԋ
� �ࠤˎ ʑ ষ � ң 	 ँ・ӫཆ 
2� 座長
� ˎ�৽田 ߒ � ؊ଁ 	 内視鏡Լ手術 	ѱੑ 

1� 座長

ୈ 60ճશ࣏ࣗࠃମපӃֶձ JOԭೄ �ಹ �2022�11�10ʙ 11�11
� ���ԘҪ 義༟  ୩۽ लج  田ଜ 大  ਆ㟒 成ࢠ  খࣉ ३  藤ࠤ ਖ਼ࢠ  ҏ ࢬࠀ  ࣯ णथ  藤ࠤ 一 � 岩手県ೆのখن県立病院ʹ͓͚Δٸٹ

Ԡध上のऔΓみʙंٸٹԠध9ׂɺंٸٹड͚ೖΕ年ؒ1000のಓʙ � ϙεター

ୈ 84ճຊྟচ֎Պֶձ૯ձ �Ԭ �2022�11�24ʙ 11�26
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢ΔロボットࢧԉԼ༓門ଆңআ術のఆܕ化と࣏療成 � ཁԋ
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞प術ظʹ͓͚Δଟ৬छհೖʹΑΔ&3"4ཧのऔΓみ � ཁԋ
� ���ଜ ӳ৳  খྛ ༟࢘  ݩڮ ຑ生   ل  藤ࣾ ษ  Ѩ部 ܆  ʑࠤ ষ � 成ਓܘ部ϔϧニΞྫൃ࠶ʹର͢Δ 5"11๏の༗༻ੑ �

ϫークγϣッϓ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δ -&$4の手術成 � ϫークγϣッϓ
� 5��അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  Ӊํ ࢠ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 術ޙ৯事ઁऔ状گかΒみͨෲߢ鏡Լ門ଆң術ޙのମॏݮগのݕ౼ � ϫークγϣッϓ
� ���ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  八ॏֽ ਸ਼య 

അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ླ 信 � ͍ͯͭʹվળޮՌػྔม化と৺ࢷのॎִ内ޙँվળ手術・ྔݮ � ύωϧσΟεΧッγϣン
� ���八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ج୩ल۽  ੁਖ਼ل  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �

科のෲߢ鏡Լ؞手術ʹʹ͓͚Δൃۮのݧܦ � ϫークγϣッϓ
� ���ླ  信  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 3FEVDFE 1PSU

4VSHFSZ のͩ͜わΓとݗҾࢳΛ༻͍ͨ術ల։の � ϫークγϣッϓ
� ˎ�৽田 ߒ � ϏσΦϫークγϣッϓ0� ෲߢ鏡Լ࠶؊আのと࣏療成 � 会࢘
� ˎ�അ ࿕ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
12� 十二ࢦ � ѱੑजᙾᶄ � 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
1�� 大 手術・ॏੵ � 座長
� ˎ�ยۅ উ߂ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
55 ؊ᶈ � 座長
� ˎ�ླ  信 � 一般ࣔઆ25�ʮখࣇ � 術ػޙ・ͦのଞʯ� 座長

ୈ 43ճຊංຬֶձɾୈ 40ճຊංຬֶྍ࣏ձֶज़ूձ �ಹ �2022�12�02ʙ 12�03
� ���Ӊํ ࢠ  ക༢ ߊ  ඨ ສཬࢠ  ٴ ༝ಸ  ڮ∁ 一ࢬ  ʑࠤ ষ � ΊΒΕΔׂٻʹ࢜ཧӫཆ͍͓ͯʹँվળ手術・ྔݮ � γンϙδウϜ
� ���ۚ  ࢙  八 ་  খ田 ༃  長ᖒ 幹  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞ ହ � ϚδンドーϧʹΑΔମॏݮগޮՌとྟচύϥϝーターɺ҆શੑʹ

ؔ͢Δݕ౼ � γンϙδウϜ
� ୩۽��� लج  ക༢ ߊ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

εリーϒ状ңআ術લޙʹ͓͚Δ݂ਗ਼タンύク࣭のมಈʕϓロςΦーϜղੳΛ༻͍ͨݕ౼ʕ� ΦンσϚンド
� �ߴ�� ᚸਓڮ  ʑࠤ ষ  ക༢ ߊ  二֊ य़߳ � ڹँʹ༩͑ΔӨࢎࢷँվળ手術が・ྔݮ � 一般ޱԋ
� �ࠤ�5 ʑ ষ � ँվળ手術ʹ͓͚Δ診療・研究の৽ల։・ྔݮ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � Πϒニンάセミφー5� 座長
� �ࠤˎ ʑ ষ � γンϙδウϜ1 ංຬʹର͢ΔνーϜΞϓローνߴ � ֤৬छの立かΒ � 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 
�ԋޱ	 ϗϧϞン・ͦのଞ � 座長

ୈ 35ճຊڸࢹ֎Պֶձ૯ձ ݹ໊� �2022�12�08ʙ 12�10
� ���ԘҪ 義༟  ୩۽ लج  ౡ ౸ਅ  ԕ ઍਘ  藤ࠤ 一 � ݁؞ʹର͢Δମߢ内合Λ༻͍ͨෲߢ鏡ԼόΠύε手術のಋೖ � ミニΦーϥϧ

� ���Ԟ ඒཬ  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ୩۽ लج  ക༢ ߊ  അ ࿕  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լԣ݁ߦআؒޙບܽଛʹΑΔ内ϔϧニΞの一ྫ � ミニΦーϥϧ

� �ߴ�� ਗ਼ਫ ਗ਼࣏  八ॏֽ ਸ਼య  Ԟ ඒཬ  ୩۽ लج  ാத ஐو  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � αクγϣンボーϧ・ίΞΪϡϨーターΛͨ͠ۦෲߢ鏡Լ大؞手術 � 一般ޱԋ

� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 
ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լңશఠ術0ޙWFSMBQ と手術成๏のݐ࠶ � ミニΦーϥϧ

� 5��ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 
ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ロボットࢧԉԼ৯ಓআ術の手術成のݕ౼ � ミニΦーϥϧ

� ���৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ఱ ྯ  ҆藤 ଠ  ळࢁ ༗࢙ � ෲߢ鏡Լ؊আ術のదԠと手術手ٕのมભ �
γンϙδウϜ

� ���ੁ  ক࢙  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ೯؞ʹର͢Δෲߢ鏡手術Λத৺と࣏ͨ͠療
ΞϧΰリζϜ � ϫークγϣッϓ

� ���ౡ ౸ਅ  ୩۽ लج  ԘҪ 義༟  ԕ ઍਘ  藤ࠤ 一 � ϝッγϡϓϥάΛ༻͍ͨෲߢ鏡ԼดϔϧニΞम෮術�ྫの࣏ظ療成 �
ミニΦーϥϧ

� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δෲߢ鏡Լ手術のݱ状 � 一般ޱԋ

�����ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ླ 信 
അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ � த長ظతͳ病ղ予ଌείΞリンάγεςϜのൺֱ � γンϙδウϜ

�����ാத ஐو  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ୩۽ लج  Ԟ ඒཬ  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լճ部আのϙートૠೖ࣌ʹᡦଛইΛ来ͨ͠ບؒҨΛೝΊͨ1ྫ � ミニΦーϥϧ

�����八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ج୩ल۽  ੁਖ਼ل  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
科ʹ͓͚Δロボットࢧԉ手術とෲߢ鏡手術の術ऀ教育のݱ状とํಛ༗の � ϫークγϣッϓ

�����田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 
ླ 信  ʑࠤ ষ � ᢄ؞ʹ͓͚Δॳ࣏ظ療લの৹ࠪෲߢ鏡のҙ義 � ミニΦーϥϧ

�����ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ാۏ ༸հ  岩ࠤ ༑  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 
ླ 信  ʑࠤ ষ � 術લ؊চଆ51C೯͍ٙ؞ྫʹ͓͚Δෲߢ鏡Լ೯চআ術 � 一般ޱԋ

��5��ླ  信  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ࣇখߴ
内視鏡外科手術のಋೖのݱ状と � 一般ޱԋ

� �ࠤˎ ʑ ষ � γンϙδウϜ 1 ँվળ手術ʹ͓͚ΔΤϏσンε・ྔݮ � 会࢘
� ˎ�৽田 ߒ � ύωϧσΟεΧッγϣン 21 ෲߢ鏡؊ѥ۠ҬআのࢸదΞϓローν � ؊門Ξϓローν WT ؊内Ξϓローν � 会࢘
� ˎ�ക༢ ߊ � ϫークγϣッϓ 2� ෲߢ鏡εリーϒ状ңআ術 � 手ٕのと成 � 会࢘

ୈ 96ճେڀݚ؞ձ �౦ژ �2022�01�20ʙ 01�21
� ݩڮ��� ຑ生  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ༄ थ  大௩ ت  ݪֿ ༝ن  上 लथ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 4UBHF ** 大ਁ؞५先ਐ部࣭ؒ؞ʹ

͓͚Δ$"'͓Αͼ &.5ؔ࿈നൃݱʹؔ͢Δ病ཧ学తݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���大௩ ت � Ϟーニンάセミφー " ෲߢ鏡Լ݁আ術ʹ͓͚Δۤ手分のࠀ � セミφー
� ˎ�大௩ ت � ࣔઆᶙ �� ߴ手術 	&4% 5B5.& *43 ଆํֲਗ਼  51&ͳͲ 
 のదԠと手ٕ � 座長

ୈ 212ճຊফԽثපֶձ౦ࢧ෦ྫձɾୈ 167ճຊফԽثֶڸࢹձ౦ࢧ෦ྫձ �ઋ �2022�02�04ʙ 02�05
� ���Ԟ ඒཬ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  二֊ य़߳  ਿຊ ྄  ԕ藤 ོ࢙  石田 ໜ  খদ ӳ໌  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  大௩ ت  上ਿ ݑ 

ਿଜ   ੁҪ ༗  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 消化సҠΛ͖ͨͨ͠乳؞の2ྫ � 一般ޱԋ
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � ߢෲʹޙँվળ手術・ྔݮ

鏡Լᢄମඌ部আ術Λͨ͠ߦࢪᢄ内分泌जᙾの1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � Լ大静຺ӈԑ؊ڍ上ૢ࡞Λ༻͍ͨલํ

ΞϓローνʹΑΔෲߢ鏡Լ؊ӈ༿আ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 合ಉγンϙδウϜ1 消化器外科৵ऻ手術の࠷લઢ � 会࢘
� ˎ�അ ࿕ � 一般ԋ��ʮң�ʯ� 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ ᢄଁ2� 座長

講演会・研究会・セミナー

ۀڀݚ

�� ۀڀݚ

ୈ 30ճຊফԽؔث࿈ֶձिؒ 	+%%82022
�Ԭ �2022�10�27ʙ 10�30
� ���,JLVDIJ , ,BUBHJSJ ) "NBOP 4 /BHBTF ) 5BLFEB % 6NFNVSB " ,BOOOP 4 /JUUB ) 4BTBLJ "� .PCJMJ[BUJPO PG .VMUJMJOFBHF�

%J⒎FSFOUJBUJOH 4USFTT�&OEVSJOH $FMMT JOUP UIF QFSJQIFSBM CMPPE JO -JWFS 4VSHFSZ� %JHJUBM 1PTUFS
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ �

ロボットࢧԉԼෲߢ鏡Լ༓門ଆңআ術の࣏ظ療成 � σδタϧϙεター
� ���ੁ  ক࢙  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚Δ十二ࢦजᙾʹର͢Δ࣏療

ઓུ � σδタϧϙεター
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  藤ᖒ ྑհ  ʑࠤ 教೭  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞ʹର͢Δロボットࢧԉߢڳ鏡Լ৯ಓআ術のಋೖظʹ͓͚Δ成 � σδタϧϙεター
� 5��ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  ୌ ༟߁  ࡔ֟ հܒ  Ѩ部 चඒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩ ԝڡ  石田 ೭  ੁҪ ༗ � 術લྔݮと

ϝタボリックαーδΣリーʹΑͬͯ໌Βかとͳͬͨ*OEFUFSNJOBCMF�/"4)の֓೦と病ཧ৫学తٴͼྟচతಛʹ͍ͭͯ� σδタϧϙεター
� ���八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ฏ田 ༐一  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 科ʹ͓͚ΔࣨܜԌ

ʹ͏4状݁ᡦᚈʹର͢Δෲߢ鏡Լ手術の࣏療ઓུ � 一般ޱԋ
� �ࠤˎ ʑ ষ � ң 	 ँ・ӫཆ 
2� 座長
� ˎ�৽田 ߒ � ؊ଁ 	 内視鏡Լ手術 	ѱੑ 

1� 座長

ୈ 60ճશ࣏ࣗࠃମපӃֶձ JOԭೄ �ಹ �2022�11�10ʙ 11�11
� ���ԘҪ 義༟  ୩۽ लج  田ଜ 大  ਆ㟒 成ࢠ  খࣉ ३  藤ࠤ ਖ਼ࢠ  ҏ ࢬࠀ  ࣯ णथ  藤ࠤ 一 � 岩手県ೆのখن県立病院ʹ͓͚Δٸٹ

Ԡध上のऔΓみʙंٸٹԠध9ׂɺंٸٹड͚ೖΕ年ؒ1000のಓʙ � ϙεター

ୈ 84ճຊྟচ֎Պֶձ૯ձ �Ԭ �2022�11�24ʙ 11�26
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ң؞ʹର͢ΔロボットࢧԉԼ༓門ଆңআ術のఆܕ化と࣏療成 � ཁԋ
� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 

ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ৯ಓ؞प術ظʹ͓͚Δଟ৬छհೖʹΑΔ&3"4ཧのऔΓみ � ཁԋ
� ���ଜ ӳ৳  খྛ ༟࢘  ݩڮ ຑ生   ل  藤ࣾ ษ  Ѩ部 ܆  ʑࠤ ষ � 成ਓܘ部ϔϧニΞྫൃ࠶ʹର͢Δ 5"11๏の༗༻ੑ �

ϫークγϣッϓ
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δ -&$4の手術成 � ϫークγϣッϓ
� 5��അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  Ӊํ ࢠ  二֊ य़߳  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 

ʑࠤ ষ � 術ޙ৯事ઁऔ状گかΒみͨෲߢ鏡Լ門ଆң術ޙのମॏݮগのݕ౼ � ϫークγϣッϓ
� ���ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  八ॏֽ ਸ਼య 

അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ླ 信 � ͍ͯͭʹվળޮՌػྔม化と৺ࢷのॎִ内ޙँվળ手術・ྔݮ � ύωϧσΟεΧッγϣン
� ���八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ج୩ल۽  ੁਖ਼ل  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �

科のෲߢ鏡Լ؞手術ʹʹ͓͚Δൃۮのݧܦ � ϫークγϣッϓ
� ���ླ  信  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 3FEVDFE 1PSU

4VSHFSZ のͩ͜わΓとݗҾࢳΛ༻͍ͨ術ల։の � ϫークγϣッϓ
� ˎ�৽田 ߒ � ϏσΦϫークγϣッϓ0� ෲߢ鏡Լ࠶؊আのと࣏療成 � 会࢘
� ˎ�അ ࿕ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
12� 十二ࢦ � ѱੑजᙾᶄ � 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
1�� 大 手術・ॏੵ � 座長
� ˎ�ยۅ উ߂ � 一般ԋ 	ࣔઆ 
55 ؊ᶈ � 座長
� ˎ�ླ  信 � 一般ࣔઆ25�ʮখࣇ � 術ػޙ・ͦのଞʯ� 座長

ୈ 43ճຊංຬֶձɾୈ 40ճຊංຬֶྍ࣏ձֶज़ूձ �ಹ �2022�12�02ʙ 12�03
� ���Ӊํ ࢠ  ക༢ ߊ  ඨ ສཬࢠ  ٴ ༝ಸ  ڮ∁ 一ࢬ  ʑࠤ ষ � ΊΒΕΔׂٻʹ࢜ཧӫཆ͍͓ͯʹँվળ手術・ྔݮ � γンϙδウϜ
� ���ۚ  ࢙  八 ་  খ田 ༃  長ᖒ 幹  ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  石֞ ହ � ϚδンドーϧʹΑΔମॏݮগޮՌとྟচύϥϝーターɺ҆શੑʹ

ؔ͢Δݕ౼ � γンϙδウϜ
� ୩۽��� लج  ക༢ ߊ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

εリーϒ状ңআ術લޙʹ͓͚Δ݂ਗ਼タンύク࣭のมಈʕϓロςΦーϜղੳΛ༻͍ͨݕ౼ʕ� ΦンσϚンド
� �ߴ�� ᚸਓڮ  ʑࠤ ষ  ക༢ ߊ  二֊ य़߳ � ڹँʹ༩͑ΔӨࢎࢷँվળ手術が・ྔݮ � 一般ޱԋ
� �ࠤ�5 ʑ ষ � ँվળ手術ʹ͓͚Δ診療・研究の৽ల։・ྔݮ � γンϙδウϜ
� �ࠤˎ ʑ ষ � Πϒニンάセミφー5� 座長
� �ࠤˎ ʑ ষ � γンϙδウϜ1 ංຬʹର͢ΔνーϜΞϓローνߴ � ֤৬छの立かΒ � 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ 
�ԋޱ	 ϗϧϞン・ͦのଞ � 座長

ୈ 35ճຊڸࢹ֎Պֶձ૯ձ ݹ໊� �2022�12�08ʙ 12�10
� ���ԘҪ 義༟  ୩۽ लج  ౡ ౸ਅ  ԕ ઍਘ  藤ࠤ 一 � ݁؞ʹର͢Δମߢ内合Λ༻͍ͨෲߢ鏡ԼόΠύε手術のಋೖ � ミニΦーϥϧ

� ���Ԟ ඒཬ  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ୩۽ लج  ക༢ ߊ  അ ࿕  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լԣ݁ߦআؒޙບܽଛʹΑΔ内ϔϧニΞの一ྫ � ミニΦーϥϧ

� �ߴ�� ਗ਼ਫ ਗ਼࣏  八ॏֽ ਸ਼య  Ԟ ඒཬ  ୩۽ लج  ാத ஐو  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � αクγϣンボーϧ・ίΞΪϡϨーターΛͨ͠ۦෲߢ鏡Լ大؞手術 � 一般ޱԋ

� ���ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 
ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լңશఠ術0ޙWFSMBQ と手術成๏のݐ࠶ � ミニΦーϥϧ

� 5��ळࢁ ༗࢙  അ ࿕  二֊ य़߳  ʑࠤ 教೭  藤ᖒ ྑհ  ԕ藤 ོ࢙  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ 
ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ロボットࢧԉԼ৯ಓআ術の手術成のݕ౼ � ミニΦーϥϧ

� ���৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ఱ ྯ  ҆藤 ଠ  ळࢁ ༗࢙ � ෲߢ鏡Լ؊আ術のదԠと手術手ٕのมભ �
γンϙδウϜ

� ���ੁ  ক࢙  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ೯؞ʹର͢Δෲߢ鏡手術Λத৺と࣏ͨ͠療
ΞϧΰリζϜ � ϫークγϣッϓ

� ���ౡ ౸ਅ  ୩۽ लج  ԘҪ 義༟  ԕ ઍਘ  藤ࠤ 一 � ϝッγϡϓϥάΛ༻͍ͨෲߢ鏡ԼดϔϧニΞम෮術�ྫの࣏ظ療成 �
ミニΦーϥϧ

� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ௗ୩ ༸ӈ  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ԕ藤 ོ࢙  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � 教ࣨʹ͓͚Δң೪ບԼजᙾʹର͢Δෲߢ鏡Լ手術のݱ状 � 一般ޱԋ

�����ക༢ ߊ  ʑࠤ ষ  ৽田 ߒ  二֊ य़߳  ڮߴ ᚸਓ  ୩۽ लج  ୨ڮ ༸ଠ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ླ 信 
അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ � த長ظతͳ病ղ予ଌείΞリンάγεςϜのൺֱ � γンϙδウϜ

�����ാத ஐو  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ୩۽ लج  Ԟ ඒཬ  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ං田 հܓ 
ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լճ部আのϙートૠೖ࣌ʹᡦଛইΛ来ͨ͠ບؒҨΛೝΊͨ1ྫ � ミニΦーϥϧ

�����八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ج୩ल۽  ੁਖ਼ل  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ླ 信  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ �
科ʹ͓͚Δロボットࢧԉ手術とෲߢ鏡手術の術ऀ教育のݱ状とํಛ༗の � ϫークγϣッϓ

�����田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 
ླ 信  ʑࠤ ষ � ᢄ؞ʹ͓͚Δॳ࣏ظ療લの৹ࠪෲߢ鏡のҙ義 � ミニΦーϥϧ

�����ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ാۏ ༸հ  岩ࠤ ༑  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 
ླ 信  ʑࠤ ষ � 術લ؊চଆ51C೯͍ٙ؞ྫʹ͓͚Δෲߢ鏡Լ೯চআ術 � 一般ޱԋ

��5��ླ  信  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  খྛ Ί͙み  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ࣇখߴ
内視鏡外科手術のಋೖのݱ状と � 一般ޱԋ

� �ࠤˎ ʑ ষ � γンϙδウϜ 1 ँվળ手術ʹ͓͚ΔΤϏσンε・ྔݮ � 会࢘
� ˎ�৽田 ߒ � ύωϧσΟεΧッγϣン 21 ෲߢ鏡؊ѥ۠ҬআのࢸదΞϓローν � ؊門Ξϓローν WT ؊内Ξϓローν � 会࢘
� ˎ�ക༢ ߊ � ϫークγϣッϓ 2� ෲߢ鏡εリーϒ状ңআ術 � 手ٕのと成 � 会࢘

ୈ 96ճେڀݚ؞ձ �౦ژ �2022�01�20ʙ 01�21
� ݩڮ��� ຑ生  上ਿ ݑ  部ܐ ޫਖ਼  ༄ थ  大௩ ت  ݪֿ ༝ن  上 लथ  ʑࠤ ষ  ੁҪ ༗ � 4UBHF ** 大ਁ؞५先ਐ部࣭ؒ؞ʹ

͓͚Δ$"'͓Αͼ &.5ؔ࿈നൃݱʹؔ͢Δ病ཧ学తݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���大௩ ت � Ϟーニンάセミφー " ෲߢ鏡Լ݁আ術ʹ͓͚Δۤ手分のࠀ � セミφー
� ˎ�大௩ ت � ࣔઆᶙ �� ߴ手術 	&4% 5B5.& *43 ଆํֲਗ਼  51&ͳͲ 
 のదԠと手ٕ � 座長

ୈ 212ճຊফԽثපֶձ౦ࢧ෦ྫձɾୈ 167ճຊফԽثֶڸࢹձ౦ࢧ෦ྫձ �ઋ �2022�02�04ʙ 02�05
� ���Ԟ ඒཬ  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  二֊ य़߳  ਿຊ ྄  ԕ藤 ོ࢙  石田 ໜ  খদ ӳ໌  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  大௩ ت  上ਿ ݑ 

ਿଜ   ੁҪ ༗  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � 消化సҠΛ͖ͨͨ͠乳؞の2ྫ � 一般ޱԋ
� ���ക༢ ߊ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  成 信ޗ  ʑࠤ ষ � ߢෲʹޙँվળ手術・ྔݮ

鏡Լᢄମඌ部আ術Λͨ͠ߦࢪᢄ内分泌जᙾの1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  長 ༐ਓ  ఱ ྯ  ٠ ࢘ߊ  ʑࠤ ষ � Լ大静຺ӈԑ؊ڍ上ૢ࡞Λ༻͍ͨલํ

ΞϓローνʹΑΔෲߢ鏡Լ؊ӈ༿আ � 一般ޱԋ
� ˎ�৽田 ߒ � 合ಉγンϙδウϜ1 消化器外科৵ऻ手術の࠷લઢ � 会࢘
� ˎ�അ ࿕ � 一般ԋ��ʮң�ʯ� 座長
� ˎ�ക༢ ߊ � 一般ԋ ᢄଁ2� 座長

講演会・研究会・セミナー

��



ۀڀݚ

ୈ 25ճΞσΟϙαΠΤϯεγϯϙδϜ �େࡕ �2022�02�11
� �ࠤˎ ʑ ষ � εϙンαードγンϙδウϜ 消化ޚ੍ʹΑΔΤωϧΪーँௐઅとྔݮ 	ँ 
 手術 � 座長

ୈ 19ճຊೕֶ؞ձ౦ํձ �-JWF�8FC։࠵ �2022�03�01ʙ 03�06
� ݩڮ��� ຑ生  ఱ 総  石田 ໜ  খদ ӳ໌  上ਿ ݑ  ੁҪ ༗  ʑࠤ ষ � 診அʹྀۤ͠ɺٸͳྟচܦաΛとͬͨڊ大ࠨ乳जᚅの一ྫ �

一般ޱԋ
� ���石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  ఱ 総  দҪ ༤հ  খদ ӳ໌  Ӊࠤඒ ৳  大؏ 二  ʑࠤ ষ � (FSNMJOF 1"-#2 NVUBUJPO Λ༗͢Δ &3 ཅੑ

)&32 ཅੑਐൃ࠶ߦ乳؞の MBUF MJOF Ͱ (FNDJUBCJOF � $BSCPQMBUJO 療๏がޭͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ఱ 総  ݩڮ ຑ生  দҪ ༤հ  石田 ໜ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � 院ʹ͓͚Δ EF OPWP 4UBHF *7 乳؞のൃݪআʹ͍ͭͯのݕ౼ �

一般ޱԋ
� ���༗ ಞ߂  ᖒۄ Ղ೭ � 乳腺ਆܦ内分泌؞の1ྫ � 一般ޱԋ

౦খࣇফԽثපڀݚձ ٶ� �2022�03�19
� ���খྛ Ί͙み  田ۚ ܙ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ੑ࣏ศൿʹର͠ਓᡗ門Λઃ͠ഉᔔࢦಋʹͯվળ͠ಘͨ1ྫ � 一般ޱԋ

ୈ 13ճංຬ૯߹ྍ࣏ηϛφʔ �ઍ༿ �2022�05�07ʙ 05�08
� �ࠤˎ ʑ ষ � 外科࣏療Λ͑ߟΔと͖ � 会࢘

ୈ 33ճڸࢹ֎ՊϑΥʔϥϜ JOઋ �ઋ �2022�05�21
� ���৽田 ߒ � 内視鏡外科手術の࠷લઢʙΤΩεύートʹ学ͿσόΠεબʙ � ϥンνϣンセミφー
� �ࠤˎ ʑ ষ � ϥンνϣンセミφー � 座長

ٕज़ใڠձηϛφʔ �8FC։࠵ �2022�06�10
� �ࠤ�� ʑ ষ � ෲߢ鏡Լ手術ʹ͓͚ΔトϥϒϧγϡーςΟンά � 講ԋ

ୈ 96ճຊখࣇ֎Պֶձ౦ํձ �ઋ �2022�06�18
� ���খࢁ ྄ଠ  田ۚ ܙ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � ҟ所ੑܗ成ਛ͓Αͼҟ所։ޱʹΑΔҨの1ঁྫࣇ � 一般ޱԋ

ୈ 181ճ౦֎Պूஊձ �ઋ �2022�06�18
� ���大௩ ت؍  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ੁ ਖ਼ل  Ԟ ඒཬ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

݁আؒޙບܽଛʹΑΔ内ϔϧニΞの一ྫ � 一般ޱԋ
� ���ਗ਼ ਅॹ  石田 ໜ  ఱ 総  ࡚ ๎ൣ  上ਿ ݑ  ੁҪ ༗  ʑࠤ ষ � ը૾診அと病ཧ診அのղΛཧ༝ʹ࠶生ݕΛ͍ߦ手術ճආ͠ಘͨ

乳腺の1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ੁ  ਖ਼ل  八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت؍  Ԟ ඒཬ  ୩۽ लج  ാத ஐو  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 大؞化学療๏தʹ

ਓᡗ門ݓ上部がἥ1ྫͨ͠  一般ޱԋ
� 田ޱ��� ᡨଠ  藤ࠤ ܛ  ٢田 ӯ࢘  ؛ ྋࢠ  ઍ༿ ৎ  ଜ ݩ૱  ᢠ ࣏  খྛ ৻  ۚߴ ໌య  ʑࠤ ষ � ң."-5リンύजがซଘͨ͠

ң؞とԼ݁ߦ؞Λෲߢ鏡Լʹআͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ാۏ��5 ༸հ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 

ʑࠤ ষ � ๔ੑժजの1ྫࡉΑΔྨ上ൽʹἥࠎڕͰ͋ͬͨখࠔとؑผがൃ࠶जࢷ  一般ޱԋ
� ���岩ࠤ ༑  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ാۏ ༸հ  ʑࠤ ষ � 所ਁ५Λ͍ہͳңߴ

؊సҠΛ༗ͨ͠ѱੑᢄ4PMJE QTFVEPQBQJMMBSZ OFPQMBTNの 1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ळࢁ ༗࢙ � 上部消化手術の࠷લઢ � Ξϑタψーンセミφー

ୈ 14ճ͍Θͯංຬྍ࣏ηϛφʔ �Ԭ �2022�06�29
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋ ංຬ外科ϝタボリックαーδΣリーʹ � 座長

ຊফԽثපֶձ౦ࢧ෦ୈ 213ճྫձ ܗࢁ� �2022�07�01
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผاը ͤࢦ � 消化器病専門医ー専߈医かΒのใࠂ � 会࢘

5IF�9UI�4VNNFS�4FNJOBS�JO�0LJOBXB�ԭೄ �2022�07�02
� ���ఱ ྯ  ৽田 ߒ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  ҆藤 ଠ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ʑࠤ ষ � ؊静຺ࠜ部ʹڬ·ΕΔΑ͏ʹ

ۙ͢Δजᙾʹର͢Δෲߢ鏡Լ؊আの༗༻ੑ・҆શੑʹ ؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  ʑࠤ ষ � ɺ͏݂ͬޙશ大݂సҐ術

؊ʹൃͨ͠ए年ൃ؊ࡉ๔؞ʹର͢Δ ෲߢ鏡Լ؊আ術のݧܦ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ࡥڱݮগΛͨ͠ࢦ生ମ؊Ҡ২手術手ٕ � 一般

ԋޱ
� ˎ�৽田 ߒ � ؊ଁセッγϣン 1・ミニϨクνϟー � ίϝンςーター

ୈ 60ճຊফԽ͕ثΜݕֶձ౦ํձ ܗࢁ� �2022�07�02
� ���ੁ ݪ কਓ  ᴡ藤 ༟ඒ  ຢ ݈一  தډ ࢘ݡ  ਆ୩ ྄一  ଜ上 থ  അ ࿕  ʑࠤ ষ � JMMJBO�+BNJFTPO,ͨ͠ݧܦͯʹઃ݈診ࢪ のࣨܜ

一ྫ � 一般ޱԋ

4VSHFPOT�0QFO�4FNJOBS�JO�5PIPLV�ઋ �2022�07�06
� ���八ॏֽ ਸ਼య � 4VSHFPOT 0QFO 4FNJOBS JO 5PIPLV� セミφー

ୈ 28ճ৵ऻͱαΠτΧΠϯڀݚձ �ͭ͘ �2022�07�07
� �ࠤˎ ʑ ষ � 会長講ԋ 医療Λ科学͢Δࡂ・療࣏தू・ٸٹ � 座長

ୈ 1ճ౦-"$ࣨڭ �XFC։࠵ 	Ԭ 
�2022�07�08
� ˎ�八ॏֽ ਸ਼య � 東北 -"$教ࣨ � 座長

ୈ 24ճؠखڸࢹ֎Պڀݚձ �Ԭ �2022�07�09
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋʮຊ内視鏡外科学会大上डऀ 状とক来లݱԉ手術のࢧʯ上部消化外科ʹ͓͚Δロボットۀ育成事ੈ࣍ � 座長

ୈ 18ճؠखߕঢ়થڀݚձ �Ԭ �2022�07�15
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋ 11ޙࡂ年ΛͨܦౡͰの甲状腺ࠪݕʹ͍ͭͯ � 座長

ୈ 73ճຊখࣇՊֶձ �Ԭ �2022�09�09ʙ 09�10
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  ௗ୩ ༝ࢠو  দຊ ರ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ྡ県ΑΓൖૹさΕͨॏ৺͓࣬ױΑͼ৯ಓด

のۃग़生ମॏࣇʹ͓͚Δ࣏療ઓུ � 一般ޱԋ

ୈ 5ճຊޫܬΨΠυखज़ڀݚձ �౦ژ �2022�09�16ʙ 09�17
� ���̓ 藤 ଠ  ৽田 ߒ  ఱ ྯ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ʑࠤ ষ � Ҡ২ドφー؊ఠग़術࣌ʹ͓͚Δ ੑ༺๏の༗ޫܬ)$* �

γンϙδウϜ

ຊফԽثපֶձ౦ࢧ෦�ୈ 87ճࢢຽެ։࠲ߨ ݹٶ� �2022�10�22
� ���ླ  信 � ͓͖͍ͬͯͨࢠͲの͓ͳかの病ؾ � 講ԋ

ຊখࣇਆֶܦձ�ҩྍతέΞݚमηϛφʔ �Ԭɾ8FCϋΠϒϦου �2022�11�03
� ���ླ  信 � খࣇ外科医がؔわΔ医療తέΞ � 教育講ԋ

ୈ 52ճң֎Պɾज़ޙোڀݚձ �প �2022�11�18ʙ 11�19
� �ࠤ�� ʑ ষ � 門ଆңআޙ WBMWVMPQMBTUZ のઓʙដ先生ΛࣱんͰʙ � ಛผاը
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ର͢Δʹ؞ңظૣ

ෲߢ鏡Լ門ଆң術ޙ術ޙの৯事ઁऔかΒみͨମॏݮগのݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 16ճ؊ଁڸࢹ֎Պڀݚձɾୈ 14ճᢄଁڸࢹ֎Պڀݚձ �Ԭ �2022�11�23
� ���৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ外ଆ۠Ҭάϥϑト࠾औ術の手術手ٕと成 �

ύωϧσΟεΧッγϣン
� ���৽田 ߒ  ʑࠤ ষ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ � ෲߢ鏡ิॿԼ؊༿আ術のׂ � γンϙδウϜ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ఱ ྯ  ҆藤 ଠ  ळࢁ ༗࢙  ʑࠤ ষ � 10DNΛ͑Δ؊जᙾʹରͯ͠ෲߢ鏡Լ

؊༿আ術҆શʹߦࢪͰ͖Δか  � ཁԋ
� ���ଜ   ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ؊আ術ʹ͓͚Δ外科専߈医

είϐεトʹର͢Δ࠾ࣜධՁදのޮՌ � 一般ޱԋ

ୈ 14ճ౦ϔϧχΞڀݚձ �Ԭ �2022�12�17
� ���成 ༔  ୨ڮ ༸ଠ  石ڮ ਖ਼久  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 院ʹ͓͚Δܘ部ϔϧニΞʹର͠ෲߢ鏡ԼϔϧニΞ࣏ࠜ術の術ऀผݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���̓ 藤 ଠ  ക༢ ߊ  ఱ ྯ  田 大थ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ܗ外科術ʹ生ͨ͡ޙෲບϔϧニΞʹର͠ *10.

療͠ಘͨ1ྫ࣏ͯʹ � 一般ޱԋ

ۀڀݚۀڀݚ

�� ۀڀݚ

ୈ 25ճΞσΟϙαΠΤϯεγϯϙδϜ �େࡕ �2022�02�11
� �ࠤˎ ʑ ষ � εϙンαードγンϙδウϜ 消化ޚ੍ʹΑΔΤωϧΪーँௐઅとྔݮ 	ँ 
 手術 � 座長

ୈ 19ճຊೕֶ؞ձ౦ํձ �-JWF�8FC։࠵ �2022�03�01ʙ 03�06
� ݩڮ��� ຑ生  ఱ 総  石田 ໜ  খদ ӳ໌  上ਿ ݑ  ੁҪ ༗  ʑࠤ ষ � 診அʹྀۤ͠ɺٸͳྟচܦաΛとͬͨڊ大ࠨ乳जᚅの一ྫ �

一般ޱԋ
� ���石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  ఱ 総  দҪ ༤հ  খদ ӳ໌  Ӊࠤඒ ৳  大؏ 二  ʑࠤ ষ � (FSNMJOF 1"-#2 NVUBUJPO Λ༗͢Δ &3 ཅੑ

)&32 ཅੑਐൃ࠶ߦ乳؞の MBUF MJOF Ͱ (FNDJUBCJOF � $BSCPQMBUJO 療๏がޭͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ఱ 総  ݩڮ ຑ生  দҪ ༤հ  石田 ໜ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � 院ʹ͓͚Δ EF OPWP 4UBHF *7 乳؞のൃݪআʹ͍ͭͯのݕ౼ �

一般ޱԋ
� ���༗ ಞ߂  ᖒۄ Ղ೭ � 乳腺ਆܦ内分泌؞の1ྫ � 一般ޱԋ

౦খࣇফԽثපڀݚձ ٶ� �2022�03�19
� ���খྛ Ί͙み  田ۚ ܙ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ੑ࣏ศൿʹର͠ਓᡗ門Λઃ͠ഉᔔࢦಋʹͯվળ͠ಘͨ1ྫ � 一般ޱԋ

ୈ 13ճංຬ૯߹ྍ࣏ηϛφʔ �ઍ༿ �2022�05�07ʙ 05�08
� �ࠤˎ ʑ ষ � 外科࣏療Λ͑ߟΔと͖ � 会࢘

ୈ 33ճڸࢹ֎ՊϑΥʔϥϜ JOઋ �ઋ �2022�05�21
� ���৽田 ߒ � 内視鏡外科手術の࠷લઢʙΤΩεύートʹ学ͿσόΠεબʙ � ϥンνϣンセミφー
� �ࠤˎ ʑ ষ � ϥンνϣンセミφー � 座長

ٕज़ใڠձηϛφʔ �8FC։࠵ �2022�06�10
� �ࠤ�� ʑ ষ � ෲߢ鏡Լ手術ʹ͓͚ΔトϥϒϧγϡーςΟンά � 講ԋ

ୈ 96ճຊখࣇ֎Պֶձ౦ํձ �ઋ �2022�06�18
� ���খࢁ ྄ଠ  田ۚ ܙ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � ҟ所ੑܗ成ਛ͓Αͼҟ所։ޱʹΑΔҨの1ঁྫࣇ � 一般ޱԋ

ୈ 181ճ౦֎Պूஊձ �ઋ �2022�06�18
� ���大௩ ت؍  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ੁ ਖ਼ل  Ԟ ඒཬ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

݁আؒޙບܽଛʹΑΔ内ϔϧニΞの一ྫ � 一般ޱԋ
� ���ਗ਼ ਅॹ  石田 ໜ  ఱ 総  ࡚ ๎ൣ  上ਿ ݑ  ੁҪ ༗  ʑࠤ ষ � ը૾診அと病ཧ診அのղΛཧ༝ʹ࠶生ݕΛ͍ߦ手術ճආ͠ಘͨ

乳腺の1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ੁ  ਖ਼ل  八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت؍  Ԟ ඒཬ  ୩۽ लج  ാத ஐو  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 大؞化学療๏தʹ

ਓᡗ門ݓ上部がἥ1ྫͨ͠  一般ޱԋ
� 田ޱ��� ᡨଠ  藤ࠤ ܛ  ٢田 ӯ࢘  ؛ ྋࢠ  ઍ༿ ৎ  ଜ ݩ૱  ᢠ ࣏  খྛ ৻  ۚߴ ໌య  ʑࠤ ষ � ң."-5リンύजがซଘͨ͠

ң؞とԼ݁ߦ؞Λෲߢ鏡Լʹআͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ാۏ��5 ༸հ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 

ʑࠤ ষ � ๔ੑժजの1ྫࡉΑΔྨ上ൽʹἥࠎڕͰ͋ͬͨখࠔとؑผがൃ࠶जࢷ  一般ޱԋ
� ���岩ࠤ ༑  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ാۏ ༸հ  ʑࠤ ষ � 所ਁ५Λ͍ہͳңߴ

؊సҠΛ༗ͨ͠ѱੑᢄ4PMJE QTFVEPQBQJMMBSZ OFPQMBTNの 1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ळࢁ ༗࢙ � 上部消化手術の࠷લઢ � Ξϑタψーンセミφー

ୈ 14ճ͍Θͯංຬྍ࣏ηϛφʔ �Ԭ �2022�06�29
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋ ංຬ外科ϝタボリックαーδΣリーʹ � 座長

ຊফԽثපֶձ౦ࢧ෦ୈ 213ճྫձ ܗࢁ� �2022�07�01
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผاը ͤࢦ � 消化器病専門医ー専߈医かΒのใࠂ � 会࢘

5IF�9UI�4VNNFS�4FNJOBS�JO�0LJOBXB�ԭೄ �2022�07�02
� ���ఱ ྯ  ৽田 ߒ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  ҆藤 ଠ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ʑࠤ ষ � ؊静຺ࠜ部ʹڬ·ΕΔΑ͏ʹ

ۙ͢Δजᙾʹର͢Δෲߢ鏡Լ؊আの༗༻ੑ・҆શੑʹ ؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  ʑࠤ ষ � ɺ͏݂ͬޙશ大݂సҐ術

؊ʹൃͨ͠ए年ൃ؊ࡉ๔؞ʹର͢Δ ෲߢ鏡Լ؊আ術のݧܦ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ࡥڱݮগΛͨ͠ࢦ生ମ؊Ҡ২手術手ٕ � 一般

ԋޱ
� ˎ�৽田 ߒ � ؊ଁセッγϣン 1・ミニϨクνϟー � ίϝンςーター

ୈ 60ճຊফԽ͕ثΜݕֶձ౦ํձ ܗࢁ� �2022�07�02
� ���ੁ ݪ কਓ  ᴡ藤 ༟ඒ  ຢ ݈一  தډ ࢘ݡ  ਆ୩ ྄一  ଜ上 থ  അ ࿕  ʑࠤ ষ � JMMJBO�+BNJFTPO,ͨ͠ݧܦͯʹઃ݈診ࢪ のࣨܜ

一ྫ � 一般ޱԋ

4VSHFPOT�0QFO�4FNJOBS�JO�5PIPLV�ઋ �2022�07�06
� ���八ॏֽ ਸ਼య � 4VSHFPOT 0QFO 4FNJOBS JO 5PIPLV� セミφー

ୈ 28ճ৵ऻͱαΠτΧΠϯڀݚձ �ͭ͘ �2022�07�07
� �ࠤˎ ʑ ষ � 会長講ԋ 医療Λ科学͢Δࡂ・療࣏தू・ٸٹ � 座長

ୈ 1ճ౦-"$ࣨڭ �XFC։࠵ 	Ԭ 
�2022�07�08
� ˎ�八ॏֽ ਸ਼య � 東北 -"$教ࣨ � 座長

ୈ 24ճؠखڸࢹ֎Պڀݚձ �Ԭ �2022�07�09
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋʮຊ内視鏡外科学会大上डऀ 状とক来లݱԉ手術のࢧʯ上部消化外科ʹ͓͚Δロボットۀ育成事ੈ࣍ � 座長

ୈ 18ճؠखߕঢ়થڀݚձ �Ԭ �2022�07�15
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋ 11ޙࡂ年ΛͨܦౡͰの甲状腺ࠪݕʹ͍ͭͯ � 座長

ୈ 73ճຊখࣇՊֶձ �Ԭ �2022�09�09ʙ 09�10
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  ௗ୩ ༝ࢠو  দຊ ರ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ྡ県ΑΓൖૹさΕͨॏ৺͓࣬ױΑͼ৯ಓด

のۃग़生ମॏࣇʹ͓͚Δ࣏療ઓུ � 一般ޱԋ

ୈ 5ճຊޫܬΨΠυखज़ڀݚձ �౦ژ �2022�09�16ʙ 09�17
� ���̓ 藤 ଠ  ৽田 ߒ  ఱ ྯ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ʑࠤ ষ � Ҡ২ドφー؊ఠग़術࣌ʹ͓͚Δ ੑ༺๏の༗ޫܬ)$* �

γンϙδウϜ

ຊফԽثපֶձ౦ࢧ෦�ୈ 87ճࢢຽެ։࠲ߨ ݹٶ� �2022�10�22
� ���ླ  信 � ͓͖͍ͬͯͨࢠͲの͓ͳかの病ؾ � 講ԋ

ຊখࣇਆֶܦձ�ҩྍతέΞݚमηϛφʔ �Ԭɾ8FCϋΠϒϦου �2022�11�03
� ���ླ  信 � খࣇ外科医がؔわΔ医療తέΞ � 教育講ԋ

ୈ 52ճң֎Պɾज़ޙোڀݚձ �প �2022�11�18ʙ 11�19
� �ࠤ�� ʑ ষ � 門ଆңআޙ WBMWVMPQMBTUZ のઓʙដ先生ΛࣱんͰʙ � ಛผاը
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ର͢Δʹ؞ңظૣ

ෲߢ鏡Լ門ଆң術ޙ術ޙの৯事ઁऔかΒみͨମॏݮগのݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 16ճ؊ଁڸࢹ֎Պڀݚձɾୈ 14ճᢄଁڸࢹ֎Պڀݚձ �Ԭ �2022�11�23
� ���৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ外ଆ۠Ҭάϥϑト࠾औ術の手術手ٕと成 �

ύωϧσΟεΧッγϣン
� ���৽田 ߒ  ʑࠤ ষ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ � ෲߢ鏡ิॿԼ؊༿আ術のׂ � γンϙδウϜ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ఱ ྯ  ҆藤 ଠ  ळࢁ ༗࢙  ʑࠤ ষ � 10DNΛ͑Δ؊जᙾʹରͯ͠ෲߢ鏡Լ

؊༿আ術҆શʹߦࢪͰ͖Δか  � ཁԋ
� ���ଜ   ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ؊আ術ʹ͓͚Δ外科専߈医

είϐεトʹର͢Δ࠾ࣜධՁදのޮՌ � 一般ޱԋ

ୈ 14ճ౦ϔϧχΞڀݚձ �Ԭ �2022�12�17
� ���成 ༔  ୨ڮ ༸ଠ  石ڮ ਖ਼久  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 院ʹ͓͚Δܘ部ϔϧニΞʹର͠ෲߢ鏡ԼϔϧニΞ࣏ࠜ術の術ऀผݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���̓ 藤 ଠ  ക༢ ߊ  ఱ ྯ  田 大थ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ܗ外科術ʹ生ͨ͡ޙෲບϔϧニΞʹର͠ *10.

療͠ಘͨ1ྫ࣏ͯʹ � 一般ޱԋ

��



ۀڀݚ

ୈ 25ճΞσΟϙαΠΤϯεγϯϙδϜ �େࡕ �2022�02�11
� �ࠤˎ ʑ ষ � εϙンαードγンϙδウϜ 消化ޚ੍ʹΑΔΤωϧΪーँௐઅとྔݮ 	ँ 
 手術 � 座長

ୈ 19ճຊೕֶ؞ձ౦ํձ �-JWF�8FC։࠵ �2022�03�01ʙ 03�06
� ݩڮ��� ຑ生  ఱ 総  石田 ໜ  খদ ӳ໌  上ਿ ݑ  ੁҪ ༗  ʑࠤ ষ � 診அʹྀۤ͠ɺٸͳྟচܦաΛとͬͨڊ大ࠨ乳जᚅの一ྫ �

一般ޱԋ
� ���石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  ఱ 総  দҪ ༤հ  খদ ӳ໌  Ӊࠤඒ ৳  大؏ 二  ʑࠤ ষ � (FSNMJOF 1"-#2 NVUBUJPO Λ༗͢Δ &3 ཅੑ

)&32 ཅੑਐൃ࠶ߦ乳؞の MBUF MJOF Ͱ (FNDJUBCJOF � $BSCPQMBUJO 療๏がޭͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ఱ 総  ݩڮ ຑ生  দҪ ༤հ  石田 ໜ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � 院ʹ͓͚Δ EF OPWP 4UBHF *7 乳؞のൃݪআʹ͍ͭͯのݕ౼ �

一般ޱԋ
� ���༗ ಞ߂  ᖒۄ Ղ೭ � 乳腺ਆܦ内分泌؞の1ྫ � 一般ޱԋ

౦খࣇফԽثපڀݚձ ٶ� �2022�03�19
� ���খྛ Ί͙み  田ۚ ܙ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ੑ࣏ศൿʹର͠ਓᡗ門Λઃ͠ഉᔔࢦಋʹͯվળ͠ಘͨ1ྫ � 一般ޱԋ

ୈ 13ճංຬ૯߹ྍ࣏ηϛφʔ �ઍ༿ �2022�05�07ʙ 05�08
� �ࠤˎ ʑ ষ � 外科࣏療Λ͑ߟΔと͖ � 会࢘

ୈ 33ճڸࢹ֎ՊϑΥʔϥϜ JOઋ �ઋ �2022�05�21
� ���৽田 ߒ � 内視鏡外科手術の࠷લઢʙΤΩεύートʹ学ͿσόΠεબʙ � ϥンνϣンセミφー
� �ࠤˎ ʑ ষ � ϥンνϣンセミφー � 座長

ٕज़ใڠձηϛφʔ �8FC։࠵ �2022�06�10
� �ࠤ�� ʑ ষ � ෲߢ鏡Լ手術ʹ͓͚ΔトϥϒϧγϡーςΟンά � 講ԋ

ୈ 96ճຊখࣇ֎Պֶձ౦ํձ �ઋ �2022�06�18
� ���খࢁ ྄ଠ  田ۚ ܙ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � ҟ所ੑܗ成ਛ͓Αͼҟ所։ޱʹΑΔҨの1ঁྫࣇ � 一般ޱԋ

ୈ 181ճ౦֎Պूஊձ �ઋ �2022�06�18
� ���大௩ ت؍  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ੁ ਖ਼ل  Ԟ ඒཬ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

݁আؒޙບܽଛʹΑΔ内ϔϧニΞの一ྫ � 一般ޱԋ
� ���ਗ਼ ਅॹ  石田 ໜ  ఱ 総  ࡚ ๎ൣ  上ਿ ݑ  ੁҪ ༗  ʑࠤ ষ � ը૾診அと病ཧ診அのղΛཧ༝ʹ࠶生ݕΛ͍ߦ手術ճආ͠ಘͨ

乳腺の1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ੁ  ਖ਼ل  八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت؍  Ԟ ඒཬ  ୩۽ लج  ാத ஐو  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 大؞化学療๏தʹ

ਓᡗ門ݓ上部がἥ1ྫͨ͠  一般ޱԋ
� 田ޱ��� ᡨଠ  藤ࠤ ܛ  ٢田 ӯ࢘  ؛ ྋࢠ  ઍ༿ ৎ  ଜ ݩ૱  ᢠ ࣏  খྛ ৻  ۚߴ ໌య  ʑࠤ ষ � ң."-5リンύजがซଘͨ͠

ң؞とԼ݁ߦ؞Λෲߢ鏡Լʹআͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ാۏ��5 ༸հ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 

ʑࠤ ষ � ๔ੑժजの1ྫࡉΑΔྨ上ൽʹἥࠎڕͰ͋ͬͨখࠔとؑผがൃ࠶जࢷ  一般ޱԋ
� ���岩ࠤ ༑  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ാۏ ༸հ  ʑࠤ ষ � 所ਁ५Λ͍ہͳңߴ

؊సҠΛ༗ͨ͠ѱੑᢄ4PMJE QTFVEPQBQJMMBSZ OFPQMBTNの 1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ळࢁ ༗࢙ � 上部消化手術の࠷લઢ � Ξϑタψーンセミφー

ୈ 14ճ͍Θͯංຬྍ࣏ηϛφʔ �Ԭ �2022�06�29
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋ ංຬ外科ϝタボリックαーδΣリーʹ � 座長

ຊফԽثපֶձ౦ࢧ෦ୈ 213ճྫձ ܗࢁ� �2022�07�01
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผاը ͤࢦ � 消化器病専門医ー専߈医かΒのใࠂ � 会࢘

5IF�9UI�4VNNFS�4FNJOBS�JO�0LJOBXB�ԭೄ �2022�07�02
� ���ఱ ྯ  ৽田 ߒ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  ҆藤 ଠ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ʑࠤ ষ � ؊静຺ࠜ部ʹڬ·ΕΔΑ͏ʹ

ۙ͢Δजᙾʹର͢Δෲߢ鏡Լ؊আの༗༻ੑ・҆શੑʹ ؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  ʑࠤ ষ � ɺ͏݂ͬޙશ大݂సҐ術

؊ʹൃͨ͠ए年ൃ؊ࡉ๔؞ʹର͢Δ ෲߢ鏡Լ؊আ術のݧܦ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ࡥڱݮগΛͨ͠ࢦ生ମ؊Ҡ২手術手ٕ � 一般

ԋޱ
� ˎ�৽田 ߒ � ؊ଁセッγϣン 1・ミニϨクνϟー � ίϝンςーター

ୈ 60ճຊফԽ͕ثΜݕֶձ౦ํձ ܗࢁ� �2022�07�02
� ���ੁ ݪ কਓ  ᴡ藤 ༟ඒ  ຢ ݈一  தډ ࢘ݡ  ਆ୩ ྄一  ଜ上 থ  അ ࿕  ʑࠤ ষ � JMMJBO�+BNJFTPO,ͨ͠ݧܦͯʹઃ݈診ࢪ のࣨܜ

一ྫ � 一般ޱԋ

4VSHFPOT�0QFO�4FNJOBS�JO�5PIPLV�ઋ �2022�07�06
� ���八ॏֽ ਸ਼య � 4VSHFPOT 0QFO 4FNJOBS JO 5PIPLV� セミφー

ୈ 28ճ৵ऻͱαΠτΧΠϯڀݚձ �ͭ͘ �2022�07�07
� �ࠤˎ ʑ ষ � 会長講ԋ 医療Λ科学͢Δࡂ・療࣏தू・ٸٹ � 座長

ୈ 1ճ౦-"$ࣨڭ �XFC։࠵ 	Ԭ 
�2022�07�08
� ˎ�八ॏֽ ਸ਼య � 東北 -"$教ࣨ � 座長

ୈ 24ճؠखڸࢹ֎Պڀݚձ �Ԭ �2022�07�09
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋʮຊ内視鏡外科学会大上डऀ 状とক来లݱԉ手術のࢧʯ上部消化外科ʹ͓͚Δロボットۀ育成事ੈ࣍ � 座長

ୈ 18ճؠखߕঢ়થڀݚձ �Ԭ �2022�07�15
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋ 11ޙࡂ年ΛͨܦౡͰの甲状腺ࠪݕʹ͍ͭͯ � 座長

ୈ 73ճຊখࣇՊֶձ �Ԭ �2022�09�09ʙ 09�10
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  ௗ୩ ༝ࢠو  দຊ ರ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ྡ県ΑΓൖૹさΕͨॏ৺͓࣬ױΑͼ৯ಓด

のۃग़生ମॏࣇʹ͓͚Δ࣏療ઓུ � 一般ޱԋ

ୈ 5ճຊޫܬΨΠυखज़ڀݚձ �౦ژ �2022�09�16ʙ 09�17
� ���̓ 藤 ଠ  ৽田 ߒ  ఱ ྯ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ʑࠤ ষ � Ҡ২ドφー؊ఠग़術࣌ʹ͓͚Δ ੑ༺๏の༗ޫܬ)$* �

γンϙδウϜ

ຊফԽثපֶձ౦ࢧ෦�ୈ 87ճࢢຽެ։࠲ߨ ݹٶ� �2022�10�22
� ���ླ  信 � ͓͖͍ͬͯͨࢠͲの͓ͳかの病ؾ � 講ԋ

ຊখࣇਆֶܦձ�ҩྍతέΞݚमηϛφʔ �Ԭɾ8FCϋΠϒϦου �2022�11�03
� ���ླ  信 � খࣇ外科医がؔわΔ医療తέΞ � 教育講ԋ

ୈ 52ճң֎Պɾज़ޙোڀݚձ �প �2022�11�18ʙ 11�19
� �ࠤ�� ʑ ষ � 門ଆңআޙ WBMWVMPQMBTUZ のઓʙដ先生ΛࣱんͰʙ � ಛผاը
� ���അ ࿕  ळࢁ ༗࢙  ԕ藤 ོ࢙  二֊ य़߳  八ॏֽ ਸ਼య  ക༢ ߊ  ยۅ উ߂  岩୩ ַ  ৽田 ߒ  ං田 հܓ  ʑࠤ ষ � ର͢Δʹ؞ңظૣ

ෲߢ鏡Լ門ଆң術ޙ術ޙの৯事ઁऔかΒみͨମॏݮগのݕ౼ � 一般ޱԋ

ୈ 16ճ؊ଁڸࢹ֎Պڀݚձɾୈ 14ճᢄଁڸࢹ֎Պڀݚձ �Ԭ �2022�11�23
� ���৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ外ଆ۠Ҭάϥϑト࠾औ術の手術手ٕと成 �

ύωϧσΟεΧッγϣン
� ���৽田 ߒ  ʑࠤ ষ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ � ෲߢ鏡ิॿԼ؊༿আ術のׂ � γンϙδウϜ
� ���ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ఱ ྯ  ҆藤 ଠ  ळࢁ ༗࢙  ʑࠤ ষ � 10DNΛ͑Δ؊जᙾʹରͯ͠ෲߢ鏡Լ

؊༿আ術҆શʹߦࢪͰ͖Δか  � ཁԋ
� ���ଜ   ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ؊আ術ʹ͓͚Δ外科専߈医

είϐεトʹର͢Δ࠾ࣜධՁදのޮՌ � 一般ޱԋ

ୈ 14ճ౦ϔϧχΞڀݚձ �Ԭ �2022�12�17
� ���成 ༔  ୨ڮ ༸ଠ  石ڮ ਖ਼久  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 院ʹ͓͚Δܘ部ϔϧニΞʹର͠ෲߢ鏡ԼϔϧニΞ࣏ࠜ術の術ऀผݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���̓ 藤 ଠ  ക༢ ߊ  ఱ ྯ  田 大थ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ܗ外科術ʹ生ͨ͡ޙෲບϔϧニΞʹର͠ *10.

療͠ಘͨ1ྫ࣏ͯʹ � 一般ޱԋ

ۀڀݚ

�� ۀڀݚ

ୈ 25ճΞσΟϙαΠΤϯεγϯϙδϜ �େࡕ �2022�02�11
� �ࠤˎ ʑ ষ � εϙンαードγンϙδウϜ 消化ޚ੍ʹΑΔΤωϧΪーँௐઅとྔݮ 	ँ 
 手術 � 座長

ୈ 19ճຊೕֶ؞ձ౦ํձ �-JWF�8FC։࠵ �2022�03�01ʙ 03�06
� ݩڮ��� ຑ生  ఱ 総  石田 ໜ  খদ ӳ໌  上ਿ ݑ  ੁҪ ༗  ʑࠤ ষ � 診அʹྀۤ͠ɺٸͳྟচܦաΛとͬͨڊ大ࠨ乳जᚅの一ྫ �

一般ޱԋ
� ���石田 ໜ  ݩڮ ຑ生  ఱ 総  দҪ ༤հ  খদ ӳ໌  Ӊࠤඒ ৳  大؏ 二  ʑࠤ ষ � (FSNMJOF 1"-#2 NVUBUJPO Λ༗͢Δ &3 ཅੑ

)&32 ཅੑਐൃ࠶ߦ乳؞の MBUF MJOF Ͱ (FNDJUBCJOF � $BSCPQMBUJO 療๏がޭͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ఱ 総  ݩڮ ຑ生  দҪ ༤հ  石田 ໜ  খদ ӳ໌  ʑࠤ ষ � 院ʹ͓͚Δ EF OPWP 4UBHF *7 乳؞のൃݪআʹ͍ͭͯのݕ౼ �

一般ޱԋ
� ���༗ ಞ߂  ᖒۄ Ղ೭ � 乳腺ਆܦ内分泌؞の1ྫ � 一般ޱԋ

౦খࣇফԽثපڀݚձ ٶ� �2022�03�19
� ���খྛ Ί͙み  田ۚ ܙ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ੑ࣏ศൿʹର͠ਓᡗ門Λઃ͠ഉᔔࢦಋʹͯվળ͠ಘͨ1ྫ � 一般ޱԋ

ୈ 13ճංຬ૯߹ྍ࣏ηϛφʔ �ઍ༿ �2022�05�07ʙ 05�08
� �ࠤˎ ʑ ষ � 外科࣏療Λ͑ߟΔと͖ � 会࢘

ୈ 33ճڸࢹ֎ՊϑΥʔϥϜ JOઋ �ઋ �2022�05�21
� ���৽田 ߒ � 内視鏡外科手術の࠷લઢʙΤΩεύートʹ学ͿσόΠεબʙ � ϥンνϣンセミφー
� �ࠤˎ ʑ ষ � ϥンνϣンセミφー � 座長

ٕज़ใڠձηϛφʔ �8FC։࠵ �2022�06�10
� �ࠤ�� ʑ ষ � ෲߢ鏡Լ手術ʹ͓͚ΔトϥϒϧγϡーςΟンά � 講ԋ

ୈ 96ճຊখࣇ֎Պֶձ౦ํձ �ઋ �2022�06�18
� ���খࢁ ྄ଠ  田ۚ ܙ  খྛ Ί͙み  ླ 信  ʑࠤ ষ � ҟ所ੑܗ成ਛ͓Αͼҟ所։ޱʹΑΔҨの1ঁྫࣇ � 一般ޱԋ

ୈ 181ճ౦֎Պूஊձ �ઋ �2022�06�18
� ���大௩ ت؍  八ॏֽ ਸ਼య  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ാத ஐو  ੁ ਖ਼ل  Ԟ ඒཬ  ยۅ উ߂  ླ 信  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ෲߢ鏡Լ

݁আؒޙບܽଛʹΑΔ内ϔϧニΞの一ྫ � 一般ޱԋ
� ���ਗ਼ ਅॹ  石田 ໜ  ఱ 総  ࡚ ๎ൣ  上ਿ ݑ  ੁҪ ༗  ʑࠤ ষ � ը૾診அと病ཧ診அのղΛཧ༝ʹ࠶生ݕΛ͍ߦ手術ճආ͠ಘͨ

乳腺の1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ੁ  ਖ਼ل  八ॏֽ ਸ਼య  大௩ ت؍  Ԟ ඒཬ  ୩۽ लج  ാத ஐو  ਗ਼ਫߴ ਗ਼࣏  ळࢁ ༗࢙  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � 大؞化学療๏தʹ

ਓᡗ門ݓ上部がἥ1ྫͨ͠  一般ޱԋ
� 田ޱ��� ᡨଠ  藤ࠤ ܛ  ٢田 ӯ࢘  ؛ ྋࢠ  ઍ༿ ৎ  ଜ ݩ૱  ᢠ ࣏  খྛ ৻  ۚߴ ໌య  ʑࠤ ষ � ң."-5リンύजがซଘͨ͠

ң؞とԼ݁ߦ؞Λෲߢ鏡Լʹআͨ͠1ྫ � 一般ޱԋ
� ാۏ��5 ༸հ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  八ॏֽ ਸ਼య  അ ࿕  ळࢁ ༗࢙ 

ʑࠤ ষ � ๔ੑժजの1ྫࡉΑΔྨ上ൽʹἥࠎڕͰ͋ͬͨখࠔとؑผがൃ࠶जࢷ  一般ޱԋ
� ���岩ࠤ ༑  ยۅ উ߂  ৽田 ߒ  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ാۏ ༸հ  ʑࠤ ষ � 所ਁ५Λ͍ہͳңߴ

؊సҠΛ༗ͨ͠ѱੑᢄ4PMJE QTFVEPQBQJMMBSZ OFPQMBTNの 1ྫ � 一般ޱԋ
� ���ळࢁ ༗࢙ � 上部消化手術の࠷લઢ � Ξϑタψーンセミφー

ୈ 14ճ͍Θͯංຬྍ࣏ηϛφʔ �Ԭ �2022�06�29
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋ ංຬ外科ϝタボリックαーδΣリーʹ � 座長

ຊফԽثපֶձ౦ࢧ෦ୈ 213ճྫձ ܗࢁ� �2022�07�01
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผاը ͤࢦ � 消化器病専門医ー専߈医かΒのใࠂ � 会࢘

5IF�9UI�4VNNFS�4FNJOBS�JO�0LJOBXB�ԭೄ �2022�07�02
� ���ఱ ྯ  ৽田 ߒ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  ҆藤 ଠ  田 大थ  ക༢ ߊ  ੁ ক࢙  ยۅ উ߂  ʑࠤ ষ � ؊静຺ࠜ部ʹڬ·ΕΔΑ͏ʹ

ۙ͢Δजᙾʹର͢Δෲߢ鏡Լ؊আの༗༻ੑ・҆શੑʹ ؔ͢Δݕ౼ � 一般ޱԋ
� ���田 大थ  ৽田 ߒ  ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  岩ࠤ ༑  ാۏ ༸հ  ʑࠤ ষ � ɺ͏݂ͬޙશ大݂సҐ術

؊ʹൃͨ͠ए年ൃ؊ࡉ๔؞ʹର͢Δ ෲߢ鏡Լ؊আ術のݧܦ � 一般ޱԋ
� ���ยۅ উ߂  ੁ ক࢙  ക༢ ߊ  田 大थ  ҆藤 ଠ  ఱ ྯ  ৽田 ߒ  ʑࠤ ষ � ࡥڱݮগΛͨ͠ࢦ生ମ؊Ҡ২手術手ٕ � 一般

ԋޱ
� ˎ�৽田 ߒ � ؊ଁセッγϣン 1・ミニϨクνϟー � ίϝンςーター

ୈ 60ճຊফԽ͕ثΜݕֶձ౦ํձ ܗࢁ� �2022�07�02
� ���ੁ ݪ কਓ  ᴡ藤 ༟ඒ  ຢ ݈一  தډ ࢘ݡ  ਆ୩ ྄一  ଜ上 থ  അ ࿕  ʑࠤ ষ � JMMJBO�+BNJFTPO,ͨ͠ݧܦͯʹઃ݈診ࢪ のࣨܜ

一ྫ � 一般ޱԋ

4VSHFPOT�0QFO�4FNJOBS�JO�5PIPLV�ઋ �2022�07�06
� ���八ॏֽ ਸ਼య � 4VSHFPOT 0QFO 4FNJOBS JO 5PIPLV� セミφー

ୈ 28ճ৵ऻͱαΠτΧΠϯڀݚձ �ͭ͘ �2022�07�07
� �ࠤˎ ʑ ষ � 会長講ԋ 医療Λ科学͢Δࡂ・療࣏தू・ٸٹ � 座長

ୈ 1ճ౦-"$ࣨڭ �XFC։࠵ 	Ԭ 
�2022�07�08
� ˎ�八ॏֽ ਸ਼య � 東北 -"$教ࣨ � 座長

ୈ 24ճؠखڸࢹ֎Պڀݚձ �Ԭ �2022�07�09
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋʮຊ内視鏡外科学会大上डऀ 状とক来లݱԉ手術のࢧʯ上部消化外科ʹ͓͚Δロボットۀ育成事ੈ࣍ � 座長

ୈ 18ճؠखߕঢ়થڀݚձ �Ԭ �2022�07�15
� �ࠤˎ ʑ ষ � ಛผ講ԋ 11ޙࡂ年ΛͨܦౡͰの甲状腺ࠪݕʹ͍ͭͯ � 座長

ୈ 73ճຊখࣇՊֶձ �Ԭ �2022�09�09ʙ 09�10
� ���খྛ Ί͙み  ฏҪ みさࢠ  田ۚ ܙ  খࢁ ྄ଠ  ௗ୩ ༝ࢠو  দຊ ರ  ླ 信  ʑࠤ ষ � ྡ県ΑΓൖૹさΕͨॏ৺͓࣬ױΑͼ৯ಓด

のۃग़生ମॏࣇʹ͓͚Δ࣏療ઓུ � 一般ޱԋ

ୈ 5ճຊޫܬΨΠυखज़ڀݚձ �౦ژ �2022�09�16ʙ 09�17
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� ���ླ  信 � খࣇ外科医がؔわΔ医療తέΞ � 教育講ԋ
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ୈ 14ճ౦ϔϧχΞڀݚձ �Ԭ �2022�12�17
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çελοϑ࠲ߨख医Պେֶç֎Պֶؠ
役　職 名　前 卒業年 診療・研究チーム 認定資格・高度技能医

教 授 佐々木　ষ 19�� 内分泌ँ +4&4ٕ術ೝఆʢ৯ಓʣɺ消化器外科専門医ɺ内分泌外科専門医

৽田　浩幸 199� ؊ᢄ +4&4ٕ術ೝఆʢ؊ଁʣɺ+)#14ߴٕࢦಋ医ɺ消化器外科専門医

। 教 授 ླ木　　信 2000 খࣇ外科 খࣇ外科専門医ɺখࣇ泌器専門医ɺখࣇがんೝఆ外科医ɺ৽生ࣇೝఆ外科医

ยۅ　弘উ 200� ؊ᢄ ٕ専門医ɺ消化器外科専門医ߴ#14(+

ക༢　　晃 2005 ؊ᢄ・内分泌ँ +4&4ٕ術ೝఆʢಓʣɺ消化器外科専門医

講 師 അ　誠࿕ 200� 上部消化 消化器外科専門医

ീॏֽਸ਼典 2009 Լ部消化 +4&4ٕ術ೝఆʢ大ʣɺ消化器外科専門医

ॿ 教 ੁ　ক࢙ 200� ؊ᢄ 消化器外科専門医ɺ+)#14ߴٕ専門医

ੴ田　ໜ 2005 乳腺 乳腺専門医

小ྛΊ͙Έ 200� খࣇ外科 খࣇ外科専門医

武田　大थ 200� ؊ᢄ 消化器外科専門医

高清ਫ清࣏ 2010 Լ部消化 消化器外科専門医ɺ+4&4ٕ術ೝఆʢ大ʣ

ೋ֊　य़香 2011 上部消化 消化器外科専門医

҆藤　太 2012 ؊ᢄ 消化器外科専門医

ఱ　　ྯ 201� ؊ᢄ 消化器外科専門医

畑中　智貴 201� Լ部消化 消化器外科専門医

ॿ教ʢ任ظʣ ੴ田　　֜ 200� ٸٹ

ఱ　　૯ 201� 乳腺

小ࢁ　྄太 2015 খࣇ外科

専門研म医 ฏ田勇Ұ 2015

橋ݩ　ຑ生 201� 乳腺

ੁ　正ل 201�

川্ѥل子 201�

大学院　�年 ҏ藤　浩ฏ 201�

高橋　ᚸਓ 201� 内分泌ँ

　　　　�年 ج谷　ल۽ 2015 内分泌ँ

ਸจ　࡚ؠ 201�

佐　༑ؠ 2020

大塚　؍喜 2020

田　ᡨ太ޱ 2020

役　職 名　前 卒業年 診療・研究チーム 認定資格・高度技能医

大学院　2年 棚橋　洋太 2015

奥津　美里 2019

　　　　1年 清川　真緒 2020

琴畑　洋介 2020

非常勤医師

客 員 教 授 寺島　雅典 静岡県静岡がんセンター　副院長

非常勤講師 阿部　　正 岩手県予防医学協会

大森　浩明 雫石大森クリニック　院長

川村　英伸 岩手県立宮古病院　院長

笠原　群生 国立成育医療研究センター　院長

冨澤　勇貴 とみさわ甲状腺・乳腺のクリニック盛岡　院長

非常勤医師 島袋　誠守 東京ミッドタウンクリニック　先端医療研究所副所長 /がん診療部長兼部門幹事 /外来診療部門幹事

大塚　幸喜 藤田医科大学　先端ロボット・内視鏡手術学講座　教授

高原　武志 藤田医科大学　総合消化器外科　教授

長谷川　康 慶應義塾大学医学部　一般・消化器外科　専任講師

小松　英明 信州上田医療センター　乳腺内分泌外科　乳腺内分泌外科医長

有末　篤弘 八戸赤十字病院

松井　雄介 県立二戸病院

中村　侑哉 県立久慈病院

木村　　拓 県立釜石病院

藤澤　良介 県立久慈病院

佐々木教之 県立二戸病院

有吉　　佑 かづの厚生病院

田金　　恵 北上済生会病院

菊地　晃司 八戸赤十字病院

屋成　信吾 かづの厚生病院

佐々木智子 盛岡赤十字病院

小泉　優香 県立釜石病院
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非常勤医師

客 員 教 授 寺島　雅典 静岡県静岡がんセンター　副院長

非常勤講師 阿部　　正 岩手県予防医学協会
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大塚　幸喜 藤田医科大学　先端ロボット・内視鏡手術学講座　教授

高原　武志 藤田医科大学　総合消化器外科　教授

長谷川　康 慶應義塾大学医学部　一般・消化器外科　専任講師

小松　英明 信州上田医療センター　乳腺内分泌外科　乳腺内分泌外科医長
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藤澤　良介 県立久慈病院

佐々木教之 県立二戸病院

有吉　　佑 かづの厚生病院

田金　　恵 北上済生会病院
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2023年も岩手医科大学外科学講座教室年報をແࣄに発ץすることができました。2019年
12月に報告さΕた新型コロナウイルス感染症により、ґવとしてօさまのごۤ࿑も多いも
のとഈいたしております。ೖ院や手術の制ݶをडけ、コロナ患者の対応とおしいな
か、本年も多くの先生方よりごߘدいただくことができ、ॆ࣮した内༰となっておりま
す。ご執筆および編ूに関わっていただいたօ༷に深く感謝いたします。

がओྲྀとなっておりますが、同門のॾ先ഐ࠵での開ࣜܗ会や学会が8eCや)ZCridڀݚ
方、医局һのօ༷のご支援により、2022年には盛Ԭでୈ44回日本臨চӫཆ学会総会とୈ47
回日本外科ܥ連合学会学術ू会を現開࠵することができました。今後は、以前のような
現での学会開࠵がってくることをف願し、օ༷との交ྲྀのが少しͣͭ૿͑てくるこ
とをָしみにしております。

筆ながら同門会の先生方、ご執筆いただいた先生方、ൿॻのօ༷、ϠϚμϓラϯニϯ
άの方々、ご協ࢍいただきました֤ࣾのօ༷にこのをआりてްくお礼申し上げます。

編ूҕһ長ɹഅɹ࿕
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メドトロニックは、人生を
変えるようなテクノロジーで
70種類以上の健康課題に対する
治療法を提供してきました。

私たちの製品、サービス、
そしてソリューションによって、
年間7,200万人の患者さんが、
世界のどこかで意義のある
生活を取り戻しています。

詳しくはこちら

medtronic.co.jp

メドトロニック 検索

1秒に2人
人々の生活を毎時間、毎日、
変え続けています

食事制限や減量が必要な方に。

30年以上にわたる使用実績と豊富な臨床エビデンス！

͓͍߹Θͤઌ

info-mdmedical@sunnyhealth.co.jp
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葡単なセットアップと優れた操作性で
レトラクター システムの変革をもたらした

THE LOBSTER"' 

●術者の手閻を取らせない最速のセットアップが可能です。

●左右独立調整を出来る「ウィッシュポーン ・ フレ ー ム」の採
用により、患者の体位、体形に合わせてセッティングが可能
です。

●独自のスナップインブレー ド方式の採用でクランプのフレーム
への着脱が可能です。

●鈎の交換時の着脱もスナップ方式で側方から可能し、スムー

ズな術野での展開操作が可能です。

B〶SS
INSTRLJMEIBS, LTCT 

和,r the Art of Surgery™ 

LOBSTER CLAMP 

製造販売業者

llmERA 泉エ匡醐工業株式会社（平成20年11月より国内販売元になりましr
■問い合わせ先：本社商品企画：TEL.03-3812-3254 FAX.03-3815-70 l l 

製造業者：Boss Instruments Ltd. 国名：米国

■営業拠点：札幌支店・東北支店・青森・盛岡・福島・関東支店・松本・新潟・東京支店・つくば・横浜・中部支店・静岡・金沢•関西支店・中四国支店・岡山・四国・九州支店・鹿児島
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「効能又は効果」、「用法及び用量」、「警告・禁忌を含む使用上の注意」等は、
製品添付文書をご参照ください。

文献請求先及び製品の問い合わせ先：
製品情報センター 学術情報ダイヤル 0120-664-467
販売情報提供活動に関するご意見：
0120-407-947
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外 科 学 講 座 ホ ー ム ペ ー ジ 紹 介http://surgery-iwate-med.jp

外科学講座の歴史

外科学講座の

広報活動

当科では我々が行っている医療を一般の方、あるいは医学生や研修医の先生をはじめとするさまざま
な医療関係者の方にご理解をいただくために、ホームページの充実を図っております。最新医療をトピッ
クスとして提供するとともに、スタッフのプロフィールも公開しております。「主治医の顔と人となり」
を少しでもご理解していただくことで、良好な信頼関係を築く一助になることを期待しております。
また、私どもが主催する市民公開講座や研究会等、各種イベントのご案内も随時更新しております。
このホームページが、理想的な医療体制の実現に向けて、私どもと皆様をつなぐ架け橋となるよう願っ
ております。

こちらのQRコードを読み取って
ホームページにアクセスできます

本学は昭和3年、岩手医科大学の前身である岩手医学専門学校が設立され、昭和26年に
学校法人岩手医科大学が発足するに至った。
外科学講座の歴史は古く昭和4年、副島鎮雄の教授就任まで遡る。その後、昭和5年に

三宅徳三郎、昭和13年には永松之幹、そして昭和19年には瀬田孝一が教授に昇任した。昭和31年に外科学第一講座と名称を変
え、瀬田は在任35年間にわたり当教室の基礎を築き、大きな発展をもたらした。
昭和54年の瀬田の退職後、同年東北大学第2外科助教授であった森昌造が教授に赴任。昭和61年に東北大学第2外科教授へ
転任となるまで、疾患別のグループ制度を導入することで各分野の専門性を確立し、研究活動にも大きな躍進がみられた。
昭和62年6月に斎藤和好が外科・内科において初の母校出身の教授に昇任し、良き伝統と誠の医師としての真摯な態度を継承、
内視鏡手術など外科学の更なる進歩に貢献した。
平成17年に斎藤の退職後、同年9月慶應義塾大学外科学専任講師であった若林剛が教授に就任、患者様を中心とした最良の治
療が選択・実践可能な「チーム医療」を基盤として北東北での肝移植を実現した。
平成27年8月に同科准教授の佐々木章が教授に就任。肥満外科手術の指導的施設として国内外に情報を発信するとともに、
各分野の内視鏡外科手術を中心とした患者様に低侵襲で良質な治療を提供できるよう研究、教育そして診療に取り組んでおります。

この度、「第34回内視鏡外科フォーラム in 盛岡」を 
2023年５月20日（土）に盛岡市で開催させていただくこと
になりました。歴史と伝統ある本フォーラム会長の名誉
を賜り、機会を与えていただきました前理事長の徳村弘実
先生と会員の皆様方に心より感謝申し上げます。

内視鏡外科フォーラムは、東北およびその他の地区に
おける内視鏡外科手術の進歩と発展のために医療関係者が
集まり、互いに知識を深めあうための会を目的に、1992年
に設立されました。今回は、2022年度理事会で徳村弘実
先生の後任として理事長に選任いただき、多くの理事が
改選となった新体制での開催となります。内視鏡外科に
おける新技術の検証や本フォーラムの今後の展望などを
議論したいと考え、テーマは「Rethinking endoscopic 

surgery: The next step ?」といたしました。東北における
各領域のロボット支援下手術を若手医師たちにどのように
教育して普及させていくのか、安全性を担保しつつ内視鏡
外科手術のメリットを最大限に生かし、患者へ真の利点
を還元できる手技・技術は何であるかなどを考える 
セッションを企画する予定です。

新型コロナウィルス感染症の影響で医療従事者の働き方
や学びの場が変化している現状ですが、少しでもポスト・
コロナを感じられるようなフォーラムを目指して、岩手
医科大学外科学講座一丸となって準備に邁進してまいり
ます。多くの皆様方にご参加いただけますようよろしく
お願い申し上げます。

この度、「第29回侵襲とサイトカイン研究会」を2023年
７月６日（木）にシェーンバッハ・サボーで開催させて
いただくことになりました。歴史と伝統のある本研究会
会長の名誉を賜り、機会を与えいただきました代表世話人
の花崎和弘先生、小谷穣治先生と会員の皆様方に心より
感謝申し上げます。

本研究会は、外科侵襲とサイトカインに関する研究 
発表、意見交換、新しいアイディアの開発や進歩に貢献
することを目的に設立され、2016年から日本外科代謝栄養
学会と合同開催しています。今回は、日本外科代謝栄養
学会第60回学術集会とアジア代謝栄養学会との合同開催
にジョイントして同会場で現地開催の予定です。

研 究 会 の テ ー マ は「Bridging the research–patient 
benefit gap」といたしました。外科治療、救急、集中 

治療、麻酔、感染など広い意味での侵襲学に関する基礎
研究から臨床研究への発展、研究を研究だけで終わら 
せず、研究成果の患者還元を目指したご発表いただき、
議論を深めたいと思います。今回は、一般演題の他に 
優秀演題セッションを企画しました。抄録から４～５題
を選考し、本セッションの発表内容から優秀な２演題に
表彰並びに副賞を贈呈しますので、奮って応募ください
ますようお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症の影響で医療従事者の働き方
や学びの場が変化している現状ですが、少しでもポスト・
コロナを感じられるような研究会を目指して、岩手医科
大学外科学講座一丸となって準備に邁進してまいります。
多くの皆様方にご参加いただけますようよろしくお願い
申し上げます。

第34回内視鏡外科フォーラム in 盛岡の開催のお知らせ

佐々木　章

第29回侵襲とサイトカイン研究会の開催のお知らせ

佐々木　章

お知らせ

冬も終わり春が近づくと、上空から鳴き声と共に大きなV字の隊列を組んで、澄んだ岩手の
青空を横切って白鳥たちは北へと帰ります。このV字飛行は、前の鳥が羽ばたく際に、後方に
上向きの気流が発生し、後続の鳥はその上昇気流を利用し、少ない力で飛ぶことでエネルギー
の消耗を減らします。一番風の抵抗を受ける先頭は、時々交代しているそうです。数千キロもの
長い旅路を切り抜ける、渡り鳥のチームワークの術といえます。




